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カラーグラフイック表示例

このページに示すカラー写真はMZ-2200カラーBASIC(MZ-IZ002)によるカラーグラフィックプログラムを実行させ

た場合の表示例です。

これらのフ。ログラムは本文中(第 5章カラーコ ントロール)にサンプルプログラムとして紹介しておりますのでご参照
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このマニュアルの BASIC編は、パーソナルコンビュータ MZ-2200のシステムソフトウェア

BASICインターフリタ MZ-1Z001、MZ-1Z002およびMONITOR編は同じく MZ-2200のシス

テムソフトウェアMONITORMZ-1Z001Mにそれぞれ基づL、てイ乍成されています。

( 1 )多目的パーソナルコンビュータ MZ-2200では、システムソフトウェアをすべてファイル形

態のソフトウェアパック(カセットテープ、ディスクなど)によってサポートされます。

各システムソフトウェアおよび本書の内容は、改良のTこめ変更することがあ町ますので、フ

ァイルパージョンナンバーには特にご注意されるよう、お願い致します。

(2)本機は非常に複雑な機能および組合せを有する製品であり、出荷に際しては取扱説明書を含

めて充分なチェックをして万全を期しておりますが、万一ご使用中ご不審な点、お気付きの

ことがあ円まし Tこら、もよ円のシャーフのサービス窓口(技術サービス部・サービスステー

ション・サービスフランチ)までご連絡願います。なお、運用した結果生じる影響について

は責任を負いカ、ねますのであらカ、じめご了承く亡さい。

(3)パーソナルコンビュータ MZ-2200のシステムソフトウェアは、すべてシャープ株式会社の

オリジナルソフトウェアであり、著作権は当社が保有しております。システムソフトウェア

ならびに本書の内容を無断で複製することは禁じられています。
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はじめに

このマニュアルは、パーソナルコンビュータMZ-2200の標準システムソフト

ウェアBASICインターフ。リタMZ-IZ00lおよび、COLORTAPE BASIC MZ-

lZ002の言語仕様と文法を解説しています。

フ。ログラミング言言吾BASICは、 Beginner'sAll-purpose Symbolic Instruc-

tion Codeの頭文字であるといわれているように、各種のコンビュータ言語の

うちで特に初心者向きの汎用プログラミング言語として開発されました。そし

て、多様な問題の解決にあたって、簡便に、しかもプログラマがコンビュータ

と対話する型式で、フ。ログラミングを進めることができるという特徴を持ってお

り、パーソナルプログラミングにうってつけの、効率のよいプログラミング言

語だといえます。

これらのBASICは、パーソナルコンビュータMZ-2200の特徴を充分に発揮

させるBASICインタープリタであり、各種のアルゴリズム設計、データ処理、

出力表示プロセス等にそれぞれ高機能を実現しています。同時に、高速処理を

指向した設計がなされており、初心者だけでなく、高度な各種のフ。ロフェッシ

ョナル・プログラミングにも縦横に駆使できるインタープリタです。

本書は、 BASICの言語仕様、コマンドグループ、ステートメントグループ、

ファンクションクゃルーフ。の順に章を追って解説しています。



BASICの概要

MZ-2200には、標準BASICMZ-1Z001およびCOLORTAPE BAS工C MZ-1Z 

002の 2本のシステムソフトウエアが付属しています。

標準BA S I C M Z -1 Z 00 1はカラーコントロール機能はありませんが、広いテキスト

エリアを持つBASICでありデータ処理ヤ長いフログラムのときなどユーザー応用

にフレキシビリティがあるという特長を持っています。

COLOR TAPE BASIC MZ-1Z002は標準BASICの機能にカラーコントロール

の各種コマンド、ステートメントが追加されたカラーグラフィック機能重視の

BASICであり、これら 2つのBAS工Cを目的に応じ使いわけることができます。

第 1章ではこれらBASICに共通である起動方法の説明がされ、動作モード、 フ

ログラムの構造、フログラムの構成、スクリーンエディション、初期設定値、デ

ィスプレイ画面座標等、 BASICの概略がされます。

続く第2章~第4章では、 BASICインタフリタ MZ-lZOOl、およびMZ-1Z002の

白黒ディスプレイベースでのコマンド、関数の詳略な文法解説がされ、第 5章で

はMZ-1Z002のカラーディスフレイコントロールに関する解説がなされています二

なお、データレコーダ(MZ-1T02) に関するコマンドステートメントをイ吏用する

場合はデータレコーダが正しく接続されていなければなりませんのでご注意くだ

さし、。

Chapter 

1 
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1.1 BASICインタープリタの起動

BASICは、 MONITORMZ-IZ00IMととも にカセッ トテーフ。ファイル中にあり、その使用に|探してイニシャルローデ

イングを行う必要があります。これは難しいことではなく、 MZ-2200の電源をONにした時、イニシャルローデイングを

行う IPL(initial program loader)が自動的にスタートするので、あらかじめ、 BASICカセ ットファイルをカセッ トデッ

キにセ ットしておきます。テープをセ ットしていない場合は、テーフをセ ッ卜するようメ ッセージが表示されるのでその

指示に従います(テープは巻き戻していること)。イニシャルローデイングによって、 MONITORMZ-IZ00IM および

BASICがシステムにローデイングされ(図 1-1の左の写真はローデイング中であることを示しています)、終了後図 1

-1の右の写真に示すメッセージを表示し、BASICが起動します。

川 Ready11 は、システムコ ントロールがBASICのコマンドレベルにあり、コマンドを受け付けられる状態にあることを

示しています。

(ソフトウェアの起動方法の詳細については、 Owner'sManualの「システムプログラムのイニシャルローデイングの方

j去」を参照のこと。)

〔標準BASIC)

(ローデイング中) ( 起 動 時 )

(COLOR TAPE BASIC) 

図 1-1

テキス トエリ アのバイ トサイ ズは図 1- 1の起勤時の画面-の③ の位置に表示されます。
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1.2 動作モード

システムソフトウェアBASICインタープリタの動作には、コマンドレベルの動作モードとステートメントレベルのプロ

グラム実行モードの2通りの動作モードがあります。コマンドレベルの動作モードでは、 BASICコマンドを直接に実行し

たり BASICプログラムテキス卜の作成・編集を行います。ステートメントレベルのプログラム実行モードでは、 BASIC

コマンド RUNによ って BASICプログラムテキストを解釈し、その指示に従って各種の自動処理を行し、ます。

1.2.1 コマンドレベルでの動作

BASICのコマンドレベルの動作モードには 直接モード (directmode) と間接モード (indirectmode) の 2通り

があります。

直接モードでは、 BASICの直接実行コマンド、たとえば、 RUN、LIST、SAVEといったコマンドの実行、あるいは、

直接実行命令としても使用できるステートメントを用いて、ちょうど電卓を使用するような使い方が可能です。

電卓のような使い方としては、たとえば図 1-2に示すように、 PRINT文と、 算術式によ って、演算・表示 コマンドを

与えて、結果を直ちに得ることができます。

図 1-2

また、このような使い方では、プログラムの実行中、 STOP文やBREAK操作によ って中断させ、その時の各変数の値

を調べたり、値を代入したりするのが可能で‘、デノ〈ッグ操作として使うことができます。

間接モードとは、 BASICフ。ロク。ラムの作成、編集(エディション)を行うモードです。BASICプログラムは、次項か

ら詳しく解説されるように、行番号をもっBASIC文の集合であり、 BASICに用意されているステート メン トや関数に

よって目的とする処理のアルゴリズムを記述するものです。間被モードではカーソルエディションによって CRTディスプ

レイを見ながら編集作業を行うことができます。(1・5節を参照)
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1.2.2 ステートメントレベルでの動作

プログラムのRUNコマンドによって実行モードへ移ると BASICインタープリタは、プログラムテキストに記述された

各ステートメントを解釈しながら各々の機能にしたがったデータ処理を実行して行きます。実行モードにおけるプログラ

マとのコミュニケーションは、各種入出力文によって行われます。

たとえば、 INPUT文の実行によって、必要なデータをキーボードから入力したり、 PRINT文の実行によって内部デー

タをCRTディスプレイ上に出力したりのコミュニケーションがステートメントレベルによって行われます。

プログラムの実行を終了すると、動作モードは、コマンドレベルに戻ります。実行モードにある場合強制的にコマンドレ

ベルに戻す には 巨百十 lSHIFT !キーを押し、プログラム実行を停止させます。なお、 BASICには、 USR関数

による機械語ルーチンの使用が可能ですが、この場合の動作モードは、 CPUレベルの実行モードとなり、 BASICの管理

を離れることになります。もし、 CPUレベルの実行モードにある場合、それを停止させるには、リセットスイッチを押し、

MONITORコマンドレベルへ戻すしかありません。
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1.3 BASICプログラムの構造

BASICプログラムは、何行かの順番に並べられた行 (line)からなっており、それぞれの行には、プログラム実行、

手続きなどの動作 (operαtion) を指示する文 (stαtement) か言己主されます。

BASICプログラムの実行は、分岐命令、参照命令等を除いて、原則的に文の並ぴの}I頃に行なわれます。また BASIC

では、特別なフォーマット (formαt) 指定文や宣言文などの初期設定項目からプログラムを始める必要はなく、プログラ

ム中の任意の行から実行を開始することも可能です。

1.3.1 行 (line)

行は、行番号と本文とからなり、それぞれの行は、キャリッジリターンコードをセバレータとします。間接モードにお

いて 1行を入力するは仁亘コキー(または副キー)を与えることによって実行されます。

行番号

行番号は、行の冒頭に置き、行を示す役割を果します。行を定義するとし寸意味で、定義行番号 (definition line 

number)ともいい、他の文から参照するために記述する参照行番号(referenceline number)と区別して言うことがあり

ます。

定義行番号は、 1 -65535の範囲の整数か許されます。 各行の定義行番号は、連続した数で、ある必要はないので、行の

追加挿入を考えて、 10ぐらいずつあけて設定するのか得策です。またAUTOコマンド(P.35参照)は一定の増分で定

義行番号を自動的に発生してくれます。

同ーの定義行番号の行が入力された場合は、以前のものは無効となります。

本文

本文は、 1つの行のなかで、定義行番号に続いて 1つの文または、複数の文を記述します。

本文は、定義行番号と、キャリッジリターンコードを含めて 1行、即ち 160桁以内となるような文字列で記述します。

本文を、複数文 (multis tatement) で記述する場合、文と文のセパレータとしてコロン 11 • fIを使用します。

1.3.2 文 (statement) 

BASIC文は、大きく実行文(executαbles tatement)と非実行文(non-executablestαtement)とに分類できます。

実行文はプログラムの動作を記述するもので各種の演算や代入、比較、分岐を処理する文があります。非実行文はプロ

グラムに必要な情報の設定やポインタのコントロールを行うもので、配列宣言文やデータ文、定義文、注釈文などがあり

ます。

直接モードで使用する場合記述する文は、直接実行文 (directmode executαble stαtement)と呼ぶこともあります。
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1.4 BASIC文の構成要素

BASIC文は、 予約語であるコマンド、ステートメント、組み込み関数、システム変数だけでなく、各種の演算子、定

数、変数名、配列名、式といった各要素とともに構成されます。以下、各構成要素について解説を行います。

1.4.1 予約語(reservedwords) 

すべての予約語 (キーワードとも呼ばれます)は、 BASICインタープ リタ自身が管理している語であり、プログラマ

が任意に定義することができない語の集まりです。 表1-1は、 BASICインタープリタMZ-IZ00lおよびMZ-IZ002の全

ての予約語をアルファベット順に並べたものです。これらは、コマンド、ステートメント、組み込み関数、システム変数

に対応した独自の働きがあり、プログラマが変数名などに使うことはできません。

囚

国

固

固

国

国

固

ABS一一一一一一一一一 一 90I回
ASC-一一一一一一一一一ー ー100
ATN一 一一一一一一一一一94
AUTO---… ー一一 一 一一一35
BUNE-----一一一ーー一一一112、74
BOOT---一一 一 ー-一一 38
BOX--------一一一一一一一一一 115I [KJ 
CCOLOR-------- 一一 106 I [J 
CHANGE-ーーーーーー一一一一ーーーーーーーーーー65
CHARACTER $ --------102 
CHR$一一一一一 一 一一一一99
CIRCLE--一一 一一一ー116
CLOSE/T-一一一一ーーーーーーー司ーーーーー-81
CLR-一一一 一一一一一一60
COLOR-一一ー一一一一一 107 

CONSOLE ------------109， 62 

CONT・-ーーー一一一一一 ー一一37
COpy /P ---------------------871 園
COS---一 一ー ー 一 一 ----93
CSRH 一一一-----_ーーー一一 一61
CSRV一 一一一一一一一一一61I [図
CURSOR-一一一一一一 一 一61I 
DATA--一 一一一一一一 一47I回
DEF FN一一一一一 一 ー… 57 I 

DEF KEY----一 一一一一一一58I固
DIM---一一一一一一一 ー--56
END一一一ー一一一一 一一一一60
EXP一一一一 一 一一一一一一95
FAST一一一ー 一 一一一 ---66
FOR------一 一 ー 一一一一一一 -49
GET----- ー一 -----一一一一一47
GOSUB一 一 一 一一一… --51
GOTO-----ー一 一ー 一一一ー-51
GRAPH-一一一一一一 108、70

予約語の右の数字は参照ページを示 しています。

IF--------一 一ー…ー 一一 52
IMAGE/P-ーーーーーー一一一ーー---・ー一一一86
INP -----------------------------881 [_BJ 
INPUT -一 一一一一一一一一一 46 
INPUT /T ------ーー 一一一82
INT一一一一一 一 一一一一 一一一91
KLIST --一一 一一一一一39
LEFT$一一一一一 一一一一一一97
LEN---一一一一一一一一一一一一 101
LET---一一 一 一一 一 -----42
LIMIT---一一 一一一ーー一一一83
LINE------一一一一 一一111、73
LI S T ---------------------------35 I国
LIST/P一一一一一一一一ー… 36 
LN--一 一 一一一 一 一一一一96
LOAD----一 一 一 ---32 
LOG---一 一一一一一一一一一一 96
MID$ 一一一 一 一 一一-97
MON--一一一一 一一一一 一 一 一一38
MUSIC------一一一一 一一67
NEW----一一一 ------一一 36 
NEXT-ーーーーーー一ーーーーー・ーー一ーーーーーー守ー49
ON-----ー一 一 一 一ー 一 一 55
OUT ----------------------------881国
PAGE/P一 一一一一一一一----87
PAINT------一一一一一一-114 
PATTERN-一一ーーーー-----113、76
PEEK---ーーーー‘ー一一一一ーーーーーーーーーーーー-84
POINT一一一一ー一 一 一ー 78
POKE--一一 一一一一 一一一84I固
POSH-一一一一一一一一 一 79I図
POSITION … 一 一 一75I 

POSV一一一一一一一一一一一一一 79I 園
PRINT一一一一ー一一 一ー 43

PRINT/P 一一一 ー ー一一86
PRINT/T一 一 一一ーー ー -80 
READ- 一一一一一一一一一47
REM---ー一一一一一一 一 一 ---59 
RESET--一一一一ー… 110、72
RESTORE--一 一一 -47 
RETURN---一一一一一一一 51
REW一 一 一一 一 一 一 65 
RIGHT$ 一一ー一 一 一一一一98
RND一一一一一一一一一一一 一ー 96 
ROPEN/T--一一一一一一一一82
RUN---一一一一一一 一 一 ---37 
SAVE---一 ーーー一一一 一33
SET------一一一一一一 109、71
SGN守一一 一一一一一一91
SIN---一一一一一ー一一一 ー--92
SIZE---一 一 一 一 一 一 一 66
SPACE$ ---一一一 --------98
SQR一一一一一一一一一一一一一一一92
STEP-----ー ー一 一----------49
STOP--一 一一一一一一一一一 ---60
STR$ 一一 ー一一 ーーー100
STRING $ ------- 一一一 99
TAB---一一一一一一一一ー一 一103
TAN-------一 一ー一一 ー -94 
TEMPO-ーーー一一ーーーーーーーーーーーーーーー69
THEN--ー一 一一------一一一 52
TI$ ---一 一一一一一一一一 一66
TO-----ー一一 ーー 一 一 一一一一49
USR---ー一 一 ー 一 一ーー 85 
VAL--一一一一一一ー一一一ーー101
VERIFY 一一ー一一一34
WOPEN/T一一一 一一一一一一80

なお、イタリ ック体で示 されたページは、カラーコントロールの解説であることを示 しています。

表 1-1 BASICインタープリタ MZ・lZ001およびMZ・lZ002の全ての予約語
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1.4.2 データ要素

BASICプログラムで予約語以外の構成要素は一肯定にデータ要素と呼ぶことができます。それらを分類すると更に次の

ような各要素に分けられます。

数

数

列

式

定

変

配

セノマレータ

数値定数、ストリング定数、システム定数

数イ直変数、ストリング変数、システム変数

1次元数値配列、 2次元数値配列、 1次元ストリング配列、 2次元ストリング配列

算術式、ストリング結合式、関係式、論理式

コンマ(， )、セミコロン(; )、コロン(: ) 

定数、変数、配列の各データ要素には、上記のようにデータの型式 (type) によって、数値データとストリングデータ

の 2通りのものがあります。

1.4.3 定数

定数とは、その表現自体がデータの値を具体的に示すものであり、プログラムの実行中にその値が変えられることのな

いデータ要素をいいます。

数値定数 (numericconstant) 

数値定数は符号(+、-)、数字 (0-9)、小数点( . )で記述される10進数、あるいは符号、仮数部、指数部 (E

で示す)で記述される指数表現の 10進数をいいます。いずれも内部表現型式は浮動小数点型式をとります。

BASICインタープリタMZ-IZ00lおよびMZ-IZ002で表現できる数値データは、 有効桁8桁以内(精度は最小桁:::1:1以

内)、指数範囲、 10-19-1019です。

数値が正の場合は、+符号は省略できます。

LIMIT、POKE、PEEK、USRの各文においてアドレスを直接指定する場合あるいは CHR$ によってアスキー

コードを指定する場合は、 16進数を用いることも可能です。16進 4桁 (CHR$の場合は 2桁)の前にドルマーク"$ 11 

をつけて示します。 例:LIMIT $ B 000 

(正例)

(誤例)

5215 E -8 = 0.00005215 

15，300 

123456789 

300 E +91 

コンマをイ変っている

8桁を越えている

指数範囲を越えている

ストリング定数 (stringconstant) 

ストリング定数は、キーボードから入力可能な文字セットの並びによって表現する文字定数であり、 一対のクォーテー

ションマーク(" )で囲んで‘示します。 DATA文中では、クォーテーションマークは省略できます。

ストリング定数の最大文字数は、行の有効長によって、決まりますが、 BASIC内部でのストリングデータの最大文字数

は255文字です。
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ストリング定数は、 PRINT文ではメッセージや各種キャラクタを表現し、 MUSIC文では音符データを表現し、 PA-

TTERN文では、グラフィックパターンのビットデータを表現するなど、ステートメントによってそれぞれ異った各種の

データを表わします。

システム定数 (systemconstant) 

システム定数は、 BASICに用意されている定数であり、円周率の値が、キャラクタ H π Hに定められています。 π =

3.1415927 

(例) 半径が 10の円の円周は、次の式によって計算できます。

2ヰ〈 π本 10

1.4.4 変 数 (variable)

変数とは、データの型は変わらないが、その値はプログラム実行中に任意に変えることのできるものをいいます。変数

は、変数名によって引用されます。変数の初期値は、 0または空(ブランク)です。

数値変数 (numericvariable) 

数値変数には数値データだけを与えることができます。

変数名は何文字でもかまいませんが、最初の 2文字だけが変数の区別に使われます。また最初の文字は英字の大文字

(A-Z)でなければなりませんが残りの文字は、英字と数字が使えます。ただし、 BASICで使用している予約語を使用す

ることはできません。予約語 (reservedωord) とは、 BASICの全てのコマンド、ステートメント、関数名、および演算

子、その他の特殊文字 (INP、OUT文で使う@マークやMUSIC文で使う#マークなど)です。

数値変数は数値データが代入されるまでは Oとなっています。

(正 例) ABCとAB は同じ扱い

(誤 例) DATA3 予約語DATAを含む

C@ 特殊文字を含む

ストリング変数 (stringvariable) 

ストリング変数にはストリングデータだけを与えることができます。

変数名は、前記、数値変数名の場合の条件に従い、名前の最後にドルマーク 11 $ "を付加してストリング変数名としま

す。ストリング変数が扱いうるストリングデータの最大長は255文字です。ストリング変数は、ストリングデータが代入

されるまではブランクとなっています。

(正 例) NAME 1 $とNAME2$は同じストリング変数とみなす

(誤 例) music $ .......一小文字を使っている。
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システム変数(system variable) 

システム変数は、 BASIC内で変化する値を示す変数であり、 BASICの空きエリアを示すSIZE、カーソル位置を示

すCSRH，CSRV，グラフィックエリア上のポジションポインタの位置を示すPOSH，POSVの各数値変数、お

よび、内蔵の24時間時計の値を示す 6桁のストリング変数TI$があります。

1.4.5 配列(array) 

配列は、順序づけられた同じ型のデータの集合であり、添字を 1個もつ 1次元配列(リストともいう)と、添字を 2個も

つ 2次元配列(テーブルともいう)があります。

数値配列とストリング配列のディメンジョン定義等の詳細は、文法編3・5・1節 (P.56) に解説されています。
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1.4.6 式(expression) 

式には前述のように算術式、ストリング結合式と関係式、論理式とがあります。算術式とストリング結合式は、ステー

トメン卜のオペランドの中で、また関数の引数として使い、式に従った演算の結果で、ある 1つの数値データまたはストリ

ングデータを表わします。関係式と論理式は、 1 F文のオペランドで分岐条件を記述する際に用いられます。

算術式 (arithmeticexpression) 

算術式は、数値データ(数値定数、数値変数、数値配列、数値関数)の算術演算を表現するものであり、数値データで

ある算術要素と、算術演算子とから構成されます。

算術演算子は、四則演算子と、べき算演算子とからなり、それらを演算の優先順に並べると次のようになります。

算術演算子 演算 形 式

〆へ、

算

算

算

号

除

減

き

符
べ

負

算

算乗

加

X ""Y (XY 
: XをY乗する)

X (Xに-1を桂トける)

X本Y (XにYを掛ける)、 X/Y(手:XをYで蹴)

X+Y (XにYを足す)、 X-Y(Xから Yを引く)

本， / 

十

べき算が優先されますが、括孤 11 ( )川を使用している場合は、括孤内の演算がさらに優先されます。括孤内の演算の

優先)1頃も上記と同様です。

本と/や、+と ーのように、同順位の演算か就く場合は、式の左から右へ)1闘に託算されます。また、べき乗が連続する

場合も同様です。

たとえば、次に示すように演算順か決まります。

[中:B+白M

L-f?? 
③ | 

A/( B本 (X十 Y))本 p

l 
③ 

④ 

即ち、 一例 B十tM 
A 

即ち、
B (X + Y) 

(例) いくつかの一舟支の数式を BASICの算術式で表現してみます。

一ー般の数式 BASICの算術式

C e 

α十 b d 
C/(A+B) -E/D 

C 

αb 
C/(A*B)または C/A/B

sin2 x + 1 

xyZ 

SIN (X) "" 2十 1

X""(Y""Z) 

( xy) z X""Y""Z 

tan-1 x 

2πT 

ATN(X) 

2本 π>1くR

SQR (A""2+B""2)または (A本A+B本B)""0. 5 4五7
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ストリングの結合式 (stringconnective expression) 

ストリングの結合式とは、文字通り幾つかのストリングデータを連結して新たな 1つのストリングデータを作る式であ

り、演算子"+刊を用いて表記します。

(例) "ABC"+"DEF" は "ABCDEF"と同じストリングデータを表わします。

次のプログラムを実行すると、 AL$にはアルファベット 26文字が代入きれます。

プログラム

10 F 0 R N = 1 T 0 26 

20 A L $ = A L $ + C H R $ (64+ N ) ・・・・・・・・・・・・ストリングの結合式が使われています。

30 N EX T N 

40 P R 1 NT AL $ 

50 END 

プログラムの実1T

RUN 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

Ready 

関係式 (relationalexpression) 

関係式は、 2つの数値データを関係、演算子によってつないだもの、または、 2つのストリングデータを関係演算子によ

ってつないだものです。

関係式は 1F文の中で使用されるので、詳細は文法編 3. 4 . 3 (P. 52)に解説きれています。

論理式 (logicalexpression) 

論理式は、関係式によって与えられる真または偽の値の論理和または論理積を表現するものであり、 1 F文の中で使用

されます。

1.4.7 セバ レータ (separator)

1つの文の中で幾つかの要素を区切る場合は、セバレータとしてコンマ H ，H を使用します。

(仔11) D A T A 3. 5 ， 4.66， D A T A 1 

o N A G 0 T 0 100， 200 ， 300 
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1.5 スクリ ーンエディタ

間接モードでBASICプログラムを作成、編集する時はBASICのスクリーンエディタか重力作しており、画面を見なが

らカーソル (cursor) を自由に動かして、大変操作性のよいエデイションが可能となっています。

BASICプログラムは、行番号をもっ行の単位でBASICテキストエリアにストアされますが、すで、に述べたようにキ

ヤ刊リソdジ lけ)げ夕一ン汁キ一仁亘コを入力するか、あるかLい、廿は、エン夕ト一キ←一函Bを入力することによつてはじめてストげア

さ机れ問ま計す。f.従恥い是わいつfてわフプ。ロクグ仇、

を入力する必要があります。

カーソル操作 (cursorcontrol) 

プログラムを新しく入力する場合は、行番号、本文の順に行をキ一入力して行き、その場合、カーソルは、 1文字分ず

つ移動して行きます。

一方、既にストアされているプログラムのある行を変更する場合は、その行のリスト表示上にカーソルを持って行き変

更することが可能で‘あり、行全体を新しく入力し直す必要はありません。カーソルコントロールは、左右上下に動かすた

めの 4個の黄色のキーと カーソルを画面の壮隅に移す函キーによ って行います。

左右上下移動のキーは、( SHIFT |キーと共に押すと、オートリピートが可能です。

行の変更の場合、 単にある文字を他の文字に変えるだけでなく、挿人や削除が必要な場合があります。挿入を行う場合

は( 釧 FT |キーを押したまま必要恒l園キーを入力すると、カーソル位置にスペースができます。削除を行う併

は、必要回固キーを入力すると、カーソル伏置の手前を削除して行きます。

カーソルコントロールキー

函キー:ホームとクリア 園キー:削除と挿入

図 1-3
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1つの行全体を削除する場合は、その行の行番号のみ入力し庁司または匝副キーを入力することにより行な

われます。

BASICテキストは、通常プログラムの実行、あるいは実行中のエラー検出、ブレーク等によって壊されることはあり

ません。プログラム上の間違いは、実行によって見つけ出し、スクリーンエディションによって必要なデノfッグ鴇作を繰

り返すことによって排除して行くことができます。このような対話型のデノ〈ッグ・エディション操作はBASICの大きな

特徴といえます。

タブキ一回のセツティング ー

メインキーボード上で、スペースバーのすぐ左側にあるITAB Iキーは、タビュレーションキー (tαbulationkey) で、キ

一入力の際に指定欄に一定の書式でデータを入力する場合等に使われます。

タブセットは、モニタワークエリアの$11C 1から$l1CFの聞のデータを変えることによりプログラマが必要とする

ものに設定し直すことができます。

この操作は、 MONITORコマンドによって行うこともできますが、ここでは、 BASICのPOKE文を使ったタブセ

ットの方法を示します。

タブセットのデータエリアは、 $11C1 番地~ $l1CF番地の聞の15パイトであり、 $11Cl 番地に最初のタブセット

位置 1を(キャラクタ表示のX一座標)、つづけて第2、第3のタブセット位置を入れてゆきます。 $llCO番地には 1をス

トアしておきますの

たとえば、最初のタブセット位置をX 座標が15の位置(即ち16キャラクタ目)とするには、

POKE $11CO，1 

の実行後に、

POKE $11Cl，15 

を実行することによってセットできます。続いて、次のタブセットを、 X一座標が 23の位置とするには、

POKE $11C2，23 

を実行します。

ここで次は改行して行の先頭へ戻すには、 $11 C3番地にタブセットのエンドマーク 255 ($FF)をセットしてお

きます。

POKE $11C3，255 

を実行します。
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1.6 初期設定値について

MZ-2200システムIPLによって、 BASICインタープリタMZ-IZ00lおよびMZ-IZ002を起動した時の各種初期設定値

をまとめて示します。これらはシステムの初期デフォルト値であり、いずれの値もプログラマが任意に変えることができ

ます。

・キーボード関係

1) 動作モード:ノーマルモード

2) 小文字の入力はノーマルモードのシフトポジション

3) デファイナブルファンクションキーは最初、次のように設定されます。

巨D :RUN 寸

CID : LIST~ 

庄三コ :CONSOLE 

CED : CONT寸

CID : AUTOつ

-内蔵時計

TI $ = " 000000 "で初期化してスタートする。

-白/黒ディスプレイ関係

仁Eコ:CHR$ ( 

巨ヨ :DEF KEY 

巨訂:GRAPH 

庄司:SAVE" 

~ : LOADつ

1) キャラクタディスプレイモード: ノーマル(ノ〈ックグラウンド:黒)

2) キャラクタ表示桁数. 40キャラクタ/行

3) キャラクタ表示スクローリングエリア : 最大(第 O行から第24行)

4) グラフイックディスプレイ入力モードページ: ページ 1

グラフィックディスプレイ出力モードページ: 全ページともOFF

ポジションポインタ POSHニ O、POSV=0 

5) グラフィックディスプレイ、リゾリューションモード 320X200ドット/画面

6) カラーグラフィックデータの白黒画面への重ね合わせを行う (CONSOLEMのモードに1没定)

(注) 6)についてはCOLORT APE BASIC MZ-IZ002のみ

-カラーコントロール関係 (COLORBASIC MZ-IZ002のみ)

プライオリティ…・…・・ー・・…・一…・…・・…・・・ー・・…・・ーキャラクタ優先

キャラクタカラー..........…......................…・・・・白色

パックグランドカラー・・・・…・・・・…・・・・・・・・・・・…・…・・ー黒色

グラフイックカラ一一......…・・…・・・ー・・…・・・・・・…・・ー青色 1 

CCOLOR@7，Oのモードに設定

グラフィックディスプレイ出力モードページ……全ページともOFFr COLOR1， 00， WOのモードに設定

カラー機能………・……・……・…………・…………WOモード ) 
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E音楽機能

1) テンポのデフォルト値: 4 (中庸のテンポ、 Moderato)

2) 音長のデフォルト値: 5 (4分音符、 J) 

-その他

1) 配列変数は全て未定義

2) BASICテキストエリアの下限: $FFFF番地(即ちLIMIT MAX状態)

3) タブセ ット: 5キャラクタ毎

1.7 MZ-80BとのBASIC互換性

MZ-80Bで作成されたBASICテキストプログラムは、 MZ-2200のBASICインタプリタMZ-1Z001、MZ1Z002および

DISK BASICインタフリタ MZ-2Z001のどちらでも使用可能です。ただしハードウェアに直接関係した命令 (LIMIT、

PEEK、POKE、USR、INPおよびOUT)をフ。ログラム内で使用している場合には、修正を要します。 (BASICテキスト

エリアおよび各ポートアドレスがMZ-80BとMZ-2200とでは異なる為)またPOINT命令については3.8.8(P.70) を参照

くfごきし、。

またCONSOLECn、LIST、LIST/P命令において、 実行後のグラフィ ック出力ページモードの処理方法が下記の通

りに異なっています。

-.~~j院a:m:p'þ:J.号島司圃

-~..JrltIlM務審詰置

上記命令実行時、グラフ ィックは画面より消えますが、その後GRAPHI1 02、C、Fでで、も

同様)を実行 しますと、上己記己命令実行前に設定されたクググ、や、ラフイ 、ツソ ク出力ぺ一ジモ一ドカ

しクググ、申、ラフイ‘ツソクカか再び画}面商上へ表示されます。

上記命令実行時、グラフィ ック出力ページモードが全ページOFF(G RAPH 00または

COLOR，OOのモード)となります。 したがってこの後GRAPHI1 02、C、Fでも同様)を

実行 しでも、グラフィ ックは画面上へ表示されません。

たとえばCONSOLEC80を実行後グラフィックを画面上に表示させる場合は、再度GRAPH

ObまたはCOLOR，Onを実行する必要があります。
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1.8 ディスプレイ画面の座標

各表示モードにおけるディスプレイ画面上の座標について説明します。

キャラクタ表示におけるディスプレイ画面上の座標を図 1-4に、カラーグラフィック表示におけるディスプレイ画面

上の座標を図 1ー5に示します。

臼/黒ディスプレイとカラーディスプレイの座標は同一関係にあります。

( 0， 0) 

Y 

( 0，24) 

( 0， 0) 

Y 

( 0 ， 199) 

X 

40キャラクタ表方ミモード

(CONSOLE C40) 

(39， 0) ( 0， 0) 

Y 

(0，24) 

X 

80キャラクタ表示モード

(CONSOLE C80) 

図 1-4 キャラクタ表示における画面上の座標

X 

ノーマルリゾリューションモード

(CONSOLE GN) 

(319， 0) ( 0， 0) 

Y 

(0，199) 

X 

ハイリゾリューションモード

(CONSOLE GH) 

四

図 1-5 グラフイツク表示における画面上の座標

(79， 0) 

(639， 0) 

たとえば、ハイリゾリューションモード (640x 200ドット/画面)におけるグラフィック座標を指定する場合、画面右

下のコーナーであれば (639，199) となります。このように座標指定とは、 X座標、 Y座標を指定することです。

-・・E西国・・・ カラーディスプレイ画面中央に黄色のドットを表示させる。 (COLORTAPE BASIC MZ-IZ002 
のみ)

10 PRINT CHR $ (6) : CONSOLE GH 

20 COLOR， 07， WO 

30 SET[6] 

40 END 
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1.9 カラー コン トロ-)レ (COLORTAPE BASIC MZ・lZ002のみ)

.カラーコード(オペランド mとn)

BASIC MZ-1Z002では、黒を含めて計8色のカラー一表示が可能です。表 1-2に示すカラーコードにより、 各 コマン

ド内で色指定を行し、ます。

同一ド I 0 I ~ 1-2-
u

-

m

r 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 

| 色 | 黒 | 青 | 赤 | 紫 | 緑 l 水色 | 貫 | 白 | 
表 1-2 カラーコード

カラーグラフィック表示は、 V-RAMグラフィック BLUE，RED， GREENの各エリアにデータを書 きこむことにより

行われます。 V-RAMグラフィックの名称と、このカラーコントロール使用時の名称の関係を図 1-6に示します。

BLUE 

(青)

ペ ージ 1

RED 

(赤)

ペ ージ 2

図 1-6 V-RAMグラフィックの名称、

GREEN 

{緑)

ページ 3

ーカラーコントローノレ

での名称

これらの 3ページを合成することにより上記8色が画面上に表示されます。たとえば、画面中央のドットに対応した、

V-RAMグラフィック上の番地において、 BLUEとGREENのページがセットされ、 REDのページがリセットされた状態

である時、画面上のそのドットには水色が表示されます。 (COLOR，07のモードに設定されているものとします。)

キャラクタおよびパックグランド(背景色)は、これらのグラフィ ックとは関係なく、その色を指定することができま

す。ただしキャラクタの色は 1画面単位での指定となります。(キャラクタ単位での色指定を行うことはできません。)

-色の重ね合わせ(オペランド:Wa) 

カラーグラフィック用のコマンドには、それぞれ色の処理方法を指定するオペランド、Wa(WOとW1)が用意されてい

ます。各モードの機能について説明します。

E~ーーー 強制的に色の変更を行うモードで、現在どの色が表示されているかにかかわらず、その時点で設定

されているカラーコードに従って命令を実行します。たとえば、すでに緑色にセットされているド

ットに対し、 WOモードで赤をセ ットしにいきます。

SET [2， W 0] 160， 100 

この命令実行後このドットは、赤色にセットされます。

色の重ね合わせを行うモードで、現在セ ットされている色と、その時点で設定されているカラーコ

ードを重ね合わせます。たとえばすでに緑色にセットされているドットに対しWlモードで赤をセ

ットしにいきます。
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SET[2， W 1 ] 160， 100 

この命令実行後このドットは緑色と赤色が重ね合わされて、黄色となります。

Waの記述を各コマンド内で省略しますと、 COLOR文で、のWa設定モードに従います。

COLOR文でもWaの設定がされていない場合はWOモード(初期設定値)となります。

RESET， BLINE文中でのWlモードの機能は上記と異なっています。各コマンドの解説の項を

参照ください。

なお、キャラクタとグラフイックとの色の重ね合わせは行えません。

1.10ディスプレイ聞の重ね合わせ選択 (COLORTAPE BASIC MZ-Z002のみ)

臼/黒ディスプレイとカラーディスプレイとのキャラクタおよびグラフィック表示の重ね合わせの有無を、表1-3のよ

うに選択することができます。(キャラク夕、グラフィック共表示データがある場合での組み合わせです。)

組み合わせ
白/黒ディスプレイ カラーディスプレイ

キャラクタ表示 グラフィック表示 キャラクタ表示 グラフィック表示

1 。 × × × 

2 。 × × 。
3 。 × 。 × (初期設定モード)

4 。 × 。 。
5 。 。 × 。
6 。 。 。 。
表 1-3 キャラクタおよびグラフイツク表示の重ね合わせ選択例

E~盛謹u". パックグランドとキャラクタの色を同じ色に指定し、プライオリティをグラフィックに指定

します。そしてグラフィック出力ページモードを全ページOFFとします。

(例tl) 10 CCOLOR 1， 1 : COLOR @， 00 

-.~:~活躍歪.r.... 肱- パックグランドとキャラクタの色を同じ色に指定し、プライオリティをグラフイックに指定

します。そしてグラフイック出力ページモードを全ページONとし、白/黒ディスプレイへの

グラフィックデータの重ね合わせ禁止します。

(例リ) 10 CCOLOR 1， 1 : COLOR @， 07 : CONSOLE P 

-回薫理署宮司- パックグランドとキャラクタの色をそれぞれ異なった色に指定し、グラフィック出力ページ

モードを全ページOFFとします (COLORBASIC起動時、このモードに設定されます。)

(1列) 10 CCOLOR 4，1 : COLOR，OO 
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パックグランドとキャラクタの色をそれぞれ異なった色に指定し、グラフィック出力ページ

モードを全ページONとします。そして臼/黒ディスプレイへのグラフイックデータの重ね合

わせを禁止します。(プライオリティは任意)

(1列) 10 CCOLOR @ 4， 1 : COLOR，07 : CONSOLE P 

-Ir:宮署璽克司E・E パックグランドとキャラクタの色を同じ色に指定し、プライオリティをグラフイックに指定

します。そして、グラフイック出力ページモードを全ページONとし、臼/黒ディスプレイへ

のグラフイックデータの重ね合わせを許可します。

(1列) 10 CCOLOR 1， 1 : COLOR @， 07 : CONSOLE M 

-.~:f!í~百歪;;r.a-ô・・ パックグランドとキャラクタの色をそれぞれ異なった色に指定し、グラフィック出力ページ

モードを全ページONとします。そして、白/黒テ、、イ スプレイへのグラフィ ックデータの重ね

合わせを許可します。 (プライオリティは任意)

(仔リ) 10 CCOLOR 4， 1 : COLOR @， 07 : CONSOLE M 

1.11 プライオリ テイ (COLORTAPE BASIC MZ・lZ002のみ)

プライオリティとは、キャラクタとグラフイツクがカラーディスプレイの画面上で重なって表示される場合、どちらを

優先して表示させるかを決めるものです。

プライオリティをグラフィックに指定するにはCOLOR @ を実行させます。

プライオリティをキャラクタに指定するには CCOLOR@ を実行させます。

図 1-7はプライオリティ指定後の表示状態を示しています。

グラフィック

.・・・・・・・・・キャラクタ (例:青)

・・・・・・グラフ イッ ク (例:赤)

グラフィック

フ。ライオリティをグラフイ ックにf旨定 フ。ライオリティをキャラクタに十旨定

図 1-7 プライオリティ指定後の表示状態





BASICのコマンド

この章は、 BASICインターフリタ MZ-1ZOOlおよびMZ-1Z002の持つコマンドを

説明します。

コマンドは、特別のものを除いて、直接実行命令としてのみ使用できる命令であ

り、プログラムテキスト中でイ吏用することはできません。

また、 MZ-1Z002によるカラーコントロールに関するコマンドは第 5章、「カラー

コントロールコマンド、ステートメン卜」に示されています。

各コマンド解説の形式

-E言書・・E調園

圃.r.;酒・・・n調園

-.~1'_臨調圃

・・・E酉圃・・ー

コマンドの正しい一般形を示します。

ここで、プログラマが指定すべき項目は、イタリック体で

示しています。

く〉内に示した項目は、省略可能であるか任意に繰り返し

項目を連ねることができることを示しています。

項目のセバレータ(コンマ、セミコロンなど)は正しく決

められた位置に置かなければなりません。

コマンドの機能を述べます。

コマンドの使い方を詳しく説明します。

コマンドの使い方の例を示します。

Chapter 

2 
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2.1 プログラムファイル入出力コマンド

2.1.1 LOAD 

-Eヲー-=珊 園 LOAD くfilename> 

-~祖国圃司書圃 カセットテープファイノレから、 filenαmeで指定する BASICテキストファイル、または BASIC

プログラムにリンクされる機械語7
0

ログラムファイルをロードします。

-~Y-同f酒・ ロードすべきファイル名はオペランドに記述します。ローデイング動作の第一段階では、ファイル

サーチが行われ、ファイルのヘッダ部に登録されているファイル名を読み、指定されたファイルで

あるかどうか調べます。 LOADコマンドのオペランドに指定されたファイル名と異ったファイル

l立、

FOUND "file nαme" 

の表示を行った後、早送りで読みとばされます。指定されたファイルが見つかった時は、

FOUND "file nαmeH 

に続けて、

LOADING "file nαme" 

が表示され、ローデイングが行われます。図 2-1は、 2つのファイルを読みとばした後に指定フ

ァイノレ"1000 primes "のローデインク、、を行ったもょうを示しています。

図 2-1

もしオペランドのファイル名指定を省略すると、最初に見つかったファイルのローデイングを行L、

ます。

ファイルのローデイングは、ファイルモードが BTX(BASICテキスト)またはOBJ (機械語プ

ログラム)のものだけに実行されます。

ロードすべきファイルが BTXモードである場合、 BASICテキストエリアを NEWした後、新た

にロードされることになり、前にあったテキストは消去されます。



2.1.2 SAVE 

-E言語・・・昆酒・・
・E佐s・・~調園

-・~1[""毒・・
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OBJモードのファイルのローデイングは、 LIMIT文によ って確保した機械語フ。ログラムエリアが

既にあり、しかも該当 OBJモードファイルのローデイングアドレスが、そのエリア内で‘あればロ

ーデイングが実行されます。この場合、 BASICテキストエリア内のテキストは消去されません。

OBJモードファイルのローデイングを行う場合、 LOADコマンドは、プログラム中のステートメ

ントとしてイ史用することができます。

OBJファイルのローデイングアドレスは、 MONITORあるいは、 LINKER等のシステムプログ

ラムのフ ァイル出力時に指定し、ファイルのヘッダ部に登録されます。(BASICインタープリタに

は、 OBJファイルを出力する機能はありません。)

SAVE <file nαme> 

BASICテキストエリアにストアされている BASICブ。ログラムテキストをフ ァイル名を与えてカ

セットテープ上にセーブします。

セーブされるテキストは、 BASICプログラムテキストの全部(即ち、 LISTコマンドによって表

示されるプログラムテキストの全体)であり、機械語フ。ログラムエリアの内容はセーブの対象とは

なりません。

file nameは、作成される BASICテキストファイル (BTX) の名前となるので、プログラムに

合った適当な名前を16文字以内のストリングで与えます。filenameを与えないと、エラーにはな

りませんが、 名なしのファイルが作成されることになり、そうしたファイルを多数作るとファイル

管理が難しくなります。

・・・E西田園 現在 BASICテキストエリアにストアされてし、るプログラムテキストを、ファイル名を 11 Process 

1 -1 "としてセーフ"するには、カセットテーフ。をカセットデッキにセッ トし、

SA VE "Process 1 -1 11 仁E
を実行 します。
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2.1.3 VERIFY 

-E逼・・~.. VERIFY <Jile name> 

E~ ..  ーヨ掴・ BASICテキストエリア内のプログラムテキストと、 Jilenameで寸旨定する BASICテキストファ

イルの内容を比較します。

-J量園町f眉・ 両者の内容が同一であれば"OK"が表示され、異っている場合は "ERROR"表示がなされます。

図 2-2の左側は、 BASICテキストファイノレ "TEXT cycloid"をテキストエリア内のテキス卜

と比較して両者が一致した様子を(ここで、該当ファイルは、ファイル "MUSIC"の後に見つか

ったことが判ります)、右側の写真は、 BASICテキストファイル "MUSIC"の比較が成立しなか

ったことを示しています。

図 2-2

オペランドにファイル名を記述しないと、最初に見つかった BASICテキストファイルが比較の対

象となります。
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2.2 テキスト編集コマンド

2.2.1 AUTO 

-E三ヨ・・E司掴圃

-E凋・・・ffi~・

・E江ヨ・・・ijf:l・

-・・E凶・・・・

2.2.2 LIST 

AUTO くls，n> 

ls" .…・ースタート行番号:デフォルト値=10

n………行番号の増分:デフォルト値=10

間接モードでの BASICテキスト作成時に、定義行番号を自動的に発生させます。

AUTOコマンドを実行すると、 BASICは行番号 lsを表示してステートメントの入力を待ちます。

仁E キー(または圃キ一川よってその行を入力すると、改行して次の行番号ls刊

を表示してステートメントのキ一入力を待ちます。

このように、 AUTOコマンドは行番号 lsからスタートして、 一定の間隔 πを置いた定義行番号を

発生し、テキスト作成がスムーズに行えるようにしています。

オペランドのデフォルト値(指定しなかった場合に、 BASICか決める値)は、 ls、n ともに10です。

AUTOコマンドから通常の間接モードへ戻るには直Eキーを押します。

AUTO 300，5....・・・・・定義行番号を、 300、305、310、315... ..・・・・の順に発生します。

AUTO 100.........定義行番号を、 100、110、120・・・・・・・ーの順に発生します。

AUTO ，20・ー・・・・一定義行番号を、 10、30、50、70・・・・・・・・・の順に発生します。

AUTO .........定義行番号を10、20、30、40・・・・・・・ーの順に発生します。

-E三週・・E・・ LIST <ls-le> 

ls'・・・・・・・・スタート行番号

le'一…・・・エンド行番号

E 野量圃園調・ 現在 BASICテキストエリア内にあるプログラムテキストの全部、もしくは一部をCRTデPィスプレ

• 

-・・E酉E・・・

イ上にリストします。

一部分をリストさせる場合は、 リストス夕一ト行番号lsとエンド行番号lμeをマイナス記号If II てゆ

結ぶか、どちらか一方を記述します。

リスト表示の実行中にスペースノ〈ーを押さえると、その間リスト表示がーイE停止します。また、

また、[BREAK )キーを押すと、リスト表示が中断されて BASIC:17/' F Vべルへ戻ります。

なお、このLIST命令を実行すると、グラフィックディスプレイ出力モードページは、全ページと

もOFFとなります。

LIST ・・・・・・・・・プログラムテキストの全{本をリストします。

LIST 300-350・・・・・・・・・定義行番号300から350までのプログラムテキストをリストします。

LIST 2500-.........定義行番号2500以降のフ。ログラムテキストをリストします。

LIST 150・・・・…・・・定義行番号150のテキストのみをリストします。
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2.2.3 LIST /P 

- E重・・Eミ・・ LIST/P <ls-le> 

ls'" .…・・・スター卜行番号

le …・・・・・・エンド行番号

E 旭国置許掴・ 現在 BASICテキストエリア内にあるプログラムテキストの全部、もしくは一部をオプションのラ

インプリンタ上にリストします。

ー~1'.圃配置 プリンタ上にリストするプログラムテキス卜の範囲の指定方法は、前記LISTコマンドのオペラン

ドの記述と同様です。

・・E 四国国圃 LIST/P.........プログラムテキストの全体をプリンタ上へリストします。

2.2.4 NEW 

-E邑ヨ・・・E三週・・
・E凋・・・liIi:I・
・E立ヨ・・ーヨf眉・

PRINT/P CHR$ (5): LIST/P-2990 

・・・プリンタのフォームフィード (formfeed) を行った後、即ち、次ページの先頭に

紙送りをした後に、プログラムテキストの行番2990までをプリンタ上へリストし

ます。

プリンタの状態によって次のエラーが発生することがあります。

*Error 65・・・ー・・・・プリンタがレディ状態 (ready) でない

本Error66 .・・・・・・・・プリンタのハードウェア上のエラー発生

本Error67 ... ....・・プリンタの用紙切れ

NEW 

BASICテキストエリアをクリアすると共に、プログラムワークエリアの初期化を行し、ます。

NEWコマンドを実行すると、 BASICテキストエリア内にあるプログラムテキストを削除し、 同

時に変数エリア、配列エリア等のフ。ログラムワークエリアを削除します。

LIMIT文によって BASICテキストエリアが制限されている場合は、、 BASICテキストエリア内

だけがクリアさオし持蹴語フoログラムは削除されません。

LOADコマンドの実行時 (BTXファイル)にもローデイングの前に、 NEWコマンドと同じ操作が

行われます。
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2.3 コントロールコマンド

2.3.1 RUN 

圃E三週・・・E・・・

-E悶圃置措置

・.~Y~f，週・

2.3.2 CONT 

RUN <ls> 

l s .........スタート行番号

現在 BASICテキストエリア内にあるプログラムを実行します。

間接モードのテキス卜編集操作によ って作成したフ。ログラム、あるいはカセットテープファイルか

らロードしたフ。ログラムを実行させるコマンドです。

プログラムを、その先頭行から実行するには単に、

RUN仁E
とキ一入力します。

行番号lsから実行する場合は、

RUN ls [三日
とキ一入力します。

オペランドを記述しなし、RUNコマンドでは、はじめに CLR文 (3・6・4節参照) が実行された

のと同様に、変数エリアと配ダIJエリアはクリアされ、その後、プログラムの先頭行へコント ロール

が移されます。 一方、 RUN ls コマンドでは、クリア操作は行われません。

システムコン トロールは、 プログラムの中の END文、 STOP文の実行あるいはプログラムの終端

でコマンドレベルに戻ります。(途中でエラーが発生した場合や巨豆+[ SHIFT lキー州

された場合もコマンドレベルに戻ります。)

また、プログラム中でUSR関数 (3・10・4節参照)を使っている場合は、ユーザエリアの機械

語プログラムやモニタサブルーチン等ヘー・旦コントロールが移されます。(この場合、コントロー

ルは BASICの酬を離れることになり、空Eキー操作等は受けつけなくなります。)

あるいは、 MONコマンドをステートメントとして用いた場合は、それによ ってシステムコントロー

ルはモニタコマンドレベルへ、BOOTコマンドをステートメントとして用いた場合はIPLスター

ト状態へコントロールが移されることになります。

-E言書・・E頑固 CONT 

プログラムの実行中の匝函 + [ SHIFT lキーの入力、あるいは STOP文、 END文の実行に

よってプログラムが中断状態にある時、プログラムの実行を継続して再開します。

(CONT : continue) 

CONTコマンドは、通常フ。ログラムのテパソグのため用いられ、 STOP文あるいは喧司 キー

の入力によって任意の筒所で実行を停止させ、直接モードによ って中間結果を調べたり、変数のデ

ータを変えたりした後のプログラム実行の品也統に使われます。

プログラムの再開を別の行ーから行う場合は、 RUN lsコマンドまたは、 GOTO lsコマンドを使い

ます。

プログラム中断中に間持モー ドによるプログラムの編集作業 (エディション)を行った場合は CO

NT不能 (Error17) とな ります。
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2.3.3 MON 

-E誓a・・E・. MON 

-E誌，~同調・ BASICインターブ。リタによるシステムコン卜ローノレを高佐オ1て、 MONITORMZ-1Z001Mのシステ

ムコントロールレベルへ移ります。 (MON: MONITOR) 

園立量・E調・ メモリマップ(付録A.3) に示されるように、システムは、 BASICインタープリタと MONITOR

2.3.4 BOOT 

-E竪a・・・~1圃圃

・.ß~á1・

・・2・・・・弓f.l・

の 2層構造のシステムプログラムによって動作しています。 IPLによってカセットテーフωから MON

ITOR MZ-1Z001MとBASICをローディングした時、システムコントロールはBASICインタープ

リタに移されますが、 MONコマンドによってシステムコントロールをMONITORの方へ移すことが

できます。

MONITOR MZ-IZ00IMは、 M(メモリ・コレクション)、 D (メモリ・ダンプ。)、 J (ジャンブヲ、

s (セーブ)、 v (ベリファイ)、 L (ロード)の 6個のコマンドによって機械語フ。ログラムの作成、

実行、ファイル出力ができます。 MONITOR MZ-IZ00IMについては

MONITOR編.

を参照してください。

なお、 MONITORから BASICへの復帰は次のジャンプ命令によって実行できます。

本 J

J-ADR . $ 12AO・・・・・・・・・BASICテキストエリアをクリアして4夏リ帯する。

(cold start) 

本 J

J-ADR . $1300・・・・・・・・・ BASICテキストエリアをクリアせずに復帰する。

(hot start) 

BOOT 

MZ-2200のシステムIPL(initial program loader) を走塁劃Jします。

IPLの起動によ って新たに、カセッ トテープファイルあるいはフロ ッピーディスクからシステ

ムプログラムがローデイングされます。従って当然、現在システム内にある BASICインタープリ

夕、 MONITOR、ユーザプログラム等は消去されることになります。

BOOTコマンドの実行は、 MZ-2200の電源スイッチをONにした時、あるいはIPLリセットスイッ

チを押した時と同様の機能があるわけです。
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2.4 デファイナブルファンクションキー ・リストコマンド

2.4.1 KLIST 

-E言ヨ・・E・・ KLIST 

E 怯量・E aI圃 デファイナブルファンクションキーの定義状態を調べるため、 CRTディスプレイ上へストリング定

義のリスト表示を行います。

ーーさ掴圃臨靖国 図 2-3はKLISTコマンドの実行例を示したもので、 10個のファンクションキーの全てが、コマ

ンド等に定義されているのがわかります。

図 2-3





BASICのステートメント

この章は、 BASICインターフリタ MZ-1Z001およびMZ-1Z002の持つステートメ

ントを説明します。

COLOR TAPE 8ASIC MZぺZ002によるカラーコントロールに関するステート

メントは第 5章「カラーコントロールコマンドステートメント」に示されていま

す。

各ステー トメン ト解説の形式

-.~1[_ヨf眉園

田 E盟国圃

ステートメントの正しい一般形を示します。

ここで、プログラマが指定すべき工頁目は、イタリック{本で

示しています。

< >内に示した項目は、省略可能であるか任意に繰り返し

項目を連ねることができることを示しています。

項目のセバレータ(コンマ、セミコロンなど)は正しく決

められ仁位置に置力、なければな円ませんD

ステートメン卜の機能を述べます。

ステートメントのイ吏い方を詳しく説明します。

ステートメントの使い方の例を示します。

Chapter 

3 
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3.1 代入文

3.1.1 LET 

-E昆語・・・・良司・・ <LET> v=e 

V............数値変数または数値配列要素、あるいはストリング変数またはストリング配列要素

(v : variable) 

e ....….....数値定数、数値変数、数値配列要素、数値関数またはそれらの算術式、あるいはストリ

ング定数、ストリング変数、ストリング配列要素またはそれらの結合式

(e : expression) 

E 露国・冒ヨ・ eで表わされるデータを、 uて表わされる変数または配列要素に代入します。

園町ー~司. eの値と、それを代入する uの型は、同じデータ型(数値、ストリング)でなければなりません。

LETは、 省略することができます。省略した場合、

A=A+3 

というような文を、数式の表現として見たとすると 11等式 H ではあり得ないものです。これは、関係

式ではなく、変数Aの値に 3を加算して、その結ー果を新たに変数Aに代入させる文だということを

間違わないようにしてください。

・園田凶・・・ 次の各代入文はし、ずれも正しし叶更し、方です。

10 N=32 

10 A$ = 11 Give me file name川

10 LET A$=A$+CHR$(255) 

10 R(D) =SIN(TH本π/180+C)+SIN(2本 TH本π/180+C)

I=1 ............ダイレクトモードでの代入例

次の各文は誤りです。

20 D$=A十 B..........一左辺がス トリング変数であるのに右辺が数式となっている。

20 LOG(LK) =LK十 1.........左辺が数侃変数または数1ifi.配列要素で、なし、。
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3.2 入出力文

一般に入出力文といえば、キーボード、 CRTディスプレイ、サウンド、入出力ターミナル、ライ ンプリンタそして外部

ファイルとのやりとりを制御するすべての文が含まれます。しかし、このセクションでは、そのうち基本的な入出力

文 (PRINT文、 INPUT文、 GET文、 READ-DATA-RESTORE文)を解説し、その他の入出力文は、以降のセクシ

ョンで、データファイルコントロール文 音楽コントロール文、グラフィック コントロール文、入出力ポートコン トロール文

にそれぞれグループ分けして解説されています。

3.2.1 PRINT 

ー一一~苛圃・ PRINT くel d1 ez ch........... . en dn> 

マ くも d1 ez ch'" ....... "en dn> 

ei ..........一出力データまたはタビュレーション関数

ch ............セノマレータ

-~~ヨ彊・ オペランドの出力並ぴに指定されたデータ(数値デー夕、ストリングデータ)をセバレータの機能

タビュレーション関数の機能等に従って並ぴの順に CRTディスプレイに表示します。

_~1' ;u;眉・ データの出力ポインタはカーソルであり、 PRINT文を実行する直前のカーソル位置から表示が

実行され、カーソルポインタも移動します。データの出力形式は、セバレー夕、 TAB関数、 SPACE$

関数、ストリングデータ中のカーソルコントロールコードによって・決まります。

出力並びを省略すると、改行のみか守実行されます。

キ一入力を簡便にするため、 2番目の:需ー式に示したように"? "記号を川 PRINT"のかわりに使用

することができます。

数値データの出力は、 実数形式または、指数形式によって表示されます。

実数形式の出力は、 一般に、 0.00000001以上108未満のデータについて行われ 次の形式で表示さ

れます。

、、‘‘‘.. E
・・・・・

E
E
E

，a''''

守
司
J司引

一

J
J
'
S
E
E
E
E
E

‘、、
、

X一一一x.x一一一X
( 1未満のデータの時は 1の位を桁に含めない)

即ち、 Xは0-9の数字で8桁以内であり、小数の場合は、数字と数字の聞のいずれかに小数点が置

かれます。データの先頭に置かれる符号は正ならば空白、負なら (minus) が表示されます。

指数形式の出力は、実数形式で表示できる範囲を越えた場合行なわれ、次の形式で表示されます。

(~rl x 一一 一X E仁)yy 

即ち、データの先頭に符号がつき、正ならば空白、負ならば一 (minus)が表示されます。

仮数部(. x一一一一X) は小数点以下 8桁以内であり、最大の桁と最小の桁は O以外の数字にな

ります。

指数部はE (exponential)表示に続いて、指数の符号(+または一)が表示され、指数が 2桁の数

の数YY(Yは0-9の数字)によ って表示されます。
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図 3-1

ストリングデータの出力は、カーソル位置から続けて実行されます。

ストリングデータが、たとえばカーソルコントロール等のPRINT文の制御用コードである場合

は、それに従ったコントロールが実行されます。即ち、アスキーコード 0-29までが問題となる

ので、それぞれの場合、 PRINTのIIIJJ力並びのデータとした時、どのようなコントロールが行な

われるかをまとめて示します。

PRINT CHR$ (0) 

PRINT CHR$ (1) 

PRINT CHR$ (2) 

PRINT CHR$ (3) 

PRINT CHR$ (4) 

PRINT CHR$ (5) 

PRINT CHR$ (6) 

PRINT CHR$ (7) 

PRINT CHR$ (8) 

PRINT CHR$ (9) 

PRINT CHR$ (10) 

PRINT CHR$ (11) 

PRINT CHR$ (12) 

PRINT CHR$ (13) 

PRINT CHR$ (14) 

PRINT CHR$ (15) 

PRINT CHR$ (16-29) 

何も実行しません。

カーソルが 1行分下へ移動します。

カーソルが 1行分上へ移動します。

カーソルが 1字分右へ移動します。

カーソルが 1字分左へ移動します。

カーソルがCRTディスプレイの左上隅へ移動します。

画面をクリアし、カーソルがCRTディスプレイの方i隅へ移動。

カーソルの左側にある1文字を削除し、カーソルも1文字分左へ移動。

カーソルの杭置に 1文字分の空白をあげます。

キ一入力モードについてグラフィックモード←→ノーマルモード

を切り換えます。

キ一入力モードについてシフ トロ ックモード←→ノ ーマルモード

を切り換えます。

何も実行しません。

キ一入力モードについてカナモード←→ノーマルモードを切り換

えます。

1~lI も実行しません。

シフトロックモード、グラフィック入力モード、カナモードを全

て解除。

キーボードのキ一入力モードについてカナモー ドを解除します。

スペースを 1伺表示します。
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fiij ，¥己命令を実行する場合、この命令のあとにセミコロンをつけると.ト.記コントロール内零のみを

実行 します。

〔例〕

70 PRINT CHR $ (2); 

同じく、コンマをつけると日己コントロール'夫行後、 10文._[:分のタビュレーションを行ないます。

〔例〕

80 PRINT CHR $ (3)， 

セミコロンまたはコンマをつけないでこの命令を実行する場合は、 日じコントロール実行後改行

されます。

〔例〕

90 PRINT CHR $ (6) 

〔注意〕

キ一入力モードコントロールコードCHR$(9)、CHR$(10)、CHR$(12)では、それぞれのキ一

入力モードとノーマルモードを切り換える、とあります。これは、モード切り換えはフリップ・

フロッフ主力作なので、 1回コードを与える毎にキ一入力モードカ千切り換わることになるという意

味です。たとえば、現在ノーマルモード(またはカナモードまたはシフトロ ックモード)のとき

PRINT CHR$ ( 9 )を実行すればキ一入力モードはグラフ ィッ クモードとなるし、現在グラフィ

ックモードのとき実行すればノーマルモード‘へ反ることになります。また、キ ャリッジリターンを

行うとキ一入力モードは常にノ ーマルモードへ戻りますから注意が必要です。

たとえば、 INPUT文の実行の前にキ一入力モードをカナ入力モードとするには

100 PRINT CHR$ (14) ; CHR$ (12) ; : INPUT A$ 

とします。セミコロンを忘れるとキャリッジリターンが実行されカナ入力モードはたちまち解除

されてしまいます。

抱数個の出力並びは、 2種類のそれぞれ機能の異るセパレータによ って区切ります。

(セミコロン) ••• •• • •••••• H-'，力データを続けて表示します。

， (コンマ)・・・・・・・・・・・・ー・・・・出力データをタビュレーションをつけた{立置に表示します。即ち、

左のデータの先頭位置から 10文字目を右のデータの先頭位置としま

す。ただし、左のデータが10文字以上ある場合は、オーバレイしな

し、位置まで、 10文字単.伏のタビュレーションを行ないます。

TAB関数(p.l03参照)はPRINT文中で、タビ ュレーション コント ロールフ ァンクションとして

用いられ、任意のタビュレーションをヴえることが可能です。(タビュレーションは増加する形で

しか与えられません)



46 

3.2.2 INPUT 

圃E三a・・E・.INPUT くx$; > Vl く ，V2 ， .......， Vn > 

x$............ストリングデータ:データ入力メ ッセージ

Vi.…...一....数値変数または数値配列要素、あるいはストリング変数またはストリング配列要素

直淘圃~~圃 プログラムの実行中に、キーボードからデータ(数値定数、ストリング定数)が入力されるのを待

ち、入力並ぴに指定された変数または配列要素にデータを順次代入します。

E~1'~~週・ INPUT文が実行されると CRTテpィスプレイに"? "がき乞去され、つづけてカーソル点滅によってデー

タの入力待ちの状態にあることを示します。 H ストリングメッセージ刊を用いている場合は、はじ

めにそのメッセージを表示し、続けてカーソルを表示します。 11 ストリングメ ッセージ 11 と入力並

びのセノマレータは H;Hを用います。

入力並びが複数佃ある場令、入力データをコンマ H ，H によ って区切ってキ一入力することができ

ます。データ入力は匡Eキーによ って実行されます。

入力データが入力並ぴより少い場合は、次の行に"? "を表示して更にデータが入力されるのを待

ちます。

入力データが入力並ぴより多い場合、余ったデータは無視されます。入力データと入力並ぴのデー

タの型式は同一でなければなりません。ストリング定数は、クォーテーションマークを則いずに入

力できますが、その場合はストリングデータの前後に与えられたスペースは無視されます。スト

リングの前後にスペースを与えたり、コンマを与える場合は全体をクォーテーションマークで岡み

ます。

図 3-2
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3.2.3 GET 

-E墨・・Eヨー・ GET V 

V............数値変数または数引直直己列要素、あるいはス トリング変数またはストリング配列要素

E 齢園・na プログラムの実行時に、押されているキーを調べてそのデータを変数または配列要素に代入します0

・E彊・園署圃 GET文が実行された時、キ一料甲されてし、たら、そのデータを変数または配列要素に代入します。

キーが押されていない場合、数値変数または数値配列要素には Oが代入され、ストリング変数また

はストリング配列要素には刊 11 (N ull)が代入されます。

GET文によって入力されるデータはどれか 1 つのキーデータであり、数値データであれば、 O~

9のうちいずれかの整数であり、ストリングデータであれば、1文字が入力されます。 2個ιuの

キーを押していても、優先度の最も高いキーが有効となります。また、数値変数または数値配列要

素に対しては、数字のキ一以外を押していても無視されます。

3.2.4 READ~DATA 

-E語圏・・E・・ READ Vl <， Vz， .• ••..• •.. .• ， Vm> 

-E民ヨ・・・In~

・・泊・・・w.Jf，週園

DA T A dl <， dz ， ・・・・・・・・・・・・， dn> 

Vi.........入jJ並ぴ:数li古:変数または数値ー配列要素、あるいはストリンク。変数またはストリング配列要素

d，・・・・・・・・・デー夕立T.ぴ:数lli庇データまたはストリングデータ

DATA文に記述したテーータ並ぴを読み、変数または配列要素に代入します。

READ文とDATA文はいつも対にして用います。

DATA文は、 1文あるいは複数文で、データ並ぴ(データテーブル)を構成し、 READ文は、その

データを順番に 1つ 1つ読み出して、入力並びの 1つ 1つの変数または配列要素に代入します。従

って、データ並びのデータと、対応する入力並びの変数または配列要素のデータの型は一致しなけ

ればなりません。一致しないとError4 (Data mismatch)が発生 します。

READ文の実行中にDATA文のデータ並ぴを越えた場合は、 Error24 (Out of DAT A)が発生し

ます。

READ文で、データ並びの途中のデータまで官売んだあと、次のREAD文を実行すると、その次のデ

ータからひき続いて読み川きれます。

RESTORE文を用いると、次に実行するREAD文で言売み出すデータ並びの位置を決めることができ

ます。
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3.2.5 RESTORE 

-E逼・・Eを週・ RESTORE < line number > 

E~~調圃 READ火;で読み出すデータ並ぴを、データ枯.ぴの先頭、あるいは指定した行番号のデmータ並びに設

定します0

・r:'_鴎?圃 オペランドを記述しなし、かあるし、は、 Oを記述すると、データ並ぴの先頭、即ち、 DATA文のうち

最も小さい行番号をもつものの先頭へデータ読み出しポインタがリストアされます。

オペランドにく行番サ〉を指定すると、その行のDATA文、または、その刀、後で最も小さい行番号

をもっDATA文の先頭へテー-ータ読み出しポインタがリストアされます。



3.3 ループ文

3.3.1 FOR~ NEXT 

-E三週・・E司圃 FOR cv= iv TO Jv くSTEP sv> 

NEXTくcv>

cv............コントロール変数(contolvariable) :数値変数または数値配列要素

iv ..........一初期値 (initialvalue) 数値データ

fv............終値 (finalvalue) 数値データ

sv....…一…増分 (stepvalue) 数値データ

E 掴圃匪祖国 ある/レーチンの繰り返し実行を行し可ます。
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ー~i[_同f圃 変数 cvは、 FOR-NEXT文が精成する繰り返しブロック(ループ)の制御変数であり、最初初期

値 lVが代入されます。ルーチンの終わりでNEXT文が実行され、 STEP svで与えられた増分が

制御変数に加算され、この値が柔剣直Jvを越えない値であれば、 FOR文の次の実行文へ戻り、 繰り

返し処理が就けられます。増分svは、通常は正の増分を与えますが、負のイ直を則いることもできま

す。このとき最終値は初期値より小さく設定します。ループは、制御変数の値が長詠冬イ直より小さく

なるまで実行されます。STEP svを省略すると、増分=1で実行されます。

多重ループ

FOR-NEXTルーフは多量に重ねることができます。 ル一フ

スト構j造宣)となな‘るようにし、内側のルーフ。は、外側のルーフ。に完全に含まれなければなりません。

またそれぞれのルーフ。は別々の制御変数を使わなければなりません。

ネストのj菜さは最大 15(J;!IJち15重のループ)です。ネステイングが15重を越すと Error 11 (FOR 

nesting)が発生します。

多重ループが同じ場所で埠冬わる場合は、 1つのNEXT文にまとめてしまうことができ、 その時は

NEXT文のオペランドには制笹IJ変数字うをコンマで、区切って、 i人j側のルーフ。の制御変数名から順に

記述します。

NEXT文が最も近い FOR文に対応する場合は、 その制御変数名を省略することができます。

もし対応する FOR文のないNEXT文があると、 そこで Error13 (NEXT-no FOR)が発斗:し

ます。

FOR-NEXTのループ中ではCLW支は使えません。

フ。ログラム

10 FOR X= 1 TO 9 

20 FOR Y二 1T01

30 PRINT X本Y; 内側のループ

40 NEXT Y 

外側のjレープ

50 PRINT 

60 NEXT X 

70 END 
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この場合ネステイングの深さは2です。図3-3は、 2重ルーフ。を用いて九九を』表示させた例で、す。
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図 3-3 2重ループの例

次は正しくない例です。

フ。ログラム

100 FV =30 

110 FOR N=O TO FV STEP3 

120 PR1NT A$(N) 

130 FOR 1=1 TO 5 

140 PR1NT A (N， 1) 

150 NEXT N.1 

ネスト構造力、できていない
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3.4 分岐文

3.4.1 GOTO 

-E三週・・E週四 GOTO lr 

lr 00 0 0 00 0 0 0 0 00参照行番号 (referenceline number) 

EB~ヨヨ圃 プログラム実行を、 lrで、指定された行番号の文へ無条件に移します。

lrの行の文が実行文て"あれば、その文およびそれに引き続く文が実行されますが、非実行文であれ

ば、引き続く 最初の実行文までスキ ップします。

(l1
0 は、 lrで指定する行の定義行番号 ldを直接指定しなくてはなりません。)

3.4.2 GOSUB~RETURN 

GOSUB lr 

RETURN 

lr 0000000000 00参照行-番号

E 静置圃園調圃 プログラム実行を、Jγで指定された行番号のサブルーチンへ無条件に移し、 RETURN文によって、

GOSUB文の次の文へ戻ります。

サブルーチ ンは、プログラム中である特定の問題を処理する目的で 1つのルーチンとしてまとめら

れたものです。プログラム中てイ可度も実行する必要のある部分をサブルーチン化することによって、

テキストを縮めることができるだけでなく、プログラムの構造自体を組織化することができます。

サブルーチンは、 メインプログラムあるいは他のサブルーチンから参照されますが、サブルーチン

の多重化(ネステイング)は、 最大15まで許されます。

サブルーチンの分岐とはGOSUB文の実行自体が、その定義 となっています。従ってサブルーチン

の先頭や終わ りといった特別の場所が必ず存在する訳ではなく、 GOSUB文によるプログラムの

分岐と 、対応する同じ レベルのRETURN文によって復帰がそれぞれ実行されます。たとえば、 1

つのサブルーチンに対して複数のちがった参照行番号ーによる呼ぴ出しが行われたり、複数のRE-

TURN文によ ってサフ守ルーチンの終了が決められることがありますが、もちろん、それぞれの場合

には、 1つのGOSUB文の実行に対 して、 1つのRETURN文の実行が対応しなくてはなりません。
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3.4.3IF~THEN 

圃E昌・・Eミー・ IF e THEN lr 

IF e THEN s tatement 

e ............関係式 (relationalexression)または論理式 (logicalexpression) 

lr.......... .・参照行番号 (referenceline number) 

Ej;，~íìI圃 関係式または論理式 eによって記述される条件を判断し、条件付きの分l岐を実行します。

園~1'_局fE 関係式または論理式が真の場合(条件が成立し、式の値が-1となる場合)は、 THEN以下が実行

されます。 THENに続けて参照行番号 lrを記述すると、 その行へのジャンプが実行されます。

THEN以ドには、続けて別のステートメントを記述することが可能で'あ り IF THEN IF-とい

った構文を作成することもできます。

関係式または論王聖式が偽の場合(条件が成立せず、式の値がOとなる場合)は、次の行番号aへフ。ロ

グラム実行が移ります。従って、 IF-THEN文の後にマルチステートメントが記述されていても、

この場合は無視されることになります。

IF-THEN文の働きを論理図式で表わすと次のようになります。

No 

次の行番号へ

lrの示す行へジャンプする

次の実行文へ

図 3-4IF-THEN文の梯絹E

数値データを比較する場合のj主意

BASIC MZ-1Z001およびMZ-1Z002で扱う数値は、 BASIC内部では 2進浮動小数点形式で員eJ主

され、演算、比較処理が実行されます。 2進数表現の場合、数値は必ずしも正確で、ないため、'夫数

j寅算、比較等の処理では、誤差の発生あるいは、外部表現 (PRINT文などによって示される10進表

現)とのくいちがし、が発牛:し得るということに注意する必要があります。たとえば、ある演算の結

果の値が、数学的には整数値ーとなる場合でも、 j寅算の途中で整数以外のデータを扱っている場合に

は、内部表現では必ずしも整数f直が得られるとは限りません。
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-・E西国・・ 数値データの内部表現と外部表現の相違を簡単な例によって見てみることにします。たとえば、 1 

を10で害Ijって、次に10倍するとし寸演算を行うと、結果の表示は IT 1 I!となりますが内部表現が、

H 整数の 1"でないためIF文の比較で両者が一致しないということが起きます。

プp口タぶラム

10 A=  1/江o本10

20 IF A=  1 THEN PRINT "TRUE": GOTO 40 

30 PRINT "FALSE" 

40 PRINT "A=りA

50 END 

実1-T

RUN 

FALSE 

A= 1 

この実行結果はA=lと表示されながら比較が "FALSE"であり、 一見不合理ですが、数学的な

数のイメージと計算機が扱う固定長数値データとは同じものではあり得ないこと、計算機で扱う数

値データも内部表現と外部表現とが異ることがあることを示しています。

IF文での数値データの比較は数値の内部表現によっています。そこで比較文を、外部表現のレベル

にしてやることによって上記の不合理さを除くことができます。内部表現を外部表現へ変える場合

は、有効桁数8桁内の数値へ置き換える操作が行われるので、次のIF文、

IF ABS (A-X)く lE- 8 THEN.. 

によって数値データ AとXは、 1/108 の精度、従って数値の外部表現のレベルで比較されることに

なります。

E~~. 1) 行番号20を上記のABS関数を用いた比i鮫文に変更し、精度を変えてみて、 Aの他と整数 1との

演算子

> 
く

遠いがどの程度のものか調べよ。

2 ) 行番号10中の演算を、!順序を変えて

10 A = 1 *10/10 

とした時はどうであるか調べよ。

応用例

IF A=X THEN 

IF A$="XYZ" 

THEN.. 

IF A>X THEN.. 

IF A<X THEN 

説 日月

変数AとXの数値が詳しいならば、 THEN以降の命令を実行します。

ストリング変数A$の|付存がストリングXYZであれば、 THEN以降の命令を実行

します。

変数AがXより大きいならば、 THEN以降の命令を実行します。

変数AがXより小さいならば、 THEN以降の命令を実行します。

く>or>く IIFA< >X THEN... I変数AとXの数値が等しくないならば、 THEN以降の命令を実行します。

>=orニ>IIF A>=X THEN... I変数AがXより大きいか等 しいならば、 THEN以降の命令を実行します。

く=or=く IIFAく =X THEN... I変数AがXより小さいか等しいならば、THEN以降の命令を実行します。

ネ IIF(A>X)ネ (B>Y) I変数AがXよリ大きく、かつ変数BがYより大きいならば、 THEN以降の命令を実

THEN... 行します。

+ IIF(A>X)+(B>Y) I変数AがXより大きいか、または変数BがYより大きいならば、 THEN以降の命令

THEN... を実行します。
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3.4.4 IF~GOTO 

圃E言置・・E・・ IF e GOTO lr 

-.~~ヨ・・ーョa・
圃.~'-':ヨ・・・弓.f.・

e ............関係式または論理式

lr........... .参照行番号

関係式または論理式 eによ って記述される条件を判断し、その結果に従って分岐を行L、ます。

IF ~THEN と同様に条件付き分岐を行う文ですが、条件が成立する場合参照行番号lrの行へのジャ

ンプを実行します。

条件が成立しない場合は、次の行へプログラム実行が移ります。 IF~ GOTO lr と IF ~ THEN

lr は同じ働きがあります。 IF~ GOTO文以降には、マルチステートメントを置いてもプログラム

実行にと って無意味となるので注意が必要です。

3.4.5 IF~GOSUB 

-E言~... IF e GOSUB. lr 

e ............関係ェにまたは論理式

lr...........参照行番号

E伝a・~- 関係式または論理式 eによ って記述される条件を判断し、その結果に従って、サブルーチンへの分

11皮を行います。

ー~1'_訴圃 IF ~THEN文と lñ阪の条イ牛小l'き分岐を行う文ですが、条件が成立する場合、参照行番号lγて示され

るサブノレ-1:ンを呼ぴ出します。 RETURN文によるサブルーチンからの復帰は、 IF-GOSUB文

の次の実行文(従ってマルチステートメントであれば、 IF~ GOSUB 文に引きつづく文)へ行われ

ます。
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3.4.6 ON~GOTO 

-E蓄量・・E・・ ON e GOTO lγ1 <， l r 2 ， l r 3， .........， l r n> 

-E祖国・同諸国

・E立ヨ・・・fiJf，眉・

e .........数値変数、数値配列要素またはそれらの算術式

lri ....一参照行番号:分岐先の並び

eの値に従って、いくつかの指定された行番号の行への多岐分岐を行ないます。

ON~GOTO文による分岐先は、 GOTOにつづいて、いくつかの参照行番号を記述することにより

(セパレータは 11 ， 11 )指定しますが、分岐先の数は 1行に記述できるなら幾つでもかまいません。

ニれら第 1番目から第n番目までの分岐先に対して、整数 1、2・・・・・・・・・・・・nが対応し、 eの値が、整数

値mで、あれば、第m番目の分岐先へフ。ログラム実行が移されますo mが l-n以外で、あれば、 ON-

GOTO文の次の実行文へ移ります。

eの値(内部表現の11宜)か整数でない場介、小数古15分を切り捨てた主主数値によって分岐先か次めら

れます。従って数値の内部表現に対する注意(IF~THEN 文中の注意を参照して下さい)が必要で、

す。たとえば、 Aの値の内部表現が、 1.99999999"， ... •.. ...という値であったとしたら、 ON文で扱

われる値は、この箆数音15の値、即ち 1となります。

3.4.7 ON~GOSUB 

-E三週・・E頑固 ON e GOSUB lrl < 11・2 l'r3 ・........ lrn > 

E震冨・E彊・

・Eおヨ・・・~r，週・

e…一一・・・…数値変数、数値配列要素またはそれらの算術式

九 一一一-一参照行番号

eの{直に従って、いくつかの指定された行昏号のサブールーチンを呼ぴlIr，します。

ON~GOSUB文の基本的動作は、 ON~GOTO文と同様ですが、分l岐岐先は、全てサフ

リます。 サフブブ、守‘ル一チンカか為らの復帰は、 ON ~GOSUB 火文;の次の実千行行行r二-文へfわ行行r二-;fわつれます。f従是つて、 どのサ

ブルーチンへ分岐しでも、 RETURN文による復帰は同一になります。
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3.5 定義文

3.5.1 DIM 

-Eきー~週圃 DIM al (i1) く ， α2(i2)， 一・・・・・・・… ，αm(i m) > 

DIM b1 (i 1 ，j 1) < ，b2 (i 2 ，j 2) ，...... ••• bn (i n ，j n) > 

αz・・・・・・・・・・・・ 1次元配列名 (リスト)

bi ............2次元配列名 (テープ"ル)

lm、九、 jn ..•...•.. ...テ、、イメンジョン

E旭国~íI・ 1次元配列または 2次元配列のディメンジョンを宣言 し、必要なメモリ領域を確保します。(DIM:

dirnension) 

ー三ー-司ー 1次元配列または 2次元配夢IJ (数値配列、ストリング配列)を使用するには、 DIM文によ って、あ

らかじめ配列の名前と大きさを宣言 しておかなければなりません。配列名は大文字2文字が有効です。

配列の添字は、 0から品大 255まで使えますが、メモリの使用状況によ って、制限されることがあ

ります。

1つの DIM文で複数の配列の配列宣言を行うには、オペランドを '¥Hで区切って記述します。

1次元配列(リスト)の配列宣言

DIM A(20) 

DIM ST$(99) 

..1次元数値配列A( )について、配列要素をA(O)からA(20)まで

21個用意 します。

1次元ストリング配列ST$( )について、配列要素をST$(0)から

ST$ (99)まで100個用意します。

2次元配列(テーブル)の配列宣言

DIM N 1 (5 ，11) ............2次元数値配列N1 ( ， )について、配列要素をNl(O，O)からN(5，

11) まで、 6X12=72個用意 します。

DIM S$ (11 ， 30)・・ぃ・・・・・・..2次元ストリング配列S$( ， )について配列要素をS$(O，0)から

S$(11，30)まで、 12X31=372佃用意 します。

DIM文を実行・した時点で、は、 官言 した配ダIJの、すべての要素の値を0または川"(空)にします。

すでに配列宣言を行っている配列に対して、より大きい配列を宣言すると、 Error7 (Dirnension 

overflow)が発生 します。

CLR文が実行されると、同己タl仁白:言は全て無効になります。
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3.5.2 DEF FN 

-E三ー~酒圃 DEF FNf (x) =e 

-.~ ..  園 調圃

・・江a・・・Jitf，週圃

f ... . ........利用者関数名:アルファベ ッ トの大文字 1 文字A~Z

X 一一一・…・・変数名

e ...…-・・…数値定数、数値変数、数値配列要素、数値関数、定義済みの他の利用者関数などによ

る算術式

利用者関数FNf(x)を定義します。

任意の 1変数関数を定義することができます。関数名は、FNにつづけてアルファベット 1文字です旨

定し、( )内に変数名を指定します。従って同時に定義できる利用者関数は最大26となります。ま

たネスト構造による利用者関数定義も可能で‘あり、ある利用者関数の定義式中にすでに定義されて

し、る他の利用者関数を用いることができます。利用者関数定義のネスティングは最大 6重まで可能

です。 6重を越すと、 Error12 (function nesting)が発生します。 1つのDEF文では、 1つの利

用者関数しか定義できません。組み込み関数 (builtin functions)の他の標準関数(三角関数、逆

三角関数、双曲線関数)の定義の例は、巻末の表A.4に示されています。

CLR文が実行されると、利用者関数はすべて未定義 となります。

・・E西国・圃 図 3-5は、 三角関数によ って 2つの関数FNX(T)とFNY(T)を定義して繰り返し曲線を描かせた

例です。

図 3-5

〔正例〕

10 DEF FNA(X) =TAN(X-π/6) 

20 DEF FNB(X) =FNA(X)/C十 X.........ネステ イングを用いた関数定義

〔誤例〕

10 DEF FNK(X) = SIN(X/3十 π/4)• FNL(X) =EXP( -X ̂ 2/K) 

.....DEF文のオペランドに 2つの関数定義式を置くことはできない。
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3.5.3 DEF KEY 

-E逼・・~・・ DEF KEY (k) = s 

k.・・・ー・・・・・・デファイナブルファンクションキーの番号: 1 -10 

s......... ...キャラクタストリング

_B~・・

・・三ョ・・・mf;・-
デファイナブルファンクションキーを定義します。(DEFKEY: define key) 

10個のファンクションキーのし、ずれかに対して、その機能を定義します。キ一番号制こ1-10のし、ず

れかを指定し、定義式の右辺に、ファンクションを示す、ストリングやコマンド等をそのまま記述

、します。ファンクションに実行機能を持たせるため、キャリッジリターン機能を持たせることも可

能であり、匡函と〔亙日キーの両方を同時に押すと記号.11寸 H が入力され、これがファン

クションキーの使用時にキャリッジリターン機能を持ちます。

同じファンクションキーについて、新たに DEF KEY文が実行されると前の定義は無効となりま

す。テつァイナフフレファンクションキーに、マルチコマンドを設定するには、セバレータ川! 11 によっ

てコマンドの区切りとします(1 r : "は使えません)。

DEF KEY文のあとに別のステートメン卜を置 くことはできません。
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3.6 注釈文と コントロール文

3.6.1 REM 

-E言書・・Iii... REM T 

T.....・・ ・・・・・注釈文E-プログラムリスト上の注釈文です。(REM: remark) 

ーーさ量・aif，圃 REM文はプログラムリストを見易 くするための注釈文の役割を果すもので、非実行文(nonexecu-

table statement) です。プログラムの実行は、 REM文をスキ ップして、次の実行文へ移されま

す。
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3.6.2 STOP 

-E三ヨ・・E週圃 STOP 

E 医a・-*1・ プログラムの実行を一時停止し、コントロールをコマンドレベルへ戻します0

・~Y-胃f圃 STOP文を実行するとシステムは、

3.6.3 END 

本STOPIN 1050 

Ready 

というように、そのSTOP文の置かれている定義行番号(上例では1050)をCRTディスプレイに表示

してプログラムの実行を停止します。ストップした状態で、各データの内容を調べたりした後に、

CONTコマンドによってプログラムの実行を継続させることができます。ただし、その場合、プロ

グラムの変更等のエディション操作を行うと、 CONTコマンドは無効となります。(2.3.2節のCO-

NTコマンドを参照のこと) STOP文は、マルチステートメント中のどの位置にも置くことができ

ます。

STOP文はEND文と異なり、フ ァイルのクローズを実行しません。

END 

E 皆a・E aI圃 プログラムの実行を終え、コント ロールをコマンドレベルへ戻 します0

・~お. END文を実行するとシステムは、

3.6.4 CLR 

- E て 』 園園 園E a-

圃.~~掴・

-立ヨ・・Eヨ;i"_

Ready 

を表示して、 BASICインタープリタのコマンドレベルがけ Ready"状態と なったことを示します。

その際、プログラム'長行中で、オープンされたままのファイルがあれば、それをクローズします。

END文のあとに、 実行文が続く場合は、前記STOP火;と同様に、 CONTコマンドによ って、プログ

ラムの実行を市也統させることが可能です。

プログラムテキスト の最後の実行文で、フ。ログラム実行を終える場合は、 END文は必要ありません。

CLR 

変数および、配列をすべて未定義状態にします。(CLR: clear) 

変数については、数値変数の値をすべて Oに、ストリング変数の内容をすべて 11 11 (空)にします。

配列は、すべての配列を未定義状態に、同lち、既に実行されているDIM文をすべて無効とします。

従って、 CLR文の実行後に、国己ダIJをイ史則するには、新たにDIM文によ って必要とする配列のディメ

ンジョン定義を行わなければなりません。

なお、既に実行されているDEFFN文もすべて無効とします。従って、 CLR文の実行後に、利用

者関数を使用するには、新たにDEFFN文によ って必要とする利問者関数の定義を行わなければな

りません。

FOR、NEXTの中、並ぴに、サブルーチンの中にCLR命令を置くことはできません。
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3.6.5 CURSOR 

-E言語・・E・・ CURSOR x，y 

x............x席

Uグ............y一座座-牒:数芸数k値デ一夕

E 野軍国.n彊. CRTディスプレイの座標位情を指定して、そこへカーソル・ポインタを移動させます。

3.6.6 CSRH 

PRINT文、 INPUT文によるメッセージの表示は、カーソル・ポインタ伏置から実行され、それら

の各文を実行するにつれて、カーソルポインタも移動して行きますが、 CURSOR文を使うことに

よって、 CRTディスプレイトの任意の位置にカーソル・ポインタを移すことができます。

!事:~紫位置は、 X停止虫~ : x、Y停ー楳:yの)1頃に、オペランドにriLJ&:します。各11立の範問は、 80 キャラク

タ表示モード、 40 キャラクタ表示モー ドでそれぞれ次のようになっています。・80ーキャラクタ表示モード

X-)司サ虫:0 -79 

Y-N~，f~: 0 -24 ・40 キャラタタ表示モード

X 座標:0 -39 

Y-庄原:0 -24 

もし、 x、gのイ直が幣数てじない場介は、ノト放点、以卜-は切り拾てられます。

CONSOLE S文によ ってスローリングエリアが限られている場介でも、そのエリア外の任;なのY-)_o/

棋を指定することができ、 PRINT文によってメ ッセージを表示させることができます。

-E芸書・・~・. CSRH 

E校週圃~・ ~在のカーソルの水引\'f間を与えるシステム変数 (CSRH : cursor ， horizontal) 

E~苛ー カーソル位置は、 CURSOR~文、 PRINT文、 INPUT文などの実行によって移動しますが、システ

3.6.7 CSRV 

-~・・・~... 

・IIß~~・

ム変数CSRHは、 Xili山上のカーソル位置を示します。CSRHのとり得る侃は、科キャラクタ表示モ

ードでそれぞれ次のようになります。

80キャラクタ表示モード: 0豆CSRH豆79

40キャラクタ表方くモード:0豆CSRH豆39

CSRV 

現在のカーソルの垂直伏置を与えるシステム変数 (CSRV: cursor ， vertical) 

CSRVのとり得る侃は、件キャラクタ表示モードで同様です。即ち、

O 三五CSRV孟24
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3.6.8 CONSOLE 

-E言a・・E蛍圃・ CONSOLE <sYs， ye ， Cn， R， N， GH， GN> 

ys .・・・・・・・・スクローリングエリアの先頭行のY一座標

ye ... ....・・スクローリングエリアの終行のY一座標

n .........1行のキャラクタ委主:80または40

-E都圏・.n彊・ CRTディスプレイ上のスクローリングエリアの設定、キャラクタ表示モード (80ーキャラクタ・モ

ード/40ーキャラクタ・モード)の設定、画而全体の白黒反転および解像度の切り 替えを行います0

・~1'_時酒・ CONSOLE文のオペランドの記述によ って、次の4種類の機能があります。

.スクローリングエリアの設定

CRTディスプレイ上のスクローリングエリアの設定は、次の書式で行います。

CONSOLE Sys， ye 

ここで‘

O三五ysく伊 豆 24

で、なければなりません。

かつ、 ys十 2三五ye

(S : scroll) 

スクローリングエリアとは、そのエリアの終行か ら次の行ヘカーソルを移動させる時、画而が1

行上へ繰り上がるエリアであり、 BASICインタープリタの起勤時は、第0行ーから第24行、目1]ち

画面全体がスクローリングエリアになっています。

閃 3-7の左側の両面は通常の状態であり、 LISTコマンドによるリスト表示も1百|面全体に行わ

れていますが、右側は、第10行から第20行にスクローリングエリアを限った状態で、あり、同じリ

スト表示も画而の中央部に限られていることが示されています。

~門、YI#Ð4
F円mJ#Iii:_'gI!:t'!:i
E&.....þl.:w:.t~'!:íI!:i 

~ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・~白丁目.'子 ':- ・rtm1-o e1amrcrm 
iGi.!:.ij.tll:_ .. ，~I~! ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
!nJisW;la!門e_IEl-:a:l'，，_
!.ijl3;.~!:C._ 
JnE臼 RETURN ・
i 竺m-ElDI 門maJIiI~
llIiIlM._".a:.l:J.Qa門"!PI"m-~~"J_.
~rn;ß1 ・

liìiri~.EI.;aa! 門 〈 門-;
iτm.t.;I内BきtICIw......日mSW!!'OO'lffQW':I;fIIIW

:L:1O ・
i竺4On=N+1 ・
JIiIき臼 IF n<lB0 THEN 1510 
iτ~ 門=門~.'A，.#j."，，，，þ ・

ト1=8 TO)ヲ FOR N=8 TO "3"3 
~u-...;a"Ga トi.'"
æN~.<< I.a_I.Q 
，，%Þ~.:a.m;Rl ・

liIlDmJ ・後 .

図 3-7

スクローリングエリアを限定した場合、そのエリア外の画面は、スクロールによ って画面から消

Uこり、函キーのクリア操作、あるいは、 PRINTCHR$ (引のクリア操作によって消される

ことがありません。従って、画面上に常に表示させておきたし、部分があるような時に、 CONSOLE

S文によってそのエリアを、スクローリングエリアから除外させてしまうといった使い方ができ

ます。尚、スクローリングエリア外であっても、 CURSOR文によ って、カーソルポインタを持

って行くことができるので、メッセージをそこに表示することは可能です。
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-キャラクタ表示モードの設定

CRTディスプレイ上の 1行に表示するキャラクタ数は、次の書式で設定します。

(C : character) CONSOLE Cn 

n =80 または η=40 

BASICインターフリタの起動時は、 40キャラクタ/行のモードとなっています。キャラクタ表示

を80キャラクタ・モードとすると、各キャラクタは、 X軸方向に÷に圧縮されて小さく見えますが、

当然1画面にたくさんの情報を表示させることができる訳で、項目数の多い表を作る場合などに

使われます。

なお、このCONSOLE Cn命令を実行すると、グラフィックディスプレイ出力モードページは、

全ページとも OFFとなります。

図 3-8は、 40キャラクタモード、 80キャラクタモードでのリスト表示を示しています。
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図 3-8

・画面全体のノーマル/リパース表示の設定 (白黒ディスプレイのみ)

CRTディスプレイ上のキャラクタ表示、グラフィック表示の白黒をノーマル/ リパースのいずれ

かに設定するには、それぞれ、

CONSOLE R 一・・・リパース表示にする (R : reverse) 

CONSOLE N ......ノーマル表示に戻す (N : normal) 

を実行します。図 3-9の左の例がノーマル表示、右がリノ〈ース表示です。

図 3-9
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- リパース機能について

MZ-2200のリバース機能は白黒ディスプレイのみを対象としています。

カラーディスプレイではリバースは実行されませんのでご注意ください。

-グラフィック表示の解像度の切り替え

CRTディスプレイ上のグラフィック表示の解像度を640X200ドット/320X200ドットのいずれ

かに設定するには、それぞれ、

CONSOLE GH....ーハイリゾリューションモードにする ...........640X200ドット/画面

CONSOLE GN......ノーマルリゾリューションモードにする ......320X200ドット/画面

を実行します。

CONSOLE GH (またはGN)を実行後は、グラフィックエリア/ページ ト 2、 3はすべてク

リアされ、グラフィ ックディスプレイの入出力モードページは、

入力ページモード:ページ 1

出力ページモード:全ページともOFF

となり、またポジションポインタは

POSH: 0 

POSV: 0 

となります。なお、各キャラクタ設定モード(スクローリングエリア、 40/80キャラクタモー ド

およびノーマル/ リノ〈ースモード)は、以前設定されたものを持続します。

CONSOLE文のオペランドは、上記の各命令をどの順に記述してもかまいません。またこれらはし、

ずれもモード設定文であり、新たにモード設定されない限り各モードは持続されます。
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CHANGE 

メインキーボードで、アルフアベット入力キーの大文字/小文字入力ポジションを逆にします。

BASICインタープリタの起勤時には、アルファベソトの小文字はシフトポジション、即ち亡面

白キーを押した状態でキ一入力されますが、 CHANGE文を実行すると、大文字/小文字のポ

ジションが逆となり、| SHIFT lキーを押した状態では大文字が入力されるようになります。こ

の交換は、 |ヌ13-10でアミで示したA-Zまでの銘柄のアルファベットキーのみ行われます。

ヒコEコピゴUULコ[己白白Eコ 巴コ〔ヨ回目

回目四回国回目白回目回目~rn日日回回岡
田園園田圃園田岡田園圃回目厘圃同日日日
匹司固固固固~[l;J固圏直国岡田Fq 日日回日
U SHIFT U固固EE国圃固固回目回固いHIFT 1 日暦日目

3.6.10 REW 

四0 1 
図 3-10

BASICのコマンド、ステートメント、変数名などは、全て大文字で記述しなければならないので、

MZ-2200のメインキーボードでもはじめは大文字がノーマルポジションに置かれている訳ですが、

み英文によるメッセージの記述の際には逆に、大文字をキ一入力する場合のんーが少なく、 ー舟支

のタイプライタと同じように、大文字の方をシフトポジションとした方が使い勝手がよいといえる

ので、その場合この文によって大文字/小文'-r:を逆にします。

CHANGE文は、実行するたびにモードが逆になります。

REW 

E 髄圃E ヨ沼町 カセッ トテープを巻き戻します。 (REW : rewind) 

REW文は、データレコーダMZ-IT02の尽雪Dキーを押したのと同じ働きがあり、カセットテー

プの巻き戻しを行し、ます。

REW文は、カセットテープの巻き民しを開始したらすぐに次の実行文へコントロールを移します。

データレコーダにカセ ットテープがない場合は、

SET TAPE 

の表ノ兵が現われ、ウ インドウを聞けてカセットテープがセットされるのを待ちます。

カセ ットテープが慨に巻き民されているときは、続けて次の実行文へコントロールを移します。
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3.6.11 FAST 

-E答書・・・昆・・・
・.~ョ・・・íI調圃

・Eおヨ・・E苦手酒圃

3.6.12 SIZE 

FAST 

カセットテープの早送りを実行します。 (F AST : fast-forward) 

FAST文は、データレコーダMZ-IT02の仁EOキーを押したのと同じ働きがあり、カセットテー

プの早送りを行います。

FAST文も、 REW文と同じく、カセットテーフの早送りを開始したらすぐに次の実行文へコントロ

ールを移します。

-E言書・・E珊・ SIZE 

E 能置・・iI彊・ 現在のメモリのうちで、 BASICプログラムのための空き領域のサイズを示すシステム変数。

ー 立量圃・mf，眉圃 BASICインタープリタの起動時に、インタープリタのパージョン表示に続いてノ〈イトサイズの表示

3.6.13 TI$ 

が行われますが、そのサイズは、空きエリアの最大サイズを示しています。たとえば、

38000 Bytes 

とし、う表示であれば、 38Kバイトが自由に使用できるエリアだということになります。このサイズ

は、プログラマが、フログラムテキストを作成したり 変数、配列を使うにつれて少なくなって行く

ことになります。

また、 LIMIT文によって BASICエリアとユーザエリアを分割した場合も、 BASICエリアを示す

SIZEの値も減少することになります。

SIZEの内存は、 PRINTSIZE文によって制べるミとができます。(この場合、数値のみのお示で、

11 Bytes "のお式は行われません。)

- E重・・E宝酒・ TI$ 

E 昆哩圃E 祖 国 内蔵時計の示す時刻を表わす 6桁のシステムストリング変数。 (TI: time) 

E~Y"・調圃 MZ-2200は内蔵時計を持っており、秒単位で自動的に時を刻んでいます。 TI$は、それが示す時刻

を、時、分、秒それぞれ2桁の合計6桁のストリングで表わしています。たとえば TI$の内容が

" 092035川で、あったとしたら、内蔵時計が午前9時20分35秒をその時に示していたことになります。

TI$は、 MZ-2200の走強力時に00時00分00秒でスタートします。

TI$を現在の実際の時刻に設定するには、ス トリングの代入交を実行 します。たとえば、午後7時

の時報に合わせたい場合、あらかじめ、

TI $ = " 190000 " 

とキ一入力しておいて、時報と同時に、キャリッジリターンによってこの代入命令を実行させれば

よいことになります。

時間は00-23、分は00-59、秒も00-59の範囲で与えることはし、うまでもありません。
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3.7 音楽コン トロ ール文

3.7.1 MUSIC 

MUSIC x$ 

x$ ............ストリングデータ

音楽の自動演奏を行し、ます0

・4量圃_f.週園 音楽テ)タは、 音符を表現するストリングデータによ ってオペランドに記述します。 1つの音符と

は、どのオクターブの何という音で、どれだけの長きかを指定することによって決まります。即ち

ー一般形は

1つの音符・・・・・・・・・ くオクターブの指定〉 く# (嬰音)>音名〈音長〉

という放び、となります。かっこく〉内は省略されることがあります。

MUSIC文によ ってn'l力できる音は、 は音(中央の 1}，I，(ノ、の 1オクターブ下の音)から 3オクター

ブの半音階であり、音長は、全音符から32分音符までの各音長が指定できます。音楽データの実際

の演奏では、更に TEMPO文によ って決められる演奏速度が関係します。(音の強さをプログラム

仁で指定することはできませんが、古屋は古二声ボリュームによって調位してください。)

.オクターブの指定

出力される音は 3オクターブにわたっているのでまずどのオクターブ内の音かを指定します。 同l

ち、図 3-11に示すように中央のオクターブは無指定、下のオクターブはIf "符号で、上のオ

クターブはけ+"符号ーで区別します。

~ _o~立
，-y-. cコ』〆 11
I ~円 ，、 ....... 11 
111"1'‘ -、rコ、-- 11 
l、とv _、 ζ)~ 11 

I tJ __ ;.O~ ___jJ 
I ~・ A 口、， 11 
1-.. _ rコー H 
" .・ 」〆

|卜のオフターブ 1 ，'1'リとのオクタ -7 11のオクターブ |

句I，Ht弘主 + 

図 3-11

したがってたとえば凶で黒で示した音はCの音(ノ、調のド)ですが、 3個のCの音は、オクター

ブの指定によって次のように区別されることになります。

下のオクターブのC ............-C 

tjl央のオクターブのC............C

_1二のオ クターフ"のC ............十 C
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EE西国圃

-音の指定

音の指定は、音名と嬰音記号によって行L、ます。音名は、 CDEFGABの各アルファベット大文

字を、嬰音記号は、#記号を刷います。(シャーフ'BASICでは、変音記号フラットは用いないの

です。)休符は、 Rによ って示します。

各音の記号をピアノの鍵盤と対照して図 3-12に示します。

#c #D #F #G #A R 

図 :3-12

また '1 F" 11 #E "， 11 C ，. 11 一:j::j:B"， " + C" ニ 川:j::j: B " の |羽1~カずあり、1l!に、 3 }，'-;:ノ、

の品二(Jjl央の 1点ノ、の 2オクターブ上の青)は 11 十:j::j:B川でH'，すことができます。

.音長の指定

オクターブと音名の指定された音ーに対して、次に音長を指定します。音長は音名につづし、て、 O

-9の数字で指定します。数字と音符の関係を1:K13-13に示します。

¥

J

 

32ぅjH~符 16分f本rr f‘l点 16分f木符 8分休刊一 {十点8ぅti木戸r4分{本rJ

J ふ 〉 よ
16うj，..".r.r i・j点 16分 Il符 8分台ーね 付点8分 -tvn4分行何

ヴ... 3 4 5 

図 3-13

同じ音長の音符か就くときは、 2番目の音符からは音長の指定は省略できます。 BASICインター

プリタの起勤時には、音長のデフォルト値は 5 (Jの音)となっています。

図3-14に示す 2オクターブのイ長訓音階をA2$に代入して鳴らしてみます。

10 A2 $ = "-A5-B3#CDE:j::j: F# GA5B3+ # C+D+E十#F十#G+A8R5" 

20 MUSIC A2 $ 

4ι4一一一一一一--=-t'ι「一←一一_.~~査一一一1
a肉 n _......._i lll  __r-I I I ~・
z"‘T'  ~ I I I J ....I I _ r- I I I I_...""，I ，・
、~IJ I 1....1_・.. ~ ，. 

， -ー-

図 3-14
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3.7.2 TEMPO 

-E昌・・E司圃・ TEMPO 

X ............数値データ

Eß~. MUSIC文で演奏する音楽の演奏速度を決めます。

-E空軍圃_f，週園 MUSIC文の実行は、 TEMPO文によ って指定されたテンポに従L、ます。BASICインタープリタ

の起動時には、テ ンポ=4 (中位の速度)がデフォルト値となっていますが、 x =1 ~ 7 の範囲で

任意に設定し直すことができます。テンポ 1が最も遅いテンポであり、テンポ 7が最も早いテンポ

です。

TEMPO 1 ......... Lento， Adagio (最も遅い)

TEMPO 4 ......... Moderato (中庸)

TEMPO 7 ......... Molto Allegro， Presto (最も早い)

-・E西国・・ 図3-15に示す変ホ長調の旋律を演奏するプログラム例です。

10 VA$ =川+# D6+D3十 F十 #DG十 C"

20 VB$ =川 #G7D5R3C"

30 VC $ = " # D6 -# A3 # A5R3D " 

40 VD$="F6C3+C5R3" 

50 TEMPO 6 

60 MUSIC VA$， VB$， VC$， VD$ 

111. 

ハ ----一一宇一一-二二一一 ¥ t) 
M 1 fJ A _____・-，... - L___l_一一一一一一一 l l ，~Mー→一一L一一_!___ .. ... I _ 伽，a‘V リ A IJ _1 _ 1 U I一一八...r- 、 " 

mrr---."+ v_. : 哩:__J__ _-1 I _，・ l、 l' I _・ 11 l 一一一
'-..__. ...... - _"-I ._ • -- ..--

図 3-15

t) J.Brahms (1833-1897) ('1'1111、ヴィオラソナ夕、 Op.120 II 第 1楽TRより
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3.8 グラフィックコント ロール文

3.8.1 GRAPH 

-E言書・・E 司圃 GRAPH くIα ，Ob， C， F> 

α・・・・・・・・ グラフィックエリア番号 1、 2または 3

b ........グラフィックエリア番号 o、 1、 2、 3、12、13、23または123

E~~・2団・ グラフィック表示について、入出力モードの設定、グラフイックエリアのクリアあるし、はフィリン

グ(埋めつくし)を行し、ます。 (GRAPH: graphic control) 

E 立畳圃-.lf... .グラフイツタエリアの入力モードの設定

BASICのグラフィック表示文 (GRAPH C、GRAPH F、SET、RESET、LINE、BLINE、

PATTERNの各文)は、入力モードとなっているページヘデータを送ります。

GRAPH 11....一・・・グラフィックメモリ /ページ 1を入力モードとする

GRAPH 12.........グラフィ ックメ モリ /ページ 2を入力モードとする

GRAPH 13・・・・・・・・・グラフィ ックメ モリ /ページ 3を入力モードとする

たとえば、 J欠のマルチステートメント、

GRAPH 11: SET 160、100

は、グラフィックメモリ /ページ 1の中央のドッ トをセ ットします。グラフィックメモリ /ペー

ジ2およびページ 3の内存は変わらず、また実際のCRTテザイスプレイ上の表示は、 t:h力モードの

状態によ って、決まるものであり、この文を実行したときに画面の中央にド ットがセットされて見

えるとは限らないわけです。(I: input) 

・グラフイツタエリ アの出力モードの設定

グラフィックエリアと CRTディスプレイ上への実際の表示とのスイッチの働きをします。

GRAPH 01.........グラフィックメモリ /ページ 1を出力モードとする

GRAPH 02.........グラフィックメモリ/ページ 2を出力モードとする

GRAPH 03・・・・・・・・・グラフィックメモリ /ページ 3を出力モードとする

GRAPH 012 (または021)・・・・・・・・・ページ 1、 2を出力モードとする

GRAPH 013 (または031)・・・・・・・・・ページ 1、 3を出力モードとする

GRAPH 023 (または032)・・・・・・・一ページ 2、 3を出力モードとする

GRAPH 0123 (順不同)ー・・・・ページ 1、 2、 3すべてを出力モードとする。

GRAPH 00・・・・・・・・・全ページとも出力しない

キャラクタメモリ(ビデオRAM)の内存は常にCRTディスプレイ上へ表示されているので、

GRAPH 012を実行すると、 3ページのビデオRAMの内脊が同一画面上にオーバレイして表示さ

れることになります。(0: output) 

・グラフイツタエリアのクリア

キャラクタ表示を 函 +l SHIFT )によ ってクリアするのと同様に、 入力モードに設定され

ているグラフィックエリアの全ドットをリセットし、エリアをクリアします。

GRAPH C (C : clear) 
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-グラフイツタエリアのフィリング

クリアと逆に、入力モードに設定されているグラフィックエリアの全ドットをセットします。

G RAPH F (F : fill) 

・・E凶-.次のGRAPH文は、オペランドに 6個のファンクションを置いています。各ファンクションはコン

マHJ'で区切ります。

GRAPH 00，12， F， 11， C， 01 

3.8.2SET 

・E言書・・E 司圃 SET x， y 

x......一数値データ x一座標

Y'"一・・・数値データ :Y座標

E~~掴・ 入力モードに設定されてし、るグラフィックエリア上の任意の 1ドットをセットします0

・~Y.園間f， 座標につし、ては、 POS1T10N文の説明 (P.75) を参照してください。

座標位需の指定は次の通りです。

0豆X一座標孟 16383

0孟Y一座標孟 16383

すなわち、座標を折定する場合、各座標が上.記数値の範囲内となるように考慮する必要があります0

・・E 凶圃圃園 図 3-16は、 SET文を用いたグラフ表示の例です。

図 3-16
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3.8.3 RESET 

圃圃雇司・・・民調・・

圃E昆哩・・・1m・・

-.~Y-・臨調・

-・・E図圃・・・

RESET x， y 

x .........数値データ :X一座標

y.......・・数値データ :y一座標

入力モードに設定されているグラフイックエリア上の任意の 1ドットをリセ ットします。

リセットするドット位置と X-y 座標の関係および、エリア外のデータで空襲視される値の範囲は、

SET文の場合と同じです。

次のフ。ログラムは、まず最初のGRAPH文でグラフィ ック表示を消した後、グラフィ ックエリア/

ページ 1を入力モードに設定して、エリア内の全 ドットをセ ットします。そして、 ページ 1をグラ

フィック表示出力モードとしてから、座標点(200、160)を中心とする半径 O、10、20、・・・ー・・・・・・・、 150

の同心円を描きます。図 3-17にプログラムを実行したようすを示しており、円周がエリア外には

み出してもエラーとならず無視されているのがわかります。

プログラム

10 G RAPH 1 1， F， 0 1 

20 FOR R= 0 TO 150 STEP 10 

30 FOR TH= 0 TO 2 STEP 0.01 

40 RESET R本COS(TH本π)+200， R本SIN(TH本π)+160 

50 NEXT TH， R 

60 END 

プログラムの実1-1-

図 3-17
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3.8.4 LINE 

-E量ヨ・・E・・ LINE Xl， yl ， X2， y2 <， X3， y3 ， .........， Xn， Yn> 

-E緬圃置計調圃

・.~Y-眠f眉園

圃・・E盟国・・・

Xi'" ・・・・・・数値データ :X一座標

yi.........数f直データ :y座標

入力モードに設定されているグラフィックエリア上に任意のラインを描きます。

LINE文のオペランドは、 X-y座標を示すXi，yiが組みとなって、最初の組みの示す座標点から次々

に線分をヲ|いて行きます。エリア内の座標位置と、エリア外の座標位置か前後に指定された場合も、

表示エリア内で線分が猫かれます。 X-y座標の指定範囲は、 SET文の場合と同じです。

図 3-18の画面例は、 1つの正方形を画面の中央に描いたもので、 GRAPH文およぴLINE文を直接

実行命令として使っています。

図 3-18
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3.8.5 BLINE 

-E蓄量・・E・・ BLINE Xl， yl ， X2 ，y2 <， X3 ， y3 ， ・・・・・・・・・， Xn， Yn> 

E摂置・町ヨ・

-・2ヨ・・・司靖国
・・・岡田園

Xi'一……数値データ :X一座標

Yi.........数値データ :y一座標

入力モードに設定されているグラフィックエリア上に任意のブラ ックライン(リセットされた線分)

を十苗きます。(BLINE: black line) 

描く線分がリセットされた線分であることの他は、 LINE文の機能と同様です。

図3-19はBLINE文の実行例を示しています。画面の上方にプログラムリストを表示しておき、こ

のプログラムをRUNさせます。すると行番号10によ ってグラフィックエリア/ページ 1がフィルさ

れ画面が真白になります。続いて、行番号20のBLINE文によって画面の上方から Y一座標=90まで

クリアされ、元のプログラムリストが顔を出します。次に、行番号30および40によって下の部分に

線模様を描きます。

図 3-19
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3.8.6 POSITION 

-E芸ヨ・・E珊圃 POSITION x， y 

x…・・・…数値テータ :x一座標

y.....・・・・数値データ :y一座標

E湘・~. PATTERN文によるドットパターンの表示位置を決めるために、グラフィックエリア上のポジ泊

ンポインタの位置を設定します。

-i~1'_同f_ PATTERN文の実行は、ポジションポインタの示す座標位置から開始されます。それら各文の実

行によってポジションポインタの示す座標位置も移動しますが、 POSITION文は、任意にその座標

位置を設定する文です。

ポジションポインタは、 X-y座標について

O孟x亘319 (/、イリゾリ ューションモードの場合は O孟x壬639)

O孟u孟 199

の範囲で設定できます。図3-20参照。

。

Y一座標

199 

.ポジシ ョン・ポインタ

X 座標

図 3-20

319 
(639) 

ポジションポインタとは、グラフィックエリア上の 1ドット位置を示すポインタであり、 PATT

ERN 文の実行の際に参照されるポインタです。この文の実行は、ポジションポインタの示すグ

ラフィックエリアtの座標位置を起点として実行され、実行後は、その実行内容に従ってポジショ

ンポインタの位置も移ります。

グラ フイック コントロールにおいて表示位置を管理する意味で、 キャラクタ表示におけるカーソ

ルの役割に似た働きをもっています。
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3.8.7 PATTERN 

Er~ . P A TTERN Xl ， Yl $ <， X2 ， Y2 $ >………く，XlI，仇$>

..a .... 調圃

・E立ヨ・・・者酒・

Xi'"…・…数値データ:ドットパターンの積み重ね段数(土 1~ :!:: 24の範囲)

Yi$ ......・・・ストリングデータ:8ビット単位のドットパターンを表わすデータ並び

入力モードに設定されているグラフイ ックエリア上に任意のグラフィックパターンを描きます。

グラフイックパターンは、入力モードのグラフイックエリア (GRAPH 1文の実行によって、決めら

れる)上に、ポジションポインタの示す位置 (POSITION文の実行、あるいは、既に行っているP

ATTERN文によ って決められる) を起点として、積み重ね段数をXi、 ドットパターンのデータ並

びをYi$の内容として描かれます。 PATTERN文の実行によってポジションポインタも移動して

行きます。

描くべきドットパターンは、 8ビット単位で与え、その各ドットパターン要素は、ポジションポイ

ンタの示す座標位置から X軸の正の方向に、 ドットのセット/ リセットを決めます。 8ビットをド

ットパターンの単位とすると、 256通りの要素によってドットパターンを表現できることになりま

す。 ドットパターンを表わすデータ並びは、 Yi$という形によって示されているようにストリング

データで表現します。

たとえば、 8ドット全部をリセットする要素は、 8桁の 2進数00000000(2)ニ 00(16)=0(10)をストリ

ングデータに変換したCHR$( $ 00) または CHR$ (0)で表現するし、 8ドット全部をセ ット

する要素は、 11111111(2)ニFF(16) =255( 10)をストリングデータにしたCHR$ ($FF) またはCHR

$ (255)、 あるいは Hπ 川 (キャラクタ Hπ"のASCIIコードは255(10)です。 イ寸録~A .1のASCII

コード表を参照)でそれぞれ表現することができます。

図 3-21に示したド ットパターンの例では、 黒く したドットをセ ットするデータ要素は、ビットデ

ータ01001110(2)=4E( 16) =78< 10)をストリングテ。ータイヒした、 CHR$ ($ 4E)、 CHR $ (78)または

け N"によって表現されます。

」一一--...，.一一一一ノ

セットするド ット

図 3-21

ドットパターン要素の積み重ねに関しては、先ず積み重ね方向は重ね段数以の符号によって、決めら

れ、下から上へ重ねるには正の値を、上から下へ重ねるには負の値とします。重み積ねは、上向き

/下向きにIXi I段実行 したあとポジションポインタがX軸の正の方向へ8ドット分移り、先のドッ

ト表示のすぐ右隣りに続けて描かれます。ただし1豆 IXil豆24でなければなりません。

たとえば、 A$二 "ABCDEFG"(即ちCHR$(65)十 CHR$(66)+'"…・… +CHR$ (71))の時、

次の PATTERN文を実行すると、図 3-22に示すドットパターンが表示されることになります。

PATTERN -5， A$ 
ポジションポインタの最初の位置

tからおドへ

5段重ね

図 3-22

実行後ポジションポインタが示す位置
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圃・E罰圃・・ PATTERN文によって漢字や平仮名を表示させる例を取り上げてみます。 漢字はアルファベット

や数字などと較べてはるかに複雑な文字であり、ここでは16X16のドットマトリクスを漢字 1文字

の単位として表現することを考えてみます。

たとえば電算機のけ電 H という漢字を16X16ドットマトリクスで表現してみると図 3-23のように

なります。
、I
I
J

Y

・l
y
-
-
&
 

〆
l
l
L
、

、I
1』
f

T
A
 

〆
l
l

、$00 
$lF 
$00 
$3F 
$20 
$2E 
$40 
$OE 
$00 
$OF 
$08 
$OF 
$08 
$OF 
$00 
$00 

図 3-23 "電 H を16X16ドットマトリックスで表現した例

図で中央にヲ|いた太線は、 積み重ねの並びを区切るもので、最初左側(1 )の16段の積み重ねを描

いておいて、続けて右側の (II) を描いて H 電 H を構成しようというものです。また最上段の 1段

と、両サイドのドット列は全てリセットと決めておき、隣り同士の文字がくっつかないように考え

ています。

図の両脇に16進コードを示していますが、これがデータとなります。PATTERN文によって、上か

ら下へドットパターンを描くものとすると、 H 電 川のストリングデータは、

CHR $ ( $ 00) + CHR $ ($ 1 F)十 CHR$ ($ 0 0)十 CHR $ ($ 3 F) + CH R $ ($ 2 0) + 

一+CHR$ ($ 8 8)十 CHR$ ($ F 8) + CHR $ ($ 8 2) + CHR $ ($ 7 E) 

という 32個のキャラクタの並びとなります。

このデータがたと えば、 DE$ (20)というストリング配列要素に代入されていたとすると、

PATTERN -16， DE $ (20) 

によってポジションポインタ位置から H 電"が表示されることになります。

図 3-24の左側は、漢字データ作成フ。ログラムによ ってカーソルエディションを用いたテーータ作成

の一例を示しています。右側はそうして作成した、漢字データの 1グループと、平仮名をデータフ

ァイルから呼び、出して CRTディスプレイ上に表示させたものです。
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3.8.8 POINT 

-E昌・・E三週・ POINT (x， y) 

X'"……数値データ :x一座標

y.......・・数値データ :y一座標

E 蹴圃園ヨ吉田 z、 νで指定されるグラフィックエリア上の任意の座標点がセットされているか、 リセットされて

いるかの情報を読み出す関数です。この関数の値はページ 1、 2および3を装備している場合次の

ように 0、 1、 2、 3、 4、 5、 6、 7のいずれかの整数となります。

ve x
 

，，E‘、
、T

0

1

2

3

4

5

6

7

 

N
 

官

-AO
 

P
 

POINT情報

グラフィックエリア/ページ 1、 2、 3ともリセ ットされている

グラフィックエリア/ページ 1のみセットされている

グラフィックエリア/ページ 2のみセットされている

グラフィックエリア/ページ 1、 2のみセットされている

グラフィックエリア/ページ 3のみセ ットされている

グラフィックエリア/ページ 1、 3のみセ ットされている

グラフィックエリア/ページ 2、 3のみセ ットされている

グラフィックエリア/ページ 1、 2、 3すべてがセッ卜されている

この関数によって、グラフィック表示データをフィードノ〈ックすることができ、例えば、曲線と曲

線の交点をグラフィック表示によって調べるといった応用が考えられます。

・・E図画・・ 次の文は、 POINT関数の値によって多岐分岐する例です。

100 ON POINT (X， y) GOTO 210， 220， 230 
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3.8.9 POSH 

-Eきヨ・・E当圃・ POSH 

E 郡田園調園 グラフィックエリア上のポジションポインタの、現在のx-座標(水平位置)を与えるシステム変数。

3.8.10 POSV 

(POSH : horizontal position) 

f追って、 POSHグ〉とりf尋るf直は、

O 三五POSH孟319

です。

ただ、し、ノ、イリゾリューションモード (640x 200ドット/画面)の場合、 POSHのとり得る値は、

O孟POSH豆639

となります。

-.~ . POSV 

置関圃園ヨEE グラフイックエリア上のポジションポインタの、現在のY一座標(垂直位置)を与えるシステム変数。

(POSV: vertical position) 

f足って、 POSVのとり得=る{直は、

0豆POSV孟199

です。
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3.9 データファイル入出力文

BASICフ。ログラムテキストは、 SAVEコマンドによってカセットテープ上に記録・、保存ができ、またLOADコマンド

によって再ぴBASICテキストエリア上へ読み出すことができますが、各種のデータをカセットテープ上に記録、保存、

再呼ぴ出しを行うことができるよう以下に説明するデータファイル入出力文が用意されています。

これらのデータファイル入出力文を使用するためには必ずMZ・2200とデータレコーダMZ・lT02が正しく接続されてい

なければなりません。

3.9.1 WOPEN/T 

-E言書・・E元通園

・.~ヨ・・・聞調圃

-.~Y-・医者眉圃

WOPENく/T> くfilename> 

カセットテープ土.にシーケンシャルデータファイルを作成するために、カセットテープファイルを

オープンします。 (WOPEN: write open) 

WOPEN文は、シーケンシャルデータファイルの書 き出しオープン (writeopen) を宣言する文

であり、 file name は作成するシーケンシャルデータファイルのファイル名になります。

WOPEN文を実行すると、 PRINT/T文によって、数値データまたはストリングデータを順次カ

セットテープ上に記録して行きますがCLOSE文が実行されてはじめて、カセットテープ上に、そ

のシーケンシャルテーータファイルをファイルエンドマークと共に正式に登録します。 filenameを

記述しないと、ファイル名のないデータファイルが作成されてしまいます。データファイルの内容

を明示するようなファイル名を必ず書いておくようにすると、ファイルがたくさん作成されたとき

間違いが少なくなります。

3.9.2 PRINT/T 

-E調圃圃E調圃 PRINT /T d1 <， dz， d3 ， ••••••••• ， dn> 

dj.........数イ直データまたはストリングデータ

圃E島署・・同調・ WOPEN文によってオープンされているカセットデータファイルに、オペランドに記述した各種デ

ータを順次書き込んで行きます。

E~Y-断層・ オペランドに言己主する出力データは、数値デー夕、ストリングデータいずれも自由に置くことがで

きます。 1つのPRINT/T文に複数個のデータを置く場合は、セバレータ H ，H を用います。

実際のデータ書き込みは、 256バイト単位で行われます。 PRINT/T文を実行中にプログラムのブ

レークを行ったり、 CLOSE文を実行せずに置いた場合、不完全なカセットデータファイルのまま

データレコーダ内に残って しまうことになります。ROPEN文のもとでINPUT/T文を実行させた

場合、あるデータ以降が正しく呼び出せないということが生じてしまいます。従って、オープンし

たフ ァイルは正しくクローズしなくてはな りません。

また、ファイルオープン中にカセットテープを交換したり、巻き戻 し、送りなどの操作を行うと正

常なファイルコントロールが不可能になるので、行ってはなりません。
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-・E西国・・ 次のプログラムは、カセットデータファイル 11Name list"を作成する例です。 1クラス50人の生

徒名が、出席番号Aの順に 1次元配列N$ (A)の中に既に代入されているものとします。

3.9.3 CLOSE/T 

300 WOPEN/T "Name list" 

310 FOR A =  1 TO 50: PRINT /T N $ (A) : NEXT 

320 CLOSE/T 

-E三週・・E・・ CLOSEく/T>

E佐軍国~1lI. WOPEN文を実行している場合、 WOPENをクローズして、カセットテープ上に 1つのシーケン

シャルデータファイルを作成します。

ROPEN文を実行している場合は、 ROPENをクローズして、新たに別のファイルのオープンがで

きるようにします。
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3.9.4 ROPEN/T 

園 島E・E・.ROPENく/T> くfilename> 

E雰冨・E彊・ カセットテープ上のシーケンシャルデータファイルに登録されているデータを読み出すためカセッ

トファイルをオープンします。 (ROPEN: read open) 

E~~~~f;週・ ROPEN文は、シーケンシャルデータファイルの読み出しオープンを宣言する文であり、file仰耐

は読み出しオープンするシーケンシャルデータファイルのファイル名を指定します。

ROPEN文を実行すると、 INPUT/T文によってカセットテープ上のデータを順次変数または配列

要素に代入することができます。

データの読み出しを終了したら CLOSE文を実行してファイルを閉じます。

file nameを記述しないと最初に見つかった BASICシーケンシャルデータファイルを読み出しオ

ープンします。

3.9.5 INPUT/T 

圃Eヨ・・E司圃・ IN PUT /T V 1 <， V 2 ， V 3 ， .•.•...•. ， V n > 

Vi ......…数値変数、数値配列要素またはストリング変数、ストリング配列要素

E亘ー~ヨー ROPEN文によってオープンされてし、るカセットシーケンシャルデータファイルから順次データを

読み出します0

・~Y-開園 INPUT/T文を実行すると、そのオペランドに言己主されている入力並ぴの変数または配列要素に順

次カセットファイル上のデータを読み出し代入します。従って、カセットファイル上のデータ並び

とINPUT/T文の入力並ぴのデータ型はそれぞれ一致していなくてはなりません。

シーケンシャルテタータファイル上の数値データが INPUT/T文でストリング変数(または配列要

素)に対応された場合は、ストリングデータとして代入されます。この場合数値データが、 5.17と

いう値だとしたら 11 5.17"というストリングとして扱われます。

INPUT/T文の実行中にデータ切オし即ちアウトオブファイルが発生したら本Error63 (Out of 

file)となります。

ファイル・エンドの扱い

作成されたシーケンシャルデータファイルからデータを読み出す場合アウト・オブ・ファイルが発

生するとエラー(Error63)が発生して BASICコマンドレベルへ戻ってしまいます。ファイルデー

タのデータ数がわかっている場合は、読み出し回数をそれに合わせれば良いのですが、データ個数

が不明で、、アウト・オブ・ファイルになってもプログラムを停止しないようにするには、シーケン

シャルテ。ータファイルを作成する時に最後に必ず終端を示すデータを入れておくようにすれば、そ

れによってエンド・オブ・ファイルを判断することができます。たとえば、文字通り 11END OF 

FILE" というストリングデータを書いておく方法が考えられます。
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3.10 機械語フログラムコントロール文

ここで解説するステートメントグループは、特殊な処理を行うために栂繊語 (machinelanguage)プログラムを作成し

てBASICプログラムとのリンクを行ったり、モニタプログラムエリア等を直接アクセスして必要な処理を行ったりする

ためのステートメントグループです。

3.10.1 LIMIT 

-E週・・~・・ LIMIT αd 

αd.........アドレス:数値デー夕、もしくは 4桁の16進数

E~~靖国 BASICで使用するメモリエリアを、 αdて込指定するアドレスまでに制限し その次のアドレスから S

FFFF (65535)番地までをユーザエリアとします。

あるいは、 LIMIT MAX文によって全エリアを BASICエリアに戻します。.4羽圃圃臨調圃 BASICで、持糊語プログラムとのリンクを行う場合、あるいは特殊なデータをメモリ上に構成しょ

うとする場合は、それに必要なユーザエリアをこの LIMIT文で確保して、 BASICて使用するエリ

アと区別しておかなければなりません。

2つのエリアを分割するのに、 BASICでイ更用するエリアの最後のアドレスをオペランドに記述しま

すが、そのアドレス値は、 10進数または16進数で直接指定します。

BASICの使用エリアをメモリの最大に戻すには、 LIMIT MAX文を実行します。

付録A ・3のメモリマ ップを参照 して下さい。

・・E 凶圃圃 圃 LI阻 T $ DFFF......... BASICプログラムエリアを $DFFF番地までに制限し、それ以降をユー

ザエリアとします。図3-25参照。

$ 0000 

MONITOR 
$12AO 

BASIC 
インターフ。リタ

団

ゃ BASIC
フ。ログラムエリア

$ EOOO 

ユーザエリア

$FFFF 

図 3-25
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3.10.2 POKE 

-~・・~... POKEαd， d 

-.~週・・E祖国

EWII・E寿国

3.10.3 PEEK 

αd ........アドレス:数値デー夕、もしくは 4桁の16進数

d .......・数値データ:0 ~255、 もしくは 2桁の16進数

メモリ上の任意のアドレスにデータをストアします。

αadで

でで、す。

テデ?一夕は 1ノ〈イトデ一夕でで、あるのでで、、 o ~255 (1 6進の $OO~ $FF)のいずれかであり、数値データ

であれば o~255 の範囲のいずれかの整数でなければなりません。

POKE文は、 LIMIT文と関係なくメモリ空間上の任意の位置に対 して実行可能ですから BASICや

MONITOR本体を壊す可能性があるので、その使用には充分注意が必要です。

LIMIT文によって確保したユーザ・エリアは、 BASICによ って使用されることはないので、持蜘

語プログラムまたはテ、、ータを POKE文で構成する場合、あらかじめLIMIT文を実行しておくように

します。

-E言書・・嗣・ PEEK (αd) 

αd.........アドレス:数値デー夕、もしくは 4桁の16進数

E 品t富国Eヨ彊・ 数値データαdの値の示すメモリ上のアドレスの内容を与えます。メモリ上のデータは 8bitデータ

であるので、 0から255の範囲の結果が与えられます。

αdの値は、 Oから 65535までの範囲でなければなりません。メモリ上のアドレスを直接指定する場

合は、 16進数表現が可能です。

逆に、メモリ上の指定アドレスにデータをストアするには POKE文を用います。

一凶ー 酌 26は、 PEEK関数の使用例を示しています。アドレスω …臥即ち回一一

… 1)問問表示させたも仇これによ って現在困…、 8、民 24、 仏 40、

48、56文字とし寸風に 8文字ごとにタビュレーションが設定されていることがわかります。

図 3-26
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3.10.4 USR 

-E重・・E調圃 USR (αd) 

αd.........アドレス:数値デー夕、もしくは 4桁の16進数

E 挺 園 E lalE 数4直テ?ータαdの値の示すメモリ上のアドレスにプログラムのコントロールを移します。これは桂腕

語のサブルーチンへの分岐命令、 CALLadと同じです。従って機械語ブ。ログラム中でリターン命

令 (RET、RETcc) があると、 USR関数を実行した次のステートメントへコントロールが戻り

ます。

αdの値は、 Oから 65535までの範囲でなければなりません。メモリ上のアドレスを直接指定する場

合は、 16進表現が可能です。

-Eヨ・・E・・ USR (αd， x $) 

αd.......ーアドレス:数値デー夕、もしくは4桁の16進数

x$ ........ストリングテPータ

E 器E・・n彊・ USR関数で、アドレスデータとともに、ストリングデータを与えた場合、持跡指吾フ。ログラムのCALL

を実行する直前に、ストリングデータ x$の内容がストアされているメモリエリアの先頭アドレスを、

CPUの DEレジスタにセットし、 x$の長さを BCレジスタにセットします。

この関数によって、 BASICプログラム中で使用しているストリングデータを、持財戒語ブ。ログラム

に受け渡すことができます。
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3.11 プリンタコン トロール文

プリンタコントロールの詳細については、各プリンタのマニュアルによってください。

3.11.1 PRINT/p 

-E言語・・E週・ PRINT /P (el dl el d2 . ... ... en dn> 

-.~ ..  ・ヨ調圃

・・4ヨ・・・号lf，週圃

ei........... .出力並び: 数値デー夕、ストリングデー夕、コントロールコード

di'" ....・・・・・セバレータ

出力並ぴで指定したデータの値をプリンタへ山力します。

PRINT/P文は、 PRINT文の実行とほほ向じ形式でデータ表示をプリンタ上へ行います。セバレ

ータ 17 ，H と11;Hの働き、 TAB関数の働きも同様です。

ただし、プリンタには各種の印字モードがあり、プリントされる文字の形や行間隔などが切り換え

られるようになっていること、 1文字を表現するドットマトリクスの構成などの違いがあります。

次に、プリンタコントロールで用いる来初来コードを示します。

PRINT/P CHR$ (5) ・・・・・・・・・・・・フォーム・フィード (改頁) を行う

PRINT /P CHR $ ( 6) ... ... ... .一動作モードの初期化を行う

PRINT /P CHR $ (16) ・・・・・・・・・・・・行間にスペースを空けるプリントモードにする

PRINT /P CHR $ (17) ...... ... .，.行間圧縮のプリントモードにする

PRINT /P CHR $ (18) ..........一倍文字プリントモードにする

PRINT/P CHR$ (19) ・・・・・・・・・・・・倍文字プリントモードを解除する

PRINT /P CHR $ (20) ・・・・・・・・・・・・縮少文字プリントモードとする

PRINT /P CHR $ (21) ・・・・・・・・・・・・縮少文字プリントモードを解除する

3.11.2 IMAGE/P 

-E芸書圃~..  

-.~~言語圏

・・立ヨ・・圃~f"・

IMAGE/P x $ 

x $ ............ストリングデータ:8ビット単位のドットパターンを表わすテ、ータ並ぴ

出力並びで指定した任意のドットパターンをプリンタへ出力します。

グラフィックコントロールの PATTERN文に{以た億bきのある、グラフィックイメージをフ。リント

する文です。プリンタのヘッドは上下方向に並んで・おり、グラフィックイメージのプリントは、

PATTERN文による CRTディスプレイ上のグラフイックパターン表示を90。傾けたものになります。

たとえば、次の文の実行によって図 3-27に示すイメージプリントが行われます。

IMAGE/P "ABCDEFG" 一一→印字方向

図 3-27
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3.11.3 COPY /P 

-E逼・・E・・ COPY/P n 

-.~~~ 

・.~1'_・弓f:l・

n.........ディスプレイ表示ページ指定 1、2、 3、4、5、6、7または 8

CRTディスプレイ上のデータ表示を 1画面ぶんフ。リンタ上へコピーします。

CRTディスプレイ上のデータ表示はキャラクタ表示、グラフィックエリア 1、2、3のグラフィック表

示とがあり、 COPY/P文では、オペランドの記述によってどの表示データをコピーするか指定します。

リパース表示のコピーをとる場合、グラフィ ックについてはノーマル表示に対して白/黒反転し印

字 しますが、キャラクタの臼/黒反転印字は行し、ません。

キャラクタ表示のコピーをとる場合

キャラクタ表示のコピーをとる場合は次のCOPY/P文を実行します。

COPY/P 1 

グラフイツク表示のコピーをとる場合は、グラフィックエリア上の各ドットの SET/RESETの

状態を調べて、イメージモードと同様の方法でドットパターンのデータを出力しプリントします。

グラフィックエリアは 1と2と3があるので、次の 7通りのCOPY/P文が記述できます。

COPY/P 2..・・・・・・・グラフィックエリア 1の表示データをプリンタ上にコピーします。

COPY/P 3・・・・・・・・・グラフィックエリア 2の表示データをプリンタ上にコピーします。

COPY/P 4.....・・・・グラフィックエリア 1、2を同時に表示した場合の表示データをプ

リンタ上にコピーします。

COPY/P 5・・・ ・一・ーグラフィックエリア 3の表示データをプリンタ上にコピーします。

COPY/P 6…・・・・・・グラフイックエリア 1、 3を同時に表示した場合の表示データをプ

リンタ上にコピーします。

COPY/P 7......…グラフィ ックエリア 2、 3を同時に表示した場合の表示データをプ

リンタ上にコピーします。

COPY/P 8.・・ ・・・・・・グラフィックエリア 1、 2、 3を同時に表示 した場合の表示データ

をフ。リンタ_t.にコピーします。

COPY //P文は、 GRAPH 0文とは関イ系なくイ吏用で、きます。

CONSOLE GH命令により640X200ドット/画面のハイリゾリューションモードに設定している

時に80桁ラインプリンタにてグラフィック表示のコピーをとる場合は、かならずプリンタの印字モー

ドを縮少文字プリントモードに設定してください。 136桁ラインプリンタを使用する場合は、普通

印字モードでコピー可能です。

(例) 100 PRINT / P CHR $ (20) 

110 COPY/P 8 

3.11.4 PAGE/P 

-E誓a・・E高温・

-E畑圃園調園

・・立a・・・号If.眉・

PAGE/P x 

x .........数値データ

プリンタの印字で、何行を 1ページとするかを決める文です。

プリンタの初期状態では 1ページ66行印字されますが、それを 1-255 の範囲で任意に決めるこ

とができます。 たとえば、

PAGE/P 22 

文によ って 1ページを22行 と決めておくと、 プ リンタの 11TOP OF FORM 11 ボタンを押すか、

ぺ一ジ送 りのコ一ドを送る と(伊PRI削NT/P CHR $ (5)文による)22行単位で

ト用紙が送られます。
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3.12 1/0ポー トアクセス文

3.12.1 INP 

-E言書・・・R司・・

-E雰-票田

-.~Y-同f眉園

3.12.2 OUT 

INP@ ρ， v 

p.......・・ポート番号:0 ~255 もしくは $OO~ $FF 

v.........数値変数または数イl菌己列要素

1/0ポート上にある 1バイトのデータを変数(または配列要素)に入力します。 (INP: input) 

INP文の機能は、 Z80A-CPUの "IN"命令の機能に似ており、オペランド @ pの pをアドレス・

パスの下位 (Aoから A7)に割り付け、指定可能256ポートの 1つを選択してそのポート上にある

1バイトのテーータが取り込まれます。 CPUの "IN A、(n)"命令では、アキュムレータに 1バイト

のデータが取り込まれますが、 BASICの INP文では、変数cに取り込まれます。データは 1バイ

トなので、数値変数または数値配列要素 u に0~255( または $OO~ $FF)のいずれかの数値が代入

されます。

ユニバーサル 1/0カードを介して外部機器からのデータ入力を行うには、カード上のポート設定

スイッチによって定めたポート番号によってアクセスを行います。

-E言ー~・・ OUT@ P， X 

-E接遇・・.n_
圃.~Y-弓f週・

P .....・・・・ポート番号:0 ~255 もしくは $OO~ $ FF 

X ....一…数値データ:0~ 255 もし く は $00 - $FF 

1/0ポート上に 1バイトのデータを出力します。

OUT文の機能は、 Z80A-CPUの "OUT"命令の機能に似ており、出力ポー卜を選択して、そこへ

1バイトデータを出力します。 CPUの "OUT(n)、A"命令では、アキュムレータの内容が言亥当ポ

ートへ出力されますが、 BASICのOUT文では、数値データの形で1バイトデータが出力されます。

従って、数値データは、 0~255 (または $OO~$FF) のいずれかの数値でなければなりません。

MZ-2200本体は、 16進で$EOポート以降を各種コントロールで使用しており、これらのポートに

ついては、 Owner's M anualを参照の上注意して扱わなくてはなりません。



BASICの関数

この章は、 BASICインターフリタMZ-1Z001およびMZ-1Z002の関数について、

数値関数、ストリング処理関数、タビユレーションコントロール関数の各組み込

み関数 (built-infunction) )頓にそれぞれの機能を解説しています。

グラフィ ック処理、機械語フログラム処理等で特殊に用いられる各関数について

は、前章の各ステートメントグルーフの中で解説されています力、ら、そちらを参

照してくださし、。

どの組み込み関数も、あらかじめ定義する必要なく任意に呼び出すことができま

すD

Chapter 

4 
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4.1 組み込み数値関数

4.1.1 ABS 

-犀靖国圃昆・・ ABS (x) 

X.一……数値データ:数値定数、数値変数、数値配列要素またはそれらの算術式

E 震-翠園 数値データxについて、その絶対値 Ix Iを与えます。(ABS: absolute value)即ち、

x孟 O のとき ABS (x) =x 

xく O のとき ABS (x) =-x 

となります。

・・・E凶・・・・ PRINT ABS (3一一 8) 

5 

Ready 

図 4-1は、 ABS関数の機能をグラフィ ック表示で示した例で、す。

図 4-1
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4.1.2 INT 

-E謂・・E・・ INT (x) 

E 震E・E彊・ 数値データx'こついて、 xを越えない最大の整数を与えます。 (INT: integer) 

圃圃E 凶圃圃圃 図 4---2は、 INT関数による整数化によ って、i断売的に変化する量が階段状の離散値に変換される

もょうを示しています。

図 4--2 

4.1.3 SGN 

-E墨・・E・・ SGN (x) 

E怯ヨ・~圃 数値データ川こついて、符号関数signxの値をー与えます。 (SGN: sign)即ち、

x>O のとき SGN (x) = 1 

x= 0 (J)とき SGN (x) = 0 

xく O のとき SGN(x) =-1 

となります。

圃圃E 凶圃園田 図 4-3は、 SGN関数の働きを、図 4-2のINT関数の働きに対照させて示しています。

図 4-3
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4.1.4 SQR 

E Ii:_ー三週・SQR(x) 

E 絞畠圃酎掴・ 数値データxについて、その平方根 rxを与えます。 (SQR:square root) 

xの値は正またはOでなければデータエラーとなります。

田 園E 回田園園 プログラム

4.1.5 SIN 

10 X=5 

20 PRINT X ， SQR(X) 

30 X=X-1: GOTO 20 

プログラム実4子

RUN 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

-1 

2.236068 

2 

1. 7320508 

1.4142136 

。

本Error 3 in 20・・・・・・・・・ ...Xの値が負になったためテゃータエラーが発生した

Ready 

-E畢圃E・・ SIN (x) 

Eaョ・.na 数値データxについて、 三角関数(trigonometricfunction) sin xの値を与えます。ただし、 xの単位

はラジアン (radian)です。 (SIN: sine) 

度(degree)単位の数値データdについて、 三角関数sind
O

の値を得るには、

SIN(d本π/180)

とします0

・・E西国・・ 図 4-4は、 -12ラジアンから12ラジアンまで、角度xを変化させたときの、 y=sinけ sin2x のグ

ラフを示しています。

図 4-4
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COS (x) 

cos 

-・豆諸・・・~司・・

・E皆ヨ・・・~調圃

4.1.6 

ただし、 xの単イ立はラジアン(radian)です。数値データxについて、 三角関数cosxの値を与えます。

(COS : cosine) 

度 (degree)単位の数値データdについて、 三角関数 cosdラの値を得るには、

COS(d本π/180)

とします。

図4-5は、 COS関数を組み合わせて 1つの繰り返し曲線を描かせたものです。-・・E西国・・・
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4-5 図

この画面表示は、 CONSOLER文によって画面全体の白黒が反転されています。従ってSET文に

よって宇部、た曲線は、黒く描かれています。

(注)このプログラムは臼黒ディスプレイを抜統した状態で、実行したものです。

CONSOLE R文は白黒ディスプレイのみを対象としておりカラーディスプレイ上では

図 4-5のような反転状態とはなりません。
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4.1.7 TAN 

-E三ー~・・ TAN(x) 

E 郡田園.W.I- 数値データxについて、 三角関数 tanxの値を与えます。ただし、 xの単位はラジアン (radian)てす。

(TAN : tangent) 

度 (degree)単位の数値データdについて、 三角関数tand。の値を得るには、

TAN(d本π/180)

とします。

tan xは、 x→?±nπ、(n=0、1、2. ... ..)のとき Itan x I→+∞となり、TAN関数もxの値によ

よって結果がオーバフローすることがあります。

圃圃E凶・・・ 図 4-6は、 TAN関数のオーノ〈フローを調べるために、 89.99999。から0.000001。刻みで90。に近付

けた様子を示しています。 89.999999でオーバフローが発生したことがわかります。

図 4-6

4.1.8 ATN 

-E謁・・~・・ ATN(x) 

置法畠圃-*1圃 数値データxtこついて、逆三角関数 (inversetrigonometrical function) arctan xの値を与えます。

ただし得られる結果の単位はラジアン (radian)です。(ATN: arctangent) 

arctan xは、無限多価関数(infinite many-valued function)ですが、 ATN関数では、その主値

(principal value)を与え、結果は一π/2からπ/2の聞の値となります。

度 (degree)単位の結果を得るには、

ATN (x)本180/π

とします0

・・・E凶・・・・ PRINT ATN ( 1)本180/π ;円。

450 

Ready 
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4.1.9 EXP 

- E逼・・E昆・・ EXP(x) 

E 動圃圃酎彊圃 数値データxtこついて、指数関数(exponentialfunction) e'"の値を与えます。 (EXP: exponenti al 

function) 

eは自然対数の底(thenatural logarithmic base)です0

・・・E四・・・・ PRINT EXP( 1 ) ， EXP( 2 ) 

2.7182818 7.3890561 

Ready 

図4-7は正規分布形のグラフを表示させた例で、す。

図 4-7
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4.1.10 LOG 

-E言書・・E五週圃

・E怯ヨ・・Eヨa・

4.1.11 LN 

LOG (x) 

数値データzについて、常用対数 (commonlogari thm) lOglO xの値を与えます。真数xは、 0より大

きくなければなりません。 (LOG: logarithm) 

B>OかっBキ 1であるとき、数値データAの値について、 Bを底とする対数関数の値(thevalue 

of the logarithm of A with the base B) logBA は、

LOG (A) /LOG (B) 

または、

LN (A) /LN (B) 

によって得られます。

-Eヨ・・E・・ LN(x) 

E~~lIE 数値データxについて、自然対数 (naturallogarithm) loge xの値を与えます。真数xは、 Oより大

4.1.12 RND 

きくなければなりません。 (LN: natural logarithm) 

数学公式にあるように、真数の積は、対数の和で表わすことができます。即ち、

LN(x本y)=LN(X) +LN(Y) 

LN (x/y) =LN (X) -LN (Y) 

LOG(x本y)=LOG(X) +LOG(Y) 

LOG (x/y) =LOG (X) -LOG (Y) 

ー舟生に、 i寅算実行時間は、左辺の方が短くなります。

- E翼圃圃E調 園 RND(x) 

E 住量・E計調置 数値データxについて、 0.00000001から0.99999999までの値をとる疑似乱数(pseudorandom num-

bers) を与えます。 (RND: random numder) 

数値データxの値によって次の 2通りの働きを持っています。

x>Oとした場合は、 BASICインタープリタが発生する擬似乱数系列で、前回与えた乱数にひきつ

づく、次の乱数を与えます。

x三五 Oとした場合は、 RND関数による擬似乱数系列の発生を布民月化し、先頭の擬似乱数値を与えま

す。この初期化操作によって、乱数によるシミュレーションなどに再現性を持たせることができます。
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4.2 ストリング処理関数

4.2.1 LEFTS 

-E逼・・~.・ LEFT$ (x$ ，n) 

x$..........ーストリング定数、ストリング変数、ストリング配列要素またはそれらの結合式

n ............数値定数、数値変数、配列要素またはそれらの算術式

E官畠圃~ヨ圃 ストリングデータx$について、左からn文字で構成するストリングを与えます。

nは、 Oから255の範囲でなければなりません。

もしn孟LEN(x$)ならばLEFT$(x$ ，n) =x$となります。またn=0のときは、 LEFT$(x$ ， n) 

二"" (null string)となります。--塑-.PRINT LEFT$ ( 11 Personal Computer MZ-2000 11 ，17) 

4.2.2 MID$ 

国 自 国 E 頑固

・.~週圃置靖国

Personal Computer 

Ready 

フ。ログラム

10 A$= 11 ナツメ ソウセキ 11

20 B$ =LEFT$ (A$ ， 3) 

30 PRINT 11 セイノ、 川 ;B$; 11 テース"

プログラム実干す

RUN 

セイハナツメ デス

Ready 

MID$(x$，m，n) 

ストリングデータx$について、左からm番目の文字からn文字て:、構成するストリングを与えます。

(MID : middle) 

mは、 1から225の範囲、 nはOから255の範囲でなければなりません。

もしn>LEN(x$)-mなら(工、 MID$(x$ ，m ， n) =RIGHT$ (x$ ， LEN (x$) -m十 1)

即ちx$のm文字から終わりまで全部となります。またn=0であればMID$(x$ ， m ， n) = 11 " (null 

string)となリます。

フ。口グラム

10 A$ = 11 W olfgang Amadeus Mozart 11 

20 INPUT N 

30 PRINT MIDS (A$ ，N ， 8) 

プログラム実行ー

RUN 

? 10 

Amadeus 

Ready 
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4.2.3 RIG HTS 

-E室温・・・五週・・
・E昆:-:J・・・~~

RIGHT$ (x$ ，n) 

ストリングデータx$について、右からn文字で構成するストリングを与えますo

nは、 0から255の範囲でなければなりません。

もしn孟 LENならば RIGHT$(x $ ， n) =x$となります。またn=0のときは、 RIGHT$(x$ ， 

n) =川 11 (null string)となります。

・・・E罰圃・・・ プPロク'ラム

4.2.4 SP ACES 

-E誓曇・・園日酒・

・E雰冨・E彊・

10 A$= 11ナミメ ソウセキ H

20 B$ =RIGHT$ (A$ ， 4) 

30 PRINT 11ナマエハ "; B$; " デス H

プログラム実行-

RUN 

ナマエハソウセキ テス

Ready 

SPACE$(η) 

数値データηについて、 nイ固の連続したスペースストリングを与えます。

このストリング処理関数は主に、 PRINT文で用いられ、項目の削除(文字をスペースで消す)やタ

ビュレーション操作に使用されます。

・・・z凶・・・・ プρロググラム

10 PRINT "r川;S TRING$ ( " -" ， 30) ; "寸 H

20 PRINT "1"; SPACE$ (11) ; "Table 1 "; SPACE$ (11) ; " 1 " 

30 PRINT "L"; S TRING$ ( " -" ， 30) ; "...J " 

プログラム実行

RUN 

「 T山 1

Ready 
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4.2.5 STRINGS 

-E言ヨ・・E五週・

・.~ヨ・・・園調圃

STRING$ (x$ ， n) 

ストリングデータx$について、その先頭の文字を連続して叶国つないで構成するストリングを与え

ます。-・E国-.前記の SPACE$関数は、この STRING$関数のx$が" rrであった場合の関数と考えることがで

きます。

フログラム

10 R$ =STRING$ ( "本" ，10) 

20 PRINT R$;" Table 1 "; R$ 

プログラム実1-T

RUN 

〉ドオ<*iくiくiく本木iくiく Table 1 iくオ<iく〉ドヰ<iく木本木iく

Ready 

4.2.6 CHRS 

-E逼・・E圃圃 CHR$ (x) 

E 掴圃匪祖国 数値データxについて、 ASCIIコードがxで‘ある 1つのキャラクタを与えます。 (CHR: character) 

従ってxは、 Oから255(16進数の$00から$FF)の範囲でなければなりません。 CHR$(x) 関数

とは逆に、キャラクタのASCIIコードを得るには、 ASC関数が用いられます。

・・E凶・・・ 図 4- 8は、 ASCIIコード30-255に相当する、すべてのキャラクタをテレビ画面上に表示させた

ものです。

ASCIIコード 0-29は特殊コードとなっています。十J-録のASCIIコード表(P.120-121)を参照して

くアごさ""0 

-

1

E

v

m

l

1

2

一
旬

国

固

-

-

G

F

ソ
人

l
H
O
-
-一ジ三
川

国

一

一

巴一C
M
K
「。.『，
一可

「

閣

回

一

一

j

-EH
u-
-二
四
司
巴コ
ホ
同
国

-

一

一

1

一向
U
i--i
一一羊
闘
噌
TJ
M凶
圏

一

一

事

ふ一
-
T
h
l
-
国

ワ

フ

開

国

一

-

E

一

一

C

+
フ
s
qf
一枠
J

干

ト

よ

回

一

一

向

-

一

伊

輩

、

J
R
K

千

之

令

-
n一
ρ
回

一

一

5

〉

=
Q
e
u
#
・ォ
J
-
J
白

一

一

2
〉

〈

〈

p
d
x
L
幽
工
主
円
一一

図

一

一

日

〆
6
3
下
町
五一
口

図

一

一

S

Ab
--N
b
V
4
1
1
1
F
圏

一

一

@

内

l

一

一

3
(

χ

9
門

a
u
ト

τγ+ル
副

一

I
m
m
i
z
g
し
九一

t
晶

よ

刷

ト

リ

圏

一

一

I
H
e

l

l

-

一

討

C
的

特

【

f
u
n
-

-
る
一
円
Z
T
『

閣

官

一

一

向

M

T

H

6

7
4

;

・11
ヨ

目

一

一

保

民

ー

ち
l
i
f
t
-一
目

一

一

T
F
P
N
判

4
H
¥
p

t

p
ヲ

十

刷

圃

何

一

一

い

i
l
l
-
c
l
i--

d

E

一

S
8
8
8
a
N
響
C
G
E

2
一
「
オ

ソ
モ
回
目

F

-

一

，
A

1

2

3

e

U

F

』
h

〓

-

一
L

R

R

-
司』
F
Z
n
T
J
Z
Fm/一園
風

船描

一

図 4-8



100 

4.2.7 ASC 

-E堅調・・・E酒・・
・.ß~園調圃

ASC(x$) 

ストリングデータx$について、先頭のキャラクタに対応するASCIIコードを与えます。 (ASC: A-

SCII)キャラクタとASCIIコードの関係は、巻末のASCIIコード表を参照してくださ1-¥0 

ASC関数とは逆に、 ASCIIコードからキャラクタを得るには、 CHR$関数が用いられます0

・・・E凶・・・・ プPログ?ラム

4.2.8 STR$ 

-E謹 圃園調・

・E野ヨ・・~HI・

10 INPUT "オオモシ' ヲ ニューリョク セヨ:" ; CL$ 

20 FOR N= 1 TO LEN(CL$) 

30 PRINT CHR$.(ASC(MID$ (CL$ ，N ， 1)) +32) ; 

40 NEXT N 

50 END 

プログラム実守子

RUN 

オオモジヲニューリョクセヨ:FLOCCINAUCINIHILIPILIFICATION t ) 

floccinaucinihilipilification 

Ready 

STR$ (x) 

数値データxについて、その値を表わすストリングを与えます。

数値データが指数表現となる場合には、指数表記のストリングを与えます。

STR$関数とは逆に、数値を表わすストリングをそのまま数値データに変換するには、 VAL関数

数が用いられます。

・・E西国・・ 図 4-9はSTR$関数を用いたデータの変換の例を示しています。正の数値の表示では、正号"+

H が略された 1つのブランクが数値の前に表示されますが、 STR$関数でストリングに変換したも

のには、このブランク (space)は付加されないことにも注意してください。

図 4- 9 

t) floccinaucinihilipilification:軽視



4.2.9 VAL 

-E三週・・・R司・-
E.~ .. ・問調・・

-・・E凶・・・・

4.2.10 LEN 
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VAL(x$) 

ストリングデータx$について、それが表わす数値テPータを与えます。 (VAL: value) 

VAL関数とは逆に、数値データをストリングにそのまま変換するには、 STR$関数が用いられます。

図4-10は、 VAL関数を用いたデータの変換の例を示しています。日常よく行うように、 1000単

位でコン7" ，"を打って数値を入力する方法を許 し、それをVAL関数によ って実際の数値データ

に変えるように工夫した例です。

図 4-10

-E諸国国E圃・ LEN (x$) 

E お置圃産情園 ストリングデータx$について、その構成キャラクタ数を与えます。 (LEN: length) 

キャラクタのうち、 CRTディスプレイに表示されないスペース 11 "やコントロール用ストリング

データもそれぞれ1文字として数えられます。

・・E 凶・・・ PRINT LEN (STR$ (π) ) 

9 

Ready 

システム変数πは、 8桁の定数3.1415927と小数点を合んでおり、 STRS関数でストリングデータ

としたときストリングの長さは 9となったのです。

PRINT LEN ( 11 Personal Computer MZ-2200 11 ) 

25 

Ready 
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4.2.11 CHARACTER$ 

-E言ヨ・・E羽田 CHARACTER$ (x ， y) 

x…-…・・…数値データ :X一座標

y....一......数値データ :Y一座標

E 在畠園町彊・ 現在のキャラクタ表示で、 X一座標がx、Y一座標がyで指定される画面上の位置に表示されていゐ

1つのキャラクタを与えます。

キャラクタ表示は、 ASCIIコードが30-255のものが表示可能ですから、 CHARACTER$関数

によって得られるキャラクタは、 CHR$(30) -CHR$(255)のいずれかとなります。

座標指定の範囲は、 80キャラクタ表示モード、 40キャラクタ表示モードでそれぞれ次のように限ら

れます。

.80キャラクタモードの場合

X 座標:0三五x孟79

Y一座標:0三五g豆24・40キャラクタモードの場合

X一座標~:O 三五x 三五39

Y一座標:0三勾孟24

・・E冒圃・圃 図 4-11は、 CRTディスプレイ上の上部 5行に表示されているメッセージを CHARACTER$関数

によって読み出して、文字聞にスペースを空けて、ディスプレイの下部へ表示し直したものです。

図 4-11
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4.3 タヒ、ユレーションコントロール関数

4.3.1 TAB 

-E逼・・E・・ TAB(x) 

z…・一……数値データ:数値定数、数値変数、数値配列要素またはそれらの算術式

E E酒圃.n須田 PRINT文のオペランドに使用され、データ表示のポインタであるカーソルを、数値データxて寸旨定

するタビュレーション位置へ移動します。(TAB.:tabulation) 

CRTディスプレイの左端が、タビュレーション=0、右端が79(80キャラクタモードの場合)ある

いは 39(40キャラクタモードの場合)です。

タビュレーションによるカーソルの移動は、 X座標の正の方向にだけ移動でき、現在のカーソル位

霞より左側へのタビュレーション値が指定された場合は無効(何も実行しなし、)となります。





カラーコントロールコマンド、
ステートメント

COLOR BASIC MZ-1 Z002による、カラーコントロールに関するコマンドとステ

ー卜メントの文法を解説します。

コマンドとステートメントの書式

. コマンドおよびステートメントを、アルファベット小文字、反転文字で表記す

ることはできません。

.オペランド中でプログラマが指定すべき箇所は、イタリック体で示しています 0

.各コマンドのオペランドで、省略あるいは任意の繰り返し記述が可能な要素に

ついては書式例を参照ください。(オペランド省略時に右けるコロンの記述につ

いて特に注意する必要があ町ます。)

Chapter 

5 
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5.1 CCOLOR 

-E誓ヨ・・E・・ CCOLOR@ m， n 

-.~~ヨ・・・国a・・

・.~Y-者眉・

@・・・・・・・・・ブ。ライオリティ

m.........キャラクタのカラーコード:数値データ (0~ 7) 

n.........パックグランドのカラーコード:数値データ (0~ 7) 

キャラクタおよびノ〈ックグランドのカラーコードと、プライオリティを指定します。

キャラクタのカラーコードを縦4)に指定しますと、カラーディスプレイ 1画面すべてのキャラクタ

が緑色に表示されます。

バックグランドのカラーコードを青u)にJ行定しますと、カラーディスプレイのパックグランド

(背景色)が青色となります。

@の記述のある場合、プライオリティをキャラクタに指定します。 @の記述を省略した場合はす

でに指定されたプライオリティをそのまま維持します。

プライオリティをキャラクタよりグラフィックに変更する場合には、 COLOR@を実行させます。

オペランドmまたは nを省略した場合はすでに設定されている色をそれぞれ先樹寺します。

E三~唖凶・ CCOLOR@6， 1・・・・・・・・・・・プライオリティをキャラクタ (文字)優先にし、 キャラクタを黄色にノ〈ツ

クグランドを青色に指定

CCOLOR@ 5・・・・・・・・・・・プライオリティをキャラクタに指定し、 キャラクタを水色に指定

CCOLOR 4・・・・・・・・・・・・・・キャラクタを緑色に指定

CCOLOR@， 3・・・・・・・・・・・プライオリティをキャラクタに指定し、バッググランドを紫色に指定本

CCOLOR，2 ...........・・・パックグランドを赤色に指定*

5.i~副司直~亙'a~・

*キャラクタのカラーコード mを省略し、パックグランドのカラーコード nを員己主する場合この例のように、

かならずコンマ(， )を記述しなければなりません。

2 REt1 
4 REt1 SAt1PLE(1).....CCOLOR 

b REI1 
S REI1 
10 COLOR，OO:CONSOLE C40，11:6RAPH C7 
20 PRINTCHR$(o)jTAB(10);I*** ASCII J-~' tョウ u*o 

30 FOR N=30 T0255 
40 PRINT CHRS(N)jSPACE$(l)j 

50 NEXT N 

60 FOR B=1 TO 7 

70 C=B+4:IFC>7 THEN C=C-7 

80 CCDLDR C.B:FOR 1=0 TO 2000:NEXT 

90 NEXT B 

100 CCOLOR b，l:END 
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5.2 COLOR 

-.~ . COLOR@ m， 011" Wα 

@・・・・ ・・・・・・・フ。ライオリティ

m.........・・グラフィックのカラーコード:数値データ (0~ 7) 

n.........・・グラフィック出力ページモード :数値データ(0~ 7) 

α.......一一色の重ね合わせ :数値データ r0・・・・・・・・・強制的にmで指定した色へ変更

1 .........すでに描かれた色の上にmてす旨定した色を重

ね合わせる 0

・潤・.nal- カラーグラフィック表示についてグラフイックのカラーコー ド、出力ページモード、プライオリ テ

ィおよび色の重ね合わせモードを指定します。

-E司・・E彊・ カラーグラフィックコント ロール文 (GRAPHC、GRA

PH F、SET、RESET、LINE、BLINE、PATTERN、

BOX、PAINT、CIRCLE)でのカラーコードの十旨定を

省略した場合、 COLORmで指定したカラ ーコードに

従って各々の命令を実行します。

グラフィック出力ページ

nはグラフィックの出力ページモー ドを十旨定するオペ

ランドで、その関係を右表に示しています。全ページを

H-'，力させる場合はCOLOR，07を全ページとも OFFと

する場合はCOLOR，OOを実行させます。

n 

。
1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

BLUE 

× 。
× 。
× 。
× 。

RED GREEN 

× × 

× × 。 × 。 × 

× 。
× 。
。 。
。 。

表 5-1 グラフイ ツク出力ページモード
@を言己主しますとフ。ライオリティはグラフィックに十旨

定され@の記述を省略しますと、すでに指定きれたフ。ライオリティカ鴇樹寺されます。

プライオリティをグラフィックよりキャラクタに変更する場合はCCOLOR@を実行させます。

オペラン ドWαは、色の重ね合わせについてのモードを指定するもので、その詳細についてはP.

9の1.5項を参照ください。

m、 n、 G を数値変数として記述される場合には、それぞれ定められた数値の範囲内となるよう

配慮、してください。

許容数値の範囲外を指定 しますと Err 0 r 3が発生します。

m、 n、 G に整数以外の数値を使用しますと、小数点以下は無視されて実行します。

COLOR@・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フ。ライオリティをグラフィックに十旨定

COLOR 5......................グラフィックのカラーコー ドを水色に指定

COLOR， 01， W1.............. BLUEのグラフィックエ リアのデータのみを表示し、色の重ね合わせ

のモードに指定

COLOR" WO・・・・・・・・・・・・・・・・・・強制的に色を変更するモー ドに指定

COLOR@ 1，07， W1........プライオリティをグラフイックに、グラフイックのカラーコー ドを青

色、出力ページモー ドを全ページ出力とし、色の重ね合わせを行うモ

ードに指定

COLOR 2" WO・・・・・・・・・・・・・・・グラフイックのカラーコードを赤色とし、 強制的に色を変更するモー

ドに指定
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Ei~医初酉副~亙長，珂

2 REM園田町四ーー司自--

4 REM SAHPLE(2}.....COLOR 
6 REM --自由

8 REM 

10 CONSOLE C40.GH ‘ P:CCOLOR~ 7.0:COLOR.07:C=1 
20 PRINTCHR$(6):CURSOR 4，12 
30 PRINT困SHARPPERSON白LCOMPUTER MZ-2200昆

40 FOR X=15TO 627 STEP 32 
50 BOXrC1X，5U，Xt16，150，F 

60 C=C+l:IF C=7 THEN C=1 
70 NEXT X 
80 COLOR~ : 60SUBI10 

90 CCOLOR~: 60SUBI10 

100 60TO 80 

110 FOR 1=0 TO 15uO:NEXT:RETURN 

5.3 GRAPH 

-E蓄量・・E剖・・ GRAPH Cm， Fn 

m， n......カラーコード:数値データ (0- 7) 

E 郡田園計掴 指定された色のグラフイックエリアのクリアまたはフィリング(埋めつくし)を行います。

・3軍国RE 標準BASIC(MZ-IZOOlまたはMZ-2Z001)でのGRAPH文にCm.Fnの機能が追加となったもの

です。したがって入力モードの設定(Ia)および出力モードの設定(Ob)がこのGRAPH文で行えま

す。(P.70参照)

GRAPH Ia， Ob命令の機能は、 COLORコマンドに含まれています。どち らも モード設定文で

あり、同一プログラム内で、これら 2つの命令を混用しても何ら支障ありません。ただしこの場合、

GRAPH文、 COLOR文にかかわらず、常に最後に設定された入力もしくは出力モードが有効とな

ります。たとえば次のプログラムを実行 します。

10 GRAPH Il 

20 COLOR， 07 

30 SET 320， 100 

40 

SET文以降の入力ページモードは 1 (ページ 1あるいはBLUE) となり、出力ページモードは全

ページONのモードに設定されます。

問、 η の記述を省略しますと COLOR文で設定された入力モードに対してクリアまたはフィリ ン

グが行われることになります。

圃1:"=-邑彊凶圃・ G RAPH C3， F 4.......青 と赤のグラフィックエリアをクリアし、緑のグラフイックエリアをフィリ

ング

GRAPH C.............COLOR文で設定された入力モードに対しクリア

GRAPH F.............COLOR文で設定された入力モードに対しフィリング

GRAPH CA...........数値変数Aで示される色のグラフィックエリアをクリア
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5.4 CONSOLE 

CONSOLE p......臼/黒ディスプレイ画面へのグラフィックデータの表示を禁止

CONSOLE M......白/黒ティスプレ イ画面へグラフィックデータを表示させる

白/黒ディスプレイ画面へグラフィックデータを表示させるか否かを指定します。

-E習・・E調園 標準BASIC(MZ-1Z001またはMZ-2Z001)でのCONSOLE文にヒ記機能が拡保されたものです。

したがってCONSOLE文の他のオペランド (Cn，Sys， ye， R， N， GH， GN)とともに順不同で記述で

きます。 (62ページ参照)

なおCONSOLEGH (またはGN) を実行しますと、同時にCONSOLEMモードに』没定されます0

・I~.元恒凶・・ CONSOLE C40， GH， p.........40キャラクタモード、ノイリゾリューションモードにI没定し、臼/黒

5.5 SET 

CONSOLE C80， M" 

SET [m， WαJ x， y 

ディスプレイ画面上へのグラフィック画面の表示を禁止します。

80キャラクタモードに設定し、臼/黒ディスプレイ画面上へグラフィ

ック画面を表示させます。

m......カラーコード:数侃データ (0- 7) 

α......色の重ね合わせ:数侃データ(0または 1) 

x ...... XBt標:数値データ

y......Y座標:数値データ

指定した色で・任意の 1ドッ トをセ ットします。

セッ トするド ッ ト位置は， X伴棋 x， YI卒中東 :ν で指定します。 グラフィック同l白iのHそif~'~につい

てはP.26の図 1-5を参照 ください。

!$:燃{止措!のf行?とftIl剖は次のjiliりていす。

O 三五 XI~主主禁三五 16383

O三五 YI'4サ京三五16383

すなわち、各種の演算過程で、件!唾:燃が卜.記数l'点の範|洞1)、jとなるように考慮する必要があります。

[m， Wα]を省関与しますと、 COLOR文にて:没定されたカラーコントロールに従って'長行しますo

E E・凶・ SET[ 1 ， WOJ 300， 100....・一 ..・・・・青色をセ ソ卜

SET [A J300， 100......一・一.....・・・・数イ，((変数Aの内容に従った色をセ ソト

SET[， W1]300，100....... .........COLOR文で設定された色をすでムにtl'!'iかれている色に重ね合わ

せてセット

SET Xl， Y1 ..................... COLOR文で設定されたカラーコン トロールに従ってセッ ト

&i~雪量彊I司直~~‘

2 REI1 自由自由一一田園田園由E

4 REM 5AMPLE(3).....5ET 
6 REM ..... 由園町田一--

B REr1 
10 CONSOLE SH.M:PRINTCHR$(b):CDLOR.07.WO:CCOLOR 7.0 

20 FOR T=O TO 16 5TEP 0.015 

30 C=INT(T/2)+1:IF C=8 THEN C=1 

40 SET[C] 125*COS(C05(T*.)+T*，/4)+320.50*C05IC051ーT制)-Th'/8l+100

50 NEXT 
。(1END 
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5.6 RESET 

園量ー~・・ RESET [m， Wα] X ， Y 

m......カラーコード数f直テ♂ータ (0~ 7) 

α'・・・・・色の重ね合わせ:数値データ (0または 1) 

x ......X座標 :数値データ

y......y座標 :数値データ

E 島署圃画誕・ 指定した色で、任意の 1ドットをリセ ットします。

・陸軍・E澗・ リセットするドット位置 とX-y座標の関係および座標位置の指定範囲はSET文と同じです。

[m，Wα] を省略しますと、 COLOR文にて設定されたカラーコントロールに従って実行します。

αを1に指定しますと mで指定された色をリセ ットします。

αを0に指定しますと mで指定された色の反転色をセットします。たとえば

RESET [5， WOJ 300， 100 

を実行しますと水色(5)の反転色である赤色(2)が 1ドットセ ットされます。

-1:"=-玉置凶圃 RESET A， B........................ COLOR文で設定されたカラーコントロールに従ってリセ ット

RESET [ 3， W1J 300， 100・ー・一...紫、すなわち青 と赤のグラフィ ックエリア上の ド、ソトをリセ‘ソト

RESET [CJ 300， 100..........・・・・・・・・・数値変数 Cの内容に従ってリセ ット、 WaはCOLOR文に従う 。

RESET [， woJ 300，100......... ......COLOR文で設定されたカラーコードの反転色をセット

&;~彊~~蓮司

2 REt1ー一ーーーー一一一一一-
4 REt1 SAMPLE(4)..... RESET 

6 REI'I一一ーー←一一 一一
8 REt1 
10 CONSOLE GH ， P:COLOR7 ， Ol ， W l:CCOLOR~ 1，0:K=7:PRINTCHR${6}:6RAPH F 

20 FOR R=4 T0100 STEP 8 

30 FOR T=O TO 2 SrEP 0.005 

40 X=4tRrCOS{T'1)+400:Y=RtSIN(Ttl)t120 
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5.7 LINE 

園長ー-現・ LINE[ m， Wα] Xl， Yl， X2 ， Y2， ・・・… Xi，Yi 

-.v.;司・・・同調園

田園~1_言'7.・

m......カラーコード:数値テタータ (0~ 7) 

α・・・・・・色の重ね合わせ:数伺.データ ( 0または 1) 

Xi......X座標:数値データ

銑…・・・ Y座標:数値データ

指定された色で任意のライン(直線)を描きます。

X-Y座標を示すね， Ylが 1組みとなり、最初の組みの示す座標(吟 ，Yi) から次々に線分を描い

ていきます。表示エリア外に座標が指定された場合は表示エリアの線分のみカ呼苗かれます。

X-y座標の指定範囲はSET文の場合と同じです。

-E車高温凶 . LINE 0， 0， 639， 199 ............... COLOR文で設定されたカラーコントロールに従ってライン

を描く。

LINE[6， Wl]O， 100，639，100・・.....一以前に描かれている色の上に重ね合わせて黄色のラインを描

く。

LINE[A]Xl， Yl， X2， Y2 ...…ー・・・・・ー数値変数Aの内容の色でラインを描く 。

(WαはCOLOR文で設定されたモードに従う)

LINE[， WO]600， 0，600，199 ・・・…・・ーCOLOR文で設定された色でラインを描く 。

&;PAOO~~司

2 REPI町田町田町冒←『一一 一一

4 REM SAMPLE(5).....LINE 

b REt1一一一 ー一一一一回

8 REM 

10 CONSOLE GH，H:COLOR，07:PRINT CHR$ (6}:C=I:CCOLOR~ 7.0 
20 60SUB 60 

30 X=X+210:C=C+l:IFX=b30 THEN Y=Y+luO:X=O 

40 IF Y=200 THEN END 

50 60T020 

60 FOR 1=40 TO 0 STEP -5 

70 LINErCl X‘Y+I，X+210.Y+99-I 
80 LINE[CJ X，Y+99-I，X+210.Y+I 
90 NEXT 

100 FOR 1=0 TO 84 STEP 10 

110 LINE[CJ X+I.Y.Xt210-I.Yt99 

120 LINE[CJ 1+210・1.Y. x+ 1. Y +99 

130 NEXT:RETURN 
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5.8 BLINE 

E 自E・E・ BLINE[m， Wα]xt. 仇 ，X2， Y2..・-・・局 ，Yi 

m......カラーコード:数値Jデータ (0~ 7) 

α・・・・・・色の重.ね合わせ:委:文値データ ( 0または 1) 

.1:;...... x座標:数値テ。ータ

Yi......y座標 :数値データ

指定した色でム任意のラインを消去します。

E:r~f"・ 描く線分がリセットされた線分で刈あることの他は、 LINE文と同じです。

αを1に指定しますと mで指定された色の線分のみを消去します。

αを0に指定しますと mで指定された色の反転色を描きます。たとえば

BLINE[6， WO]O， 0， 639，199 

を実行しますと青色のラインを描くことになります。

LINE文と同じオペランドの記述法となります。

E:;~理面温町壇画~~明司E

2 REf1 
4 REM SAHPLE(6}.....BLINE 

6 REM・-ー一一一 回目白血

S REH 

10 CONSOLE GH ， P:COLOR~07 ， Wl:6RAPH F7:CCOLOR~ 1.0:C=7:PRINTCHR$(bi 

20 FOR Xl=50 T0639 STEP90 

30 FOR 12=11-45 10 X1t45 STEP2 

40 BLINE[Cl Xl，u，X2，150:NEX1 12 
50 C=[-l: ~~EXT X 1 

55 C=7 

60 FOR 1=50 T0639STEP90 

70 FOR XX=ト5TO X+5 

SO BLINE[C] XX ， 151 ， XX~199 

90 NEXT XX 

100 [=C-l:NEXT X 

110 BOX[4.WOl O.lB9.639.199.F 

120 END 
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5.9 PATTERN 

ー雇ー~・・ PATTERN [m1， Wα1] Xl. Yl $， [ m2 • W白]X2， Y2 $・

mi ........カラーコード:数値:データ (0- 7) 

α" ........色の重ね合わせ数値データ(0または 1) 

Xi .........ドットの積み重ね段数:数値データ(士 1-士24の範同)

[mn， W an] Xn， Yn $ 

Yi$ ......8ビッ ト単位の ドットパタ ーンを表わすデータ並ぴ :ストリ ングデータ

E 潤圃眠彊E 指定された色で任意のグラフィ ックパタ ーンを描きます。

カラーコ ン トロール以外は、標準BASIC(MZ-1Z001またはMZ-2Z001)と同じです。

惚数のストリングデータに対して、それぞれ別個にカラーコントロールを設定することができます。

カラーコントロールを省略した場合は、 COLOR文で指定されたカラーコントロールに従ってパタ

ー ンを描きます。

-II'=~司岡田I PATTERN -8， A $.........COLOR:文で設定のカラー コントロールに従って、 グラフイックパタ

ーンを描 く。

PATTERN[2， WO] + 10， B $ ......色の重ね合わせなしに強制的に赤色でグラフイソクパターンを

描 く。

PATTERN[， W1]十 16，C $........ .COLOR文で設定の色に、すでに書かれている色を重ね合わせ

てグラフイックノぐターンを指iく。

PATTERN[C] -5，0$ -・変数Cの|人j存に従った色で、グラフィックパターンを抽 く。

&i~町~~~沼周

2 REH・目白雪 一一一

4 REH SAHPLE(7l.....PATTERN 

6 RE円・ーー一---回目
8 REH 

10 CONSOLE GH~ H: CCOLOR ， 0:PRINTCHR $ (6):C=1 : COLOR ， 07 .WO 

20 FOR 1=0 TO 63:READ A:帥=前+CHR$(白}:NEXT 

30 FOR Y=O TO 180 STEP 20 

40 FOR 1=0 TO 600 STEP 40 

50 POSITION X. Y 

司寸，

L-
E
J
・

-!ゐ-
au守c.d 

・-ム• n
u
 

-
-uv 
• -HV

・7
ム

a
q

o

，
 

勺
&
‘
i

-
-
-

R

J

O

 

-

-
・
・
ム
U

T
d
t
A
 

a
-
-

勺
ふ

J
O

R
d
E
J
 

勺

'-

F

・・

司!ム

寸

'
t
A

・1'-

4
i

l

--

--
-HV 

・4u

・H
V

R

d

q
ム

‘
.
‘
.
 

7
・d
a
nマ

・ム
u
e
gゐ

.• 

，
 

守

-P

F
『

d

う
4

R

d

1
A

円，
ム

--a' 

r
hu

a“
守

nu

，a
Ea
 

-
-
-
-

q・ゐ

L
u

a
，a
n
v
，
 

i

i

 

-
F

・

t
A
G
U
 

-
e
円，ゐ

E
J
4
i
 

R
i
v
-
-

2

0

 

-
-
-
-

門口

T
d

nv-
-

a
E
-
-
a
1
E
・

・・

円可，

nHH

・I

・-

勺
ゐ

‘

円，，-
A
U

--a且

Y

T
d
n
J
'ゐ

'ゐ

u

・

-
-H
V
 

寸
'
T
J

--a' 

マI
E

J

・
・
E可
V

勺
ふ
珂
，
，
‘

τJE

・

・・・

守、
iv

A

U

-

T
U

ワム

-
cd
 

t
A
勺
&‘. 

'H
V

aM守

-F
R
d
 

-HU
勺

ι

.• 

，
 

h
v

am守

-
n
v
，
 

6
4み

RJv

・

-
a
u
y
 

n
H
M
qム

勺

ム

ワ

&

e

-

o
u
n
u
 

n
7
勺
'
-

a，，
 
.. 
a'
・・a

.•• 

1

A

A

υ

E

J

 

=

s
q

R
d
 

p
』

勺

ゐ

勺
・&

.• 

，
 

b
事

M
m

7
J
-
u
v

'
H
n
F
F』
・

1ι

句
、

d

--
U

H

t

A

-

L
U
T
e

-
-
7
2
 

1

a

L

U

--

-
m
M
M

・E

・-守、
J
V

=

・-
aa
E

胃

J

p

i

M

7

'

q

'

-

F』

F
-
-

r
L
E
I
-Y

O

5

 

M
肉

T
A
-
-
0

・2

D
U

-
-

w
A

n
y
n
n
v
勺
ふ

F
ト

L

a

B

A

S

n

円

AH円

T
'
+
T
l
n
u
?
I
T
!
 

?，，円
slM

uu，A?，
g
A
H
n
h
u門

員

H

=

E
』

n
u
n
u
n
u

p
s
p」

M
同

門

匂

-
H
V
-叫
U

A
V
-
Hリ
・

H
V
-
H
U
-
H
v
t
A

ム
U

寸
J

n
H
M
G

，
1
a
e
l



114 

5.10 PAINT 

国 国E・E・ PAINT[m] x， y， nl， n2，…・・.nJ

m......カラーコード:数イ直データ (0- 7) 

i 0-639(640 X 200ドット /画面)
x ......X座標:数値データ 許容範囲 {

lO-319(320X200ドット /画面)

y......Y座標:委文値データ 許存範囲 0-199 

η1・・・・・・境界線のカラーコード (0 - 7の 8色まで指定可)

E~~æI- 指定された境界色でい囲まれた範囲内を指定された色で、ぬりつぶします。

ー立'.圃配置 [m] の記述を省略しますと COLOR~文でi設定されたカラーコードに従います。 nJ は境界色を指定す

るオペランドで、最大8色まで指定できます。

PAINT文には色の重ね合わせの機能はありません。したがってCOLOR文でW1モードに設定して

も、このPAINT文に対しては無効となります。

X， Yによって指定された座標を囲む境界色の範囲内のエリアを、カラーコードmによって指定さ

れた色で、ぬりつぶします。その際そのエリアが指定された境界線によって閉ループ可犬態となってい

なければ、そのエリア外に対してもぬりつぶしを行います。

境界線のカラーコード、 nJの記述を省略しますと、ぬりつぶしのカラーコード慨が境界色となりま

す。また、 njで指定した境界色以外に、ぬりつぶしのカラーコードも境界色となります。

なお、座標 (x， y) を境界線上に十旨定した場合、またはすで、に境界色で描かれている場所に指定

した場合は、ぬりつぶ しを行し、ません。

E 三重視E凶圃 PAINT 320， 100・・・・・・・・・・・・・・・・・COLOR文です旨定されたカラーコードが赤の場合、座標(320，100) 

を囲む赤色の境界線の範囲内を赤色でぬりつぶす。

PAINT[6] 320，100・・............座標(320，100)を囲む黄色の境界線の範囲内を黄色でぬりつぶす。

PAINT XN， YN， 3・・・・・・・・・・・・・・・座標(XN，YN)を囲む紫色の境界線の範囲内を COLOR文で指定さ

れたカラーコードに従ってぬりつぶす。

PAINT[4] 320， 100， 1，6，7.....座標(320，100)の周りの青、黄、緑および白色の境界線によって囲ま

れた範囲内を緑色でぬりつぶす。

EU量~圏直面E亙PI_!II

2 REI1 
4 REM SAMPLE(S}.....PAINT 
o R印

8 REI1 
10 CONSOlE 6H，H:COlOR，07，WO:CCOlOR o，O:PRINTCHR$(6) 
20 lINE(7110，70，30，50， 100，50， 100，70， 130，50，200，50，200，70， 230，50，300，50 
30 LINE[7J300，50，300，150，230， 150，230，80，200，90，200， 150，13 0，150，130，80，100，90，100，150，30，150，30，80，10，90，10，70 
40 LINE[3J320，50，540，50，540，BO，400， 120，540， 120，540， 150，32 0，150，320，120，460，80，320，80，320，50 
50 BOXr4J 5，45，565，155 
60 PAINT[21 295，149，7 
70 PAINT[lJ 539，149，3 
80 PAINT[7J 564，154，4，3，7 

90 FOR 1=1 TO 7:FOR N=O TO 1500:NEXT N 
100 COlOR.OI:NEXT 1 
110 END 
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5.11 BOX 

BOX[m， WαJ Xl，銑， .:tQ， Y2， Fn 

例・・・・・・カラーコード:委ki'直データ (0 ~ 7) 

α・・・・・・色の重ね合わせ:数値データ ( 0または 1) 

( 0 ~ 639(640 X 200 ド ッ ト /画面)
Xl， X2… ...X座標:数値データ 許容範囲 {

L O ~ 319(320 X 200 ド ット /画面)

仇 ，Y2......y座標:数値データ 許容範囲 0 ~ 199

F .........ぬりつぶし

n .........ぬりつぶしのカラーコード (0~ 7) 

EZ祖国~- 指定された 2点 (Xh Yl)と(X2' Y2) を項点とする四角形を描きます。

ぬりつぶしが指定されると，その枠内のエリアを指定された色で、ぬりつぶします。

[m，Wα]の機能はSET文と同じです。 これを省略しますと COLOR文のカラーコントロールに従

います。

Fの記述を省略しますと枠だけを描き、ぬりつぶしは行、、ません。また Fを記述し nを省略します

と、 mで指定された色でhぬりつぶしを行し、ます。つまり、枠の色と枠内のぬりつぶしの色を同じに

する場合は、 nの記述を省略すればよいわけです。

BOX 10， 10，630， 190 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・COLOR文で設定のカラーコントロールに従い四角形の枠の

みをJ省く。

B 0 X [1J 10， 10，630， 190・・・・・・・一一....青色で四角形の枠のみを描く (WaはCOLOR文での設定に

従う)

BOX[， W1J20， 20， 620，180， F-........COLOR文で設定のカラーコ ードに従い、四角形の枠を描き、

枠内を枠と同じ色でぬりつぶす。(色は重ね合わされる)

BOX [1， woJ 100， 50， 400， 150， F6・・・青色で四角形の枠を描き、その枠内を黄色でいぬりつぶす。

(100.50) 

黄色

E亘Z面副司副亘~~蝿

2 RE何 回国園田町四四四四一一曲目

4 REM SANPLE(9).....BOX 
6 RE阿 国自由==:>

B REM 

(下図参照)

青色(枠)

(400.150) 

10 CONSOLE GH ‘ M: COLüR~.07 . WO:CCOLOR 6.0:PRINTCHR事(ol 

20 X2=639:Y2=199:C=1:K=。
30 FOR Xl=O T039 STEP 3 

40 BOX[71 Xl.Yl.X2.Y2.FC 

50 Yl=Yl+2:X2=X2-30:Y2=Y2-12 

60 IF K=O THEN CN=C:C=O:K=I:60T080 

]0 C=CN+l:K=O 

90 NEXT 

90 CURSOR 4も4:PRINTDBDX-SAMPLE目

100 END 
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5.12 CIRCLE 

園 長畢圃E・・ CIRCLE[m. Wα] x. Y. r. h. ks. ke. 0 

E震E・E彊E

E.~r_・~f，眉・

m........・カラーコード:数市直データ (0~ 7) 

α・・・・・・・・・色の重ね合わせ:数値データ ( 0または 1) 

x.........X~標 1

ト楕円(円)の中心座標:数値データ
y.........y座標 j

r ... ... ...半径;

h ... ......比率(0または正の数値)

ks ... ...開始角度 1
~. (単L{、Iラジアン・・・radian)

ke ... ...終γ角度 j

0・・・・・・・・・扇を描く (省略すれば弧を描く)

同而.上の任意の*棋を中心として、指定された色で

カラーコントロール [m.Wα]についてはSET-文と同じです。

座標(x.y)を中心にして、 半径 Tの円を描きます。座標位置および半径 Tの指定範同は次の通りで

す。

-16383亘XJ坐才票三五16383

16383壬 y!*-標壬16383

0孟)r:{f. r 三五 16383 

比率 hとは、 (y判的・向の半径)/(X軸ーん'lI.:llの半径)のことです。

三|ミ径 T とは、比率 hが 1以下の場合はX軸)j向の半径のことで、比率 hにより Y軸方向の半径が決

まります。

比率~ hが 1以上の場合半径 Tは、Y紬方向の半径となり、比率 hにより X判l方向の半径が決まります。

円を捕くための比率 hの値は、ノ、イリゾリューションモード (640x200ドット/画面)の場合、 0.41

であり、ノーマルリゾリューションモード (320x200ドット/画面)の場合、 0.82です。比率 hの記

述を省略しますと、 hは各モードにより上記数値がt没定されます。比率 hはOまたは正ーの数値で、指

定します。ハイリゾリューショ ンモー ドの場合、 h>0.41であれば縦長の椅円を描き、 hく0.41で

あれば横長の惰円を描きます。

開始角度ks、終了角度keを指定 しますとP1弧または扇を描きます。角度の単位はラ ジアン (radian)

です。ks. keの記述を省略しますと、 ks=0、ke=2πが設定され、怖いJ(円)を描きます。

ks. keを指定し、 Oを記述しますと扇を描き、 Oの記述を省略しますと円弧を摘きます。

ks. keの記述の|際、度(degree)単位の数値データ dを、ラジアン (radian)単位の数値データ T に

変換するには

γ(ラジア ン)= d (度)本π/180

とします。
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ディスプレイ画面上での角度の関係を図5-1に示し ます。(閃 5-2は扇を描かせた場合の例を示

しています。)

π 

3 

7r 

2 

一一 π 
2 

0(2π) 

図 5-1 ks， keで指定する角度(ラジアン)

;π7  

CIRCLE [7J 200，100， 100， ，π/4，3本 π/4，0

を実行させた場合の表示例

図 5-2

E 二ー自彊凶園 CIRCLE 320， 100，80 ・・・・・・COLORのカラーコントロールに従い、半径80の円を描く。

CIRCLE[l， WOJ 320， 100 ， 80"π/4 ， 3本 π/4 …… π/4~3π/4 ラジアンの円弧を青色で描く。

CIRCLE[2， WOJ320， 100，50，0.3&.・・・・赤色で楕円を描く。

CIRCLE [4J 320， 100， 70"π/2 ， π， 0 ・ ・ .1'(1 2 ~ πラジアンの扇を緑色で描く。

&;2画事司直~~司

2 REM一一ー一一ーー一-
4 REM SAMPLE(10).....CIRCLE 

6 REH-冒百四ーー・一一一一一-
8 REH 

10 CONSOLE SH，H:COLOR，07，WO:CCOLOR.0:PRINTCHR$(6):C=1 
20 FOR H=0.05 TO 1 STEP .075 

30 CIRCLErCJ 320，100，100，H 

40 C=C+l:IF C=8 THEN C=1 

50 NEXT H 

60 C=1:K1=7t1/19:K2=llt./18 

70 FOR R=180 TO 60 STEP-20 

80 CIRCLE[CJ 100，160，R"Kl，K2，O 

90 CIRCLE[CJ 55u，160，R， 川/3.2*，/3

100 Kl=Kl-f/36:K2=K2+官136:[=C+1

110 NEXT R 

120 END 





付 S暴

この付録には、次のものが置かれています。

• ASCIIコード表・・・・・・・・・表A.1

・BASICインターフリタエラーメッセージ表・・・・・・・・・表A.2

この表には、プログラム、コマンド実行中に起こり得る全てのエラーを載せて

います。BASICインターフリタは、エラーの発生をこの表に示さ れたエラ一番

号を表示することによって知らせます。

・メモリ ・マップ

園三角関数、双曲線関数表

Appendix 
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A.l ASCIIコード表

MZ-2200システムのASCIIコード表を次に示します。

10進 16進 キャラクタ 10進 16進 キャラクタ 10進 16進 キャラクタ 10進 16進 キャラクタ 10進 16進 キャラクタ

。 。。 回 26 1A 52 34 圃 78 4E 日割 104 68 困
01 日 27 1B 53 35 圃 79 4F 固 105 69 回

2 02 日 28 1C 54 36 匝記 80 50 聞 106 6A 回
3 03 巴 29 1D 55 37 回 81 51 圏 107 6B 函
4 04 回 30 1E • 56 38 

ーー

82 52 園 108 6C 囚
5 05 困 31 lF 国 57 39 [ID 8:1 53 函 109 6D 凪
6 06 回 :12 20 口 58 3A 巴 84 54 同 110 6E 困
7 07 回 33 21 団 59 3B 巴 85 55 回 111 6F 副
8 08 凪 34 22 巴 60 3C 回 86 56 図 112 70 固
9 09 困 35 23 置 61 3D 

ー
87 5】円/ 画 113 71 聞

10 OA 回 36 24 [i] 62 3E 回 88 58 凶 1 ]4 72 日
11 OB 37 25 図 G3 3F 団 89 59 図 115 73 函
] 2 OC 回 :18 26 直己 64 40 屋l90 5A ~ 1] 6 74 [1J 
13 OD 39 27 日 65 41 函 91 5B E 117 75 凪
14 OE 回 40 28 回 66 42 

ー
92 5C 国 118 76 回

OF 固 41 29 回 67 43 固 9:-3 5D DJ 119 77 凪
16 10 42 2A ~ 68 44 圃 94 5E 回 120 78 困
17 11 43 2B 回 69 45 E 95 5F 

ー
121 79 国

18 12 4.1 2C 日 70 46 E 96 60 日 122 7A ~ 
19 13 45 2D 日 71 47 固 97 61 函 123 7B 回
20 14 46 2E 日 72 48 凪 98 62 E記 12，4 7C 山
21 15 47 2F 図 73 49 巴 99 63 回 125 7D 囚
22 16 -18 30 白昼 74 4A 回 100 G4 圃 126 7E 回
23 17 49 31 回 75 4B 困 101 65 面 127 7F 団
24 18 50 :32 匝E 76 4C 国 102 66 rn 
25 19 51 33 巴記 77 4D 極面 103 67 直
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10進 16進 キャラクタ 10進 16進 キャラクタ 10進 16進 キャラクタ 10進 16進 キャラクタ 10進 16進 キャラクタ

128 80 [J]J 154 9A 団 180 B4 圃 206 CE 圏 232 E8 固
129 81 じ五 155 9B 

ー
181 B5 ~ 207 CF ~ 233 E9 回

130 82 困 156 9C 司 182 B6 ~ 208 DO 団 23-4 EA 園
131 83 函 157 9D E己 183 B7 ~ 209 D1 函 235 EB 図
132 84 圃 158 9E E 184 B8 E司 210 D2 圃 236 EC 回
133 B5 [1] 159 9F 〔日 185 B9 困 211 D3 ~ 237 ED 回
134 86 [tJ 160 AO 回 186 BA 圃 212 D4 哩 238 EE 国
135 B7 [tJ 161 Al 日 187 BB 団 213 D5 国 239 EF 図
136 88 [IJ 162 A2 ロ 188 BC 図 214 D6 eJ 240 FO 図
137 89 〔届 163 A3 口 189 BD 園 215 D7 日雪 241 F1 圃
138 8A 画] 164 A4 国 190 BE 日己 216 DB 団 242 F2 園
1:i9 8B 匝記 165 A5 図 191 BF 図 217 D9 函 243 F3 園
HO BC 目雪 166 A6 E雪 192 CO 日君 218 DA 画 244 F4 国
Hl 8D 瞳 167 A7 回 193 C1 団 219 DB 圃 245 F5 固
142 8E 

ー
168 A8 日 194 C2 図 220 DC 回 2.16 Fo 園 !

143 8F 画 169 A9 回 195 C:3 困 221 DD 図 247 F7 回
1:14 90 

ー
170 AA 日 196 C4 困 222 DE 回 248 FB 図

145 91 圃 171 AB 回 197 C5 団 223 DF 巴 249 F9 固
146 92 固 172 AC 回 19B C6 固 224 EO 園 250 FA 固
147 93 

ー
17:-3 AD 日 199 C7 圏 225 El 図 251 FB 図

}.18 94 固 174 AE 回 200 CB ~ 226 E2 国 252 FC 国
149 95 5J 175 AF 凹 201 C9 図 227 E:3 回 25:3 FD 園
1;50 96 ~ 176 BO 図 202 CA 凪 22B E.-t 回 254 FE 日
151 [己 177 B1 国 2();-3 CB E 229 E5 目 255 FF 因
152 98 〔旬 178 B2 固 204 CC 固 230 E6 国
15:i ~)9 画 179 B:3 回 205 CD 困 2::11 E7 固 |



122 

A.2 エラーメッセージ表

エラー番号 エラーの内容

1 Syntax 文法上の誤り

2 Overflow 数値データが許存範囲外、演算結果がオーバフローした

3 Illegal data 規定外の数値、変数が使われた

4 Data type データと変数の型が一致しない

5 String length ストリングの内容が255文字を越えた

6 Memory capacity メモリ容量不足となった

7 Array definition 同じ配列変数を前より大きく定義したか、 未定義の配列変数を使用した

8 Line length 1行の長さが制限を越えた

9 

10 GOSUB nesting GOSUB文のネステイングが15を越えた

11 FOR-NEXT nesting FOR-NEXT文のネステイングが15を越えた

12 DEF FN nesting DEF FN文による関数定義のネステイングが6を越えた

13 NEXT 対応する FOR文のないNEXT文が使われた

14 RETURN 対応する GOSUB文のないRETURN文が使われた

15 Undefined function 定義されていない関数が使われた

16 Undefined line number 存在 しない行番号を参照しようとした

17 Can't continue CONT文によるプログラムの継続ができない

18 Memory protection BASICインタープリタの管理エリア内への書 き込み要求をした

19 Instruction mode ダイレクトコマンドとステートメントを混同して使った

20 

21 

22 

23 

24 READ 対応する DATA文のないREAD文が使われた

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 
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エラー番号 エラーの内容
置

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 Already open すでにオープンされているファイルを更にオープンしようとした

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 Out of file ファイルデータ読み込みで、アウトオブファイルが起きた

64 

65 Printer is not ready プリンタかす妾統されていないか、 OFF状態である

66 Printer hardware プリンタにメカトラブルが起きた

67 Out of paper プリンタ用紙ぎれ

68 

69 

70 Check sum チェックサムエラー
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A.3 メモリ・マッフ

$ 0000 

$12AO 

$FFFF 

A.4 三角関数と双曲線関数

モニタ

MZ-IZ00IM 

BASICインターフ。リタ
MZ-IZ00l 
もしくは

MZ-IZ002 

$12AO: Coldスタ ー トアドレス

$1300 : Hotスター卜アドレス

組み込み数値関数にない 二三角関数と双曲キ尉羽数およびそれらの逆関数を定義するための仔IJを次に示 します。使則する場

合には各関数の定義域に注意する必要があります。

secant FNA (X) =1/COS(X) 

cosecant FNB (X) =1/SIN(X) 

cotangent FNC (X) =1/TAN(X) 

arcsine FND (X) =ATN(X/SQR(1-X ~2)) 

arccosine FNE (X) = -ATN (X/SQR(1-X ~ 2)) +π/2 

arcsecant FNF (X) =ATN( SQR( X ~ 2 -1)) + (SGN(X) -1)本 π/2

arccosecant FNG (X) =ATN(1/SQR( X 2̂ -1))十(SGN(X)-1)本 π/2

arccotangent FNH (X) = -ATN(X) +π/2 

hyperbolic sine FNI (X)=(EXP(X)-EXP(-X))/2 

hyperbolic cosine FNJ (X) = (EXP(X)十 EXP(-X))/2 

hyperbolic tangent FNK (X) = -EXP( -X)/(EXP(X) +EXP( -X))本2+1

hyperbolic secant FNL (X) =2/(EXP(X)十 EXP(-X)) 

hyperbolic cosecant FNM (X) =2/(EXP(X) -EXP( -X)) 

hyperbolic cotangent FNN (X) = EXP ( -X) / (EXP (X) -EXP ( -X) )本2+1

arc-hyperbolic sine FNO (X) = LN(X+SQR(X~ 2 十 1) ) 

arc-hyperbolic cosine FNP (X) = LN (X + SQR ( X~ 2 -1) ) 

arc-hyperbolic tangent FNQ (X) =LN( (1十X)/(1-X))/2

arc-hyperbolic secant FNR (X) =LN((SQR(1- X ~2) +1)/X) 

arc-hyperbolic cosecant FNS (X) = LN( (SGN(X)本 SQR(X ~ 2 + 1) +1)/X) 

arc-hyperbolic cotangent FNT (X) =LN( (X十1)/(X-1))/2
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はじめに

このマニュアルは ノマーソナルコンビュータMZ-2200の標準システムソフト

ウェアMONITORMZ-IZ00ll¥1の命令仕様とサブルーチンの機能を解説して

おり、機械語 (machinelanguage)によってプログラムを作成したり、データ

を構成する場合、どのようにしたらよいかが示されています。

MONITOR MZ-IZ00IMは、 MZ-2200のシステムソフトウェアの標準モニ

タフ。ロクーラムで、あり、 BASICインターフ。リ夕、 DISKBASICインターフ。リ夕、

倍精度DISKBASICインタープリタなどをバックアップする働きがおもな役

割となっていますが、モニタへコントロールを移すことによって、独立した機

械語モニタ (machinelanguage moni tor)として使用することができます。こ

れによって、 BASICプログラムの機械語サブルーチンを直接作成したり、簡単

なデバッグを行うことができるだけでなく、自由にシステムフ。ログラムを作成

したり、カセットファイルを作成したり、独自の方法でMZ-2200をコントロー

ルすることができます。

巻末には参考のため MONITORMZ-IZ00IMの全アセンブリ ・リストを掲

載しております。





MONITOR MZ・lZ001M
コマンドとサブルーチンの使い方

この章は、 6つのモニタコマンドの機能と使い方および主要なモニタサブルーチ

ンの機能と使い方とを解説しています。モニタフログラムによってフログラマは、

機械語プログラムの作成、実行、簡単なテ、パ・ソク操作、さらに機械語プログラム

の力セットテープ上へのファイル化が行えます。作成した機械語プログラムを

8ASICプログラムテキストのUSR関数によってユーザサブルーチンとして呼び

出しリンクさせることもできます。

Chapter 

1 
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1.1 MONITOR MZ-1Z001Mの機能

MONITORプログラムはパーソナルコンビュータMZ-2200の最も基本的なシステムプログラムの 1つであり、その働

きは幾通りかに分けて考えることができます。

まず第 1に、その名前の通りMZ-2200の各手重のシステムソフトウェア、たとえばBASICインタープリタやPASCALイ

ンタープリ夕、 FDOS等のいわゆるモニタ機能があり、基本的な論理操作を行う各種サブルーチンや、 MZ-2200のハード

ウェア装置であるキーボード、ディスプレイ、データレコーダ、タイマ回路、サウンド発生回路等の1/0をコ ントロ

ールするサブルーチンがモニタ中にまとめられており、 BASICインタープ リタなどのメインとなる システムソフト

ウェアは、随時それらのサブルーチンをコールして処理を進めて行きます。従 ってたとえばBASICのSAVEコマ ン ドや

LOADコマンド、 PRINT文、 MUSIC文、 INPUT文等の実行の際には、 該当する入出力デバイスをコントロールするモニ

タサフツレーチンが図 1-1に示すようにコールされるのです。

アドレス

$ 0000 

$12AO 

$FFFF 

フ。ログラムテキスト

CALL 
機械語フ。ログラム

1/0コントロー/レ

「ーボード
ディスフ。レイ (オフυショ ン)

|日 レーオフシヨン)

サウ ンド先生回路等

RETURN 

図 1-1 モニタサフルーチンのコール

この図には、メインメモリの後部にある機械語フ。ログラムがモニタサブルーチンをコールしている矢印も描かれていま

すが、このように、ユーザプログラム中で直接使用することも勿論できます。

各種コントロールルーチンを BASIC等のメインプログラム中に含めることをせず 1つの独立した、 しかも汎用性のあ

るモニタ・フ。ログラムとして構成しているのはMZ-2200処理システムをより系統的にするという目的によ っているからで

す。系統化によってモニタフログラムには上記のようにハードウェアに直接結びついた各手重のコントロールが中心にまと

めらtL.ソフトウェアとハードウェアの中間部という意味の、いわゆるフ ァームウェアとしての働きが主体となっている

のです。

MONITOR MZ-1Z001Mの大きさは約4.5Kバイトあり、図 1-1に示されているようにメインメモリの先頭$0000番

地からストアされます。
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第 2の働きはモニタ・コマンド・レベルへコントロールを移してやることによって簡便な機械語プログラムモニタの役割

を果たすことです。即ち、単にメインシステムプログラムやユーザフ。ログラムで共通に使うサブルーチンの集合というの

ではなく、メインシステムプログラムからモニタへシステムコントロール自体を移すことができ、次にあげる 6つのモニ

タコマンドによって相続成語によるプログラムの作成、データの作成、ファイル入出力といったアクティブなシステムコント

ロールができるのです。

Mコマンド・…ーメモリの内容を書き替える。 (memorycorrection) 

Dコマンド・・ー・・メモリブロックの内容を表示させる。 (memorydump) 

Jコマンドー..一任意のアドレスにコントロールを移す。プログラムの実行。 (jump)

Sコマンド・…・メモリブロックの内容をカセットテープファイルにセーブする。 (save)

Vコマンド・・・・・・メモリブロックの内容とカセットテープファイルの内容を比較する。 (verify) 

Lコマンド......カセットテープファイルをロードする。(load)

図 1-2はBASICコマンド MONの実行例であり、実行後アステリスク H 本 11の表示に続くカーソル点減によってコ

ント・ロールがモニタ・コマンド・レベルへ移ったことが示されています。

図 1-2 BASICコマンドMONの実行
テキスト エリ アのバイトサイズは③ の{立問に示 されます。

モニタ・プログラムは RAM上で働くので、モニタ・コマンドによって自分自身を自由に変えることができます。

たとえば、 CPUのリスタート命令の応答や、害Ijり込み応答を使う場合コールされる$OOOO~ $ 0038番地、 $0066番地の

内容等を任意に設定したり、モニタ・サブルーチンの機能を変えてしまうことができます。

また、カセットテープへの書 き込み/読み出しが自由なので、モニタ・プログラム自身を含んだ 1つの独自の機械語プ

ログラムをファイリングすることができます。このような操作を行うさいは巻末付録A.4のモニタ・プログラム・アセンブ

リ・リストが参考になるでしょう。
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1.2 モニタコマンドの機能と使い方

この節では、 6個のモニタコマンドについて、それぞれの機能と使い方の解説を行し、ます。各コマンド操作の一一般的な

取り扱い規約は以下のようになっています。

-ードあるいはデータのキ一入力は、所定の欄ほしく行い、 仁E …甲すことは d 行されます。ス

ペース等の不必要なデータを混じえてキ一入力するとモニタコマンドはそのデータを受け付・けません。

.データ入力あるいはデータ表示はすべて16進数表示で行われます。従って 1バイトデータは16進 2桁、 1つのアドレス

データは16進 4桁で扱われます。たとえば表示データが川 15"であったとすれば16進数$15 (10進数の21) を表わして

いるし、キ一入力を行う場合、たとえば10進数10をデータとして入力する場合は所定の位置に"0 A "ときちんと桁数

を合わせてキ一入力しなければなりません。(上位桁の"0 "を省略することはできません)

-ファイル名の指定などで、モニタが受けつける以上の文字数を入力した場合、その数を越す文字列は無効となります。

-各コマンドの使用を終え、モニタコマンド待ちに戻すには直司を十甲します。

.1干コマンドのアクセス範凶にはフ。ロテクションが一切ありません。従って、モニタプログラム自身のリストアップ、変

更等の操作が自由に行えることになりますが、逆に、システムコントロールを行うプログラムを壊してしまい CPUの

暴走を引き起こすことも充分あり得ることになり 、そのよ うな操作を行う場合は細心な配慮を払う必要があります。

1.2.1 M コマンド(M memory correction) 

指定するアドレスから順々に 1バイトずつメモリ・コレクション(データ書き換え)を行し、ます。

Mコマンドを与えると図 1-3に示す表示がなされます。

図 1-3
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ここでモニタは、メモリ・コレクションを開始するアドレス指定を要求しています。たとえば、 S

70AO番地から、メモリ・コレクショ ンを行うには、 S記号につづけて "70AO" とキ一入力して

仁互コキーを押します。すると図 1-4に示す表示がなされます。

図 1-4

ここでモニタは、 $70AO番地に現在セットされているデータ 00を表示し、このデータを書 き

換えるかどうかの指定を要求しています。データを書き換えるには、 16進 2桁一一即ち、 OO-FFの

いずれか一一でカーソル位置から続けてキ一入力します。

たとえば、データ$C 9 (RET命令のオペコード)をセットするには、図 1-5のようにカーソル

儲から続けて 2栴ここのコードを入れて、仁E キーを押します。するとれ山番地のメ

モリ ・コレクションを終えて、次に $70A1番地のメモリ・コレクションに移ります。

図 1-5
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もし、その番地上のデータを書き換える必要がなければ同司キーを押すことによって、デー

タをそのままにして、次の番地のメモリ・コレクションへ移ります。たとえば $70Al番地の内容

を00のま出こするため、仁豆コキーを押すと図 1-6のように次の $70A2番地へ移ります。

図 1-6

カーソル位置からの 2桁に、 16進数以外の文字が与えられると、コマンドを中断して、新たにアド

レス指定を要求して米ます。図 1-7は、たとえば 11 S "というキーを押した場合を示しています。

図 1-7
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途中でメモリ・コレクションを行うアドレスを変える場合このようにして行うことができます。

ここで、 $70AO番地のデータか書 き変えられたかどうか確かめるため、同じアドレスを与えてみ

ます。図 1-8に示すように $70AO上のデータは $C9になっていることが石雀かめられますof)

図 1-8

Mコマンドをキャンセルしてモニタ・コマンドレベルへ戻るには、[BREAK)キーを押します。

t ) メモリ ・コレクションを行ーったあとでは、データが正しくセッ 卜されたか今のように確かめる習慣をつけるように。機械語フ。ログラムの

実行は、コー ドデータをオペコード としてそのまま実行してしまい コードが 1ビット異なれば全然別の働き をしてしまうからです。

大ていの場合、それはプログラムの恭走、破壊を引き起こします。なお、データの確認は、 次のDコマン ドでまとめて行う こと もできます。
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1.2.2 Dコマンド (D: memory dump) 

E~，__ヨ掴・ 指定するメモリ・ブロックの内容をまとめて表示します。

E 立掴圃alf，圃 Dコマンドを与えると、図 1-9の表示がなされます。

図 1-9

ここでモニタは、メモリ・ダンプを行うメモリ・ブロックの先頭アドレスを要求しています。た

とえば、メモリ・ブロック$0000-$ 007Fまで(これはモニタ・プログラム自身の一部である)を

ダンプするには、 S-ADRl!IJちスタートアドレスとして"$ 11記号につづけて"0000川をキ一入力

し仁E キーを押します。すると図 1叫示す表示がなされます。

図 1-10
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ここでE-ADRは、 メモリ・ダンプを行うメモ 1)・ブロックのエンドアドレスなので、 11 $ 11記号

につづけて "007F"~~サし仁E ←を押すと、図 1 - 11のように、ニーソ川
容が表示されます。
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このように、 1行に 8バイ トずつまとめて表示されます。

メモリ・ダンプの実行中にスペースバーを押すと、押し続ける問、表示はストップしているので、

大きなメモリ・ブロックをダンプする場合、時々iトーめながらデータを確認することができます。
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1.2.3 Jコマンド (J: jump) 

E緬圃~~E 指定するアドレスへコントロールを移します。正確にいうと、指定するアドレスを、 CPUのプロ

グラムカウンタに与ーえることになります。

E;y~圃 Jコマンドを与えると、図 1-12に示す表示がなされます。

図 1-12

ここでモニタは、ジヤンフプ。すべきアドレス指定を要求しており仏、前のコマンドと同様』にこご"$ 11記号

につづけ肘て、 実新4行Tしfたかこ

キ一を押します。すると、 Jコマンドからもモニタからも、コントロールは離れることになり、そ

の後のコンビュータの動作は、ジチンプした先の機械語フ。ログラム次第となります。(不注意に Jコ

マンドを実行させると、システムの暴止 を招くことになる可能性があります。t1) 

プログラム実行中にオペコード$F F (RST 7命令)に遭遇し実行すると、モニタは、 AF、B

C、DE、HL、および$FFコードの置かれているアドレスの値を CRTディスプレイに表示し、

コントロールをモニタコマンドレベルへ戻します。従って $FFコードを、デバッグを行う際のブ

レークポイント (breakpoint) として使うことができます。

BASIC インターフリタなどの、もとのシステムフログラムを壊していない場合は、このコマンドで、

それらへ復帰することができます。復帰のし方には、 HOTスタートと COLDスタートがあります。

HOTスタートとは、システムフログラムのワークエリアとフ。ログラムエリアを、そのままにして

スタートするもの一一 つまり、モニタへ移る首ijの状態が生きていて hotとし寸意味です一ーであり、

COLDスター卜は、 IPLによる起勤時と同じように、 初期状態 一一一冷たし、状態一一ー にしてスタ

ートするものです。

BASICインターフリタのそれぞれのスタートアドレスは次のようになっています。

HOT スタートアドレス=$ 1300 

COLD スタートアドレス=$12AO 

t) ハードウェアを壊すことはありませんが、 RAM上のフ。ログラムの破壊や、 書 き込み禁止の筈のテーフ。に何かを書 き込んで、しまうという

ようなことが起こり得ます。
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1.2.4 Sコマンド (S: save) 

E震E・E彊・ 指定するメモリブロックの内容を、ファイルネームを付けてカセットテープ上に記録します。

E望ーー耳珂. sコマンドを与えると、図 1-13に示す表示がなされます。

図 1-13

ここでモニタは、作成する機械語フ。ログラムファイルのファイル名指定を要求しています。そこで、

適当なファイ山眠字肌でカーソル位置山一入力して仁亘コキーを押します。欧

字を越えた分は無効となります。

たとえば、"ABRACADABRA "とし寸名前を指定するt>と、図 1-14のような表示か就きます。

図 1-14

ファイル名を指定すると、モニタは次にセーブすべきメモリブロックの指定を要求するので、 Dコ

マンドでメモリダンプすべきメモリブロックを指定するのと同様に S-ADR. および E-ADR.

のそれぞれにスタートアドレスとエンドアドレスを指定します。

スタートアドレスもエンドアドレスも、メモリ上の、どこであっても、プロテクトされませんが、

t) もしファイル名を指定せずに仁豆コキーを押せば、ファイル仇しということになり、これは好ましいことではあ吋せん。

訳のわからないおまじないのようなファイル名をHけるのも考えものですが....



140 

注意しなくてはならないのは、モニタエリア内を含むと、ローデイングが不可能なファイルが出来

てしまうことがあることです。即ち、モニタ自身が働きながら、自分自身をセーブするとなると、

チェックコード (sumcheck code) が合わなくなるからで、もし、モニタ自身を含むメモリ・ブロ

ックを正しくセーブしたし、時は、モニタを含むエリア全体を別のエリアへブロック転送してから行

ってください。

ABRACADABRA とファイル名をつけて言己録するフ。ログラムが、たとえばメモリ・ブロ ック S

6000-$60A3までにあるとすれば、その2つのアドレスを指定します。すると図 1-15に示きれる

表示がなされます。

図 1-15

ここでモニタは、作成する機械語プログラムファイルのジャンプアドレスの指定を要求しており、

ジャンフ。アドレスをf旨定しておくと、モニタコマンド L (load)によ って、ローディングをした場!

合、ローデイングの後に、 続けてジャンプアドレスに指定されたアドレスへのジャンプを実行するこ

とになります。その機械語フ。ログラムが独立したフ。ログラムである場合、モニタの Jコマンドが省

けることになります。

一方、 BASICプログラムとリンクして使う機械語サブルーチンプログラムなどは、ジャンプアド

レスは指定しておきません。t>この場合、 Lコマンドでローデインク。を行ったあとは、モニタコマン

ド待ちとなります。

例の 11ABRACADABRA 11プログラムは、ローデイング後、 $6050番地から実行させたL、プログラ

ムだとすれば図1-16のように ジャンプアドレスを指定すればよいことになります。

図 1-16

t) 単に仁亘コトを…
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「王子1キーを押すと、自動的にセーブが行われます。

カセ ットテープが、データレコーダMZ-l}'02にセ ットされない場合、カセ ッ トデッキのふたが開

き"SETTAPE"の表示がなされること、或いはライトプロテクトのテープがセットされている

とき "WRITEPROTECT"の表示がなされることは、 BASICコマンド SAVEの場合と同じで

す。
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1.2.5 Vコマンド (V: verify) 

E官酒圃~æIE カセットテープにセーブされたデータが、そのもとのメモリ・ブロック上のデータと同じであるか

どうか調べます。

E~1:'_眠E圃 Vコマンドを与えると図 1-17に示す表示が現われます。

図 1-17 

ここで、モニタは、ベリファイ(比較)すべき機械語フ。ログラムファイルのファイル名の指定を要

求しています。たとえば、 Sコマンドの説明で、作った、"ABRACADABRA "というファイルを

比較するのであれば、図 1-18に示すようにそのファイル名を指定します。 一一 ただしあらかじめ

テープは巻き戻しておかなくてはなりません。

図 1一 188 

仁亘Eコキト一を抑押すれと自醐動醐蜘的削枇句切…こべリフ円アイ仰が実新行机山ま討す。ベリファイすべきメモリ・ブロ ソク

は、ファイル上にファイルインフォメーションとして記録されているものによっています。

もし、ファイル名を指定しないと、最初に見つかった機械語フ。ログラムファイルについてベリフ ァ

イを実行することになります。

ファイルデータとメモリ・ブロック上のデータが同一であれば"OK"が表示きれ、異れば"ER 

ROR 11 が表示されます。

Sコマンドを実行したら、つづけてこのVコマンドを実行しておくように心がけることをお勧めし

ます。
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1.2.6 Lコマン ド (L: load) 

E 酒田翠圃 指定するファイル名をもっ機械語ブ。ログラムファイルのローデイングを行し、ます。

E;r~f;:_ Lコマンドを与えます。すると閲 1ー 19に示す表示が行われます。

図 1-19

ここでモニタはロードすべき桂財成語プログラムファイルのファイル名の指定を要求しているのでたと

えば、 Sコマンドの説明で作成した 11 ABRACADABRA "をロードするには図 1-20のよ うにフ

ァイル名を指定します。

図 1-20
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仁亘コキーを押すと、 ま討ずわフアバイ/ルレい川.サ←一チ刊を桁4行か子れしい、d併仇ま討抗す七。即ち、指綻定於さW 一ル川を見わつlけ州?泊出

し、見つかったらシステムへのローデイングを行います。

図 1-21は、ファイル名 "OPEN SESAME"の次に "ABRACADABRA" が見つかり、ローデ

インク引を行っている状態を示しています。

図 1-21

ローデイングを行う場所は、 Sコマンドでメモリ・ブロックを指定した同じメモリ・エリアになり

ます。

プログラム"ABRACADABRA "の場合は、 もともと $6000-$60A3のメモリ・ブロックの杭溶

をSコマンドでファイルに記録したので、 Lコマンドでロードすると図 1-22に示すようにやはり、

$ 6000-$ 60A 3のメモリ・エリアにローデイングされます。

$ 6000 

$60A3 

》 ドBJ4mA|も

図 1-22

$ 6000 

$60A3 
:ニ0)

図 1-22の右端に "jump"と書いて、$6050番地へ矢印を描いて九、ます。即ち、 Sコマンドで "A

BRACADABRA"を作成したとき、ジャンプアドレスとして、この番地を指定しておいたので、ロ

ーデイングの終了後に、つづけて"ABRACADABRA "プログラムを$6050番地から実行すると

いうことを示しています。 もしジャンプアドレスを指定していなかったら、ローデイング終了

後は、モニタ・コマンド・レベルに戻ることになります。
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1.3 モニタ・ サブ〉レーチン

モニタMZ-IZ00IMのサブルーチンを表 1-1に示します。サブルーチン名は、本書の付録A.4のモニタ・プログラム・

アセンブリ・リスト上にあるラベルです。このラベルは、それぞれのサブルーチンの機能をシンボリックに表現しています。

レジスタ保存は、そのサフツレーチンをコールし、 リターンした時に、内容が保存されるレジスタを示しています。即ち、

それ以外のレジスタの内容はリターン時に一般に変化することになるので、注意しなくてはなりません。

スタック数は、そのサブルーチンをコールした時使用される最大のスタックの重なりの数です。たとえば、サブルーチ

ンの "LETNL"はスタック数が8なので、スタックエリア 8x 2 =16バイ トが必要なわけです。スタックエリアはフ。ログ

ラマが必要サイズ市在保し、プログラムエリアや他のワークエリアを壊さないように管理してやらなければなりません。

サブルーチンを呼び出すには、機械語命令CALLまたは、 BASICのUSR関数を用います。

即ち、 一般に

CALL subroutine address 

USR ($ subroutine address) 

subroutine address 16進 4桁

の形の命令を実行します。

たとえば、モニタサブルーチン LETNLをコールして改行 Oetnew line)を実行させるには、 CALLOA2EHまたは

USR ($OA2E)、即ち機才高;吾命令、

CD2EOA ~hex) 

を実行してやればよいことになります。

サブルーチン名

とアドレス

(16進アドレス)

CALL LETNL 

$OA2E 

CALL PRNTS 

$08C4 

CALL PRNT 

$08C6 

表 1-1 モニタ ・サブルーチン

サブルーチンの機能

行を替えて次の行の先頭にカーソルを移動させます。

AF以外のレジスタの内容は保存します。

CRTディスプレイのカーソル位置にスペースを 1個だけ表示します。カ

ーソルは 1文字右へ移動します。

Aレジスタ(アキュムレータ)内の ASCII コードデータにキ目当するキャ

ラクタを、 CRTディスプレイのカーソル位置に表示 します。

即ち、 ASCIIコード$1E~ $FFについては、キャラクタを表示するサ

ブルーチンとなります。

一方、 ASCII コ ード $OO~$1 Dは、コントロールコードになっているの

で、それぞれディスプレイコントロールが実行されます。たとえば、 Aレ

ジスタの内容が$01であれば仁巳キーと同じくカーソルダウンが実行さ

れます。

スタック数

8 

3 

3 
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サブルーチン名と

アドレス

(16進アドレス)

CALL MSG 

$ 0889 

CALL BELL 

$ OF14 

CALL MELDY 

$OF3F 

CALL XTEMP 

$OE50 

CALL SOUT 

$OF22 

CALL TIMST 

$OE5E 

CALL TIMRD 

$OEA9 

CALL BRKEY 

$ 0562 

CALL GETL 

$06A4 

サブルーチンの機能

DEレジスタの示すアドレスからはじまるASCIIコードを続けてCRTディ

スプレイのカーソル位置から表示します。データのエンドマークは$OD

(キャリッジリターンコード)です。ただしこの場合、キャリッジリター

ンは実行されません。ASCIIコード$00-$ 1 Dについては、ディスプ

レイコントロールが実行されますむ

全レジスタの内容が保存されます。

中音のラ(約440Hz) をピッと l鳴らします。

音楽データを演奏します。音楽データの先頭アドレスは、あらかじめDE

レジスタに指定しておきます。音楽データは fBASIC編」のMUSICステー

トメントに解説したテーータと同様に、音程音長の)1凶にASCIIコードで並べま

す。エンドマークは$0 D (キャリッジリターンコード)または$2A (キ

ャラクタ H 本，.)でなければなりません。ただしリターン時にCフラグが

0なら演奏完了、 1なら途中匝司キーが押されたこと を示します。

演奏テンポを設定します。 テンポデータ ($01-$07) をAレジスタにセ

ットして コールします。

Aレジスタ←-$01:最も遅いテンポ

Aレジスタ← $04 :中位のテンポ

Aレジスタ←-$07:最も早いテンポ

任意の音程、音長の音を発生します。 BCレジスタに音長を、 HLレジス

タに音程をセットしておいてコールします。(参考 :HLレジスタに音程

データ $OOA4をセットすると中音のラの音程になります。)

内蔵時計に時刻をセットします。時刻の設定は、

Aレジスタ←一 O:AM Aレジスタ←- 1: PM  

DEレジスタ←一秒単位の時間 (2ノ〈イトデータ)

内蔵時計の現在時刻を読み取ります。リターン時には、

Aレジスタ←-0: AM  Aレジスタ←-1: PM  

DEレジスタ← 秒単位の時間 (2ノ〈イトデータ)

がセットされます。

匝司キーか押されているかどうかチエソクします。

Zフラグ←-0 押されていない

Zフラグ←-1:押されている

キーボードから 1行のデータを入力します。入力データのストアされる先

頭アドレスと、入力可能な文字数は次のように設定しなければなりません。

DEレジスタ←一入力データをストアする先頭アドレス

GETL-2番地 ($06A2)←一入力可能な文字数の最大

キ一入力は仁E キー(または[ENT)キー)を押すことはり終わりま

スタック数

4 

4 

3 

3 

3 

3 

2 

8 



サブルーチン名と

アドレス

(16進アドレス〉

CALL GETKY 

$ 0832 

CALL ASC 

サブルーチン機能

す。その時、エンドマーク $ODが入力データに続いてストアされます。

従って、入力可能な文字数には、このエンドマーク 1文字分も含めておか

なければなりません。

キ一入力の際、 CRTディスプレイ上にエコーパックが行わtL.カーソルコ

ントロール、挿入、削除なども受け付けられます。

途中で邑司キーを押すと、 DEレジスタの示す先頭アドレスにブレー

クコード $OBがセッ卜され、 リターンします。

モニタ ・プログラム自身も、このサブルーチンを使用しています。そしてD

Eレジスタにラベル川 BUFER11 ($ 1093番地)をセットし、 GETL-2

番地に $27をセットして使用しています。

キーボードから 1文字だけデータをAレジスタに取り込みます。たとえば

困キーを押しているとき、 CALL GETKYを行うと、 Aレジスタにキ

ャラクタ 11 B "の ASCIIコード$42がセットされリターンします。キー

カ吋甲されていないと Aレジスタの内容は $00でリターンします。

キ一入力によるチャタリングは防止しておらず、またCRTテeイスプレイ上

へのエコーバックも行われません。

Aレジスタの下位4ビット ($O-$F)を16進数を表現するキャラクタ

$ 05F3 (" 0 " -" F川)の ASQIコードに変換し、それをAレジスタにセソド

CALL HEX 

$05FD 

CALL HLHEX 

$ 0614 

します。

たとえば、 Aレジスタの下位4ビットが$8 (2進数の1000)であったと

すると、リターン時には、 Aレジスタに$38 (キャラクタ川 8"のASCII

コ←ド)がセットされます。

サブルーチンASCの逆で、 Aレジスタの内容が16進数を示すキャラクタの

ASCIIコードである場合、その16進数をAレジスタの下位4ビットにセッ

トしてリターンします。

たとえば、 Aレジスタの内容が$42、即ちキャラクタ rrB rrのASCIIコー

ドである場合、 リターン時にAレジスタには $OBがセットされています。

ただし、 Aレジスタの内容が、 16進数を表現するASCIIコード以外であれ

ば、 Cフラグ (carryflag) が 1となり、 Aレジスタの内容は、不定の値

となります。

リターン時のCフラグ+一一O:Aレジスタ下位4ビット =16進数

リターン時のCフラグ←- 1:データエラー

連続した 4バイトのデータが4桁の16進数を表現するキャラクタのASCII

コード列であるなら、 その16進数を HLレジスタにセ ットしてリターンし

ます。

該当する 4バイトデータが16進数を表現するキャラクタのASCIIコード列

でないな ら、Cフラグが1となり HLレジスタの内容は不定です。

DEレジスタ←一連続した 4バイトデータの先頭アドレスをセット

する。

リターン時のCフラグ←一o: HLレジスタ =2桁の16進数

リターン時のCフラ グ←-1 データエラー

たとえば、$8000番地から、データ $33、$30、$43、$39 (即ちキャラク

147 

スタック数

8 

1 

1 

4 
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サブルーチン名と

アドレス

(16進アドレス)

CALL 2HEX 

サブルーチン機能

タ"30C 9 " )がある場合。

LD DE、 8000H (H: hexadecimal) 

CALL 0614H 

を実行すると、 リターン時にHLレジスタの内容は $30C9となります。

連続した 2バイトのデータが、 2桁の16進数を表現するキャラクタのAS

$ 0623 I CIIコード列であるなら、 その日進数をAレジスタにセットしてリターン

CALL ?PONT 

$ OC29 

します。

該当する 2バイトのデータが、 16進数を表現するキャラクタのASCIIコー

ド列でないなら、 Cフラグが1となり、 Aレジスタの内容は不定です。

現在のカーソル位置、即ち、 Video-RAM上の該当アドレスをHLレジス

タにセットしてリターンします。

たとえば、カーソルがホーム位置(右三上隅)に位置しているなら、 リター

ン時のHLレジスタの内容は$DOOOとなります。

スタック数

2 

2 



付 S豪

次の 5つの付録がここに置かれています。

• Z80A CPUの全インストラクションのニーモニックコードとオペコードの対照

表 A • 1とA'2

A • 1はニーモニックコードをアルファベット }I/買に並べており、フログラマが Z80A

CPUの或るインストラクションのオブジェク卜コード(16進表記機械語コード)

を知りたい時に利用します。

A'2はオペコードの 16進}I/買に並べてあり、逆にオフ、ジェクトコードからインス卜

ラクションを調べたいとき利用してくださ L、。

各インストラクションのオベレーション、フラグオベレーション、実行時間など

の5学帝国については、 MZ-2200OWNER'S MANUALの付吉宗にある Z80ACPUテク

ニカルデータを参照してください。

• IPLプログラム ・アセンブリ ・リスト:A3 

プログラマの参考のTこめ、工PLフログラムの全アセンブ1)・リストを示しています。

• MONITOR MZぺZ001Mのフログラム ・リスト :A・4

プログラマの参考のため、 MONITORMZ-1 Z001 Mの全アセンブリ ・リストを示

しています。

• BASICテープのコピー作成と改訂の方法:A. 5 

Appendix 
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A.l Z80A・CPUインストラクションセ ット

対照コード表1

ニーモニ ックコードのアルフ ァベット}J贋

j主

ニーモニック コードのオペランドにあ るnn，n，d，eという記

号はプログラマが指定する定数デー タを表わしています。

オペランド欄には、例と して、これらの定数データがそ

れぞれ次の値であ る場合の コー ドを示し ています。

nn 584H 

n = 20H 

d 5 

e 30H 

そし て例の値であること を明示す るためにデー タコー ド

をイタリック体と し、さらに下線を施し ています。

オペコード

8E 

DD8E05 

FD8E05 

8F 

88 

89 

8A 

8B 

8C 

8D 

CE20 

ED4A 

ED5A 

ED6A 

ED7A 

86 

DD8605 

FD8605 

87 

80 

81 

82 

83 

84 

85 

C620 

09 

19 

29 

39 

DD09 

DD19 

DD29 

DD39 

FD09 

FD19 

FD29 

FD39 

ニーモニックコード

ADC A， (HL) 

ADC A， (IX +d) 

ADC A， (IY +d) 

ADC A，A 

ADC A，B 

ADC A，C 

ADC A，D 

ADC A，E 

ADC A，H 

ADC A，L 

ADC A，n 

ADC HL，BC 

ADC HL，DE 

ADC HL，HL 

ADC HL，SP 

ADD A， (HL) 

ADD A， (IX +d) 

ADD A， (IY +d) 

ADD A，A 

ADD A，B 

ADD A，C 

ADD A，D 

ADD A，E 

ADD A，H 

ADD A，L 

ADD A，n 

ADD HL， BC 

ADD HL， DE 

ADD HL，HL 

ADD HL， SP 

ADD IX，BC 

ADD IX，DE 

ADD IX，IX 

ADD IX，SP 

ADD IY，BC 

ADD IY， DE 

ADD IY，IY 

ADD IY，SP 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニ・y クコード

A6 AND (HL) CB54 BIT 2，H 

DDA605 AND (lX +d) CB55 BIT 2，L 

FDA605 AND (IY +d) CB5E BIT 3，(HL) 

A7 AND A DDCB055E BIT 3， (lX +d) 

AO AND B FDCB055E BIT 3， (lY + d) 

A1 AND C CB5F BIT 3，A 

A2 AND D CB58 BIT 3，B 

A3 AND E CB59 BIT 3，C 

A4 AND H CB5A BIT 3，D 

A5 AND L CB5B BIT 3，E 

E620 AND n CB5C BIT_ 3，H 

CB5D BIT 3，L 

CB46 BIT 0， (HL) CB66 BIT 4，(HL) 

DDCB0546 BIT 0， (lX +d) DDCB0566 BIT 4， (lX +d) 

FDCB0546 BIT 0， (lY +d) FDCB0566 BIT 4， (IY +d) 

CB47 BIT O，A CB67 BIT 4，A 

CB40 BIT O，B CB60 BIT 4，B 

CB41 BIT 0， C CB61 BIT 4，C 

CB42 BIT O，D CB62 BIT 4，D 

CB43 BIT 0， E CB63 BIT 4，E 

CB44 BIT O，H CB64 BIT 4，H 

CB45 BIT O，L CB65 BIT 4，L 

CB4E BIT 1， (HL) CB6E BIT 5，(HL) 

DDCB054E BIT 1， (IX +d) DDCB056E BIT 5， (lX + d) 

FDCB054E BIT 1， (lY +d) FDCB056E BIT 5， (IY + d) 

CB4F BIT 1，A CB6F BIT 5，A 

CB48 BIT 1，B CB68 BIT 5，B 

CB49 BIT 1， C CB69 BIT 5，C 

CB4A BIT 1， D CB6A BIT 5，D 

CB4B BIT 1， E CB6B BIT 5，E 

CB4C BIT 1， H CB6C BIT 5，H 

CB4D BIT 1，L CB6D BIT 5，L 

CB56 BIT 2， (HL) CB76 BIT 6，(HL) 

DDCB0556 BIT 2， (lX +d) DDCB0576 BIT 6， (IX十d)

FDCB0556 BIT 2， (lY +d) FDCB0576 BIT 6， (IY +d) 

CB57 BIT 2，A CB77 BIT 6，A 

CB50 BIT 2，B CB70 BIT 6，B 

CB51 BIT 2， C CB71 BIT 6，C 

CB52 BIT 2， D CB72 BIT 6，D 

CB53 BIT 2， E CB73 BIT 6，E 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

CB74 BIT 6，H EDB1 CPIR 

CB75 BIT 6，L 

CB7E BIT 7， (HL) 2F CPL 

DDCB057E BIT 7， (IX +d) 

FDCB057E BIT 7， (lY +d) 27 DAA 

CB7F BIT 7，A 

CB78 BIT 7，B 35 DEC (HL) 

CB79 BIT 7，C DD3505 DEC (lX +d) 

CB7A BIT 7，D FD3505 DEC (lY +d) 

CB7B BIT 7，E 3D DEC A 

CB7C BIT 7，H 05 DEC B 

CB7D BIT 7，L OB DEC BC 

OD DEC C 

DC8405 CALL C，nn 15 DEC D 

FC8405 CALL M， nn 1B DEC DE 

D48405 CALL NC，nn 1D DEC E 

CD8405 CALL nn 25 DEC H 

C48405 CALL NZ，nn 2B DEC HL 

F48405 CALL P，nn DD2B DEC IX 

EC8405 CALL PE，nn FD2B DEC IY 

E48405 CALL PO，nn 2D DEC L 

CC8405 CALL Z，nn 3B DEC SP 

3F CCF F3 DI 

BE CP (HL) 102E DJNZ e 

DDBE05 CP (lX +d) 

FDBE05 CP (lY +d) FB EI 

BF CP A 

B8 CP B E3 EX (SP)，HL 

B9 CP C DDE3 EX (SP)，IX 

BA CP D FDE3 EX (SP)，IY 

BB CP E 08 EX AF，AF' 

BC CP H EB EX DE，HL 

BD CP L D9 EXX 

FE20 CP n 

76 HALT 

EDA9 CPD 

EDB9 CPDR ED46 1M 0 

EDA1 CPI ED56 1M 1 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

ED5E 1M 2 C28405 JP NZ，nn 

F28405 JP P，nn 

ED78 IN A，(C) EA8405 JP PE，nn 

DB20 IN A， (n) E28405 JP PO，nn 

ED40 IN B，(C) CA8405 JP Z，nn 

ED48 IN C，(C) 

ED50 IN D，(C) 382E JR C，e 

ED58 IN E，(C) 182E JR e 

ED60 IN H ，(C) 302E JR NC，e 

ED68 IN L ，(C) 202E JR NZ，e 

282E JR. Z，e 

34 INC (HL) 

DD3405 INC (lX十d) 02 LD (BC)，A 

FD3405 INC (IY +d) 12 LD (DE)，A 

3C INC A 77 LD (HL)，A 

04 INC B 70 LD (HL)，B 

03 INC BC 71 LD (HL)，C 

OC INC C 72 LD (HL)，D 

14 INC D 73 LD (HL)，E 

13 INC DE 74 LD (HL)，H 

1C INC E 75 LD (HL)，L 

24 INC H 3620 LD (HL)，n 

23 INC HL DD7705 LD (lX+d)，A 

DD23 INC IX DD7005 LD (lX+d)，B 

FD23 INC IY DD7105 LD (lX+d)，C 

2C INC L DD7205 LD (lX十d)，D

33 INC SP DD7305 LD (lX+d)，E 

DD7405 LD (lX +d)，H 

EDAA IND DD7505 LD (lX十d)，L

EDBA INDR DD360520 LD (lX+d)，n 

EDA2 INI FD7705 LD (IY +d)，A 

EDB2 INIR FD7005 LD (lY+d)，B 

FD7105 LD (lY+d)，C 

E9 JP (HL) FD7205 LD (IY+d)，D 

DDE9 JP (lX) FD7305 LD (lY +d)，E 

FDE9 JP (lY) FD7405 LD (lY+d)，H 

DA8405 JP C，nn FD75 05 LD (lY+d)，L 

FA8405 JP M，nn FD36 0520 LD (lY+d)，n 

D28405 JP NC，nn 328405 LD (nn)，A 

C38405 JP nn ED438405 LD (nn)，BC 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

ED538405 LD (nn)， DE 4B LD C，E 

228405 LD (nn)， HL 4C .LD C，H 

DD228405 LD (nn)，IX 4D LD C，L 

FD228405 LD (nn)，IY OE20 LD C，n 

ED738405 LD (nn)，SP 56 LD D，(HL) 

OA LD A，(BC) DD5605 LD D，(IX +d) 

1A LD A，(DE) FD5605 LD D，(IY+d) 

7E LD A，(HL) 57 LD D，A 

DD7E05 LD A，(lX+d) 50 LD D，B 

FD7E05 LD A，(lY+d) 51 LD D，C 

3A8405 LD A，(nn) 52 LD D，D 

7F LD A，A 53 LD D，E 

78 LD A，B 54 LD D，H 

79 LD A，C 55 LD D，L 

7A LD A，D 1620 LD D，n 

7B LD A，E ED5B8405 LD DE，(nn) 

7C LD A，H 118405 LD DE，nn 

ED57 LD A，I 5E LD E，(HL) 

7D LD A，L DD5E05 LD E，(lX+d) 

3E20 LD A，n FD5E05 LD E，(IY+d) 

46 LD B，(HL) 5F LD E，A 

DD4605 LD B，(lX+d) 58 LD E，B 

FD4605 LD B，(lY +d) 59 LD E，C 

47 LD B，A 5A LD E，D 

40 LD B，B 5B LD E，E 

41 LD B，C 5C LD E，H 

42 LD B，D 5D LD E，L 

43 LD B，E 1E20 LD E，n 

44 LD B，H 66 LD H，(HL) 

45 LD B，L DD6605 LD H，(lX +d) 

0620 LD B，n FD6605 LD H，(IY+d) 

ED4B8405 LD BC，(nn) 67 LD H，A 

018405 L-D BC，nn 60 LD H，B 

4E LD C，(HL) 61 LD H，C 

DD4E05 LD C，(lX+d) 62 LD H，D 

FD4E05 LD C，(lY+d) 63 LD H，E 

4F LD C，A 64 LD H，H 

48 LD C，B 65 LD H，L 

49 LD C，C 2620 LD H，n 

4A LD C，D 2A8405 LD H，(nn) 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

218405 LD HL，nn B4 OR H 

ED47 LD I，A B5 OR L 

DD2A8405 LD IX， (nn) Fも20 OR n 

DD218405 LD IX，nn 

FD2A8405 LD IY， (nn) EDBB OTDR 

FD218405 LD IY，nn EDB3 OTIR 

6E LD L，(HL) ED79 OUT (C)，A 

DD6E05 LD L ，(IX +d) ED41 OUT (C)，B 

FD6E05 LD L ，(IY +d) ED49 OUT (C)，C 

6F LD L，A ED51 OUT (C)，D 

68 LD L，B ED59 OUT (C)，E 

69 LD L，C ED61 OUT (C)，H 

6A LD L，D ED69 OUT (C)，L 

6B LD L，E D320 OUT (n)，A 

6C LD L，H EDAB OUTD 

6D LD L，L EDA3 OUTI 

2E20 LD L，n 

ED7B8405 LD SP，(nn) F1 POP AF 

F9 LD SP，HL C1 POP BC 

DDF9 LD SP，IX D1 POP DE 

FDF9 LD SP，IY E1 POP HL 

318405 LD SP，nn DDE1 POP IX 

FDE1 POP IY 

EDA8 LDD 

EDB8 LDDR F5 PUSH AF 

EDAO LDI C5 PUSH BC 

EDBO LDIR D5 PUSH DE 

E5 PUSH HL 

ED44 NEG DDE5 PUSH IX 

FDE5 PUSH IY 

。。 NOP 

CB86 RES O，(HL) 

B6 OR (HL) DDCB0586 RES 0， (IX + d) 

DDB605 OR (IX +d) FDCB0586 RES 0， (IY + d) 

FDB605 OR (IY +d) CB87 RES O，A 

B7 OR A CB80 RES O，B 

BO OR B CB81 RES O，C 

B1 OR C CB82 RES O，D 

B2 OR D CB83 RES O，E 

B3 OR E CB84 RES O，H 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

CB85 RES O，L CBA5 RES 4，L 

CB8E RES 1，(HL) CBAE RES 5，(HL) 

DDCB058E RES 1， (lX +d) DDCB05AE RES 5，(lX+d) 

FDCB058E RES 1， (IY +d) FDCB05AE RES 5，(lY十d)

CB8F RES 1，A CBAF RES 5，A 

CB88 RES 1，B CBA8 RES 5，B 

CB89 RES 1，C CBA9 RES 5，C 

CB8A RES 1，D CBAA RES 5，D 

CB8B RES 1，E CBAB RES 5，E 

CB8C RES 1，H CBAC RES 5，H 

CB8D RES 1，L CBAD RES 5，L 

CB96 RES 2，(HL) CBB6 RES 6，(HL) 

DDCB0596 RES 2， (lX +d) DDCB05B6 RES 6， (lX + d) 

FDCB0596 RES 2，(lY十d) FDCB05B6 RES 6，(lY +d) 

CB97 RES 2，A CBB7 RES 6，A 

CB90 RES 2，B CBBO RES 6，B 

CB91 RES 2，C CBB1 RES 6，C 

CB92 RES 2，D CBB2 RES 6，D 

CB93 RES 2，E CBB3 RES 6，E 

CB94 RES 2，H CBB4 RES 6，H 

CB95 RES 2，L CBB5 RES 6，L 

CB9E RES 3，(HL) CBBE RES 7，(HL) 

DDCB059E RES 3，(lX+d) DDCB05BE RES 7，(lX十d)

FDCB059E RES 3， (IY +d) FDCB05BE RES 7，(lY+d) 

CB9F RES 3，A CBBF RES 7，A 

CB98 RES 3，B CBB8 RES 7，B 

CB99 RES 3，C CBB9 RES 7，C 

CB9A RES 3，D CBBA RES 7，D 

CB9B RES 3，E CBBB RES 7，E 

CB9C RES 3，H CBBC RES 7，H 

CB9D RES 3，L CBBD RES 7，L 

CBA6 RES 4，(HL) 

DDCB05A6 RES 4， (lX +d) C9 RET 

FDCB05A6 RES 4， (lY + d) D8 RET C 

CBA7 RES 4，A F8 RET M 

CBAO RES 4，B DO RET NC 

CBA1 RES 4，C CO RET NZ 

CBA2 RES 4，D FO RET P 

CBA3 RES 4，E E8 RET PE 

CBA4 RES 4，H EO RET PO 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニ"/クコード

C8 RET Z CBOE RRC (HL) 

ED4D RETI DDCB050E RRC (lX +d) 

ED45 RETN FDCB050E RRC (lY +d) 

CBOF RRC A 

CB16 RL (HL) CB08 RRC B 

DDCB0516 RL (IX +d) CB09 RRC C 

FDCB0516 RL (lY +d) CBOA RRC D 

CB17 RL A CBOB RRC E 

CBI0 RL B CBOC RRC H 

CBll RL C CBOD RRC L 

CB12 RL D OF RRCA 

CB13 RL E 

CB14 RL H ED67 RRD 

CB15 RL 

17 RLA C7 RST OOH 

CB06 RLC (HL) CF RST 08H 

DDCB0506 RLC (lX +d) D7 RST 10H 

FDCB0506 RLC (lY +d) DF RST 18H 

CB07 RLC A E7 RST 20H 

CBOO RLC B EF RST 28H 

CBOl RLC C F7 RST 30H 

CB02 RLC D FF RST 38H 

CB03 RLC E 

CB04 RLC H 9E SBC A，(HL) 

CB05 RLC L DD9E05 SBC A，(lX+d) 

07 RLCA FD9E05 SBC A， (lY +d) 

9F SBC A，A 

ED6F RLD 98 SBC A，B 

99 SBC A，C 

CBIE RR (HL) 9A SBC A，D 

DDCB051E RR (lX +d) 9B SBC A，E 

FDCB051E RR (lY +d) 9C SBC A，H 

CBIF RR A 9D SBC A，L 

CB18 RR B DE20 SBC A，n 

CB19 RR C ED42 SBC HL，BC 

CBIA RR D ED52 SBC HL，DE 

CBIB RR E ED62 SBC HL，HL 

CBIC RR H ED72 SBC HL，SP 

CBID RR L 

lF RRA 37 SCF 



158 

オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

CBC6 SET O，(HL) CBE6 SET 4， (HL) 

DDCB05C6 SET O，(lX+d) DDCB05E6 SET 4， (lX +d) 

FDCB05C6 SET O，(IY+d) FDCB05E6 SET 4， (IY +d) 

CBC7 SET O，A CBE7 SET 4，A 

CBCO SET O，B CBEO SET 4，B 

CBC1 SET O，C CBE1 SET 4，C 

CBC2 SET O，D CBE2 SET 4， D 

CBC3 SET O，E CBE3 SET 4，E 

CBC4 SET O，H CBE4 SET 4， H 

CBC5 SET O，L CBE5 SET 4， L 

CBCE SET 1，(HL) CBEE SET 5， (HL) 

DDCB05CE SET 1，(lX十d) DDCB05EE SET 5， (lX +d) 

FDCB05CE SET 1， (lY + d) FDCB05EE SET 5， (lY +d) 

CBCF SET 1，A CBEF SET 5， A 

CBC8 SET 1，B CBE8 SET 5，B 

CBC9 SET 1，C CBE9 SET 5， C 

CBCA SET 1，D CBEA SET 5， D 

CBCB SET 1，E CBEB SET 5， E 

CBCC SET 1，H CBEC SET 5， H 

CBCD SET 1，L CBED SET 5， L 

CBD6 SET 2，(HL) CBF6 SET 6， (HL) 

DDCB05D6 SET 2， (lX +d) DDCB05F6 SET 6， (IX +d) 

FDCB05D6 SET 2， (IY +d) FDCB05F6 SET 6， (lY +d) 

CBD7 SET 2，A CBF7 SET 6，A 

BBDO SET 2，B CBFO SET 6， B 

CBD1 SET 2，C CBF1 SET 6， C 

CBD2 SET 2，D CBF2 SET 6， D 

CBD3 SET 2，E CBF3 SET 6， E 

CBD4 SET 2，H CBF4 SET 6， H 

CBD5 SET 2，L CBF5 SET 6， L 

CBD8 SET 3，B CBFE SET 7， (HL) 

CBDE SET 3，(HL) DDCB05FE SET 7， (IX +d) 

DDCB05DE SET 3， (lX +d) FDCB05FE SET 7， (lY +d) 

FDCB05DE SET 3，(IY+d) CBFF SET 7，A 

CBDF SET 3，A CBF8 SET 7，B 

CBD9 SET 3，C CBF9 SET 7， C 

CBDA SET 3，D CBFA SET 7， D 

CBDB SET 3，E CBFB SET 7， E 

CBDC SET 3，H CBFC SET 7， H 

CBDD SET 3，L CBFD SET 7， L 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

CB26 SLA (HL) 93 SUB E 

DDCB0526 SLA (lX +d) 94 SUB H 

FDCB0526 SLA (lY十d) 95 SUB L 

CB27 SLA A D620 SUB n 

CB20 SLA B 

CB21 SLA C AE XOR (HL) 

CB22 SLA D DDAE05 XOR (lX+d) 

CB23 SLA E FDAE05 XOR (IY+d) 

CB24 SLA H AF XOR A 

CB25 SLA L A8 XOR B 

A9 XOR C 

CB2E SRA (HL) AA XOR D 

DDCB052E SRA (lX+d) AB XOR E 

FDCB052E SRA (lY +d) AC XOR H 

CB2F SRA A AD XOR L 

CB28 SRA B EE20 XOR n 

CB29 SRA C 

CB2A SRA D 

CB2B SRA E 

CB2C SRA H 

CB2D SRA L 

CB3E SRL (HL) 

DDCB053E SRL (lX +d) 

FDCB053E SRL (IY +d) 

CB3F SRL A 

CB38 SRL B 

CB39 SRL C 

CB3A SRL D 

CB3B SRL E 

CB3C SRL H 

CB3D SRL L 

96 SUB (HL) 

DD9605 SUB (lX +d) 

FD96 05 SUB (lY +d) 

97 SUB A 

90 SUB B 

91 SUB C 

92 SUB D 



160 

A.2 Z80A-CPUインストラクションセット

対照コード表 2

オペコードの16進)1贋

主

ニーモニック コー ドのオペラン ドにあるnn，n，d，eとい う記

L7・はプログラマ が指定する定数データを表 わしています。

オペコード欄には、 (ylJとして、これらの定数データがそ

れぞれ次の飢である場介のコ ー ドを示しています。

nn 584H 

n 20H 

d - 5 

e 30H 

そして例のfi(iーであることを明示するためにデータコード

をイタ リック 体とし、さらに下線を施して い ます。

オペコードの 1バ イト日がCB，DD， EDまたはFDである

ものについては表の後午-にまとめられています。

オペコード ニ三一モニックコード

。。 NOP 

018405 LD BC，nn 

02 LD (BC)，A 

03 INC BC 

04 INC B 

05 DEC B 

0620 LD B，n 

07 RLCA 

08 EX AF，AF' 

09 ADD HL，BC 

OA LD A，(BC) 

OB DEC BC 

OC INC C 

。D DEC C 

OE20 LD C，n 

OF RRCA 

102E DJNZ e 

118405 LD DE，nn 

12 LD (DE)，A 

13 INC DE 

14 INC D 

15 DEC D 

1620 LD D，n 

17 RLA 

182E JR e 

19 ADD HL，DE 

1A LD A，(DE) 

1B DEC DE 

1C INC E 

1D DEC E 

1E20 LD E，n 

1F RRA 

202E JR NZ，e 

218405 LD HL ，nn 

228405 LD (nn)， HL 

23 INC HL 

24 INC H 

25 DEC H 
」一一
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

2620 LD H，n 4C LD C，H 

27 DAA 4D LD C，L 

282E JR Z，e 4E LD C，(HL) 

29 ADD HL，HL 4F LD C，A 

2A8405 LD HL，(nn) 

2B DEC HL 50 LD D，B 

2C INC L 51 LD D，C 

2D DEC L 52 LD D，D 

2E20 LD L，n 53 LD D，E 

2F CPL 54 LD D，H 

55 LD D，L 

302E JR NC，e 56 LD D，(HL) 

318405 LD SP，nn 57 LD D，A 

328405 LD (nn)，A 58 LD E，B 

33 INC SP 59 LD E，C 

34 INC (HL) 5A LD E，D 

35 DEC (HL) 5B LD E，E 

3620 LD (HL)， n 5C LD E，H 

37 SCF 5D LD E，L 

382E JR C，e 5E LD E，(HL) 

39 ADD HL，SP 5F LD E，A 

3A 8405 LD A，(nn) 

3B DEC SP 60 LD H，B 

3C INC A 61 LD H，C 

3D DEC A 62 LD H，D 

3E20 LD A，n 63 LD H，E 

3F CCF 64 LD H，H 

65 LD H，L 

40 LD B，B 66 LD H，(HL) 

41 LD B，C 67 LD H，A 

42 LD B，D 68 LD L，B 

43 LD B，E 69 LD L，C 

44 LD B，H 6A LD L，D 

45 LD B，L 6B LD L，E 

46 LD B， (HL) 6C LD L，H 

47 LD B，A 6D LD L，L 

48 LD C，B 6E LD L，(HL) 

49 LD C，C 6F LD L，A 

4A LD C，D 

4B LD C，E 70 LD (HL)，B 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

71 LD (HL)，C 97 SUB A 

72 LD (HL)，D 98 SBC A，B 

73 LD (HL)，E 99 SBC A，C 

74 LD (HL)，H 9A SBC A，D 

75 LD (HL)，L 9B SBC A，E 

76 HALT 9C SBC A，H 

77 LD (HL)，A 9D SBC A，L 

78 LD A，B 9E SBC A，(HL) 

79 LD A，C 9F SBC A，A 

7A LD A，D 

7B LD A，E AO AND B 

7C LD A，H A1 AND C 

7D LD A，L A2 AND D 

7E LD A，(HL) A3 AND E 

7F LD A，A A4 AND H 

A5 AND L 

80 ADD A，B A6 AND (HL) 

81 ADD A，C A7 AND A 

82 ADD A，D A8 XOR B 

83 ADD A，E A9 XOR C 

84 ADD A，H AA XOR D 

85 ADD A，L AB XOR E 

86 ADD A，(HL) AC XOR H 

87 ADD A，A AD XOR L 

88 ADC A，B AE XOR (HL) 

89 ADC A，C AF XOR A 

8A ADC A，D 

8B ADC A，E BO OR B 

8C ADC A，H B1 OR C 

8D ADC A，L B2 OR D 

8E ADC A，(HL) B3 OR E 

8F ADC A，A B4 OR H 

B5 OR L 

90 SUB B B6 OR (HL) 

91 SUB C B7 OR A 

92 SUB D B8 CP B 

93 SUB E B9 CP C 

94 SUB H BA CP D 

95 SUB L BB CP E 

96 SUB (HL) BC CP H 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニヅクコード

BD CP L E48405 CALL PO，nn 

BE CP (HL) E5 PUSH HL 

BF CP A E620 AND n 

E7 RST 20H 

CO RET NZ E8 RET PE 

Cl POP BC E9 jp (HL) 

C28405 jp NZ，nn EA8405 jp PE，nn 

C38405 jp nn EB EX DE，HL 

C48405 CALL NZ，nn EC8405 CALL PE，nn 

C5 PUSH BC EE20 XOR n 

C620 ADD A，n EF RST 28H 

C7 RST OOH 

C8 RET Z FO RET P 

C9 RET Fl POP AF 

CA8405 jp Z，nn F28405 jp P，nn 

CC 8405 CALL Z，nn F3 DI 

CD8405 CALL nn F48405 CALL P，nn 

CE20 ADC A，n F5 PUSH AF 

CF RST 08H F620 OR n 

F7 RST 30H 

DO RET NC F8 RET M 

Dl POP DE F9 LD SP，HL 

D28405 jp NC，nn FA8405 jp M，nn 

D320 OUT (n)，A FB EI 

D48405 CALL NC，nn FC8405 CALL M，nn 

D5 PUSH DE FE20 CP n 

D620 SUB n FF RST 38H 

D7 RST 10H 

D8 RET C CBOO RLC B 

D9 EXX CBOl RLC C 

DA8405 jp C，nn CB02 RLC D 

DB20 IN A，(n) CB03 RLC E 

DC8405 CALL C，nn CB04 RLC H 

DE20 SBC A，n CB05 RLC L 

DF RST 18H CB06 RLC (HL) 

CB07 RLC A 

EO RET PO CB08 RRC B 

El POP HL CB09 RRC C 

E28405 jp PO，nn CBOA RRC D 

E3 EX (SP)，HL CBOB RRC E 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

CBOC RRC H CB39 SRL C 

CBOD RRC L CB3A SRL D 

CBOE RRC (HL) CB3B SRL E 

CBOF RRC A CB3C SRL H 

CB3D SRL L 

CBIO RL B CB3E SRL (HL) 

CBll RL C CB3F SRL A 

CB12 RL D 

CB13 RL E CB40 BIT O，B 

CB14 RL H CB41 BIT O，C 

CB15 RL L CB42 BIT O，D 

CB16 RL (HL) CB43 BIT O，E 

CB17 RL A CB44 BIT O，H 

CB18 RR B CB45 BIT O，L 

CB19 RR C CB46 BIT O，(HL) 

CBIA RR D CB47 BIT O，A 

CBIB RR E CB48 BIT 1，B 

CBIC RR H CB49 BIT 1，C 

CBID RR L CB4A BIT 1，D 

CBIE RR (HL) CB4B BIT 1，E 

CBIF RR A CB4C BIT 1，H 

CB4D BIT 1，L 

CB20 SLA B CB4E BIT 1，(HL) 

CB21 SLA C CB4F BIT 1，A 

CB22 SLA D 

CB23 SLA E CB50 BIT 2，B 

CB24 SLA H CB51 BIT 2，C 

CB25 SLA L CB52 BIT 2，D 

CB26 SLA (HL) CB53 BIT 2， E 

CB27 SLA A CB54 BIT 2，H 

CB28 SRA B CB55 BIT 2，L 

CB29 SRA C CB56 BIT 2， (HL) 

CB2A SRA D CB57 BIT 2，A 

CB2B SRA E CB58 BIT 3，B 

CB2C SRA H CB59 BIT 3，C 

CB2D SRA L CB5A BIT 3，D 

CB2E SRA (HL) CB5B BIT 3，E 

CB2F SRA A CB5C BIT 3，H 

CB5D BIT 3，L 

CB38 SRL B CB5E BIT 3，(HL) 
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オペコード ニーモニックコード 目 オペコード 二「 モニックコード

CB5F BIT 3，A CB84 RES O，H 

CB85 RES O，L 

CB60 BIT 4，B CB86 RES O，(HL) 

CB61 BIT 4，C CB87 RES O，A 

CB62 BIT 4，D CB88 RES 1，B 

CB63 BIT 4，E CB89 RES 1，C 

CB64 BIT 4，H CB8A RES 1，D 

CB65 BIT 4，L CB8B RES 1，E 

CB66 BIT 4，(HL) CB8C RES 1，H 

CB67 BIT 4，A CB8D RES 1，L 

CB68 BIT 5，B CB8E RES 1，(HL) 

CB69 BIT 5，C CB8F RES 1，A 

CB6A BIT 5，D 

CB6B BIT 5，E CB90 RES 2，B 

CB6C BIT 5，H CB91 RES 2，C 

CB6D BIT 5，L CB92 RES 2，D 

CB6E BIT 5，(HL) CB93 RES 2，E 

CB6F BIT 5，A CB94 RES 2，H 

CB95 RES 2，L 

CB70 BIT 6，B CB96 RES 2，(HL) 

CB71 BIT 6，C CB97 RES 2，A 

CB72 BIT 6，D CB98 RES 3，B 

CB73 BIT 6，E CB99 RES 3，C 

CB74 BIT 6，H CB9A RES 3，D 

CB75 BIT 6，L CB9B RES 3，E 

CB76 BIT 6，(HL) CB9C RES 3，H 

CB77 BIT 6，A CB9D RES 3，L 

CB78 BIT 7，B CB9E RES 3，(HL) 

CB79 BIT 7，C CB9F RES 3，A 

CB7A BIT 7，D 

CB7B BIT 7，E CBAO RES 4，B 

CB7C BIT 7，H CBAl RES 4，C 

CB7D BIT 7，L CBA2 RES 4，D 

CB7E BIT 7， (HL) CBA3 RES 4，E 

CB7F BIT 7，A CBA4 RES 4，H 

CBA5 RES 4，L 

CB80 RES O，B CBA6 RES 4，(HL) 

CB81 RES O，C CBA7 RES 4，A 

CB82 RES O，D CBA8 RES 5，B 

CB83 RES O，E CBA9 RES 5，C 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

CBAA RES 5，D CBDO SET 2，B 

CBAB RES 5，E CBDl SET 2，C 

CBAC RES 5，H CBD2 SET 2，D 

CBAD RES 5，L CBD3 SET 2，E 

CBAE RES 5，(HL) CBD4 SET 2，H 

CBAF RES 5，A CBD5 SET 2，L 

CBD6 SET 2，(HL) 

CBBO RES 6，B CBD7 SET 2，A 

CBBl RES 6，C CBD8 SET 3，B 

CBB2 RES 6，D CBD9 SET 3，C 

CBB3 RES 6，E CBDA SET 3，D 

CBB4 RES 6，H CBDB SET 3，E 

CBB5 RES 6，L CBDC SET 3，H 

CBB6 RES 6，(HL) CBDD SET 3，L 

CBB7 RES 6，A CBDE SET 3，(HL) 

CBB8 RES 7，B CBDF SET 3，A 

CBB9 RES 7，C 

CBBA RES 7，D CBEO SET 4，B 

CBBB RES 7，E CBEl SET 4，C 

CBBC RES 7，H CBE2 SET 4，D 

CBBD RES 7，L CBE3 SET 4，E 

CBBE RES 7，(HL) CBE4 SET 4，H 

CBBF RES 7，A CBE5 SET 4，L 

CBE6 SET 4，(HL) 

CBCO SET O，B CBE7 SET 4，A 

CBCl SET O，C CBE8 SET 5，B 

CBC2 SET O，D CBE9 SET 5，C 

CBC3 SET O，E CBEA SET 5，D 

CBC4 SET O，H CBEB SET 5，E 

CBC5 SET O，L CBEC SET 5，H 

CBC6 SET O，(HL) CBED SET 5，L 

CBC7 SET O，A CBEE SET 5，(HL) 

CBC8 SET 1，B CBEF SET 5，A 

CBC9 SET 1，C 

CBCA SET 1，D CBFO SET 6，B 

CBCB SET 1，E CBFl SET 6，C 

CBCC SET 1，H CBF2 SET 6，D 

CBCD SET 1，L CBF3 SET 6，E 

CBCE SET 1，(HL) CBF4 SET 6，H 

CBCF SET 1，A CBF5 SET 6，L 
」 一 ー 一一一
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

CBF6 SET 6，(HL) DD9E 05 SBC A，(lX十d)

CBF7 SET 6，A DDA605 AND (lX+d) 

CBF8 SET 7，B DDAE05 XOR (lX +d) 

CBF9 SET 7，C DDB605 OR (lX+d) 

CBFA SET 7，D DDBE05 CP (lX十d)

CBFB SET 7，E DDE1 POP IX 

CBFC SET 7，H DDE3 EX (SP)，IX 

CBFD SET 7，L DDE5 PUSH IX 

CBFE SET 7，(HL) DDE9 JP (lX) 

CBFF SET 7，A DDF9 LD SP，IX 

DD09 ADD IX，BC DDCB0506 RLC (lX十d)

DD19 ADD IX，DE DDCB050E RRC (lX十d)

DD218405 LD IX，nn DDCB0516 RL (IX +d) 

DD228405 LD (nn)，IX DDCB051E RR (lX +d) 

DD23 INC IX DDCB0526 SLA (lX十d)

DD29 ADD IX，IX DDCB052E SRA (lX +d) 

DD2A8405 LD IX， (nn) DDCB053E SRL (lX +d) 

DD2B DEC IX DDCB0546 BIT 0， (lX + d) 

DD34 05 INC (lX +d) DDCB054E BIT 1，(!X+d) 

DD35 05 DEC (lX +d) DDCB0556 BIT 2， (lX + d) 

DD36 0520 LD (lX+d)，n DDCB055E BIT 3， (lX + d) 

DD39 ADD IX，SP DDCB0566 BIT 4，(IX+d) 

DD46 05 LD B，(lX +d) DDCB056E BIT 5， (lX + d) 

DD4E05 LD C，(lX +d) DDCB0576 BIT 6，(IX+d) 

DD56 05 LD D，(lX十d) DDCB057E BIT 7， (IX +d) 

DD5E05 LD E，(lX+d) DDCB0586 RES 0， (lX + d) 

DD66 05 LD H，(IX +d) DDCB058E RES 1， (IX + d) 

DD6E05 LD L ，(IX +d) DDCB0596 RES 2， (lX + d) 

DD7005 LD (lX +d)，B DDCB059E RES 3， (lX + d) 

DD71 05 LD (lX+d)，C DDCB05 A6 RES 4， (IX + d) 

DD72 05 LD (lX+d)，D DDCB05 AE RES 5， (lX + d) 

DD73 05 LD (IX +d)， E DDCB05B6 RES 6， (lX + d) 

DD74 05 LD (lX+d)，H DDCB05BE RES 7，(IX+d) 

DD75 05 LD (IX十d)，L DDCB05C6 SET O，(lX十d)

DD77 05 LD (lX+d)，A DDCB05CE SET 1， (IX + d) 

DD7E05 LD A，(IX+d) DDCB05D6 SET 2，(IX十d)

DD86 05 ADD A，(lX +d) DDCB05DE SET 3，(IX +d) 

DD8E05 ADC A，(IX十d) DDCB05lE6 SET 4， (lX +d) 

DD96 05 SUB (IX十d) DDCB05EE SET 5， (IX +d) 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

DDCB05F6 SET 6，(IX +d) ED7B8405 LD SP，(nn) 

DDCB05FE SET 7， (lX +d) EDAO LDI 

EDAl CPI 

ED40 IN B， (C) EDA2 INI 

ED41 OUT (C)，B EDA3 OUTI 

ED42 SBC HL，BC EDA8 LDD 

ED438405 LD (nn)，BC EDA9 CPD 

ED44 NEG EDAA IND 

ED45 RETN EDAB OUTD 

ED46 1M 。 EDBO LDIR 

ED47 LD I，A EDBl CPIR 

ED48 IN C，(C) EDB2 INIR 

ED49 OUT (C)，C EDB3 OTIR 

ED4A ADC HL，BC EDB8 LDDR 

ED4B8405 LD BC，(nn) EDB9 CPDR 

ED4D RETI EDBA INDR 

ED50 IN D， (C) EDBB OTDR 

ED51 OUT (C)，D 

ED52 SBC HL，DE FD09 ADD IY，BC 

ED538405 LD (nn)，DE FD19 ADD IY，DE 

ED56 1M 1 FD218405 LD IY，nn 

ED57 LD A，I FD228405 LD (nn)，IY 

ED58 IN E， (C) FD23 INC IY 

ED59 OUT (C)，E FD29 ADD IY，IY 

ED5A ADC HL，DE FD2A8405 LD IY，(nn) 

ED5B8405 LD DE， (nn) FD2B DEC IY 

ED5E 1M 2 FD3405 INC (IY +d) 

ED60 IN H，(C) FD35 05 DEC (IY十d)

ED61 OUT (C)，H FD36 0520 LD (lY+d)，n 

ED62 SBC HL，HL FD39 ADD IY，SP 

ED67 RRD FD46 05 LD B，(lY+d) 

ED68 IN L，(C) FD4E05 LD C，(lY+d) 

ED69 OUT (C)，L FD56 05 LD D，(IY+d) 

ED6A ADC HL，HL FD5E05 LD E，(lY+d) 

ED6F RLD FD66 05 LD H，(lY+d) 

ED72 SBC HL，SP FD6E05 LD L，(IY+d) 

ED738405 LD (nn)，SP FD7005 LD (IY+d)，B 

ED78 IN A，(C) FD71 05 LD (IY+d)，C 

ED79 OUT (C)，A FD72 05 LD (IY+d)，D 

ED7A ADC HL，SP FD73 05 LD (lY+d)，E 
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オペコード ニーモニックコード オペコード ニーモニックコード

FD74 05 LD (lY +d)，H FDCB05BE RES 7，(lY+d) 

FD75 05 LD (IY+d)，L FDCB05C6 SET O，(IY+d) 

FD77 05 LD (lY+d)，A FDCB05CE SET 1， (lY +d) 

FD7E 05 LD A，(lY+d) FDCB05D6 SET 2，(IY+d) 

FD86 05 ADD A，(IY +d) FDCB05DE SET 3，(lY +d) 

FD8E 05 ADC A，(lY十d) FDCB05E6 SET 4，(lY+d) 

FD96 05 SUB (lY+d) FDCB05EE SET 5， (IY +d) 

FD9E 05 SBC A，(lY+d) FDCB05F6 SET 6，(lY+d) 

FDA605 AND (lY+d) FDCB05FE SET 7，(lY+d) 

FDAE05 XOR (lY+d) 

FDB605 OR (lY +d) 

FDBE05 CP (lY +d) 

FDEl POP IY 

FDE3 EX (SP)，IY 

FDE5 PUSH IY 

FDE9 JP (lY) 

FDF9 LD SP，IY 

FDCB0506 RLC (IY+d) 

FDCB050E RRC (IY+d) 

FDCB0516 RL (IY +d) 

FDCB051E RR (lY+d) 

FDCB0526 SLA (lY +d) 

FDCB052E SRA (IY十d)

FDCB053E SRL (lY +d) 

FDCB0546 BIT O，(lY十d)

FDCB054E BIT 1， (lY + d) 

FDCB0556 BIT 2，(IY+d) 

FDCB055E BIT 3， (IY +d) 

FDCB0566 BIT 4， (IY +d) 

FDCB056E BIT 5， (IY + d) 

FDCB0576 BIT 6， (IY + d) 

FDCB057E BIT 7，(IY +d) 

FDCB0586 RES 0， (IY + d) 

FDCB058E RES 1，(IY+d) 

FDCB0596 RES 2， (IY + d) 

FDCB059E RES 3， (lY + d) 

FDCB05 A6 RES 4， (lY + d) 

FDCB05AE RES 5， (lY + d) 

FDCB05B6 RES 6， (lY +d) 
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A.3 IPLプログラム・アセンブリ・リス ト

MZ-2200の1PL(Initial Program Loader) の全フログラムのアセンブリ・リストを指載しています。アセンブリ・

リストはZ80A-CPUアセンブラ (MZ-2000Floppy DOS中のシステムフ。ログラム)によるフ。リンタ出力リストです。

1PLの動作と一般の操作方法については、 Owner'sManual第 2章に述べられています。本リストは、 1PLの動作の詳

細を調べるための参考データであり、 1PLフログラムのアセンブリ・リストの内容についてのお問い合わせには応じかね

ます。

1PLのブートローデイング機能は、 3種類の外部ファイルを対象としています。第 1は データレコーダMZ-IT02に

よって、カセ ットテーフファイル、たとえば付属のBAS1Cインタープリタを起動する働き、第 2にオプションN，:]辺機器で

あるミニフロッピーディスクドライブによ って、テ。イスケ ットファイル、たとえばD1SKBAS1Cインタープリ夕、 FDOS等

を起動する働き、第 3に、 1/0ポート上にシステムプログラムのROMカード等を置いて、そのシステムプログラムを起動

するための機能とが備えられています。

上Jじのそれぞれのルーチンは、アセンブリ ・リスト上のリマーク表示で、

CMT CONTROL ( P.172) 

MFM M1N1FLOPPY CONTROL (P.178) 

1NTRAM-EXROM (P.184) 

によ ってそれぞれ場所が示されています。
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0015 
(1017 

001ヲ
(l01B 
001[1 

(l01F 
0021 
0022 
0024 
002/:.. 
0027 
0029 
002B 
002[1 

002F 

00:31 
0034 
0036 
0038 
n(lセ::9

003A 
003C 
OO:3E 
0040 
0042 
(1044 
0047 
0049 
004B 
004E 

0050 
(1052 
0055 

0057 
0059 
005A 
005[1 

001;.0 
OO/:..3 
00(:，5 
001;.7 
nn人9

n(JムC

:3E03 
[l3E3 
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。06E ; 

006E 210(lCO 。CLEAR: LD HL，CO(lOH ; G-RAM ，ごしEAR 
0071 F:3 01 
0072 DBE::: IN A t (E8H) 

0074 CBFF :::ET 7，A 
0071:.. CBB7 RES 6，A 
0078 D:3E8 口UT ( E:3H) ， A 
(107A 1101CO LD DEtC001H 
007D 3600 LD ( HL) ，OOH 
007F o17F3E LD BCt3E7FH 
0082 EDBO LDIR 

0084 CBBF RES 7tA 
00:::6 CBF7 SET 6，A 

0088 D3E8 口UT (E8H) ，A 

OO:::A FB EI 
008B C9 RET 
008C 

008C (lι14 KEYS 1 : LD B，14H ; KEY ::::TROBE OUT 
()():3E D8E8 ~~EY8 : IN A， (E8H) 
0090 E6FO AND FOH 
0092 BO OR B 
OO'i:3 D~:E::: OUT (E8H) f A 
0095 DBEA IN A， (EAH) 
0097 C9 RET 
0098 

0098 

0098 CDAOOO NKIN: CALL FDCC 
00・?B CA640:;: .JP Z，FD 
(109E 180(: .JR c門T
OOAO 

OOAO :3EA5 FDCIこ: LD A，A5H 
(lOA2 47 LD B，A 
OOA3 [I:;:D9 OUT ( D9H) ，A 

OOAち C[lFE05 CALし DLY80U 
(lOA:3 [I8D9 IN A， ([l9H) 
OOAA Bc: lごp B 
OOAB C9 RET 
OOAC ;・，・，・，・，・，・，・，・，・，・， ・，・，" 1 ， 
OOAC 
(lOAC CMT CONTROし
OOAC 

OOAC ;・， ・，，・ ・，・，・，・，・，・，・，・，・， ・;; ; ; 
OOAC CDF(:，01 C門T: CALL 門STOP

OOAF CDOE02 CALL KEY門E5;
00B2 CDE';.oOO CALL ?RDI 
(lOB5 :;:817 JR C，・::T1 
00B7 C[l5702 CALL LDMSG 
OOBA 2101CF LD HL，NA刊E

OOBD lE10 LD E t10H 
OOBF OE10 LD C， 10H 

00C1 CD6002 CALし DISP2 
00C4 3AOOCF LD A， (ATRB) 
00C7 FE01 CP 
(lOCヲ 200E JR NZ，門18門CH

OOCB C[l1001 CALL ?RDD 
OOCE F5 ::nl : PU:::H AF 
OOCF CD2502 CALL REω 
(>(1[12 F1 POP AF 

00D:3 DA8705 ，JP C，TRYAG 
0(1 [11:.. C30200 .JP N:::T 

00D9 ; 

00D9 214EO::: 門15門CH: L[I HL，門E:::16

OO[lC 1EOA LD E，OAH 
OODE OEOF L[I C，15 
OOEO C[I(:.[l02 CALし DISPCS 

OOE::: C[lFι01 CALL 門STOP

OOE6 37 SCF 

OOE7 18E5 .JR ::::T 1 

OOE9 

OOE9 ;READ INFOR門ATION
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00E9 ; (:F=1:ERROR 

00E9 RDINF: ENT 
00E9 F::: ?RDI: Dl 。OEA DBE2 IN A， (E2H) 
OI)E(: CBEF :3ET 5tA 
O(lEE [I ~:E2 OUT (E2H) tA 

OOFO 1ι04 しD [1，4 

OOF2 01:::0(10 LD BCt0080H 
OOF5 2100CF LD HL，IBUFE 
(10Ft: CDC701 RD 1 : CALL 門口TOR

OOFB ::;:80E .JR !こ ，STPEIR

OOFD C[Iヲ::;:01 CALL T門ARK
0100 :3809 .JR C，STPEIR 

0102 CD1C01 CALL RTAPE 
0105 :3804 ，JR C，:::TPEIR 
0107 CB5A RET2::; : BIT :3tD 
010';t 280:3 .JR ZtEIRTN 
010B CDF e，01 :::TPE 1 R: CALし 門:::TOP

010E FB EIRTN: El 
010F C9 RET 
0110 
0110 

0110 ;READ DATA 
0110 RDDAT: ENT 

0110 F:3 ?RDD: Dl 

0111 1(:，08 LD D，::: 
011:3 ED4B12CF LD BCt (SIZE) 

0117 210080 LD HLt8000H 
011A 1:::[1(: ，JR RD1 
011C 
011C 

011C ;READ TAPE 

011 C BC=三:1 ZE 
011C ; [lE=しOA[I ADDRE:::S 。11C D5 RTAPE: PUSH [lE 
011D C5 PUSH BC 
011E E5 PUSH Hし
011 F 21:.，02 LD HF2 。121 C[lBB01 RTP2: CALL SPDIN 。124 3::::3::: .JR C，TRTN1 。126 2:::F9 .JR ZtRTP2 
0128 ち4 LD D，H 
0129 21(1000 LD HLtOOOOH 
012C 22EOFF LD ( ::::U門[lT)，HL
012F E1 POF' HL 
0130 C1 POF' BC 。1::::1 Iごち PUSH BC 
0132 E5 PUSH HL 
01:3:3 (:[17301 RTP::::: CALL RBYTE 
01::;:1:.. ~::::2ι JR C，TRTN1 。1:38 77 LD (HL) t A 
0139 23 1 NC HL 
013A OB [lEC BC 
01:;:B 7:::: LD AtB 
01::::(: B1 1コR
013D 20F4 ，JR NZ，RTF'3 
01:3F 2AEOFF LD HLt(SU門[lT)
0142 (:D7:301 CALL RBYTE 
0145 ::;:::::17 ，JR C，TRTN1 
0147 5F LD E，A 
014::: C[l7:30 1 CALL RBYTE 
014 B ::;:::: 11 .JR C世 TF:TN1 
014D BD CP し
014E 20(14 .JR NZtRTP5 

0150 7B LD AtE 
01ち1 BC CF' H 
0152 2::::0A .JR ZtTRTN1 
(1154 15 RTP5: [lEC D 
0155 2:::0:3 .JR Z，RTP6 
01ち7 62 LD H，D 
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015:3 1::::C7 ，JR RTF'2 
015A (:[1(:，(:，02 RTF'6: CALL B口OTER
015[1 37 SCF 
01ちE E1 TRTN 1 : F'OF' HL 
015F C1 POP BC 
0160 [11 F'OP DE 
011;.1 C9 RET 
0162 ;EDGE 

01o2 [l8E1 E[lGE: IN A t (E 1 H) 

0164 2F CPL 

0165 07 RLCA 
0166 [1::: RET 
。167 07 RLCA 
016::: 30F:3 ，JR NC，EDGE 
016A [l8E1 E[lGE1: IN A t (E 1H) 
01(:.C 2F i二PL
016D 07 RLCA 
。1ιE D::: RET 
016F 07 RLCA 
01.70 :;::::F::: JR (:， E[I(;E1 
0172 C9 RET 
。17:'":.: 1 BYTE REA[I 
0173 [lATA=A 
。17:"3.: ; :::UM[lT ST仁IRE

017:':': E5 RBYTE: PU:::H HL 
0174 21000::: LD HL・OSOOH
0177 COBB01 RBY 1 : CALL ::: F' [11 N 
。17A 3E:15 ，JR C，RBY3 
017C 2:::0A ，JR Z，RBY2 
017E E5 PU~:H HL 

(l17F 2AEOFF LD HL， (:::U門[lT)
0182 2 :~: INC HL 
0183 22EOFF LD (Sリ門DT)，HL 

。1:::6 E1 F'OP HL 

0187 37 さ:CF

018::: CB15 RBY2: RL し
01 :::A 25 [lEC H 
。1:::B 20EA .JR NZtRBYl 
<) 1 :::[1 (:[16201 CALL E[lGE 
01マ1) 7[1 LD A，L 

0191 E1 R8Y:;:: POF' HL 
01 .コ2 (:9 RET 
。1?3 ;TAF'E 門ARk DETECT 
。193 E=L:INFOR門ATION
01匂3 : E=S:DATA 
01'~/3 Eち T門ARK: PU:::H ト|し

0194 211414 しD HLt1414H 
0197 CB5A BIT 3tD 

0199 2001 ，JR NZ，T門。

。1ヲB 2 ・ヲ ADD HLtHL 
01ヲC 22E2FF T門0: L[I (TMCNT) ，HL 

019F 2AE2FF T門1: LD HL， (T門CNT)

01A2 CDBBOl T門22 CALし SPDIN 
01 A 5 :;: ::: E A ，JF: C，RBY3 
<)1A72:::Ft. .JR z ，T1'11 
01Aヲ 25 DEC H 
01AA 20Ft. ，JR NZ，T門2
01.AC (:[l8B01 T 什~: : CALL ::: P [11 N 
01AF 38EO ，JR C，RBY3 
。1B1 20EC .JR NZiT門1
0183 2[1 DEC し
01B420Ft. JR NZ，T門3
o 1 B!;' C [I/~. 2 (1 1 CALし EDGE 
。1B':.' 1:::[1(:. .JR RBY3 

0188 
01B8 (:[1ι201 :::P[I 1 N: CALL EDGE 
01BE [1::: RET 
01BF (:[1ち1)02 CALL [lLY2 
01(:2 [lBE1 IN A， (E 1H) 
01(:4 Eと.40 AN[I 40H 
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01Cf:.， C・9 RET 

01C7 。1C7
01(:7 :門OTOR ON 
01C7 D5 問OTOR: PUSH DE 
01C::: C5 PUSH BC 。1Cヲ E5 PUSH HL 
01CA DBE1 IN A， (E1 H) 
01CC E620 AND 20H 
01CE 2f:1F .JR z ，門口TRD

01DO 218:302 LD HL，門E::;6

01[13 1EOA LD E，AH 

01D5 OEOE しD C，14[1 

01[17 C[IιD02 CALし [I!SF・CS
01DA CD0202 CALL OPEN 
01[1[1 DBEA 門OT1 : IN A，(EAH) 
01DF 2F CPL 
01EO 07 RLCA 
01E1 380F .JR C，門口TR
01E3 [l8E1 IN A I (E 1 H) 

01 E5 E/::'20 AND 20H 。1E7 20F4 .JR NZ，門口T1
01E9 C[lOE02 CALL KEY門E!5;
01EC (:D4A02 CALL DEL1門
01EF (:[11902 !河口TR[I: CALL PLAY 
01F2 E1 門口TR: POP HL 
o 1F3 (ご 1 POP BC 
01F4 [11 POP DE 
01F5 C・9 RET 
01Fι 
01F6 

01F6 1門口TOR ::::TOP 

01F6 3EF7 門:::TOP: LD A，F7H 
01F::: [l3EO OUT (EOH) ，A 
01FA (:D4402 CALし [lELι 
01F[I 3EFF LD A，FFH 
01FF D3EO OUT ( EOH ) ， A 
0201 C9 RET 
0202 ; E.JECT 

0202 3EOf: OPEN: LD A，Of:H 
0204 [I::;:E:3 OUT (E:;:H)， A 

020ιC[l4402 CALL DEL6 
0209 3E09 L[I A，OヲH
020B [I ~:E :::: 口UT (E3H) ，A 

020[1 C9 RET 
020E 

020E 

020E 219702 ~<EY 門 E:::: LD HL ，門 E:::~:

0211 1E04 L[I E，4H 
021:::: OE1(: L[I (:， 2:::[1 

0215 C[l6002 CALL D 1 ::;PC::: 
0218 C9 RET 

0219 ;PLAY 

0219 3EFB PLAY: LD A，FBH 
(】21 B [1 :::: E 0 口UT (EOH) ，A 

021[1 CD4402 CALL DEしら
0220 JEFF LD A，FFH 
0222 [l3EO 口UT (EOH) ，A 

0224 C9 RET 
。・?ー?ー5ミ
0225 

0225 ;REωIND 

0225 3EFE REω: LD A，FEH 
0227 D3EO OUT (EOH)， A 
0229 (:[14402 CALL DEL6 
022(: ::::EFF LD A，FFH 
022E D3EO OUT (EOH)，A 

0230 DBE2 IN A， (E2H) 
0232 CBAF RE::: 5，A 
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(E2H) ，A 

AF 
A 

A 
NZ，-l 
BC 
A，8 

NZ，[l1門+1

AF 

8C 

BC 

8C，2:3:;: 
[11刊
BC 

BC d 551 
D1門

OUT 
RET 

DEL 

PUSH 
XOR 
DEC 

JR 
DEC 

LD 

OR 

JR 
POP 

F'OP 
RET 
PU:3H 

L[I 

JR 
PUSH 

LD 
.JR 

F
』

:

P
'

巧
ム

A
円

V
E

T
E

』
」

，.，.，
E
'
n
u
 

DELY Tl門ING

A，31H 

A 
NZ，[lLY2+2 

18UFE: EQU CFOOH 

ATRB: EQU CFOOH 
NA門E: EOU IごF01H

SIZE: EQU CF12H 

DT ADR: EG!U CF 14H 

SU門OT: EQU FFEOH 

TMCNT: EQU FFE2H 

L [l M~;G : HL，門ESl
E，OH 

C d 4D 
[11 SPC::; 

LD 

LD 

LD 
，JR 

p
p
p
p
p
p
F
 

21:::引).2

1EOO 

OEOE 
180[1 

A，D3H 
(E8H) ， A 

[11 SF・1

L[I 

OUT 
，JR 

DISF・2: 3ED3 

D:3E:3 
181:::: 

HL，門E::;::: 
E，AH 

C， 13D 

n
u
h
u
n
u
 

'
L
E」

'
L

800TER: 21C102 

1EOA 

OEO[l 

A，D3H 
(E8H)， A 

HL，DOOOH 
A， D:::H 

( HL ) ，I)OH 

HL 

H 
NZ，[lISF・:3

A 
BtA 
[l，[lOH 

A，13H 

DISF':3: 

LD 

OUT 
EXX 

LD 
LD 

LD 

INC 

CP 
，JR 
EXX 

XOR 
LD 

LD 

LDIR 

LD 

DISF・1: 

3E[l3 
[l3E::: 

[19 
2100[11) 

3E[l8 
3600 
・ウ ・τ・ι-_ 

BC 
20FA 

[19 
AF 
47 
16日(l

ED80 

3E13 

02:34 

0236 

02:37 

0237 
02:37 
02:38 

023'~' 

023A 

023C 

023D 

(l23E 
02:3F 
0241 

0242 

0243 
0244 

0245 

0248 

024A 
0248 

024E 
02ち0

0250 

0250 

0250 
0250 

0252 
0253 

0256 
0257 

0257 

0257 

0257 

0257 

0257 
0257 

0257 

0257 

0257 

0257 

0257 
02ち7
0257 

025A 
025C 

025E 

021;.0 

02ιo 

0262 
0264 

0266 
02~， 6 

02ιヲ

0268 

02ιD 
026D 

02ιF 
0271 

0272 
0275 

0277 

0279 

027A 

0278 

0270 

027E 
027F 

0280 

0282 

0284 

F
U
 

M
内，，

 •. M
U
-
-

T
A
M
H
 

T
1
4
A
 

.，.，
nu 

DELι: 

DEL1門:

D:3E2 
C9 

F5 
AF 
3D 

20FD 

08 
7121 

81 

20F7 
F1 

C9 
r:!=; 

01Eヲ00

1::: ED 

C5 
010FO/:.. 

18E7 

LD 
[lEC 
，JP 

RET 

3E31 
3D 
C25202 

C9 

D 1 ::;PC::; : 
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( E日H)• A OUT 
RE'T 

I"IES1: 

a progr、am

loadinQ" 

lookinq 千or

C門T''t1al・::e readq DEFt"l 門ESゐz

"Loadi.nq error" DEF門十IES8:

FD" "'t'la ke r ead日DEFI"I t~IES9 : 

C' 

disk 

，"C: CaSSf?tt，e 七ape，，' DEFt1 I"IES12: 

( 1-4) ， 

is nDt. master 

竺.t:，at"t.s t.he CI汁T

1.S 

1S  

"'Pr esさヨ ド Dr 

"'F: F 1 OPPY 

〆DriveNo? 

"'This diさ;k

"'Pr ess i nq S ke4 

'File mDde err'or' 

01H 

1 PL.PF:D 
DEドB

DEFI"I 

lF・l.門C:Oj 

4<)1504C50 

524ド

-同司"圃T
・
司a

q
 

"“ー"
句

"
句"

q
 

旬
司

酋
喝・"“

w
a
q
 

u-q 

M
・
喝
e

嗣

q

・
，q
a
M
-

0286 

0288 

0289 

0289 

0289 

028D 

0291 

029::i 

0297 

0::9B 

0:29F 

02A~~ 

0二!ぬ7

02AB 

02AF 

02B ~~:. 

02B? 

O:2BB 

02BF 

02Cj 

02C5 

02C'::_il 

02CD 

O:2CE 

02D2 

02D6 

02DA 

O:2D日

02DF 

02E3 

02E7 

O:2EB 

02EF 

02F3 

02F7 

02F8 

02Fじ

り30り

0304 
のス(17

O:30E! 
03οF 

031:; 

0316 

03J向。31.E

():3:~2~~~ 

032ゐ

032向。32E

():て六円

り ~33'~j>

0:;::;1) 
0341 

0::45 
()~:.49 

(l ~:.4D 

034E 

()35:2 
03!うわ

(l 3!:if~ 

035D 
() :~:;5D 

O :~;::ìE 

() :~:: ，~;:~ 

(l:~;お 4

0364 
():364 

()364 

"'IPし

"IPし

DEIご門

DEFI寸

DEFI汁

DEFI'1 

DEFI寸

DEFlvl 

DEF門

t1ES10: 

門ES11: 

DEFlvl 

十IES1:;:

門ES15:

t"IES1h:: 

11ES3: 

門ES14:

49504C20 

69T3;20ゐC

6F616，I.I，6'7 

6E67 

495041二之り

6973206C 

ゐFゐFゐBゐ9

6E672066 

，~F72206 J. 

2070726F 

677:261.6D 

4D616B65 

20726561 

ゐ4ア92043

4D54 

4じわFゐ1.64

69ゐE6720

657:272ゐF
，r'.¥ 

4Dゐ1ゐEiIdコ5

2072':>561 

ゐ4792046

44 

5(ο>7265ア:33 
ア3204620:> } 

6F722.:仁oコ}斗3

4白3/~466C: 
ゐFア(>】アoブ<)1テ

2りゐ469ア:33 

68二202020''j 'j } 

:)( 

4 ~J3{~4 :3 ゐ 1

ア3~ア'3ゐ5ア4

ブ4斗.ゐ520ア4

ゐ1.プt心:>ゐ竺5， 
44~72697ゐ

ゐ5204E6F

:;F202831 

:';;~D34:~9 

::i46臼ゐ守ア3

206469ア3

6B2069T3 

206E6F74 

20ゐD61T:::

74台ち7220

二~02020

5072ゐ~;7~::;

"73696Eb7 

20~ì3206B 

6~ï7920フ 3

アペo1.7274

73207460 

6!:i204~:;斗日

目4
4ゐ69ゐCゐ5
;μ)わD6Fゎ4

6520ゎ!三i.7~~? 

? ~?6F' 7 二・

D3E8 

C9 
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;門F門 MINIFLOPPY C口NTROL

CR: 

TR: 

SCR: 

DR: 
D門:

H5;: 

;FD 

F[I: 

CASE OF DISK INITIALIZE 

DRIVE NO=DRINO (0-3) 

CASE OF SEQUENTIAL READ 
DRIVE N口=DR1 NO ((>-:3) 

BYTE SIZE =IY+2，3 

ADDRESS =IX+O，1 

NEXT TRACK =IY+O 

NEXT SECTOR =IY+l 

START TRACK =IY+4 

START SECTOR =IY+5 

; ::;TATU~;/(二日刊 AND F'ORT 

;TRACV REG PORT 

;SECT口R REG F'ORT 

;DATA REG PORT 

1門OTOR/DRIVE PORT 
;HEAD SIDE SELECT 

ADDRESS 

D:::H 

D9H 

DAH 

[l8H 
DCH 
[lDH PORT 

; 1 NFOR門ATION INPUT 
:門A::;TER CHEO::: 

IX，I8ADRl 
A 
(CF1EH) ，A 

(CF1FH)，A 

IY，FFEOH 
HL，0100H 
(IY+2)，L 

(IY+~:) ， H 

8READ 
HL，CFOOH 

DE， 1 PL門C
8，ι 
C， (HL) 
A， ([lE) 

NZ，NMASTE 

HL 
DE 

門CHECf:::
LD門SG

HL，CF07H 

Et10H 
(:， AH 

DISP2 
IX，IBADR2 
HL， (CF 14H) 
(IY+2)，L 

( IY+::::) ， H 

8READ 
門OFF

NST 

LD 

XOR 

LD 

LD 

LD 
LD 

LD 

LD 

CALL 
LD 

LD 
LD 

LD 
LD 

CP 
，JP 
INC 
INC 

D.JN Z 
CALL 

LD 

LD 
LD 

CALL 

LD 

LD 

LD 

LD 

CALL 
CALL 
JP 

門CHECK:

DD2100CF 

AF 

321ECF 

321FCF 

FD21EOFF 
210001 

FD7502 
FD740:::: 

CDA204 
2100CF 

115D03 
01:..0人

4E 

lA 

B9 

C27205 
司弓
4 ・J

10Fゐ
C[l5702 

2107CF 

1E10 
OEOA 

(:[16002 

[lD210080 

2A14CF 

FD7502 
FD740:::: 

CDA204 

CD1804 
C3020(l 

HL，門E59
E，AH 

C，DH 

D 1 SPC::; 

ERROR1 

LD 
LD 

LD 

CALL 
.JP 

; READY CHECK 

READY: 

N口 DIS~<:21CE02 

lEOA 
OEO[l 

(:D/:..D02 

C38105 

ENT 

0364 
0:，;:o4 

0:364 

0364 
0::::64 

0::::64 

0364 
0:;:1;.4 
0::::1;.4 
03ι4 

0364 

0364 

0364 
0:;:1;.4 

0::::64 

0:';:ι4 

03o4 
0::::1;.4 

0::::1;.4 
0364 

03ι4 

0364 
(l :;:ι4 

0:3ι4 

03と.4
0364 
0::::64 

0364 

03f:..4 
0364 

0368 
0::::6ヲ

0::::6C 

0:36F 
037:';: 

0::::76 

0-::':79 

0:37C 

037F 
c):::::32 

03:::5 

0387 
0:::只:=:

033ヲ
(l ::::~:A 

0::::8[1 

038E 
0:3:::F 

0-::':91 

03ヲ4
03ヲ7
03';/9 

0:3ヲB
O::::9E 

0::::A2 

03A5 

03A8 
03A8 
O::::AE 

0381 

03B4 
0::::84 

0:384 

03B7 

03B9 

03B8 

038E 
03(二1
0::::(:1 

0::::(:1 

PORT 

EG!U 

EG!U 

EQU 

EG!U 
EI)U 
EG!U 

1/0 

p
p
p
p
p
p
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(131ご1 3AEιFF L[I A， (MTFO) 
0::::(:4 OF RRCA 

03C5 D4F40:3 CALし NC，MTON 
O::::C::: 3AECFF LD At ([lRINO) ;DRIVE NO (;ET 
O::;:(:B F (:，:::4 OR :::4H 
O~:C [I [I::::[IC OUT ( [1門)， A ;DRIVE ~:;ELECT 門 OTON
O:3CF AF XOR A 
03[10 C[I(I(:(Iι CAしし [lLYι(l門

O::;:D:3 210000 L[I HL，OOH 
03[1ι2B  REDYO: [lEC HL 
1)::::[l77C LD A，H 
0::::[1::: B5 OR し
0:309 2:::[19 ，JR Z，NODISK 
03[1B DB[I::: IN A t (CR) ; ::::T ATU::; OET 
03D[I 2F CPL 

03DE 07 RLCA 
(1 :3 [1 F ::;: ::: F 5 ，JF: C，REDYO 
O::;:E 1 3AECFF L[I A， ([lRINO) 。:3E4 4F LD CtA 
03E5 21.E7FF LD HL，CLBFO 
O:3E::: 0ι00 LD B，OOH 
03EA (107) ADD HL，BC 
0:3EB CB4ι BIT 0， (Hし)
(I::;:E[I CO RET N Z 
O:3EE (:D3104 CALL RCLB 
03F1 CBCI:.， ~:;E T 0， (Hし)
0:3F3 Cヲ RET 
O :~:F4 

03F4 門口TOF.: ON 

0:3F4 

0:3F4 門TON: ENT 
0:3F43E:::0 LD A，:::OH 
O:3F/:.. [13[11こ 口UT ( D門)，A 。:;:F::: 0ιOA LD B， 10 1 ::; E C D E L A Y 
03FA 211 ・~'3C 門TD1 : LD HL，3C1':::'H 
O::;:FD 2B 門T[l2: DEC HL 
03FE 7[1 LD A，L 
03FF B4 OR H 
0400 20FB ，JR NZ，MTD2 
0402 10Fι D，JN Z 門TDl
0404 3E01 LD A， 1 
040ι32E6FF LD (門TFG)，A 
040 勺 C ・コ RET 
040A 

040A ; ::;EEK TREAT門ENT

040A 

040A ~:;EEK : ENT 
04(lA 3E1B LD A， 1 BH 
0401二三F CPL 
040[1 [1:;:[1::: 。UT ( 1ごR)，A 
040F C[l4勺04 CALL BU::;Y 
0412 1こ[1(lC(li;. CALL [lLYι0門
041ち[1B [1 ::: IN A， (CR) 

0417 2F CF'L 
041 ::: Eι?予 AN[I 。今村

041A (';1 RET 
041B ・.唱

041B ;門OTOR OFF 

041B 

041B 門OFF: ENT 

041B C[l050ι CALL [lLYl門 ; 1 00 (1 I_I ~:; D E L A Y 
041E AF XOR A 
041F [13[11ご OUT ( D門)，A 
0421 J2E7FF LD (CLBFO)・A
0424 :32E:::FF L[I ( 1ごLBF1)，A
0427 32E 勺 ~F L[I (CLBF2)，A 

042A 32EAFF LD (CLBF:3) ，A 

042[1 32E/:..FF LD (門TFCi)・ A
0430 C勺 RET 
04:::: 1 
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04:31 ;RECALIBLATION 
04 ::::: 1 

04:;:1 RCLB: ENT 
04:;:1 Eち F'USH HL 
04:32 :3EOB LD A，OBH 
04:34 2F CPL 
0435 D3[1::: OUT (CR)， A 

0437 C[l4904 CALし Bりさ;Y

043A CDOCO/:.， CALL DLY60門
(l 4 3 D [1 B [1 ::: IN A t (CR) 

04:3F 2F CF'し
0440 Eι:3ち AN[I :::5H 

0442 EE04 XOR 04H 
0444 E1 F'OP HL 
0445 C:3 RET ム? 

044ιC37E05 ，JP ERROR 
0449 ; 

0449 ; BU::;Y AND WA 1 T 

0449 

0449 BU~:;Y : ENT 

0449 [15 PU::;H DE 
044A E5 PU::;H HL 

044B CDFE05 CALL DL Y::::OU 
ぐ144E 1E07 LD E t 7 
04ち(1 210000 BIY::;Y2 : LD HL，OOH 
045~: 2B BU ~:;YO : [lEC HL 
04ち4 7C LD AtH 
04ち5 B5 OF: L 
0456 2:::09 ，JR Z ，BU::;Y 1 
04ち::: (1 B [1::: IN A t (CR) 

045A 2F CF'し
045B OF RF.:CA 
0451ご 38Fち ，JR C t BU::;YO 
04ちE E1 POP HL 
045F [11 POP DE 
04ι(l C':.' RET 

04ι1 1 D BUSY 1 : DEC E 
04ι2 20EC ，JR NZ! BI・.I::;Y2
0464 (::37EOち ，JP ERROR 
04ι7 

04/:..7 ;DATA CHECf::: 
0467 

0467 0600 C口NVRT: しD B，(l 

0469 11.10(1(1 LD DE， 1 f:.. 
046C 2A1ECF LD HL， (CF 1 EH) 
04t，F AF XOR A 

0470 EDち2 TRAN:3 : :::;8C HLtDE 
0472 :;::;::03 ，JR C t TRAN::; 1. 
0474 04 1 NC E 
04 7 5 1:::: F 9 .JR TFo.:AN:=; 

0477 19 TRAN::; 1: ADD HL，DE 

047::: /:..0 LD HtB 

047勺 2C 1 NC L 

047A FD7404 LD (IY+4)，H 

047[1 FD750ち LD ( 1 Y+ち)tし

04:::0 :::::AECFF [lCHK: LD A， (DRINO) 

04::::3 FE04 CP 4 
04 ::: 5 ::;: (J 1 ::: ，] F.: NC，[lTCKl 

04B7 FD7E04 しD At( IY+4) 

04:::A FE46 CF' 70 
04:::C 3(111 ，JR NC，DTCKl 
04:::E FD7E05 LD AdIY+S) 

0491 B7 OF: A 

04勺2 2::: OB ，JR Z，DTCf:::l 

0494 FE11 l二P 17 
0496 引)07 .JR NC，DTCKl 

049::: FD7E02 LD A，(IY+2) 

049B FDBι(l ::;: OR (IY+3) 

04守E CO RET NZ 

04';'F C37EOち DTCf::・1: ，JP ERR口R
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04A2 ; 

04A2 ;SEG!ENTIAL READ 

04A2 
04A2 BREAD: ENT 
04A2 F:3 [11 
04A~: C[I(::，704 CALL CONVRT 
04A6 :3EOA LD At10 
04A8 32EBFF LD (RETRY)tA 
04AB C[lC103 READ1: CALL REA[lY 
04AE F[l560:;: LD D，(IY+:;:) 
04B1 FD7E02 LD AdIY+2) 
0484 B7 OR A 

04B5 2:::01 ，JR ZtREO 
0487 14 INC D 
04B::: FD7E05 REO: LD A， ( lY+ち)

04BB FD7701 L[I (IY+l)，A 
04BE FD7E04 LD A，(IY+4) 
04C1 FD7700 LD (IY+(J) ，A 
04C4 DDE5 PUSH 1 X 
04C6 E1 POP Hし
04C7 CB:3F RE:3: SRL A 
04(:ヲ 2F CPし
04CA [l3DB OUT (DR) t A 
04C(: 3004 ，JR NCtRE1 
04CE 3E01 LD A，01H 
04[10 1:::02 ，JR RE2 
04[12 3EOO RE 1: LD A，OO 
04[14 2F RE2: CPL 
04[15 [I:3DD OUT (HS) ， A 
04D7 CDOA04 (:ALL SEEK 
04DA 20ιA ，JR NZ，REE 
04[1(: OED8 LD CtDBH 
04DE FD7EOO LD AdIY+I)) 

04El CB3F SRL A 
04E3 2F CPし
04E4 [l3D9 OUT (TR) t A 

04E6 FD7E01 LO A，(IY+1) 
04E9 2F CPL 
04EA D:3DA 口UT (SCR) ， A 
04EC [19 EXX 
04ED 211F05 LD HLtRE3 
04FO E5 PUSH HL 
04F1 [19 EXX 
04F2 3E94 LD At94H ;READ 8< CM[I 
04F4 2F CPL 
04F5 030::: 口UT (CR) ， A 
04F7 (:[15505 CALL ωAIT 
04FA Ot.O(l REι z LD BtOOH 
04FC [lB[I::: RE4: IN A， (CR) 

(l4FE OF RRCA 
04FF [1::: RET 
0500 OF RRCA 
0501 :38Fヲ ，JR C，RE4 
050:;: EDA2 INI 
0505 20F5 ，JR NZ，RE4 
0507 FD3401 INC ( 1 Y+ 1 ) 
050A FD7EOl LO A，(IY+1) 
050[1 FE11 CP 17 
050F 2805 ，JR Z，RETS 
0511 15 [lEC D 
0512 20Eゐ ，JR NZ ， REe， 

0514 1801 ，JR REち
051(:， 15 RETS: DEC 口
0517 3ED8 RE5: LD A， [I:::H ;FORCE INTER RUPT 
0519 2F CPし
051 A [I:;:D8 口UT (CR) ，A 

051(: CD4904 CALL BUSY 
051F [lB[l8 RE:3 : IN A， (CR) 

0521 2F CPし
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FFH 

NZ，REE 

HL 

AdIY+1) 

17 
NZtREX 
A，01H 
(IY+1)tA 

(IY+(l) 

A，[I 

A 
NZtRE7 
A ， ::::(lH 
( D門)，A 

AdIY+I)) 
RE::: 
A， (RETRY) 

A 
(RETRY)，A 

Z ， EF:ROR 

RCLB 
REA[l1 

』」

D

X

P

X

C

T

T

C

L

 

N
R
X
O
X
D
P
R
D
D
N
D
R
R
D
U
E
D
R
D
E
E
R
A
F
 

A
J
E
F
E
L
C
J
L
L
I
し
口

J
lて
U
R
L
J
L
D
L
J
C
J

REX: 

RE7: 

REE: 

EιFF 

2020 

[1 '''i' 

E1 

D9 

FD7E01 
FE 11 

3E01 
FD7701 

FD3400 

7A 

87 

2005 
::::E :::(1 
[1:;:[1(: 

F[l7EOO 
1:::: ::: 1 
3AEBFF 

3D 

:32EBFF 
2::::;;;F 

C[l3104 

C3AB04 

DE 

HL 
DLY80U 
E ，:::: 
HL，OOH 

HL 
A，H 

L 

Z，WAIT1 
A，( CR) 

NCtWr~ I TO 

HL 
DE 

E 
NZ，ωAIT2 
ERROR 

F'U:::;H 

F'USH 
CALL 

LD 

LD 
DEC 

LD 

OR 
，JR 
IN 

CF'L 
f;:RCA 
，JR 
F・OP

P口F
RET 
[lEC 
，JR 
，JR 

HL，門E・::;14 

E，7H 

Ct2iD 

[11 :3PC3 
EF:R口R1

LD 

LD 

LD 

CALL 
，JR 

N門A:::;TE:21 1 (:，0:;: 

1E07 

OE1B 

C[l6[102 

ERROR OR BREAK ; 

ERROR: CALL B口口TER
ERROR1: CALL 門OFF

TRYAG2: LD SP，FFEOH 

;TRYAG 

TRYAG: FDCIご
N Z ， T F: Y A G :;: 
HL，門ESl(1 

E，5AH 

C，12[1 

D 1 ::;P2 

CALL 
，JR 
LD 
LD 

LD 
CALL 

CDと，1;.02

C[l1B04 

31EOFF 

CDAOOO 

2047 
21[1B02 

1EちA

OEOC 
(:[1/:"(102 

F

「Fr 
V
E
 

E
 

TE--
M
川

A
門

T
i
 

，.
E
-
-
-

A
門

T
l

u

w

T

A

 
A
H
 

.，

.，.，
H
W
 

ωAIT2: 
ωAITO: 

ωAIT1: 

D5 

E5 
(:DFE05 

1EO::: 

210000 

28 
7C 

85 
2:::09 

DBDf: 
2F 。F
30Fち

E1 
[11 

1[1 
20EC 

()522 

0524 

0526 

0527 
()52::: 

0529 

052C 
052E 
() r:::; ::: () 

0 ち :~:2

0535 
(J r:::;:τ:: ::! 

05:;:ヲ

05 :~:A 

05::::C 

Oち:;:E
0540 

0541 
0544 

0ち46

0540;' 
054A 

Oち4[1

0ち4F

05ち2
()r:::;r:::;r:::; 

(lr:::;~r:::; 

()r:::; ~号 R

n r:::;~，r:::; 

()r:::;r:::;ι. 
0557 
055A 

055C 
055F 
(1明ι(l

0561 

0562 
0ちら4
0ちと，1:.，

05ι7 
or:::;ムF:

056A 

0568 

056C 
oちらD
056E 
0570 
0ち72
0572 

057ち

0577 
()汽7匂

Oち7C・

057E 
057E 

057E 
057E 

057E 
057E 

057E 
Oちを:1
05:::4 
0ちを:7
()587 

0ち::::7
05:::7 
05:::A 
1)ち:::C
Oち:::F
0591 
(J 5 9 :~: 
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ム:いむ

A
D
F
1
4
7
9・
C
E
O
-
-
ι
r
J
7
0・
C
E
1
3
E
J
円

O
A
-
-酬

D
O
-
-圃

3
人二
-U
A
D
F
2
4
7
-
V
匂

E
D
E
0
・ソ』

4
h
-
7
円

EvqJ
A
R
-
D
E
E
E
E
F
2
E
J
えい:
v
-
L
D
O
i
---
-
J
J
E
J
6
7

『

，

円

y
q-
-v-
9

9
-
A
A
A
A
A
A
B
E
B
B
E
E
R』

C

C

C
仁・

C
C
C
D
D
D
D
D
D
D
D
E
E
E
E
E
E
E
E
F
F
F
F
F
F
F
-
F
F
F
F
F
F
F
F
O
O
G
O
-
-り

0・
1
1
1
1
1
1
1
1・

EJrJEJ・
E
J
E
J
5
5
5
E
J
E
J
E
J
E
J
5
5
E
J
E
J
E
J
E
J
E
J
r
J
E
J
E
J
E
J
r
J
E
J
E
J
E
J
r
J
E
J
r
J
E
J
r
J
E
-
-
c
J
E
J
r
J
E
J
r
J
E
J
E
J
5
5
r
J
r
J
C
J
E
J
r
J
E
J
E
J
E
J
E
J
E
J
E
J
E
t
-
r
J
E
J
ι
人
-JC
'h-
6
λ
U
-
A
-
ι
U
ム
-
ん

-
eb
ι
v
L山叫
ん
-

・ぃ・

0・
0・
0・
O
O
G
O
-
-り
ハ

v
o
o
-
-り
。
・

0・
0
・り

0・
0・
0・
0

0・
0
o
o
-
-り
の
・

0・
0・
o
o
-
-り

O
O
-
-り

0・
0・
o
o
-
-り
の

-
0・
0・
0
-
O
o
o
-
-り
・

0
・り

0
・υ
0
0
・り

0
・り

0
・
り
・
り

o
e
O
O
-
-け・

ρ
t
o
o
-
o
n
-
-り

1EAB 
OE 11 
CDI:.，002 
1 E D:;: 

OEOF 
C[I/:..002 
C[I:::COO 
CB5F 
CAACOO 
CB77 
2:::02 
1 :::F2 
210703 
1EOA 
OEOF 
(:[1/:'，[102 
1と， 12
CDE90ち
-: (1 () '，1 

11:.， 1 ::: 
(:[lE905 
~: (102 
1 :::FO 
751 
32ECFF 
(:31:.，40:::: 

TRYAGl : 

DNO: 

DN010: 

[lN03: 

213103 
1E54 。E1[1

l二[16002
(1ι01;.. 

(:D:::EoO 

!こ85F
!こAACOO
1 ::::Fι 

TRYAG :~: : 

TRYAG4: 
TRYAG5: 

[lBE::: 
E6FO 
82 
D3E:::: 

[lBEA 

OE04 
OF 
OF 
[10 
04 
0[1 

20FA 

DNOO: 

DNO 1 : 

[1ち

110[1(10 

D5 
11 ::: 200 
c ，:: 1 i) 0ι 
[15 
112C1A 
1B 
7B 
82 
20FB 
D1 

DL Y::;: (1り:

DしYl門:

DLYらo門:

[lLYT: 

TH1E 

LD 
LD 
CALL 
L[I 

LD 
CALL 
CALL 
81T 
，JP 
B1T 
，JR 
，JR 

LD 
LD 
LD 
CALL 
LD 
CALL 
，JR 

し[1

CALL 
，JR 
，JR 
LD 
LD 
，_) F' 

LD 
LD 
LD 
CALL 
LD 
CALL 
81T 
，JP 
，JR 

1N 
AND 
OR 
口UT
1N 
LD 
し[1

RRCA 
RF:CA 
RET 
INC 
DEC 
，_') F~ 

F:ET 

DELAY 

F' U ~:; H 
LD 
，JF' 

P'-'~:;H 

LD 
，JF' 

PU~:;H 

LD 
DEC 
LD 
OR 
，JP 
F' OF' 
RET 

E，ABH 
C，17D 
D1:::F・2
E，D3H 

Ct1ちD
D r ~:;F・ 2

KEY~:; 1 
:;:， A 
Z，C門T
G・， A 
Z，DN口
TRYAOl 
HL，門ES13
E，AH 
1ご， FH
[1 r ::; F' C ~:; 

D，12H 
DNOO 
NC，DN口::::
[1， 1 ::: H 

DNOO 
NC，DN03 
DN010 
A，B 
(DRIN口)t，'1 

FD 

HL，門E~:; 1 5 
E，54H 

D 1 ~:;P2 
8，6 
KEYS 
~: ， A 
Z t Iご門T
TPYACi5 

A， (E ::::H ) 
FOH 
[1 

(E:::H) t A 
A; (EAH) 
E:，(! 
Ct4 

NC 
B 

トJZ，[lNOl

( 1.門 ~(ι (1門 ~(:::OU 

DE 
DE， 1 :~: 

[lLYT 
DE 
DE I 1.30[1 
DLYT 

DE 
[lE，6700 
DE 

A・E
[1 

r'，JZ I DしYT
DE 

;[lR1VE NO ~:;ELECT 
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;INPUT BUFFER ADDRESS 

IBADR1: EG!U 
IBADR2: EOU 

NTRACf:::: 
NSECT: 
BSIZE: 
:3TTR: 
:;::;1:::E: 
門TFO:
lごLBFO:

CLBF 1 : 
CLBF2: 
CLBF3: 
RETRY: 

DRINO: 

INTRAM-EXRO門

EXF:O門T: LD HL，8000H 
LD IX，EF:O門1
，JR t:ERO門A
IN A， (F9H) 

CP OOH 
，JP NZ ， NK 1 N 
LD IX，ERO糾2

，JR :::ERO門A
IN A， (F9H) 

LD (Hし)， A 

INC Hし

LD AtL 
OR H 

.JR NZ・ERO門T1
OUT (F:3H)・A
，JP N:::T 

p 

p 
CFOOH 
::: (1 (l (l H 

~:;リ BR 口UTINEωORK

FFEOH 
FFE1H 
FFE2H 

FFE4H 
FFEちH
FFEιH 
FFE7H 

FFEc:H 
FFE勺H

FFEAH 

FFEBH 

FFECH 

ERO門1: 

ER口門T1 : 
ER口門2:

A，H 
(，F:3H) tA 
A..L 
(F':'H)・A
D・4
[1 

N Z t :::ER口門D
( T Y. ) 

LD 
OUT 

LD 
OUT 
L[I 

DEC 
，.JR 
.1仁・

END 

EG!U 
EG!U 
EOU 
EG!U 
EOU 
EOU 
EG!U 
EQU 
EI~~'-' 

EOU 
EOU 
EOU 

-

-

-

-

a

e

・

e

・

-

-

-

F「

F
'
「「

E
E
F
r
F
r
F
r
F
r
r
r
F「

F「
「
「

2100:::0 
[1021200(:， 

H::IA 
[lBF9 
FEO(l 

[1[121200ι 
1 ::: 0 [1 

DBF9 
77 

7[1 

84 
20F6 
D~:F ::: 
c・:::0200

:::ERO門A:

三:ERO~1D : 

7C 
[I::;:F::: 
7D 
D3F勺

1ι04 

15 
20FD 

[1 [1 E ':' 

0617 
(1(:， 17 

0617 
0と， 17

0ι17 
0617 

0617 
0ι17 
0617 
0 ι17 

0ι17 
0617 
0617 
0ι17 

0617 
(1(:， 17 
0(:，17 

(>617 

0617 
0ι17 

0617 
1)617 
0617 
0ι17 
0ι17 
(1(:， 17 

061A 
1)(:.1 E 

oι20 
(1622 
0624 
0627 

062B 
oι2[1 

062F 
0(:，30 。ι:;:1 

0ムセ:円。ι:37
0ι3A 

063A 
Oと，3B
1)ι:::: [1 

063E 
oι40 
06i~ :? 

064:::: 
0と.45
0647 
064ア

0647 
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フR[I[I 0110 ?RDI 00E9 ATR8 CFOO 800TER 02ιι 8READ 04A2 
B~:n Z E FFE2 8U~:;Y 0449 BUSYO 045~: 8U~:; Y 1 0461 8U::;Y2 04ち0
lごLBFO FFE7 CL8F1 FFE8 CL8F2 FFE勺 CLBF3 FFEA CLEAR () ():'百人

C門T 。OAC CONVRT 0467 CR (10[1::: [11門 のうー:可・ア. [1 C H ~:: 04 ::: 0 
DEし1門 024A DEL6 0244 DI~:;Pl 027E DISP2 0260 D ISP:;: 0277 
DI~3PCS 02ιD DLY1門 0605 DLY2 0250 DLYf:..(I門 0/:..0(: DLYSOU 05FE 
DLYT 。ι10 口問 (lOD( DN口 05B2 DNOO 05E9 DN口1 05F7 
DN010 。ちBC DNO :~: 。・F・;rー:f・_. DR (lI)D8 DRINO FFEC DTADR CF14 
DTCKl 049F E[lOE 0162 EDOE1 01仕，A EIRTN 010E ERO門1 0/:..20 
ERO門2 01;.2[1 ERO門T1 0628 ERROR 057E ERROR1 05:::1 EXRO門T (1617 
FD 0:364 FDCC OOAO C;::LEAR 006E HS OOD[I IBADR1 CFOO 
1 BADR2 :::0(>0 IBUFE CFOO IPL門c O~: ち D ト:EYIN 。。ι1) ト::EY門E::;020E 
KEY::; OO:::E VEY・:;1 00::: ，ご LD門 ~:; (; 0257 門CHECK 0:387 門ES1 02:::t'i 
門E::;10 02[1B 門E:::11 02E7 門E::;12 02F::: 門E:;:;13 0307 門ES14 0316 
門E815 門ESlι O:;:4E 門 E~3 :~: 02':;'7 門 E~36 0283 門ES::: 02(:1 
門 E~;9 02CE 門IS門CH 00[1ヲ 門OFF 041B 円OT1 01[1D 判。TOR 01 fご7

門口TR 01F2 門OTRD 01EF 門 ~:;TOP 01Ft， 門T[l1 03FA 門T[l2 O :~:FD 

門TFG FFE6 門T仁川 03F4 NA門E lごF01 NKIN 00勺:=: N 門 A ~:;TE 0ち72

NOD 1 S~::: (l :~:B4 N::;ECT FFE1 NST 0002 NTRACV FFEO OF'EN 0202 
PLAY 021ヲ RBY1 。177 RBY2 01:::::: RBY3 0191 RBYTE 0173 
RfごLB 0431 RD1 OOF::: RDDAT 011 (1 RDINF O(JEヲ REO 04B::: 

RE1 04[12 RE2 04D4 RE :~: 051F RE4 04 Ffご F:E5 。ち 17

RE6 (l4FA F:E7 0541 RE::: 04C7 F:EA[ll 04AB REA[lY 

REDYO 03D6 REE 054{:， RET2S 。107 RETRY FFEB RET ~:; 051る

REW 0225 REX ()5:3::: RTAPE 011 C RTP2 0121 RTF'3 

RTPち 0154 RTF'ι 015A 三;CR (l(l[fA ~:; EEK 040A ::;ERO門A Ol;.3A 

:::ERO門[1 0642 ~:; 1 Z E CF12 ~:; F' D 1 N 018B さ;T1 。OCE ~:;TART nno人

::;TF'EIR 010B :;::T::;E FFE5 STTf': FFE4 su門[lT FFEO T門。 01ヲ仁:

T門1 019F T門2 。1A2 T門3 01 AIご T 門 AP~::: (1 19 :~: T門iごNT FFE2 

TR 。0[1勺 TRAW:; 0470 TRAN!:; 1 0477 TRTNl 01ちE TRYAG ()5!::i 
TRYAGl 05A4 TRYAG2 05:::4 TRYAGJ 05[1::;: Tf':YAG4 <)ち[1[1 TRYAG5 05DF 

ωAIT ("・)~ーι r ・・， r .m 6 ωAITO (lち5F ωAIT1 05ι[1 ωAIT2 ()~~r: 
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MONITOR MZ・lZ001MのプログラムリストA.4 

このフ。ログラム・リ ストはMZ-2脱却 FloppyDOSのZ80AアMONITOR MZ-IZ00IMのプログラム・リストを示 します。

釈注欄
』
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ンメコ

リスト上の各欄の意味は次のようになっています。
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04.15.1982 

門Z-1Z001門門口NIT口R

R~:;T (l さ;TART

(l(lOOH 

OOH 
(J 。

.JP 

DEFW 
DEFB 
DEFB 
DEFB 

rHラいべ

門ONIT:

FしPOι5S;:
ONTY口:
CH#: 
TOF: 

相対アドス

0000 
0000 
0000 
0000 

0000 
00 ()() 

nnnn 
0003 
000:::: 

0005 
0001:.. 

0007 
000::: 

000::: 
OOOB 
OOOB 
OOOC 
OOOD 
OOOE 

セン7"ラによるアセフ"リストリであり、

C3 :~:BOO 

0000 
nn 
()() 

nn 

R~;T 1. 門ONIT

01H 

l:::H 

.JP 

DEFB 
DEFB 
DEFB 
DEFB 
DEFB 

さ;CRO~:;T : 

SCREND: 
FLA~;H : 

FLSDAT: 
A門P門:

C30000 

i
n
c
・り・

0

o

o--υ-n・
0

アセンブリ・リスト上の相対アドレスおよび.リロケーMONITOR MZ-IZ00IMは、先頭番地が$0000なので、fこfご.し、

そのまま絶対アドレスおよびOBJコードと見倣すことが可能です。

内容についての問い合せには応じかねます。

タフγレOBJコードは、

このプログラム・リストは参考データであり、
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04.15.19:::2 

門口NIT口R 門Z-lZ001門

R~:;TO START 

。(l(lOH

OOH 
() 

() 

R~;T 1 門ONIT

01H 
1 :::H 
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，] F' 

DEFω 

DEFB 
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さ:;CREND:

FLA~:;H: 

FL~:;DAT : 

A~1 F'門:

F\~~:n2 ~:; T 

[I(l(lOH 
n 
(l 

R~3T:::: ::::T 

。7:::OH 

() 

R~::;T 4 :::;T 

:::: (l :::: (l H 

ODH 

R~:n5 ちT 

() 

(! 

F::;:;T 1:.， 三;T

40H 

'::TART 

R':n7 

7門ONIT口R COLD 

，] F' 

DEFω 

DEFB 

[lEFW 

，JP 

[l EF~J 

DEFB 

DEFω 

，]F' 

DEFω 

DEFB 

DEF8 

[lEFB 

，]P 

ENT 

[lEFω 

DEFB 

[lEFω 

.JF' 

ENT 

DEFω 

DEF8 

DEFω 

REGI・:::T

HL t 1口TBL
A I (HL) 

HL 
CdHし)
Hし
(C)， A 

A 

NZ 1~:nART+3 

~:;p t 18UFE 

~:; Y Of::: 1 

CHR40 
8，2FH 

HL，K門uDE

t.，I 12H 

，] F' 

さzドF
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LD 

INC 

LD 
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OUT 

1 NC 
，]R 

L[I 

CALL 
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LD 

LD 
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~:;TA~:T : 21(:，勺00

7E 
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ιJ 

E[l7。
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314011 

CDE800 

CDEEOC 
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0(100 
O()OO 
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0000 C:;:::::BOO 
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0005 
(l0(lと.

0007 

000::: 

000::: C3(1)0(l 

0008 

OOOB 

OOOC 
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OOOE 

(lOOF 

0010 

(1010 C3B100 

0013 

0013 

0015 

0016 

001::: 

001::: C::::B 1 (l(l 

0018 

0018 

001[1 

(101E 

0020 

0020 C3810(l 

0023 

0023 

0025 

0026 

0027 

002 :::: 
(> 02 ::: C :;: 8 1 0 (1 

002B 

(l028 

002B 

002[1 

002E 

0030 
0(1::;:0 C38100 

00:;::::: 
()()・.:・，

0033 
(>0::::5 

00::::る
() r):-: :-: 

(l 0:3 ::: C・::::0 7 (> [1 

OO :~:B 

0038 
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0040 
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0044 
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004A 
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FOARE: 

f:::DATω : 

~::: [1 A Tω1 : 

:: (Jセ:()

0[1 
() () 

()() 

~::HL : 

三;I_I門[lT:
三:TRCiF:
~:;TAC f:::: 

のわれの

() () 

i) () (j() 

EHL: 

C~::; 門[l T:

REF'TCT: 

RATIO: 

() () () () 

40 

0000 
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0057 77 LD (HL) ， A 
0058 23 INC HL 
0059 C04F06 CALL ?CLER 
005C 3EOD LD A，ODH 
005E D3E3 OUT (E3H)，A 
0060 06AO LO B，AOH 
0062 00 NOP 
0063 00 NOP 
0064 1829 ，JR START2 
0066 C33800 JP START 
0069 
0069 ; 

(1069 02E3 IOTBL: DEFω E:::02H ;8255 CONTROL 
006B 34E7 DEFω E734H ;8253 CO 門ODE2
(106[1 74E7 DEFω E774H ;8253 Cl 門ODE2
006F 84E7 DEFω E784H ;8253 C2門ODE2
0071 OOE6 DEFW E600H ;8253 C2=0 
0073 00E6 DEFW E600H 
0075 02E5 DEFω E502H ;8253 C1=2 
0077 00E5 DEFW E500H 
0079 02E4 DEFω E402H ;8253 (:0=2 
0078 00E4 。EFω E400H 
0070 CFE9 DEFW E9CFH ;PIO A 門OOE3
007F 00E9 DEFω E900H ALL OUTPUT 
0081 40E8 DEFW E840H 
0083 01F7 DEFω F701H 
0085 00F6 DEFW F600H 
0087 07F5 DEFω F507H 
0089 OOF4 DEFW F400H 
008B CFEB DEFω E8CFH ;PIO B 門ODE3
008[1 FFEB DEFω EBFFH ALL INPUT 
008F 
008F 
008F CD5006 START2: CALL ?DINT 
0092 210B12 LD HL，120BH 
00ヲ5 22F011 LD (FKAE)，HL 
0098 3E04 LD A，4 

009A 321DOO LD (TE門Pω)， A 
009D 3C INC A 
009E 320500 LD (ONTYO)，A 
OOA1 119310 LD DE，TIT門E5
00A4 CDBゐ05 CALし NLMSG 
OOA7 ED56 I門 1 
OOA9 3EFF S32 しD A，FF 
OOAB 321500 LD ( 5ωRK)， A 
OOAE C:3B 100 GOOUT: ，JP EXIT 
OOBl 3EOD ST: LD A，ODH ;CMT READ門ODE
OOB::: D3E3 OUT (E3H) ，A 
00B5 314011 LD SP，IBUFE 
00B8 CD290A CALし NL 
00B8 3E2A LD A，2AH ; * 
OOBD COC608 CALL PRNT 
OOCO l1ABI0 LD DE，BUFER 
00C3 3E27 LD A，39 
00C5 CD9107 CALL GETLKN 
00C8 FE2A CP 2AH ; * 
OOCA 20E5 JR NZ，ST 
OO(:C 13 INC DE 
OOCD 1A LD A， (DE) 
OOCE FE4A CP 'J' 
OODO CA4B02 ，JP Z，JU門P
00D3 FE4D CP '門'
00D5 2822 JR Z，MCLECT 
(lOD7 FE44 CP 'D' 
00D9 2845 ，JR Z，DU門P
O(lDB FE4C CP 'L' 
OODD CACB01 ，JP Z，MLOAD 
OOEO FE53 CP ，，..、_"、，

00E2 286A JR Z，門SAVE
OOE4 FE56 CP 'V' 
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OOEる CA1702 .JP z ，門VRFY
OOE勺 1:=:r・6 .JR ~:;T 

OOEB 

OOE8 3EFF ~;YCW 1 : L[I A，FFH 

OOE[I D3EO 口UT (EOH)，A 

(l(lEF :328004 LD (CMO[lE)，A 

00F2 21011::: LD HL，1:301H 

(lOF5 220BOO LD (さ;CR口ST)，Hし

OOF::: C9 RET 

(lOF9 

OOF9 

OOF9 

00F9 

OOF9 3E4[1 門CLECT: し[1 A，4DH 1 門

OOFB CD:3C05 CALL KIN 

OOFE 28 [lEC HL 

OOFF 23 門R: INC HL 

0100 C[l8C05 CALL NLPHL~:; 

0103 7E L[I A， (HL;' 

0104 C[I[lD05 CALL PRTHX 

0107 C[lC408 CALL PRNT~:; 

010A 11AB10 LD [lE，BUFER 

010[1 CDCち05 CALL GETLBR 。110 118310 L[I DE，BUFER+:3 
0113 lA し[1 A t ([lE) 

0114 FEOD CP (I[1H ; CR 

0116 2:3E7 .JR Z，門R

(111::: iごD23(1/:" CALL 2HEX 

011B 3:::DC .JR C，門lごしECT。11[1 7ワ L[I (HL) ，A 。l1E l:::DF .] F: 門R。120

0120 

0120 

0120 CD7AOち [lU門p: CALL ~:; ~:; E T 

0123 C[I:::::;:05 CALL E::;ET 

0126 EB EX DE，HL 

0127 2A2BOO LD HL. ， (:::;HL ) 

012A C[1BC05 [lU門PO: CALL NLPHしき

012[1 01;..10 LD B， 1 (:. ; XCHG 

012F CDC408 [11.1門F・1: CALL PRNT~3 

01:;:2 7E LD A， (Hし}

013:;: C[I[I[l05 CALし PRTHX 。LH:， E:I PU::;H Hし

0137 AF XOR A 

013::: E[l52 S8C HL，[lE 

01:"3A E1 F'OP Hし

013B CA8100 .JF・ Z， ST 

013E C[l6205 CALL 8RKEY 

014128F:3 ，JR Z tーと.。143 D8EA IN A t (EAH) 

0145 FEFD CP FDH さ;F'~::: E Y 

01472:3FA ，]R Z，-4 

014':" 23 INC HL 

014A 10E3 D，JN Z DUMPl 

014C 1:::[1(: .JR [lU門PO。14E
014E 。14E

014E 3E02 門~:; AVE : LD A92 。150 321602 LD (門ωARK)，A 

。 1 ち:~:

01ち:::: 21C001 門ENA門E: L[I HL，FNCO門

0156 11ABI0 LD DE，BUFER 

01ち';' 010BOO L[I BC，11 

01ちlご Dち PU~:; H DE 

015[1 EDBO L [11 F: 

01ちF E8 EX DE，Hし

01ιo 0ら11 LD B， 11 H 

0162 3EOD LD A，(J[lH 
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。1ι4 (:D5006 CALし 勺 DINT

01e，7 [11 F'OP [lE 

016::: C[l8605 CALL NLMSG 
01る8 (:[lC505 CALL GETLBR 

016E :3A1602 しD At (MωARK) 

0171 FE02 CP 2 

017:"3 C2CF01 ，J F' NI，門しOVE

0176 114011 LD [lE，IBUFE 

017'1 :3E01 しD A， 1 。17B 12 L[I (DE) ， A 

017C 1:3 INC DE 
017[1 21B510 LD HL，BUFER+1(> 

01:::0 011000 L[I 8C， 1 (:， 

01::::3 E[lBO L[lIR 。185 :3EO[l LD A，ODH 
018712 LD (DE) ， A 

018::: CD7AOち 門NA門1: CALし ~:; SE T 

018B 225411 L[I (DTADR)，HL 
018E C[I::::;:Oち CALL E~:; ET 

01・11 E[l582800 し[1 DE ， (・:;HL)

01ヲち E[l52 ~:; BC HL，[lE 
01匂7 3:::EF ，] F: !こ F門NA門1
01''7'勺 2:::: INC HL 。19A 225211 LD (~:;IZE) ，HL 

019[1 21BI00 LD HL， ~:; T 

01AO 225611 LD (EXADR)，HL 
01 A:-;: :3E4A L[I A，4AH ; ，] 。1A5 32ヲヲ05 LD oくINF・+1 ) ， A 
(11 A::: CD9:::05 }くIN2: CALL KINP 。1AB 2:::0::: ，JR 2・SAVECiO
01AD C[l1406 CALL HLHEX 
01BO ::.::::Fι ，JR C，f<IN2 
0182 225(:， 11 L[I (EXADR) tHL 
01B5 (:[1ち 102 ~:;AVE Ci O: CALし 勺 ωRI。188 :;::::0:;: ，JR r:. +~ 。1BA (:[1:::202 CALし ?ωRD 
01 BD C:;:81 00 ，] ~:; T"1 : ，JP さ;T
01CO 

01 CO 41':.，494C4ち FNCO門: DEF門 'FILE NA門E:' 
01C4 204E414[1 

01 C::: 453A 

01CA 0[1 [lEFB (l[lH 
01CB 

01C8 

01C8 

01CB 3E01 円LOAD: LD A， 1 
01CD 1::::::1 ，JR 門 ~:; A'v'E + 2 。1CF。1CF 218ち10 門LOVE: LD HL..BUFER+I0 
01[12 7E LD A， (HL) 。1[1:;: FEO[l lごp (l[lH 
01[1ち Fち PU::;H AF 
01[11:.， CD:::E02 CALL 勺 RDI。10・ヲ ;::::E2 ，]R C.. ，] ::;T 1 。lDB Fl POF' AF 
01[1(: C4Fる01 CALL NZ，NA門ECK
01DF 20EE ，JR NZ，門LO'v'E
01E1 3A1602 L[I A， (MωARV) 
01E4 :3D [lEC A 
01 E5 20:3:-;: .JR NZ，門VERY。lE7 112D02 LD [lE，LOA門ES
01EA CDCF05 CALL D::;PNA門

01E[I CD8202 CALL ?F: [1 [1 
(> 1 FO :;::::(:8 .JR C"JST1 。1F2 2A5ι11 L[I HL，(EXADR， 
01F5 E9 ，JP ( Hし)

01F6 

(l1F6 114102 NA門EO:::: LD DE，FOU門EE;
01Fタ CD(:F05 CALL D::;PNA門

01FC 11B510 LD DE ， 8UFEf;:+ 1 (> 
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01FF 214111 LD HL，NA門E
0202 Oe.10 LD B， 1 (:. 
0204 CD3A06 CALし SAME 
0207 C::: RET 7 ι 

020::: C[lB 1 04 CALL ~:;ERS F' 

020B C[lCE04 CALL M::nOF' 
020E :;::::A[I .JR C，.J:3T1 
0210 (:[11105 CALL DE しと.
0213 (:1 F'OF' BC ; AD.J 
02141:::89 .JR 門しOVE
021ゐ
021と. 門WARI:::: DEF::; 
0217 
0217 
0217 

0217 AF 門VRFY: XOR A 
021::: 1:::B3 .JR ML口AD+之

021A 
021A 11::::ι02 門VERY: LD [lE， VEF:門E・:.

021[1 CDCF05 CALL [I ~:;PNAM 

0220 CDBE02 CALL ?VRFY 
(> 一;.，;-ー τー:てー:::::I?，'::: ，JR i二， .JST 1 
022ち 114:::02 LD [lE，OK門Eさ;

022::: 1:ご[18605 N門::;G::n: CAしし NL 門 ~:;G

022B 1:::90 .JR .J::; T 1 

022[1 

022[1 4C4F4144 LOA門E::;: [lEF門 'しOADINCi ' 
02~: 1 494E4720 

023ち包OrE| DEFB (lDH 

023ゐ t.45ち249 VERME:::;: DEF~l 'VERIFYINu 
023A 4659494E 

023E 4720 
0240 0[1 [lEF8 ODH 
0241 4(:.4F554E FOU門ES: [lEF門 'FOUN[I ， 
024ち 4420

0247 0[1 DEFB (l[lH 

024:::: 4F4B O~:: 門ES Z [lEF門 'Of::: ' 
024A 0[1 DEFB (I[lH 

024B 
024B 

024B ; 

0248 ::::E4A .JU門F': しD A，4AH ; .] 

024[1 C[I:::(:05 CALL KIN 

0250 E':.' .JF' (HLl 

0251 
(>之ち1

02ち1
02ち1 ωRINF: ENT 
0251 F:::: ?ωR 1 : Dl 

0252 1601 LD [1 ， 1 ; 0001:ωI 

0254 214011 L[I HL，IBUFE 

0257 01 ::::00(1 LD BC ，OO:::OH 

02ちA (:[12304 ωR 1 1 : CALL CK~3U 門

025D (:[1ち704 (:ALL 門口TOR
0260 ::;:::::4B .JR C t ::;TF'RET 

02ι2 CE:42 B1T (>，[1 

021:..4 2:::0B .J f;~ Z ，ωF: 1 2 z ω[1 

0261:.， [1ち F' U ::; H [lE 

02ι7 117BOI:.. LD [lE，ωRI門ES

026A C[lCF05 CALL [1 ::::; F'N A門

026[1 [11 POP DE 

02ιE CDF904 CALL T ::::; F'E 

0271 (:[lC70:::: ωRI2: CALL GAP 
02ブ4 1ご[lDA02 CALL レJTAF'E
0277 :::::::34 ，] f;~ lご， :::TF'RET 

0279 CB4A B1T 1 ， [1 

027B C4F勺04 CALL NZ， Tさ:PE

027E 202[1 ，JR NZ t ::;TPRET 

02::::1) FB E1 

02:::1 C ・ヲ RET 
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()2:32 WR[lAT: ENT 
()2:::2 ゥω'R[1 : Dl 
02:33 1ゐ02 LD D，2 ; 0010:ωD 
02:::5 ED4B5211 LD BC， (SIZE) 

028':" 2A5411 LD HL， (DTADR) 
02:::(: 1 ~:lご r' .JR 凶R11 

02:3E 
02:::E 

02:3E 

02BE RDINF: ENT 
028E F:;: ?RD 1 : [11 
028F 1ι04 LD [1， 4 ; 0100:Rl 
0291 214011 しD HL，IBUFE 
0294 (J 1 :300(1 LD BC，0080H 
0297 C[l5704 R D1 : CALL 門OTOR
029A 3::: 11 .JR (:， :::TF'RET 
029C CDF 1 0::;: CALL T門 AR~:::
029F :;::::(;1.ご .JR C'， ::;TPRET 
02A1 [:[lOBO:::: CALL RTAF'E 
02A4 :3:::(17 .JR 仁， :::TPRET 
02A6 CB5A RD2: BIT 3，[1 
02A::: 2:::0(:， .JR Z， ::;TF'RET-I-:3 
02AA C[lB104 CALし SEW::P 
02AD [:DCE04 ~:;TPRET: CAしL 門:::TOP

02BO FB El 
02B1 (:9 F:ET 
02B2 RDDAT: ENT 
02B2 F:::: "?RD[I : [11 

02B:3 1608 LD [1， 8 ; 1000:RD 
02B5 E[l4B5211 LD B C ， ( ::: 1 Z E ) 
02B9 2A5411 LD HL， ([lTADR) 
02BC 18D9 .JR RDl 
02BE 

02BE 

02BE 

02BE 'v'ERFY: ENT 
02BE F3 '-::'VRFY: [11 
02BF 1 e.O::: LD [1 ， ::: ; RD 
02C1 ED4B5211 しむ BC， (:::IZE) 
02(:ち 2A5411 LD HL，(DTA[lR) 
02C8 CD2304 CALL C~<::: り門
02CB (:Dち704 CALし 門OTOR
02CE :;::::DD .JR C ，::;TPRET 
02DO CDF 1 0:::: CALL T門ARK
02D3 :;::::[1::;: .JR lご， ::;TF'RET 
02[15 CD5803 CALL Tt.JRFY 
02D8 18CA .JR RD2-2 
02DA 

02DA 

02DA 

02DA 1E02 ωTAF'E: LD E92 
02D[: Cち F'U・::H BC 
02[1[1 Eち F'USH HL 
02[1E 7E ωTAF'l : LD A， (Hし)

02DF CD8FO:;: CALL ωBYTE 
02E2 [:[I(:.C05 CALL BRK 
02E5 :3:::18 .JR C，RETHB 
02E7 2:3 ωTAF'2: lNC HL 
02E::: OB DEC BC 
02E9 78 LD A，B 

02EA B1 OP 
02EB 20F1 .JR NZ，ωTAPl 
02ED 2A2BOO LD HL，(:::U門DT)

02FO 7C LD A，H 

02F1 C[l8F0:3 CALL ωBYTE 
02F4 7[1 LD A，L 

02Fち CD8F03 CALし ωBYTE 

02F::: C[I:;:90ち CALL LONCi 
02FB 1 D [lEC E 

02FC 2004 ，JR NZ，ωTAF・4
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02FE AF XOR A 
02FF El RETHB: p口F' HL 
0:300 C1 POP BC 
0301 C・9 RET 
0:302 CD1 [10ち レHAP4: CALし SHORT 
(1::;:05 10F8 [I.JNZ ー・~;:

0::;:07 E 1 POP HL 
030::: C 1 POF' 8C 
0309 1:3D1 .J~: ωTAPE+2 
(l ::;: (l 8 
030B 
0::::08 
0:308 1E02 RTAPE: LD E，2 
030[1 Cち PU::;H 8C 
030E E5 PUSH HL 
O::;:OF (:[14ふ04 RTAP 1 : CALL EDGE 
0312 3:3EB .JR c・，RETHB
0:;: 14 (:[15405 CALL DL YF: 
0317 DBE1 IN AdE1H) 
0::;:19 E640 AND 40H 
031B 28F2 .JR Z，RTAP1 
031D 210000 LD HL，OO(lOH 
0320 222BOO LD (SU門DT)t Hし

。::;:2:;:E 1 POP HL 
0324 C1 POP 8C 
0325 (:5 PUSH 8C 
032/:.. Eち PUSH HL 
0:;:27 CDA003 RTAF・22 CALL RBYTE 
c)::;:2A :38[1:3 .1R C，RETHB 
032C 77 LD (HL) ，A 
032[1 2:3 1 NC HL 
0:;:2E 08 DEC BC 
O:32F 78 しD A，B 
03::;:0 B 1 OR 
0:;:31 20F4 .JR NZ，RTAP2 
0::;:::;::;: 2A280(l LD HL， (~:W門 DT)
0336 CDA003 CALし RBYTE 
0339 381ご4 .JR C，RETHB 
0:33B 4F し[1 (:，A 
033C CDAOO::;: CALL RBYTE 
033F ::;::::BE .JR C，RETHB 
0341 BD (:F' L 
0342 200ι ，JR NZ，RTAF':3 
(1::;:44 79 LD A， Iご

0345 BC CF' H 
0341;. :;:EOO L[I A，(l 
0::;:4::: 288ち .JR Z，RETH8 
0::;:4A 1 [1 RTAF・ :~: : DEC E 
0348 20C2 .JR NZ，RTAP1 
1) :~: 4 D 1 1 9 2 (l f:.. TAPER: LD DE ， ~:;U 門門 E5;

0:350 CD8ι05 lごALし NL河合G
03ち:;: ::;:EFF しD A，FFH 
{‘}セ::~戸; :37 きc下
03ち1:.. 1 :::A 7 .JR F:ETHB 
。六:!~!:毛

CJ :で:~:::

03ちS
。 :~:ち::: 1E02 TVRFY: し[1 E，2 
035A Cち PU~:;H BC 
(>::::ち8Eち 刊-'~:; H Hし

<)::;:5C C[l4604 TVF 1 : CALL EDGE 
035F ::;:::: ・刀E .JR C，RETHB 
0361 C[l5405 CALL [lLYR 
031:..4 D8E 1 IN A， (E 1 H) 
(1::;:1;.1;. Eι40 AND 40H 
り':::6:::2:::F2 .JR Z，TVFl 
(l::::I;.A CDAOO:::: TVF2: CALし RBYTE 
031:..[1 3::: 90 .JR C，RETH8 
036F BE CP (HL) 
0370 20D8 .JR NZ，TAF'ER 
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0:372 2:3 INC HL 
O~:7 :~: OB DEC BC 
0374 7::: しD A，B 
(l :~:75 B1 口R
0376 20F2 ，JR NZ， T'v'F2 
0::;:7::: 2A3 :~: (l O L[I Hし， (C・5門DT)
0 :~: 7B CDAOO:;: CALL RBYTE 
(1:;:75 BC CP H 
037F 20CC ，JR NZ，TAPER 
0381 CDAOO:;: CALL RBYTE 
1):;::::4 BD C・P し
0:;::::5 20Cι .JR NZ，TAPER 
03:::7 1[1 [lEC E 
0:;::::8 CAFF02 .JP Z，RETHB 
O:3:::B E1 F・OP HL 
0:;::::(: C 1 POP BC 
03:::[1 1 :3CB .JP TVRFY+2 
(!:;: :::F 
038F 
03:::F 
03:::F C5 ωBYTE: F'USH BC 
03 9 (l (l 1;.. 0 ::: LD B，::: 
0392 IごD:3勺05 CALL LONG 
039ちり7 ωBY1: RLCA 
0396 [1(:3905 CALし C，LONCi 
(l :;: .-:) 9 [14 1 [1 1) 5 CALL NC， ~:;HORT 

03勺C 10F7 D，JN Z ωBYl 
(l :;:ヲEC1 F'OP BC 
0:3ヲFC。 RET 
0:;: A 0 
0:;: A (l 
03AO 
03AO E5 RBYTE: PI_l:3H HL 
03A1 210008 L.D HL・(l::;:OOH
03A4 CD4604 F:BY 1 : CALL EDGE 
03A7 3::: 1 C .JR C，RBY3 
0:3A9 CDち405 CALし DLYR 
(l:;:AC DBE 1 IN A， (E 1 H) 
03AE Eι40 AND 40H 
(l :3 B 0 2 ::: (l A ，JR Z，RBY2 
0:3B2 E5 F' U~:;H HL 
o :;: B :;: 2 A 2 B (1 0 LD HL I (・~:;u門DT)
I) :;:Bι2 :~: 1 NC HL 
03B7 222BOO LD ( ::.; I_I M [1 T) ， H L 
(l::;:BA E1 F'OP HL 
O:3BB 37 三:(:F
O:3BC CB1ち RBY2: RL し
O:3BE 25 DEC H 
O:3BF 20E:;: ，JR NZ，RBY1 
03C1 C[l4604 CALし E[lGE 
<)::;:1ご47[1 LD A，L 
0:;:C5 E 1 RBY::;: : F'OF' Hし
0:3Cιcヲ RET 
(l ::;:C7 
0:3C7 
03C7 
(1::;:(:7 C5 GAP: PUSH BC 。::;:(:8E5 F'USH Hし
03C9 01F82A LD BC，2AF8H 
(l ~:(:C 211414 LD HL ， 1414H 
03CF CB4A BIT 1 ， [1 

(>:;:[11 2004 ，JR NZ ，GAP.l :ω[1 

0:3D3011027 LD BC，2710H f ち5FOH(K) 
O::;:D<:' 29 ADD HL，HL 
03[17 C[l1D05 OAP1 : CALL さ:HORT
(l::;:DA OB [lEC BC 
03 [lB 7 ::: LD A，B 
O:3D(: B1 OR c 
03DD 20F::: ，JR NZ，GAP1 
O:3DF (:[1:3';"(1ち GAF'2: CALし LONG 
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0:3E2 25 OEC H 
O~:E :;: 20F A ，JR NZ，CiAF'2 
0:3E5 [:[11005 CiAP:3: CALL SHORT 
o :;: E E: 2 [1 OEC し
03E9 20FA ，JR NZ，GAP3 
03E8 C[l3':./(Iち CALL LONCi 
03EE E1 RETHBl: POP HL 
(l:;:EF C 1 P口F' BC 
03FO C'? RET 
O:'::F 1 
03F1 
O:;:F 1 
03F1 E5 T門ARK: F'USH HL 
03F2 2E14 LD L，14H 
03F4 CB5A BIT 3，[1 
(l :;: F f:.. 2 <) <) 2 ，JR NZ，T門1
03Ft: CB05 RLC し
O::::F Aι5 T門1: L[I HtL 
03FB C[l4る04 T門2: CAしし E[lGE 
03FE :;::::21 ，JR CtTM4 
0400 C05405 CALし DLYR 
040:::: [lBE1 IN A， (E 1H) 
0405 E640 AND 40H 
0407 2:::F 1 ，JR Z，T門1
0409 25 [lEC H 
040A 20EF ，JR NZ，TM2 
040CιT; LD HtL 
040[1 C[l4/:..04 T門::;:: CALL E[luE 
(411) 3:::0F ，JF: (:tT門4
0412 (:[1ち40ち CALL DLYR 
0415 DBE1 IN A， (E 1H) 
0417 Eι40 ANO 40H 
041勺 200F ，JR NZ ， TI"11 
0418 25 [lEC H 
041C 20EF ，JR NZ，T門::::

041E C[l4(:，04 CALし E[luE 
0421 E1 T門4: F'OF' Hし
0422 C9 f;:ET 
0423 
042::;: 
0423 
0423 1ごち Cf::::::1_I門 : F'U ::; H BIこ
0424 E5 PU:::H Hし
0425 [1ち PU::;H [lE 
042ι110000 LD [lE，(JOI)OH 
042 ・~! 7::: CK::; 1 : LD A，B 
042A 81 OR 
0428 200A ，]R NZ，CK・:;2
042D E8 EX [lE，Hし
042E 222BOl) LD (::;;UI"1DT) ， HL 
04::;: 1 22::;:300 LD (CS門OT)I Hし
0434 D1 F' OF' DE 
04::;:ち 1::::87 ，JF: PETHBl 
04::;:7 7E し[1 A I (Hし)
04::;:::: 1こち PU:::H BC 
0439 (1と，(l::: L.D Bd:: 
04::;:8 07 RLCA 
04:::(・ 3001 ，JR NC，+さ:
043E 13 INC DE 
043F 10FA [l，] N Z 
0441 C1 POP BC 
04 42 2 :~: INC HL 
044::;: OB [lEC BC 
0444 1 ::;:E::;: ，JR CK::: 1 
044f:.. 

044t， 

0446 
044ιDBE1 EDGE: IN A， (E 1 H) 
044:::: 2F CF'L 
044り 07 F:LCA 
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044A D::: RET i: 

044B 07 RLCA 
044C ~:OF::: ，JR NCtEDGE 
044E [1BEl EDGE 1 : IN At (EIH) 
0450 2F CPし
0451 07 RLCA 
0452 D8 RET 
0453 07 RLCA 
0454 3:::F8 ，JR CtEDGEl 
04ち1;，. C9 RET 
0457 

0457 

0457 ; 

04ち7 C[l710ち 門OTOR: CALL KB:::ET 
045A [lBEl IN AdEIH) 
045C Eι20 AND 20H 
04ちE 2::: 1::: ，JR Z，門口T2
04ι(l [1ち PUSH [1E 
0461 11720ι LD DE t ~::ET 門 ES
0464 CDB605 CAしし NL門8(;
0467 [11 POP [lE 
046::: (:[I:3C04 (:ALL OPEN 
04ιB (:[I6C05 門OT1 : CALL BRK 
046E D::: RET 
046F [IBE1 IN A， (E1H) 
0471 Eι20 AND 20H 
047:3 20Fι .JR NZ，門口Tl
047ち(:[11705 CAしし DELl門
047::: 3E03 門OT2: LD A，3 ; 0011:ωRITE 1100:READ 
047A A2 AND D 
047B 2::::1E .JR ZtPLAY 
047[1 [lBE1 門OTω: IN A， (E 1 H) 

047F Eι10 AND 10H 
o 4 ::::1 2::: 1 4 ，JR Z，MOTωG 
(J 4 ::: 3 [1ち PI_I:::H DE 
04:::4 11 :::40ι LD [1 E ， W F' R ~1 E ::: 
04:::7 C[lBf:..Oち CALL NL 門~:; (i 

04:::A [11 P仁IF' DE 
04:::B 37 :::CF 
04 ::::C 
(1 4 ::: (: :;: E (l ::: OPEN: し[1 A ， (l:::H 
04:::E D3E3 口UT (EJH) ，A 
0490 (:[11705 CALL [lEL 1 ~1 
04 9 :~: 3C INC A 
0494 [l3E3 口UT (E3H)， A 

04ヲιC9 RET 
04ヲ7

0497 3EOC 門OTWO: LD A，(lCH : ωRITE 門口DE
o 4 0:; 9 [13 E :~: OUT (E3H) ， A 

04':.IB 7A PLAY: LD A，[I 

049C Eι05 AND 05H 
04';.'E C4[1204 CAしし NZ，門F'LAY
04A 1 :3AB004 LD A， (1二門ODE)

04A4 CB勺7 RE::: 2，A 

04A6 1:::2F ，JR BU:::4 
04A:::: DEF::: 2 
04AA 
04AA C~I DEしちO門: PU:::H 8C 
04AB 01 :;: 1 <)0 LD BC，4ヲ ; 50m:::ωAIT 
04AE 1 :::54 ，JR [11M 
04BO 

04BO FF C門O[lE: DEFB FFH 

0481 

0481 

04Bl CDCE04 :3ER:::P: CALL 門::::TOP

0484 (:[1110ち CALL DEしと.

0487 CDEI04 CALL FFωD 
04BA C[l110ち CALL DELι 
04BD 0IA(:.OI ::::::;P 1 : LD BC，OlA6H 

04CO [lBEl IN A， (E 1 H) 
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04C2 2F CPL 
04C3 07 RLCA 
04C4 08 RET c 
04C5 07 RLCA 
04C6 30F5 .JR NC，SSPl 
04C8 OB OEC BC 
04C9 78 LO A，B 

04CA B1 OR C 

04CB 20F3 JR NZ，SSP1+:3 
04(:[1 C9 RET 

04CE 
04CE 
04CE ; 

04CE 門STOP: ENT 
04CE 3EOO LO A，OOH ; REAO 門OOE
0400 D:::E3 OUT (E3H)量A

0402 3AB004 門PLAY: しD A， (C門ODE)
04D5 CB9F RES 3，A 
04D7 COD004 BLK4: CALL BLKl 
040A 3AB004 BLK3: LD A， (C門ODE)
040D 03EO BLK1 : OUT (EOH)，A 
040F 1830 JR DEL~. 
04E1 ; 

04El (:[17105 FFWD: CALL KBSET 
04E4 3AB004 しむ A， (C門ODE)
04E7 CB8F RES 7，A 
04E9 D3EO OUT (EOH)，A 
04EB CDAA04 CALL DEL50門
04EE 3AB004 LD A， (C門OOE)
04F1 CB8F RES 1 ， A 
04F:3 CDDD04 CALL BLKl 
04F6 18E2 .JR BLK3 
04F8 00 NOP 
04F9 

04F9 
04F9 3EOE TSPE: LO A，OEH 
04FB 03E3 OUT ( E3H) ， A 
04FO C00005 CALL OELT 
0500 
0500 

0500 . ， 
0500 C5 DELT: PUSH BC 
0501 012BOF LO BC， :3883 ; 48 ωAIT 
0504 F5 01門Z PUSH AF 
050ち AF XOR A 
050ι3D OEC A 
0507 20FO .JR NZ，-l 
0509 08 DEC BC 
050A 78 LO A，B 
050B B1 OR C 
050C 20F7 .JR NZ，01門+1
050E F1 POP AF 
050F C1 POP BC 
0510 C':.' RET 
0511 
0511 C5 DEL6: PUSH BC 
0512 012:301 LO BC，291 ; 300mSωAIT 
0515 18ED .JR [11門
0517 ; 

0517 C5 DEL1門E PUSH BC 
0518 019607 LD BC，1942 123ωAIT 
051B 1E:E7 JR 01M 
0510 

0510 
051D F5 SHORT: PUSH AF 。51E 3EOF LO A，OFH 
0520 03E3 口UT (E3H) ， A 
0522 OA LO A， (BC) 

0523 3E2A しむ A，2AH 2AH (H) : 11.:06包 75US
0525 :325C05 LD ([lLY+l)，A 3FH(し): 240 • 2ちりき
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0528 CD5805 CALL OLY 
052B 3EOE LD A，OEH 
0520 0:3E:3 OI)T (E:3H)，A 

052F ~:E25 LD A，25H ; 25H(H):166U:; 

0531 325C05 LD (DL Y+ 1 ) t A ; 3AH (L) : 221 .5US 
05~:4 C[l5B05 CALL DLY 
05:37 F 1 POP AF 
0538 C9 RET 
0539 ; 

()53~1 F5 LONG: PUSH AF 
053A 3EOF LD A，OFH 
053C D~:E3 OUT (E3H) ，A 
05:3E 3E5A LD A，5AH ; 5AH(H) :~: :33 りさ;

0540 325C05 LD ([lLY+1)，A ; ::: 1 H (し): 46今.5Uさ;
0543 CD5B05 (:ALし [lLY 
0546 3EOE LD A，OEH 
0548 03E:3 oリT (E::;:H) ，A 

054A :3E55 LD A，55H 55H (H) : ::;:34US 
054C 325C05 LD ( DL Y + 1 ) ， A ; 7CH(し): 452 • 5U~:: 

054F CD5B05 CALL DLY 
0552 Fl P口P AF 
055~: C9 RET 
0554 
0554 7(: DLYR: LD A，H 
0555 70 LD A，L 
055ι3E41 LD A，41H 1 と，(:.H(K) 
(J 55::: :325CO弓 LD (DLY+l) ，A 

055B ; 

055B 3EFF DLY: LD A，FFH 

055D 3D DEC A 

055E C25005 .JP NZ，-l 
。ちと， 1 C9 RET 
05人2
05と，2

0562 BRKEY: ENT 
05ι2 Iご[17105 CALL KB~::ET 

0565 DBEA IN A， (EAH) 

05(:.7 OBEA IN AdEAH) 

0569 E680 AND :::OH 
056B C9 RET 
056仁.

05ιc 
。円ん1で ; 

056C DBEA BRK: IN At(EAH) 

。ちらE 2F CPL 
056F 07 RLCA 
0570 Cヲ RET 
0571 

0571 
0571 
0571 OBE:3 KBSET: IN A t (E:::H) 

0573 E6EO AND EOH 
0575 F613 。R 13H 
0577 D~:E::: (lUT (E8H) ，A 
。ち79 Iごヲ RET 
057A 
057A 
057A i 

057A 3E53 ::::::ET: LD A，53H ; ~・・圃-・
。57(: (:[l8C05 CALL KIN 
057F 222BOO L[I (さ:HL)， HL 

0582 C9 RET 
058~: 

(l 58~: 3E45 ESET: LD A，45H ; E 

0585 C08C05 CALし KIN 
0588 22::::300 LD (EHL) ，Hし
0588 C9 RET 
058(: 

058C 
058C 32-:"905 KIN: LD (KINF'+l) ，A 
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05:::F (:[19:::05 KIN1: CALL KINP 

05ヲ:2 C[l1406 CALL HLHEX 

c)595 3:::F:3 ，JR !こ， KINl

05':"7 C9 RET 
()ち9:3
C)~9::: 

1)ち '~J:::

oちヲ::: 3EFF ト~ 1 NF': LD A，FFH 

059A llAB10 LD DE，BUFER 

059[1 12 L[I ( [lE) ， A 

059E D5 PU::::H DE 
(1ち匂F 13 INC [lE 

05AO 216B06 LD HL，CO門ES

05A::;: 010700 LD BCt7 

05A6 EDBO LDIR 

05A::: D1 POP DE 

05A9 (:[lB60ち CALL Nし門:::13

(I:，AC CDCちoち CALL GETLBR 

05AF 11B210 L[I DE，BUFER+7 

1)ちB2 1 A LD A， ([lE ) 

05B:::: FEOD CP O[lH 

05B5 C勺 RET 

05B6 

oちB6 NLt1::::Ci : ENT 

05B6 CD2勺OA CALし Nし
05B勺仁 :~:7BO::: ，] F' 門::::uX

05BIご

05BC CD:290A N L F' H L ::;: C A L L NL. 
05BF C[I[I::::Oち CALL PRTHL 

05 C 2 C :~: C 40::: ，JP PHNT・:;

051ご5

05(:ち C[lA40ι CiETLBR: CALL CiETL 

051こ::: 1 A L[I A， ( [lE ;. 

05C9 FEOB CF' OBH 
。ちCB CAB1(1) ，JP Z ， :;:;T 

05CE C ・刀 RET 

。ちCF

1)5CF CDBと，1)ち [I'~; PNA門: CALし NL門ら〔、

05[12 114111 L[I 口E..NA門E
(l :; [15 C :::: 7 B (l ::: ，JF' 門::;;CiX 

05 [1 ::: 

05 [1 ::: 

oち[1::: 

。ち[1::: i C F'RTHL.: L[I A・H
05[1勺(:[1[1[105 CALし F'RTHX 

oち[1(: 7[1 LD A，し
05[1[1 

05[1[1 F5 F'RTH X : F'I_I::;H AF 

05[1E EιF(> AN[I FOH 
(>ちEO OF F:RCA 

05E 1 OF RRCA 

05E2 OF RRCA 
。ちE:;: OF RRCA 

05E4 1ご[lF305 CALL A:::;C 

05E7 CDCoO::: CALし F'RNT 

(lちEA F1 F'OP AF 

05EB E(:，OF AND OF 
05E[I CDF30ち CALL A:::C 
05FO 1二JCι0:::: ，lP PRNT 
05F3 

。ちF:::

05F:;: 

。ちF3 EιOF A:::C: A ND 。FH
05Fち仁と，:;:(l A[I[I A，30H 
1)ちFi FE3A CF' 3AH 
(lちFヲ[1::: RET 
05FA (:607 AD[I A，07H 

05FC C9 R正T

oちF[I

05FD 
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05FD 
05FD FE47 HEX: CP 47H 
05FF 3011 .JR NC，HEXCR 。ι01 FE 41 CP 41H 。ι0:3 300A .JR NC，HEXl 
0605 FE3A CP :;:AH 
0607 3009 .JR NC，HEXCR 
0609 FE~:O CP 30H 
0608 D8 RET f": 

060C [16:::0 SUB 30H 
060E C9 RET 。ιOF D637 HEX 1 : SUB 37H 
0611 C9 RET 
0~.12 37 HEXCR: SCF 
0613 C9 RET 
0614 
0614 
0614 ; 
0614 Dち HLHEX: PUSH DE 
0615 CD2306 CALL 2HEX 
0618 3807 .JR C，HLl 
061A e.7 LD H，A 
0618 CD230ゐ CALL 2HEX 
061E :3801 JR C，HL1 。ι20 6F LP L，A 
0621 [11 HL1: POP DE 。ι22 C':.' RET 。ι2:3
062:3 
0623 
0623 C5 2HEX: PUSH 8C 
0624 1 A LD A， (DE) 
0625 13 INC DE 。ι2ιCDFD05 CALL HEX 
0629 380D .JR C，2HEXl 。ι2B 07 RLCA 
062C 07 RLCA 
062D 07 RLCA 
062E 07 RLCA 。毛.2F 4F LD C，A 
0630 lA LD A， (DE) 
0631 1~: INC DE 
0632 CDFD05 CALL HEX 
0635 ~:E:01 .JR C，2HEXl 
06:37 Bl OR C 
oと.38 C1 2HEX1: P口P 8C 
O~.39 C9 RET 。ι3A。社.3A

。ι3A ; 

06:3A C5 SA門E: PUSH BC 
06~:B [1ち PUSH DE 
06:3C E5 PUSH HL 
063[1 lA -SA門E1 : L[I A， (DE) 

063E 8E CP (Hし)
。ι::::F 2002 .JR NZ，SA門E2
Oe.41 1004 DJNZ SA門E:3
0643 E1 SA門E2: POP HL 
0644 Dl POP DE 
0645 C1 POP BC 
0646 C9 RET 
0647 FEOD SA門E3: CP ODH 
064ヲ 28F8 .JR Z，SA門E2
0648 13 INC DE 
Oe.4C 23 INC HL 
064D lE:EE JR SA門E1
064F 
。ι4F

Oe.4F ; 

(l(:.4F AF ?CLER: XOR A 
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0650 ; 

0650 77 ?DINT: LD (HL)， A 

0651 23 INC HL 。ι52 10FC [lJNZ ー2ラ

0654 C9 RET 
0655 
0~， 55 

0655 
0655 A6 CCURS: AND (HL) 

Oe，56 77 LD (HL)， A 

0657 A7 AND A 
0658 3E1F LD A，1FH 
065A 2802 ，JR Z，CCURS1 
065(: 3E93 LD A，93H 

065E :32C80ι CCURS 1: LD (KEYω1 +4) ， A 
0(:，61 32D70(:， LD ([lYSCSL+1)，A 

0664 C9 RET 
0665 
06ゐ5
0(:，65 22D 111 CURS10: LD ([lSPXY)，HL 

0668 C3750A .JP RETN 
066B 

0668 
066B 2D414452 co門E32 DEFM '-ADR.$' 
066F 2E24 
0671 0[1 DEFB (lDH 
0672 53455420 SET門ES: DEF門 'SET TAPE' 
Oe，7ι54415045 

067A 0[1 DEFB ODH 
067B 57524954 ωRI門ES: DEF門 'ωRITING ' 
067F 494E4720 
0683 (1[1 [lEFB O[lH 
0684 57524954 ωPRMES: DEF門 'WRITE PROTECT' 
0688 45205052 
068C 4F544543 
0690 ち4
0691 OD DEFB ODH 。ι92 43484543 SU門門ES: DEF門 'CHECK SUM ERROR' 。と86 4B205355 
069A 4D204552 
069E 524F52 
Oe.A 1 OD DEFB ODH 
06A2 
06A2 ; GETL KEY 

06A2 ; 

06A2 KNU門BS:[lEFS 

06A3 KNU門B: DEFS 
06A4 
06A4 GETL: ENT 
Oe.A4 F5 PUSH AF 
06A5 Cち PUSH BC 
06A6 E5 F'USH HL 
06A7 [15 PUSH DE 
Oe.A8 3AA20ι LD A， (KNUMBS) 
06AB :32A:306 LD (KNU門B)，A 
06AE (:[1290(: KEYω : CALし ?F'ONT 
06B 1 220:300 LD (FLPOS) ， Hし
(>(:.B4 (:D:;:EOC CALL DSPR 
0687 320[100 LD (FLASH}，A 

Oe.BA 320EO(l LD (FLSDAT)，A 

06BD ED732EOO ド:EYω2: LD (STAC!<) ，SP 

06C1 2A0300 LD HL， (FLP口S)

06C4 3AOEOO KEYω1 : LD A，(FLSDAT) 。ιC7 FE1F CP lFH 
06C9 2008 .JR NZ，[lYSCSL 。ιCB 3AODOO LD A， (FLASH) 
06CE 320EOO KEYω3: LD (FLSDAT)，A 

Oe.[ll C[l500(: CALL DSPω 
06[14 1:304 .JR KEYFし。ι[16 3E1F DY 合 C~:; L: LD A，lFH 
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06D8 18F4 ，JR KEYω3 
。ιDA F5 KEYFじ2 F'USH AF 
06D8 E5 PUSH HL 
06[1C 0640 LD 8，40H 

06DE C5 KYFL 1 : PUSH 8C 
06DF CDOF09 CALL KEYKEY 
06E2 FEIE CP 1EH ;NO KEY DATA 
Oe，E4 2007 ，JR NZ，KEYDIS 

06E6 C1 KYFL2: POP BC 
。ιE7 10F5 D，JN Z KYFL1 
06E9 E1 POP HL 
06EA F1 F'口P AF 

06E8 18D7 ，JR KEYW1 
。ιED F5 KEYDIS: F' U~;H AF 
06EE FE01 (:P 01H 
06FO 382C JR C ， DI~;F・門

。ιF2 FE05 CP 05H 
。ιF4 3028 JR NC ， DI~;P 門

06F6 C850 81T 2，8 

06F8 2:::24 ，JR Z，Dl::;P門
Oe，FA 3E78 LD A，78H ;CURSOL KEY ONLY 
06FC :32F711 LD (KSTD+3)，A 
06FF 3A3500 LD A， (REPTCT) 

0702 3D DEC A 
070:3 ~:23500 LD (REPTCT) ， A 
0706 2:::11 ，JR Z，REPT 
0708 Fl POP AF 
0709 CD2ι(1';'1 REPT1: CALL KEY 
070C FEOl CP 01H 
070E 3804 ，JR C，REPT2 
0710 FE05 CP 。ちH
0712 3:::D9 ，JR C，KEYDIS 
0714 CD290:=: REPT2: CALL FLASω 
0717 1822 ，JR KFINO 
071~1 3E40 REPT: LD A，40H 
0718 32350(1 LD (REPTCT)，A 
071E (:D2908 DISP門z CALL FLASω 
0721 F1 POP AF 
0722 4F LD C，A 
(l 72~: 3A 1500 LD A， (SωRf() 

0726 87 口R A 
0727 CC140F CALL Z，8ELL 
072A 79 L[I A，C 
0728 E6FO AND FO 
072D FE20 CP 20H 
072F 79 LD A，C 
0730 3812 ，JR C，FUNC 
0732 CD4008 GT2: CALし ?DSP 
0735 21A306 LD HL，KNU門B
0738 35 DEC (HL) 

073ヲ 282E ，JR Z，GTCR 
073B 21AEO(:. KFINO: L[I HL，KEYω 
073E ED7B2EOO LD SP，(STACK) 
0742 Eち PUSH HL 
0743 C9 RET 
0744 C8ι7 FUNC: BIT 4，A 
0746 C2C007 ，JP NZ， FTA8 
0749 FEOD CP ODH 
074B 2:::1C ，JR Z，GTCR 
074D FEOB CP OBH 
074F 2805 ，JR Z，GTBRK 
0751 CD :~:9 (l A GT5: CALL ?DPCT 
0754 18Eち ，JR KFINO 
0756 ED7B2EOO GTBRK: LD ~;p ， (STACK) 
075A El POP HL 
075B E5 PUSH HL 
07ちC 3608 LD (Hし)，OBH ;BREAK 
075E 2:;: INC HL 
。75F :3ιOD LD (HL) ，ODH ;1ごR
0761 CD2EOA GETLR: CALL LETNL 
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0764 [11 POP DE 
0765 E1 F・OP HL 
076ιC1 POF' BC 
(J.767 Fl POP AF 
0768 C9 RET 。7o9 2ADl11 OTCR: L[I HL， (DSPXY) 。76C ちC LD E，H 
076[1 01 [lEFB 01.H ; LD BC，0028H 
076E 280(1 CV::::O: DEFω 0028H ; XCHG 
0770 C[l200C CALL 門AOA
0773 EB EX DE，HL 。774 2A[ll11 LD HL， ([1さ:pX Y ) 。777 2011 ，.Jf;: NZ，I3ETLA 。779 13 CiTCF.:O: 1 NC DE 
077A 1A LD A， (DE) 。77B B7 。R A 

077C 2::::1B ，]P Z，CiETLC 
077E 3E2::: LD A，40 ; XCHO 
07:::0 ::::1 ADD A，C 

07::::14F LD C，A 

07:::2 1 :::Fち ，]P OTCRO 。7:::4 2ち A[I[lOA: [lEC H 
つ7:::5 3E2:::: LD A，40 XCHG 

A[l[l A，C 。7:::::::: 4F LD C，A 。7:::";1 C匂 RET 

07::::A 2ち OETLA: [lEC H 。7:::B 1 B [lEC DE 
07::::[ ::::tl [lEC A 。7::;:[1 2:::EA ，JR 2・OTCRO
07:3F 18Fつ ，JR (iETLA 
07勺1

0791 32A20(:. GETLKN: LD (KNU門B::::)，A 

0794 C[lA40と. CALL CiETL 

07勺7 1 A LD A， ( DE) 

079::: C匂 RET 

0799 
079匂。799 2EOO OETLC: LD L，OOH 

0798 C[l2COC CALL ?PNTl 

07':;'E ED782EOO しむ :::p， (きTACI:::) 

07A2 D1 F'OF' DE 

07A:3 D5 F'U:3H DE 。7A4 Cち F'U・':::H BC 

07Aち C[IちDOC CALし [1ωLDIR 
07A:::: C1 POP BC 

07Aヲ E1 POP HL 

07AA E5 PU3H Hし
07A8 41 しむ 8，C 。7AC 7E GLOP 1 : LD A， (HL) 
07A[I 87 OR A 。7AE 2002 ，JR NZ，+4 

07BO :3E20 LD A，20H 。7B2 77 L[I (HL) ， A 

07B:3 23 1 NC HL 
0784 1 OF e， [I，JN Z OLOPl 

078ι3ι0[1 Gし口P2: LD (HL) ，ODH 

07B::: 2B [lEC HL 

07B9 7E LD A t (HL) 

078A FE20 CP 20H 
07BC 2:3F8 ，]R Z，GLOP2 

07BE 1:::Al ，]R OETLR 
07CO FE1B FTAB: CP 1BH 
07C2 2::::2C ，JR Z，TAB 

07C4 FE1A CP 1AH 
07C/:.. 284E ，JR Z，F(l(l 

07C8 E60F AND OFH ;0(1-09 F1-F10 。7CA :;:C INC A 

(l7CB 47 LD B，A 

07CC 210012 LD HL，FARE ; 12(l(l-129F 
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07CF 54 LD O，H 
0700 5D LD E，L 
0701 70 LD A，L 
0702 FEAO CP AOH ; FARE ENO 
07D4 2810 JR Z，+18 
07D6 7E LO A， (HL) 
0707 2:3 INC HL 
07D8 FEOD CP OOH 
070A 20F5 .JR NZ量ーヲ
07D(: 10Fl DJNZ 
07DE 1A 門RUN: LD • At (DE) 
07DF FE7F CP 7FH ;?CR 
07E1 CA6907 .JP Z，GTCR 
07E4 FEOD CP ODH 
07E6 CA3B07 JP Z，KFINO 
07E9 4F LD C，A 
07EA C09C08 CALL ?PRT 
07ED 1~: INC DE 
07EE 18EE JR 門RUN
07FO 3E03 TAB: LO A，03H 
07F2 CD390A CALL ?DPCT 
07F5 3AD111 LO A， (DSPXY) 
07F8 B7 OR A 
07F9 CA6907 JP Z，GTCR 
07FC 21C011 LD HL，TABDAT ;TAB DATA ARER 
07FF 2~: TAB1: INC HL 
0800 3E27 LD At39 ; XCHG 
0802 BE CP (HL) 
0803 DA6907 .JP CtGTCR 
080ι3AD111 TAB2: LO A， (DSPXY) 
0809 96 SUB (HL) 
080A CA3B07 JP Z，KFINO 
0800 30FO .JR NCtTABl 
080F 3E03 LD A，03H 
0811 CO:390A CALL ?OPCT 
0814 18FO .JR TAB2 
0816 21A306 FOO: LD HL，KNU門B
0819 35 OE(: (HL) 
081A 2801 JR Z，+3 
081C 35 OEC (HL) 
0810 CAゐ907 JP Z，GTCR 
0820 112300 LD DE，FOARE 
0823 C07B08 CALL 門SGX
082ιC~:3B07 JP KFINO 
0829 2A0300 FLASω: LD HL，(FLPOS) 
082(: 3AODOO LO A，(FLASH) 
082F C3500(: JP DSPω 
0832 

0832 
o、c:・・ ~:・ 2、
0832 GETKY: ENT 
0832 C5 PUSH BC 
083:3 D5 PUSH OE 
0834 E5 PL1SH HL 
0835 C02609 CALL KEY 
0838 El POP HL 
0839 01 POP OE 
083A C1 POP BC 
083B FEIE CP 1EH 
083[1 CO RET NZ 
083E AF XOR A 
083F C9 RET 
0840 

084-0 

084iO 
084'(1 F5 ?DSP: PUSH AF 
0841 C5 PUSH BC 
0842 05 PLlSH DE 
0843 E5 PUSH HL 
0844 C[l290[: I)SPO: CALL ?PONT 
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0847 CD500C CALL DSP凶
084A 2AD111 LD HL，(DSPXY) 
084D 7D LD A，L 
0E:4E FE27 CP 39 ; XCHG 
0850 2017 JR NZ，DSP4 
0852 5C DSP1 : LD E，H 
085:3 C[l200C CALL 門AGA
0856 2;:: INC HL 
0857 3f!.0 1 LD ( HL) ， 1 
0859 B7 OR A 
085A 280A .JR Z， DSP:3 
085C 3602 DSPJR: LD (HL) ，2 ;CHR80:JR DSP3+1 XCHG 
085E 3D DEC A 
085F 2805 .JR Z，DSP3 
0861 3603 しD (HL) ，3 
086;:: 3D DEC A 
08ゐ4 2001 JR NZ，DSP3+1 
086~. 23 DSP3: INC Hし
0867 3600 LD (HL) ，0 

086ヲ C3020B DSP4: .JP CURSR 
086C 
086C 
086C 
(l 8~.C PRNTT: ENT 
086C CDC408 CALL PRNTS 
086F :3AF211 LD A， (DPRNT) 
0872 87 OR A 
0873 C8 RET Z 
0874 06σA SUB 10 
087ι38F4 JR C，-10 
0878 20FA JR NZ，-4 
087A C9 RET 

087B 
087B 門SOX: ENT 
087B F5 PUSH AF 
087C C5 PUSH BC 
0870 05 PUSH OE 
087E 1A MSGX1: LD A， (DE) 

087F FEOO CP ODH 
0881 2815 JR Z，門SG2
0883 C[lB508 CALL PRT3 
0886 1~: INC [lE 
0887 18F5 .JR 門SGX1
0889 
0889 門::;13: ENT 
0889 F5 PUSH AF 
088A C5 PUSH BC 
088B [15 PUSH DE 
088C lA MSGl : LD A， (DE) 

088[1 FEOD CP (l[lH 
088F 2807 .JR Z，門!:;G2
0891 4F LD C，A 
0892 C[l9CO::: CALL ?PRT 
08ヲ5 1:;: INC DE 
0896 18F4 .JR 門501
0898 D1 門 ~;C;2 : POP DE 
0899 C1 POP BC 
089A F1 POP AF 
089B (:9 RET 
089C 
089C 79 ?PRT: LD A，C 
089[1 E6FO AND FOH 
08ヲF 79 LD A，C 
08AO 201 :::: .JR NZ，PRT3 
08A2 CD:390A CALL ?OPCT 
08A5 FEO;:: CP (l:;:H ;CURSR 
08A7 280F .JR Z，PRT4 
08A9 FE05 CP 05H ;HO門E
08AB 280::;: .JR Z，PRT2 
08AD FEOι CP 06H ;CLRS 
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O:3AF CO RET NZ 
O:3BO AF F'RT2: XOR A 
O:3B 1 32F211 LD (DPRNT)，A 
08B4 C~' RET 
08B5 C[l4008 PRT3: CALL ?DSP 
O~:B :3 3AF211 F'RT4: L[I A， (DPRNT) 
08BB 3C INC A 
08BC FEAO CF' 160 
08BE 3:::F 1 ，JR C，PRT2+1 
0:::(:0 [1ιAO SUB 1 t， (l 
08(:2 1 :::E[I ，JR PRT2+1 
08C4 

08C4 
08(:4 PRNT::: : ENT 
08C4 :3E20 LD A，20H 
O:3C/:.. 

08Cι PRNT: ENT 
08C/:.. FEO[l CF' O[lH 
08(:8 CA2EOA ，JP Z，LETNL 
08CB C5 F' U~::H BC 
08CC 4F LD C，A 
08(:[1 C[l9C08 CALL ?PRT 
0:3[1(1 7';: LD A，C 
0f:::D1 C1 F'OP BC 
08D2 C9 RET 
08[1:;: 

08[13 ; ~:; IごROL DATA IN 
08D3 ( :::CR (I ~::T 】=さ:TART LINE 
08[1::;: (SCREND)=END LINE 
08 [1::;: ; INITIAL:1 ， 24 
0:::[13 ~::CR~3ET: ENT 
08D:;: F5 F' U ~:: H AF 
0:::[14 Cち PU~::H BC 
(l ::: [1ち[15 PU:::H [lE 
0:::[11;. E5 F' U~;H HL 
0:;:[l73AOBOO LD A， (ち lご RO~:: T ) 
08[1A 47 LD 8，A 
。8DB 4F L[I C，A 
1):::[lC 21 D8CF LD HL， ~::CRN-40 ; XCHO 
O::;:[lF 112:::0(1 L[I [1 E ， (l 0 2 ::: H iXCHG 
08E2 1';) ADD HL，DE 
(l ::: E ::: 1 (l F [1 [1，] N Z -1 
0:::E5 2213(1) LD ( :::CR:::T ) ，HL 
0::: E ::: 

08E::::: 3AOCOO LD A， ('::CREND:' 
。::;:EB ::::C INC A 
(I::::EC タ1 :::U8 
08E[I 47 LD 8，A 
08EE 2100(10 LD HL，OOOOH 
0:::F119 AD[I HL，[lE 
O:::F2 10FD [I，]N Z 

O:::F 4 221800 L[I (・::C R :;:: 1 Z ) I H L 
O:::F7 ::;:E 0 1:.， LD A，06H 
。:::F9 CD:;:':.'OA CALL フ[lF・CT
O:::FC E 1 POF' HL 
O::;:FD D1 F'OF' DE 
O:::FE C1 F'OF' BC 
08FF F1 F'OF' AF 
0900 C勺 RET 
0901 

0901 21F311 NOKKEY: LD HL，KY8DA 
(lヲ04 77 LD (HL) ，A 

。ヲ05 ::;:[1 DEC A 
0901:.， O/:..OB LD B I 11 
0908 2::;: INC HL 
0909 77 LD (HL) t A 

0・':./OA 10FIご [I，]NZ ー-・2
090C 3EIE LD A， 1 EH 
090E C9 RET 

(lヲOF
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O';10F KEYKEY: ENT 

090F DBE8 IN A， (E8H) 

0911 CBA7 RES 4，A 

0913 D3E::: 口UT (E8H) ，A 

0915 DBEA IN A t (EAH) 

O'~'1 7 DBEA IN A， (EAH) 

091 '? :~:C 1 NC A 

O'~'lA F5 PU::;H AF 

091B (1605 LD B，ち

091D AF XOR A 

091E :3[1 DEC A 

091F 20FD ，JR NZ，-l 

0921 10FA [I，JNZ -4 

0923 Fl F・OP AF 

0924 2:3[1B ，JR Z，NOKKEY 

092(:， 

(1令26 KEY: ENT 

092(:， DBE8 Kf;ωEF': IN A， (E:::H) 

092::: E6FO AND FOH 

092A F61B OR lBH 
(1ヲ2(: 57 LD [I， A ; D=::;TROB 

092[1 D3E::: OUT (E:::H) ，A 

092F AF X口R A 

09:~:O :~:22ι (l(l LD ( f:::DATω) ，A 

09:::::3 :322700 LD (KDATω1 ) ，A 

(>ヲ3ιDBEA IN A， (EAH) 

0938 2F CPし

09::::':" 47 LD B，A ;B=BIT DATA 
o勺:3A OEEA LD lご， EAH ;C=I/O PORT 
。ヲ::::C (1 [1 ~:;ωE F': [lEC 

093n OD [lEC 

o勺3E 1ち [lEC [1 

。9:3F E[l51 OUT (C)・[1

o勺41 OC INC 

0942 (11ご 1 NC 
(l勺4:::: D5 PI_I三H 口主
0944 21F411 LD HL・}・ ::;TD 
。勺47 7A LD A，[I 

0'-;/4::: EιOF AND 勾H
o勺4A ちF し[1 E・A
094B 1ι00 LD [1， 0 
(l勺4[1 1勺 A[I[I ト~L! [l E

0 ・コ4E E [17 ::: IN A， (C) 

0950 ちF LD E，A 
o勺51 2F CPL 
09ち2 AI:.， AND (HL) 
() 1;， 5 :3 7 :3 LD (HL) ， E 

09ち4 [11 F・OF' DE 
。';'55 5F し[1 E，A 
(l ':.'ちと， E:7 OP A 
0 ・~'57 C4240A CAしし NZ，DATAl 
0・ヲちA 7A LD A，(1 ; ::; T F: 0 B E N D .? 
095B EらOF AND OFH 
(>勺ち[1 20[1[1 ，JR N Z ， ::;ωEF' 

1)ヲ5F E[l5B2600 LD DE， (ト::DATω)

o勺ι3 7B L[I A，E 

09ι4 B7 OR A 

0 ・ヲι 5 202A .JR NZ，DATA ; k:'::;ωEF' EN[I 

(1勺と，7 NOf:::D: ENT 
0・pι....， 21F311 NOK[ll : L[I HL，f<YBDA iSF'E仁IAL B1T DATA 
0 ・コf:..A 7::: LD A，B 

09(:.B BE CP (HL) 

0・"i!6C 2:::20 .JR Z tド:FINA 

09ιE 77 LD (HL) ，A 

。';'(:.F 21D011 NOk[l2: しD HLtK門O[lE ;kO・:;X xxxx 

0';'72 FE01 CF' 01H 
0';'74 2::: 15 ，.JR ZtGRF'HO 
097ιFE(l2 CF' 02H 
097::: 2:::0E .JR Z ，::;門ALLO ; ::;L 

。勺7A FEO::;: CP (l ~:H ; [1 1 :;:;F' C R 
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O';，'7C 2:::07 ，JR Z ， CR [11 ::; ;G+・3し

097E FEO::: CP 0::: H 
o勺:::(1 200C ，.JR NZ，f:::FINA 
1)タ:::2 3E(lC KANAO: LD A，OCH 
0984 01 DEFB 
0 ・'~J:::5 JE7F CRD1S: LD A，7FH 

09:::701 DEFB 

09:::8 :3EOA 5i門Aしし口: L[I A，OAH 
09:::A 01 DEFB 
098B JE09 GRPHO: LD A，09H 
09:::0 01 DEFB 
09:::E 3E 1 E ト:F1 NA: LD A， 1 EH 
(J勺90 C。 RET 

0991 

0 ・~'91 7B OATA: LD A，E 

09勺2 1 EOi) L[I E，O(lH 

0994 B7 OR A 

0995 1F ROT: RRA 
0・7・勺人 :士.. 弓()τ: ，JR C，ROTE 
0';' ":.1 ::: 1 C INC E 
()，;，・コヲ 1 :::FA ，JR ROT 

(I':.'9B B7 ROTE: O~: A 
OQ91ご 20FO ，JR N Z t f::: F 1 N A 

099E 3EOF ドDIN: LD A，OFH 

09AO A2 AND [1 ;[1=・:nROB DATA 
(ぃ:)A1 1 F PRA 

。勺A2 ち7 L[I [I， A 
(1少A3 :3004 ，JR NC，ド[11
(J匂《ち 3E08 LD A， (l:;::H 
(1勺A7 ::: :~: ADD A，E 
09A::: ちF L[I E，A 
。勺《勺 7A ド:[11 : L[I A，(I 

(1勺AA 4A LD lご，[1 ; [I=A[I[I・3TROB
(1勺AB 07 RLCA 
09AC 07 RLCA 
09AD 07 RLCA 
09AE 07 RLCA 
O~/AF Bさ: OR E 

09BO 5F LD E，A 

09B1 AF XOR A 

09B2 ちア LD [I， A 

O~/B3 79 LD A，C 

0'::>B4 FE02 CP 02H 
o勺Bt，3814 ，JR C，L門口NLY
。ヲB8 21[1011 L[I HL，f:::門口DE
09BB 7::: L[I A，B 

。ヲBC FE04 1ごP 04H ; ~田:'

09BE 2:::32 ，JR Z，SHIFT 

09CO CB7E NO門LK: B1T 7， (Hし)

09C2 200E ，JR NZ，KKANA 

0'~/C4 CB76 BIT /:..， (HL) ; G 

09Cι200F ，JR NZ，KGRP 

09C::: CBιE B1T 5 t (Hし) ; S九・

。ヲCA 2021 ，JR Nl，KS刊し

(l9Ct・211EOO し門ONLY: L[I HL，KTBし

09CF 19 KA[lD: ADD HL，[lE 

09DO 7E KAT門: LD A t (HL) 

09D1 C'? RET 
09D2 21AEO[l KKANA: LO HL，KTBLK-:32 
09[15 18F:3 .JR KADD 

09D7 218EOO KGRP: LO HLtKJBLG-32 

09[1A 7B LD A，E 

09DB FE40 CP 40H 

O':.'[lD 38FO ，JR C，KAD[I 

09DF FE52 CP EVZ勺2H

09E1 2807 .JR Z，+9 

09E3 FEち:3 CP 5:3H 

09E5 20A7 ，JR NZ，KFINA 

09E7 3E07 LD A，07H 

09E9 01 DEFB 
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09EA :3E05 LD A，05H 

09EC C9 RET 

09E[I 21ちる(1[1 KS門し Z しB HL，KTBL:3-:32 

09FO 18[1[1 .JR KA[I[I 

09F2 

09F2 7B SHIFT: L[I A，E 

09F3 FE52 CP 52H 

09F5 2807 .JR Z， +ヲ

09F7 FE53 l二P 53H 

09F9 2006 .JR NZ， :::HIFT 1 

09FB 3EOi:: LD A ，OE:H 
09FD 01 DEFB 

09FE 3E06 LD A，06H 

OAO(l C9 RET 

OA01 CB7E SHIFT1: BIT 7， (HL) 

(l A 0 ::;: 2 (l (1 [1 .JR N Z ， ~C:::K ANA 

OA05 CB7ι BIT 6， (Hし)
OA07 2BE4 .JR Z，KS門L
OA09 21E60[l RVGRP: LD HL，KTBLR-32 
OAOC FE4A CP 4AH 
OAOE 300E .JR NC，KFINB 

OAI0 1:::B[I JR KADD 

OA12 213ιOE KSKANA: しD HL，KTBLKS 

OA15 060D LD B t1 :?: 

OA17 BE .:・:SKA1 : CP (HL) 

OA1::: 2:::0ブ .JR Z ， K:::KA2 

OAIA 23 lNC HL 
OAIB 2:;: INC HL 
OAIC 10Fヲ [I.JNZ KSKAl 
OAIE t・:?::::E 09 KFINB: .JP KFINA 

OA21 23 K:::KA2 : lNC HL 
OA22 7E LD A， (HL) 

OA23 C9 RET 
OA24 

OA24 

OA24 ED~5:;:2ι00 DATAl : LD (ト DATω)， DE 

OA2::: C9 RET 

OA29 

OA29 

OA2勺

OA29 Nし: ENT 
OA29 3AF211 LD A! ([lPRNT ) 
OA2C 87 OR A 
OA 2[1 C::: F::ET 7 

OA2E 

OA2E LETNL: ENT 

OA2E AF XOR A 
OA2F :;:2F211 LD (DPRNT) ，A 

(l A :::: 2 :3 E (l E LD A，OEH ; VEY N口門Aし門口DE
OA :;:4 CD390A CALL ?DPCT 
OA37 3EO[l LD A，O[lH 
OA::;:勺

OA::::。
OA:::::ヲ

OA39 7・DPCT: ENT 
OA::;:勺 Fち PU:::H AF 
OA3A C・5 PU:::H BC 
OA3B Dち PU:::H DE 

OA3C E5 PU~::H HL 
OA3D B7 口R A 

OA3E 2:::3ち .JR Z，RETN 

OA40 214EOA LD HL，TDPCT 

OA43 3D DEC A 
OA44 07 RLCA 

OA4ち 4F LD (:，A 

OA4ι01;.00 LD B，O 

OA4:::: (コヲ A[lD HL，BC 

OA4勺ちE LD E， (HL) 

OA4A 2:::: INC HL 
OA4B ちと. LD D， (HL) 
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OA4C EB EX DE，Hし
OA4D E9 ，JP (HL) 
OA4E E90A TDPCT: DEFω CURSD 
OA50 F90A DEFω CURSU 
OA52 020B DEFω CUR宕R
OA54 1 [lOB DEFW CUR~:; し

OA5ι520B DEFω HO門E
OA5::: :;: 1 OB DEFω CLR~:; 
OA5A 5AOB DEFω DEL 
OA5C A10B DEFトJ 1 N::;T 
OA5E 9:30A DEFω GRAPH 
OAI;.O :::90A DEFω さ;門ALL
OA62 750A DEFω RETN ;8REAV 
OA64 7AOA DEFω KANA 
OA6ιE:::OB DEFW CR 
OAι121ιCOA DEFω LA門(lDE
OA6AιCOA DEFω CANRV~:; 
OA6C 
OAιC LA門ODE: ENT 
OA6C 21D011 CANRV::;: LD HL，KMODE 
OA6F :3EOO LD A，(lOH 
OA71 C[l5501;. 口UTRT: CALL CCU~:~:; 

OA74 
OA74 
OA74 00 NOP 
OA75 E1 RETN: POF' HL 
OA7ι [11 POP DE 
OA77 C1 F'OP BC 
OA7::: F 1 POF' AF 
OA7';' Cヲ RET 
OA7A 21D011 f:::ANA: LD HL，f:::ト'10DE
OA7D C87E 81T 7， (Hし)
OA7F C8BE R E~:; 7， (Hし)
OA::: 1 2002 ，JR NZ，+4 
OA::::3 1.ごBFE ~:; ET 7，( HL) 
o A:::ち:3E勺F し[1 A，勺FH
OA:::7 1 :::E::: ，.JF: 口UTRT
OA:::9 21 [1011 ~::門 A しし: LD HL，f:::MODE 
OA:::C CBιE 81T 5， (HL) 
OA:::E CBAE RE::; 5 t( HL ) 
OA今o 2002 ，JR NZ，+4 
OA92 CBEE ':;ET 5， (HL) 
OAヲ4 3E3F しD A，JFH 
OA9と， 1 ::::[19 ，JR 口UTRT
OA9::: 21D011 GRAF'H: LD HL，KMODE 
OA9B CB7ι B1T ι， (HL) 
OA'''i/D C8B6 RE:::; ι世 (Hし)
OA9F 2002 ，JR NZ，+4 
OAA1 CBFt. ~:; ET と・， (HL) 
OAA:;: ::;:E5F LD A，ちFH
OAA5 1 ::::CA ，JR OUTRT 
OAA7 
OAA7 
OAA7 
OAA7 ED5B130(l ::;CROし: LD [1 E， ( ::; C R ~:; T ;. 
OAAB ED4B1BOO L[I BC， (:;:;CR:;:;1 Z) 
OAAF 212:300 LD HL， (102:::H ; XCHG 
OAB2 19 A[lD HL，DE 
OA83 C[l5DOC CALL DωLDIR 
(lABιE8 EX [lE，Hし
OAB7 Ot，2::: LD B，40 ; XCHO 
OAB':.' C[Iιcoc CALL D::;;CL 
OABC :3AOBOO LD A， (::;CR口::;T)
OABF 4F LD C，A 
OACO 3AOCOO L[I A， (::;CREND ) 
OAC::;: 91 :;:;UB 
OAC4 Cι0::;: A D[I A ， (l:3H 
OAC6 4F L[I C，A 
OAC7 0600 LD 8，0 
OAC9 11[1:;:11 LD DE，門AN(i
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OACC :3AOBOO LD A t (SCROST ) 
OACF 6F LD LtA 
OADO 2600 LD H，O 
OAD2 19 ADD HL，DE 
OAD3 E5 PUSH HL 
OAD4 D1 POP DE 
OADち 1B [lEC DE 
OAD6 D5 PUSH DE 
OAD7 E[lBO LDIR 
OA[I;'} :;:ι00 LD (HL)，OOH 
OADB E1 POP HL 
OAD(: 7E LD A， (HL) 
OADD B7 OR A 
OADE 2:::95 ，JF: Z，RETN 
OAEO 2AD111 SCR02: LD HL，([lSPXY) 
OAE:::: 25 [lEC H 
OAE4 22D111 LD ([JSPXY) ，Hし
OAE7 l:::BE ，JR ~;CROL 
OAE':':' 
OAE匂 2AD111 CUR:::[I : L[I HL， (D~::;P XY) 

OAEC 3AOCOO L[I A，(SCREN[I) 
OAEF BC CP H 
OAFO :::::::B5 ，JH C， ~:;CROL 
OAF2 2:::B:::: ，JR z ， ~:;(:ROL 

OAF4 24 INC H 
OAF5 C::;:ιち06 C U R~:; 1 : ，]P CUR::: 1 (l 
OAF::: 00 NOP 
OAF9 (:[11201ご CUF:~::U : CALL 三:1ごR[1 ::; D 
OAFC D2750A ，] F' NIこ， F.:ETN 
OAFF 2ち [lEC H 
0800 1 :::F3 ，JF: CURSl 
0802 
o 8 ;) 2 2 A [11 1 1 CUR'::R: LD HL， ([I~:::F' XY) 
0805 7[1 L[I A，し
OBOιFE27 CF' .島-!一 '-ー) ; XCHG 
(l B (l ::: ::;: (l 0 :;: .JR NC ， C リ R~:: 2

080A 2C INC し
OBOB 1 ;::E::: .JR CUR~:: 1 
OBO[l 2EOO 仁UW::2: LD L，O 
OBOF 24 IN仁 トf
OB10 3AOCりの LD A ， ( :::: C R E N [1 ) 
OB 1 :;: BC CF' H 
OB14 30DF ，.JR NC， CUR'::: 1 
OB1ι と，7 LD H，A 
OB17 22D111 しE ([I'::F'XY) ，Hし
(; B 1 A C :;: A 7 (i A ，] F' :::CROし
081[1 

OB1[1 2AD111 CUR:::し: し[1 H L. ， ( [1 ::::F' X y ) 
0820 7[1 LD A，L 
0821 B7 OR 同A 

o B 2 2 2 ::: (i :;: ..JF: Z!CUF:L1 
OB24 2[1 [lEC し
OB25 1 :::CE .JR CUR:::; 1 
OB27 2E27 cur;:し1: し[1 L，:;:。 ; XCHG 
0829 C[l150C CALし ::: C R '::: T [1 
OB2C :;:024 .JR NC，HO門E
OB2E 2ち DEC H 
OB2F 1:::C4 .]R CUR~:: 1 
OB31 
OB::::1 

OB31 210BOO CLR ~:: : L[I HL， ~3CRO~::;T 
OB::::4 5E LD E， (Hし)

OB3ち 2 :~: 1 NC HL 
OB::::ι7E LD A，( HL) 
0837 ':)3 :::U8 E 
OB::;:::: ::;:C INC A 
0839 :31ご INC A 
083A 4F L[I CtA 
08::::8 2A1300 LD H L， ( ~:; c F: ~::: T ) 
OB3E 01:.，2::: CLP~~: 1 : LD 8，40 ; XCHG 
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OB40 CDιCOC CALL DSCL 
OB43 0[1 DEC C 
OB44 20F8 .JR NZ，CLRS1 
0846 21D~:11 L[I HL，門ANt3
OB49 4B LD C，E 
OB4A 09 ADD HL，8C 
0848 :3EEF LD A，EFH ;門ANG END 
OB4[1 95 さ;LlB し

084E 47 しD 8，A 
OB4F CD4F06 CALL ?CLER 
OB52 
OB52 CDlちOC HO門E: CALL SCR ・':~TD

OB55 /:..7 L[I H，A 
OB56 2EOO LD L，O 
0858 189B .JR CUR~; 1 
085A 
OB5A CD120C DEL: CALL SCRD~:; D 
OB5D 200ち JR NZ，DELO 
OB5F AF XOR A 
OB6(1 B5 OR し

OB61 CA750A .JP Z，RETN 
0864 7[1 DELO: L[I A，し

OB65 B7 lコR A 
OB(:.ι2010 ，JR NZ，[lEL1 
0868 5C L[I E，H 
OBI;.'.ヲ([1200C CALし 門A(;A
086C 200A .JR NZ，DEL1 
OBιE (:[l290C CALし フPONT
OB71 2B [lEC HL 
0872 AF XOR A 
OB73 C[l500(: CALL [1 ~:; F'ω 
087ι18A5 ，JR CUR ~:; し

OB7::: (:D1 BOC [lEL 1 : CALL [1 ~:;門 A Ci

087B (1ι00 LD B，(l 

OB7[1 7::.: DELI0: LD A，B 
OB7E Cι2::: A[I[I A，40 XCHCi 
0880 47 し[1 8，A 
0881 7E LD A t (Hし)

OB:::2 B7 OR 内‘ 
OB::::;: 2::;:03 ，JR Z，DEL2 
OB:::ち 2:;: INC HL 
OB:::ιl:::Fち .JR DEL10 
OB:::::: 2ADl11 DEL2: LD H L I ( [1 ::; P X Y ) 
(l 8 ::: B 7 ::: LD A，B 
OB:::C 95 ::;UB し
o B :::[1 4 F LD CiA 
OB:::E 01;.00 LD B，O 
OB90 (:D2ヲoc CALL ?P口NT
OB93 Eち PU::;H Hし
OBヲ4 D1 F'OF' DE 
OB95 1B [lEC DE 
OBヲιCD5DOC CAしし D~JLD 1 R 
0899 28 [lEC HL 
08-;/A AF XOR A 
08''78 C[l500(: CALし D:3Pω 
OB9E C31[108 .JP CUR~:; し
OBAl (:[l1BOC INST: CALし [18門AG
OBA4 E8 EX DE，HL 
OBA5 OEOO LD C骨む

OBA7 2AD111 LD HL t ([I::;PXY) 
08AA 2E27 しD Lt39 ; XCHG 
08AC 2:::(lA JR Z， 1 N~:;T (l 

OBAE 24 1 NSTF:O: 1 NC H 
OBAF 79 L[I A，C 
(1 B 8 0 C ，~. 2 ::: A[lD A，40 ; XCHG 
OBB2 4F しD C，A 
OBB:::: 1:::: INC DE 
OBB4 1 A LD A， ([lE) 
OBBち B7 OR A 
OBB6 20Ft. ，JR NZ i 1 N~:nR (l 
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OBB::: C[l2COC INSTO: CALL ?PNTl 
OBBB CD :~:EOC CALL [lSPR 
OBBE B7 OR A 
OBBF C2750A JP NZ，RETN 
OBC2 E5 PUSH HL 
OBC:::: 2AD111 LD HL， (DSPXY) 
OBC6 3E27 LD A，39 ; XCHG 
OBC8 95 さ;UB し

OBC9 :::1 ADD A，(: 

OBCA 47 L[I B，A 
OBCB D1 INST2: POP DE 
OBCC D5 PU::;H [lE 
OBC[I E1 POP HL 
OBCE 2B [lEC Hし

OBCF DBE::: lN A， (E:::H) 
OB[l1 CBFF ::;ET 7，A 
OB[I:;: F3 [11 
(l B D4 [1 :;: E ::: OUT (E:3H) ，A 
OB[l6 7E INST1: LD A， (Hし)

OB[l7 12 L[I (DE) ，A 
OB[I::: :3620 LD ( HL) ，20H 
OBDA 2B DEC HL 
OB[lB 1B [lEC DE 
OBDIご 10F:3 [I，JNZ 1 N::;T 1 
OB[lE [lBE::: IN A， (E:::H) 
OBEO CBBF RE::; 7，A 
OBE2 [l3E::: 口UT (E:::H.¥ ，A 
OBE4 FB E1 
OBEち仁::::750A ，JP RETN 
OBE::: 

OBE::: CD1BOC l二R: CAしし [1 ::;門AG
OBEB EB EX DE，HL 
OBEC 2AD111 L[I HL， ([I::;PXY.¥ 
OBEF CAI)[lOB ，]P Z ! CUR:::;2 
OBF2 0ι(J(l L[I 8，(l 

(lBF4 04 CF:O: INC B 
OBFち13 INC DE 
OBF (:， 1 A し[1 A， ([lE) 
08F7 87 OF: A 
(1 B F ::: 2 (l F A ，JR NZ ，1ごRI)
08FA 24 CF: 1 : 1NC ト{

08FB 2EOl) LD L，(l 

OBF[I 3AOCOO L[I A， (三;CREND)
(l r: () ()汽7 LD [I， A 
0(:01 7C LD A，H 
(_)Iー:()ゾ1. :: ・:() AD[I A，B 
。C・0:::: BA lごp [1 

OC04 :;:::::01:.， .JR C，CR2 
OCOι22[1111 L[I (DSPXY)，HL 
。C1) 9 C :~: A 7 0 A .JF' ::;CRDし

OCOC 24 Cf;:2 : 1 NC H 
0(:(1[1 10FD [1，] N Z CF，2 
。COF C3FちOA ，JP CUF:::; 1 
01ご12
。仁 12 2AD111 ':; C R [1 ::; [1: L [1 HL I ( [1・:;F' X Y ) 
。C15 3AOBOO ::; C R ::;;T D: L [1 A ， (::; (: F: 0 ::; T ) 
OC 1 ::: :;:[1 [lEC A 
0(:19 BC CF' H 
。C1A Cヲ RET 
。C1B
。(:18 2AD111 [1 ::;門ACi: しむ HL， ([lSPXY) 
O(:lE ちc LD E，H 
。C1 F 1 C 1 NC E 
I)C20 1(;，(>0 門ACiA: LD [1，1) 

OC22 21[1311 L[I HL，門ANG
OC:::5 19 ADD トIL，[lE 
。c・21:.， 7E LD A， (Hし)

。C27 B7 口R A 
OC2::: C9 RET 
o I_: 1.';1 
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OC29 2AD111 ?PON.T: LD HLt ([I:;;PXY) 
OC2C C5 ?PNT 1 : PU::;H BC 
OC2D [15 PU~:;H DE 
。C2EE5 PUSH HL 
OC2F C1 POP BC 
OC:~:O 04 INC B 
OC::: 1 112:::00 LD DE t 002:::H XCHG 
0[:34 21 [I:::CF LD HL t ~:;CRN-40 XCHCi 
OC:37 1 ・ヲ PON1 : ADD HLtDE 
0(::3::: 10FD [I.J N Z P口Nl
。lご3A09 ADD HL，BC 
OC3B D1 POP DE 
O(::3C C1 POP BC 
OC3[1 C勺 RET 
OC3E ; 

OC3E D~:;PRED: ENT 
OC:3E F:3 DSPR: [11 
OC3F Cち PU~:;H BC 
OC40 OEE:3 LD C，E 色村
。!こ42ED40 1N B t (C) 
OC44 CBF::: ヨET 7，B 
01こ4ιE[l41 OUT (C)， B 
OC4::: 7E LD A t( HL) 
OC4ヲ CBB::: D ~:; F' W R R: R E ~:; 7，B 
OC4B ED41 oリT (C) ，B 
OC4[1 C1 POP BC 
。C4EFB EI 
OC4F Cーヲ RET 
01ごちoF3 [lSPW: [11 
。lごち1C5 p U~:;H 8C 
oc・52OEE::: LD C t E:::H 
OC54 ED40 IN 8， (C) 
OC5f:.. CBF::: ::;ET 7，8 
(J C 5 ::: E [1 4 1 OUT (C)， B 
OCちA77 L[I (HL) ，A 
01ご58 1 :::EC ，JR [1::::; pωF.: R 
OC5D F3 [1ωL[lIF:: [11 
。1こちEDBE己 IN A， (E::;:H) 
。Cι(l C8FF ::;ET 7，A 
OCι2 D :~: E ::: OUT (E:::H) ，A 
OCと，4E[lBO L [1 I F: 
01ごと.ι CBBF [1 ~J L [1 R ~~: R E ':; 7，A 
。Cι::: [1 :~: E.:::: OUT (E::::H) ，A 
OCf:..A FB E1 
OCI;，8 C9 RET 
OCI;.( F3 [1 :~; C L : OI 
。cιDDBE:::: IN A， (E:::H) 
OC(:.F CBFF ::;ET 7，A 
OC71 D3E::: OUT (E:::H) ，A 
OC73 AF XOFi' A 
OC74 フマ L[I (HL;' t A 
OC 7 5 2 :~: INC HL 
OC7f:.. 10FC [I，J N Z ....:. 

o C 7 ::: [1 B E ::: IN A I (E:::H) 
OC7A l:::EA ，JR [1ωL [1 F:N 
OC7C 
(11でブr:

OC7C 
OC7C CHR80: ENT 
OC7C 3E10 LD A，10H 
。1二7E322E01 LD (DU門PO+4)，A
0[:::::1 211:::(1匂 LD HL，O勺1:::H 
。1ご:::4 22 5 C (l :::: LD ( D S F' .] R) ，Hし
o仁:::7 3E BO LD A，BOH 
。(:::::';1 ・て:2970C LD ((:HX(l+l)，A 
。lご:::1ご 3EEF LD A，EFH 
O(::::E :~:2D40C LD (CHX2+1) IA 
OC91 3E4F LD A，4FH 
01こ勺 3 :~:2 勺 FOC LD (CHX1+l) tA 
o C'ヲιJEBO CHXO: し[1 A，BOH 
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OC9:::: ::;:2DOO:::: LD (SCRSET+I0)，A 
OC・9B 32::::50C LD (??NT1+勺)， A 
。cヲE :3E4F CHX1: LD A，4FH 
(JCAO 320108 LD (TAB1+2)，A 
OCA3 ::::24FOe LD ([ISPO+l1)，A 
OCA6 320708 LD ( 1こUR::;R+5)， A 
。CA9 322808 LD (CURL1+1)，A 
OCAC 32AB08 LD (INST+10)，A 
OCAF 32C708 L[I (IN:::;TO+15) ，A 
OCB2 ::::C INC A 
。1ごB3 :;:26E07 LD (GTCR+ち)， A 
(JCBι327F07 L[I (CiTCR(l+ら)， A 
OCB9 32:::ι07 L[I (AD[lGA+2)，A 
OCBC 32E008 LD ( ::; C R :3 E T + 1 ::) ， A 
OCBF 32800A LD (さ;CROL+勺)， A 
(lCC2 32B:::OA LD (・::CROL+17)，A 
OCCち :32::;:FOB LD ( C L Fi: ::; 1 + 1 ) t A 
OC(:::: ::27FOB LD ([lEL1(l+2)・A
(lCC8 32B10B LD ( IN:::TR(l+・:::)， A 
OCCE 32::::20(: L[I (?PNT1+ι) ， A 
OCD 1 [lBE:::: IN A， (E:::H) 
(lCD3 CBEF CHX2: ::;ET 5tA 
OCD5 D3E:::: OUT (E:::H)・A
OCD7 2100DO LD HL，[I(lO(lH 
OCDA AF X口R A 
(lCDB D3F6 OUT (Ff:..H) I A ;GRAPHIC 00 
OCDD 47 LD B，A 
(>1ご[lE C[IιCOC DCし: CALし [I:;::Cし
0(:E1 7C しD A，H 
(>1ごE2 FEE(I CF' EOH 
0(:E4 20F::: ，.JR NZ，DCL 
OCEf:.. (:[1[1:;:0:;:: CALL ::;CR::;E T 
OCE9 3E O~. LD A，!)ιH ;CL 
01ごEB C:;::;:ヲOA .J F' .-・[lF・CT

01ごEE
01ごEE CHR40: EtH 
01二EE 3EO::: LD A I (l:::H 
。lごFO 322E01 LD ([lU門F'(I+4)，A
OCF3 21 ::;:ι()2 LD Hし， 02J(:.H
(llごF(:， 2 2 5 C (1 :;:: LD ( [1 ::: F' .] R) ， H L 
OCF';! 3E[I::: LD A， [I:::H 

(1 C F B ;: 2 ':.' 7 (l C L[I (CHX(I+l) !t; 
OCFE 3EAF LD A，AFH 
O[l(l(l 32[140C LD (CHX2+1)・A
(l [1 0 :;: :;: E 2 7 LD A，27H 
。[10ち 1:;:: :::C ，JR C H X (1-;: 

。D07

0[107 
0[107 
0[107 Eち R E G 1 ::::1: F' U ::; H HL 
(> [10 ::: D 5 F'U::;H DE 
0[109 Cち F・U::;H B( 
(l[lOA F5 F' U ::; H AF 
(l [1 (> B (1 1:.， (l 4 LD 8，4 
(1[10[1 E1 F'OF' HL 
。D(>E C[I[I:::(l5 CALL F'RTHL 
o D 1 1 C [1 C 4 (l ::: CAしし F'RN T ::;; 
0[114 10F7 [I.]NZ ーフ

0[116 E1 POF' HL 
(1[117 2B [lE 1.こ HL. 
(1[11::: 1ご[1[1 ::: 0ぢ CALし PRTHL 
(1[11 B C::::B 1 (l(l ，] F' ::::1 
(>[l1E 

(>[llE 

OD1E n:EY TABし

(l[l1E 
OD1E ; ::;1) 
(l[llE 1011 トTBL: [lEFω 1110H 
0[120 1213 DEFω 1312H 
(>[122 1415 [lEFω 1514H 
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0024 1ら17 [lEFω 1 71 e，H 

0[126 
002(:， 1:::19 DEFω 191:3H 
OD28 ~:8:;:9 DEFW 393:::H 
(lD2A 1A2E [lEFω 2E1AH 
O[l2C 2B20 DEFW 2D2BH 

(lD2E -， F-J--ι .-:. 

(l[l2E :3031 DEFω 3130H 
0[130 32:3:3 DEFω :3う._，勺・・・2H

(1[1:;:2 ~:4 :35 [lEFω 35:;:4H 

(1[1::::4 3/:..37 DEFW 37:3ιH 
0[1::;:ι -， R.，J・・.:・・

OD:3(:. 1820 [lEFω 201BH 
(l[l~:::: 0[102 DEFω 020DH 
OD3A 0104 DEFω 0401H 
003(: (I:;:OB [lEFW OB (1:::: H 

(l[l3E ; ~:; 4 

(l[l3E 2F41 DEFW 412FH 
004(1 424:::: DEFω 4342H 
0[142 4445 [lEFW 4544H 
(1[144 4647 [lEFω 474ιH 
OD46 ; ~:; 5 ・._，

OD4ι4:::49 DEFω 494:::H 
OD4:::: 4A4B [lEFω 4B4AH 
(I[l4A 4C4[1 DEFW 4D4CH 
O[l4C 4E4F DEFW 4F4EH 
O[l4E ，.ーー・;l~. 

OD4E 50:，1 [lEFω ち1ちOH

OD50 5253 [lEFω 5352H 
。D52 5455 DEFω 5554H 
0[154 5t，ち7 [lEFω 575と，H
0[1ちι -， C."・づJ 

0[1ちら 5:::59 DEFω ち勺5:::H
(1[1ち:::ちAちE [lEFω ちEちAH
OD5A 5C3F DEFω 3FちCH
(>DちC 2E2C [lEFω 2C2EH 
(lD5E ; ~・=・・:3

。DちE 3031 [lEFω ;: 1 :;:OH 
(1[1(;.(> ・32 :~: :::: [lEFω :3332H 
(>[11:.，2 34:;:ち DEFW ;:5:':::4H 
1)[1ι4 :;:ι:;:7 DEFW :;:7::;:と.H
ODf:.，f:.， .， .i-m'0・:i

(l[l (;.ι :~:::: :~: 9 [lEFω :::93:::H 
0[1ι:::: 3A:3B DEFW :;:B3AH 
O[l6A 2D40 DEFW 402DH 
。DI:..C ちBOO [lEF ~J O(l5BH 
0[1と..E ; ::; 10 

(;[1ιE ち[I(lO DEFW (l(lちDH
0[170 0507 DEFW 。70ちH
0[172 0000 [lEFω (l(lOOH 
0[174 0(1(>0 DEFω OOOOH 
0[171:.， ドTBL::;: ENT 
(>[17ら ; ::::4・3

0[17ι::: 4 f:..l [lEFW ι1 :;::4H 

(>[17::: 62る:3 [lEFω 6362H 
(>[l7A 64ιち [lEFω るちι4H
(>[171二 6667 [lEFω ι76と.H
OD7E ‘、~: 5~:芸・

OD7E 6::::(:，匂 [lEFω 696:::H 
QD ::::0 らAιE [lEFω 68ιAH 
0[1:::2ιC6D [lEFω 6[1ιCH 
(l [1 :::: 4ιEιF [lEFω と，F6EH
0[1:::6 • ':.1_ .:. 

(>[1:::ι7071 DEFω 7l70H 
(1[1::::::: 727:3 DEFω 7372H 
(lD::::A 747ち DEFω ブち74H

1) [1::::(: 7ι77 DEFl.J 7776H 
(l [1 ::: E ; ::::7 ::; 
(J[I:::E 7:::79 DEFω 7';!7:::H 
。[190 7A7E [lEFω 7E7AH 
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0[19三アC:::2 [lEFω :::271ごH
OD94 3E3C DEFW ~:C3EH 

OD9ι .、 ，ごー・・::ーー:' 

(l D <:.11:.， ちF21 DEFω 21ちFH
0[1ヲ82223 [lEFω .』m..・Jー.ι-、，;_ー:H
。[l9A 242ち [lEFω 2524H 
0[1引: 2と.27 DEFω 272f:..H 
(l[l9E ~ :-;匂~:;

1) [1 ';! E 2 ::: 2 ') [lEFω 2':;'2:::H 
。[1A 0 2 A ~:: E: [lEFW 2B2AH 
。[l A2 ・~: [1らi) [tEFω らO:;:DH
。[lA4 づ 800 DEFW 0078H 
。[lAと.

(> [1 A f:.. 7 [1 (i (J [lEFω (J07[1H 
o [lA::: (1ち07 [tEF l~ 。70ち円
。DAA 0(1(10 DEFω (l(>(lOH 
。[lAC 0000 [lEFω OOOOH 
。DAE ドT8LCi: ENT 
O[lAE ; ~:: 4 Ci 
(i [1 A E ::: 3勺::! DEFレj ':'i:::::::3H 
(J D 8 0 ::: ::: ::: /:.. [lEFl.J :::f:..::::::H 
OD82 ・コA 勺E DEFW 少E'，)Aト1
(1 [18 4 ';.' B十コ [lEFトj 匂匂勺Bト{

(J [1 B 1:.， -，「こ-・，:，C司、

(1 [1 B o ::: 1) :::匂 DEFω ::9・:::(lH
(J [1 B :::勺0:::[1 DEFω ::;: [1勺OH

(I[lBA 8F'コ1 [lEFω 匂1:::Fト1
0[181二 ・刀4::::( [lEFl.j :::C94H 
ODBE 1 ・之/-，1"'; 

(1 [1 B E ::: B ':::' 7 DEF~J ヲ可:::8H
。[lC(l ，コF勺る [lEFω 'コ I~ ， '~!FH

ODC2 ヲC::::A DEFω ::::A9CH 
O[lC4 :::7勺ち [lEFl.J のち:::7H
(lDCと ; ~:: 7 Ci 
(J [1 Cと.55勺[1 DEFIイ -刀[I::::5H
(J [1 C ::: ::: E 1 E [l EF~J 1 E :::EH 
ODCA 1 E::: 1 [lEFIイ :::11EH 
(lDCC lEFF [lEFレj FF1EH 
(I[I(:E 

(J[lCE f::: TBL~::: : ENT 
。[lCE [121こi [lEFω C1D2H 
。DDO BABF [lEFω 8F8AH 
0[1[12 8CB2 [lEFω 828CH 
(1[1[14 CAB7 DEF~J 87CAH 
1)[1[1ι 
(1 D [11:.， 8 ::: C f:.. DEFω lごと，B:::H
ODD::: CFC9 [lEFω C9CFH 
o [1 [1 A [1 :::: [1 :;: [1 E F ~J [1:::: D:::: H 
O[l[lC [1(1[17 DEFω D7DOH 
O[l[lE 
O[l[lE 8EIこり [lEFω COBEH 
ODEO B[lC・4 [lEFω C48[1H 
ODE2 BらCE [lEFω !こちEιH
。[lE4 C8C :~: DEFI.J 〔・::::C8H
(J[lEι 

。[lE6 B8[1[1 [JEFω [lD88H 
ODE8 C21ごD [lEFω !二[lC2H
。[lEA Aと，D8 DEFW [lBAと，H
(I[lEC [l9C:::: DEFω C:::[l9H 
O[lEE 
O[lEE [lCC7 [lEFω C7[1CH 
ODFO CCBl [lEFW BICCH 
O[lF2 B384 [lEFω B4B:::H 
ODF4 B5[14 [lEFω [l485H 
(JDFι 

(lDFf:.. [1ちDf:.. [lEFω [lf:..[l5H 
ODF8 89[1A DEFω DAB'.=-'H 
ODFA CE[lE DEFW [lECEH 
。[lFC DFOO [lEFω OODFH 
O[lFE 
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O[lFE [1100 [lEFω OO[llH 。EOO 0507 DEFω 0705H 
OE02 0000 [lEFω (lOOOH 
OE04 0000 DEFW OOOOH 
OE06 ; 

OEOI:.， }くTBLR: ENT 
OEOι (lOE1 [lEFω E100H 
OEOt: E2E:::: [lEFω E3E2H 。EOA E4E5 [lEFω EちE4H
OE(lC EゐE7 [lEFω E7EbH 
OEOE 
(lEOE E:::E9 [lEFω E9E:::H 。E10 EAEB [lEFω EBEAH 
OE12 ECE[I [lEFω E[lECH 
OE14 EEEF [lEFω EFEEH 
OE 11:.， 

OE16 FAFB [lEFW FBFAH 
OE 1::: FCF[I DEFl~ FDFCH 。E1A FE92 [lEFω ';J2FEH 
OE1C AOA4 [lEFω A4AOH 。E1E。E1E A5BO DEFW BOA5H 
OE20 E(JO(l [lEFω OOEOH 
OE22 0000 DEFω (J<)OOH 
OE24 0000 [lEFω OOOOH 。E2ι
OE2ιFOFl [lEFω F1FOH 。E2::: F2F:~: DEFl~ F::::F2H 
OE2A F4Fち [lEFω F5F4H 
OE2C F6F7 [t EF~J F7FI:.，H 
OE2E 
OE2E F:三:F'コ [lEFω FりF:::H。E30 (1001) DEFω (>仁I(JOH。E32 (1)00 [lEFω O(lOOH 
OE34 0000 [lEFω OOOOH 
OE3ι 

OE3ι ドTBU・:::;: ENT 。E3ι25A:::: [lEFω A:::2ちH。E3:::: JAAF [lEFトJ AF3AH 
(iE3A 3EA1 [lEFW A1.3EH 
OE3C 43A7 [lEFω A743H 
OE3E 44A'コ [lEFω A944H 
OE40 
OE40 4'5AA [lEFω AA45H 
OE42 46AB [lEFω AB4ιH 
0[44 47AC [lEFω AC47H 
1) E 41:.， 4 ::: A [1 [lEFω A [14 ::: H 
(l E 4 :::: 4 ':.' A E [IEFω AE4りH
OE4A 
OE4A 4EA2 [IEドt.J A24EH 。E4C 50A::: [lEFω A350H 
OE 4E 40A(:， [lEFω Aと，40H。E50。Eち1)

OEちり ;TE門F'O
OE50 ; A==VALUE 
OEちo XTE門p: ENT 
OE50 F5 F'I_I:::;H AF 。Eち1 Iご5 PU:::;H BC 
OE52 Eと，OF AN[I OFH 
OE54 47 LD 8tA 
OEち5 3E 0::: L.[I A! :::: 
OE57 守口 :::;'-'8 E 
o E 5 ::: ::::::2 1 [1 0 0 L[I (TE門F'ω)I A 
OE5B C1 F'OP BC 
OE5C Fl F'OF' AF 
OE5D C9 ~:ET 
OE5E 

OE5E ; T 1門E :::;ET 
OE5E BC=C:2 
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OE5E DE=SEC口ND
OE5E !こ2=0-FFFF 12H 

OE5E C 1 =A:::::COH= 12HSEC 
OEちE . 守司 !こ(>= 7 A 1 2 H = J 1 • 2 5 f::: H Z 。E5E TI門:::;T: ENT 

OE5E C5 ?T門::n: F'U::;H 8C 

OE5F 320FOO lD ( A門P門)I A 

OE62 EDち31/:..00 LD (INIC1)iDE 
OE/:..I:.， 3EC 1 lD A ，1ご1H ; 1二1=A::::C 1 ::;ET 
OEI:..::;: [l3Eち OUT (E5H) ， A 。E/:..A 3EA::: LD A， A::::H 
OEιc [1 :~: Eち OUT (E5H) i A 

OEιE 3E02 lD A，02H ; 1ご0=0002 3ET 

OE70 D3E4 OUT (E4H) i A 

OE72 AF XOF: A 
(l E 7 3 [I:~: E 4 OUT (E4H) ， A 。E75
OE7ち[1:~ : F (> DUT (FOH)，A 1仁o C 1 RE :;::E T 

OE77 
OE77 3E44 T卜1::: 1 : LD A，44H iCl LATCH 。E7・コ [l3E7 OUT (E7H) ，A 

OE78 DBE':; I卜j Aφ( tぞ;ト1) i C 1 F: E AD 
OE7D 4F L[I C，A 

OE7E [l8E5 IN A， (EちH)。E::: 0 F E A ::: CF' A:3H 
1) E ::: 2 2 (l F ~: .JF: NZ，T門:::1 
OE:::4 3EC 1 LD ~\ ，C 1 H 
(lE::: と， 8 ・コ CF' 。E:::7 20EE .JR NZ I T門:::1 。E::: 9 :~: E C (l し[1 AiCOH i C 1 = A ::: C (l・.::ET
(l E :.:: B [I~: E 5 仁川_，T ( EちH)t A 
(l E :.:: (1 ~: E A :;:: L(I A・A:;::fイ
i) E :::: F [I~: E 5 OUT (E5ト1)t ，; 

。)E '::'j 1 ~: E 1 :2 し[1 A， 1 ;~'H ; 1，. 1)二'7A12 ・;::ET
i) E'コ~: [l3E 4 O'_'T (E4H) I A 
(1 E ，~， ち ~:E ウム し[1 A，7MI 

OE'コ7 [l3E4 OUT (E4H) ，A 。E勺・コ ~:E :::4 L[I A， :::4H ; C三 LATCH
OE勺8 [13E7 lコUT (E7H) ! A 
OE'nl (IBEι IN A， (EらH) i C2 F:EA[I 
OE勺F 4F L. [1 C，A 
(:0 E A (i (1 B E (:， IN A， (EるH)。EA2 47 LD 8!A 
(l E A 3 E D 4 ~: 1 E 0 (l し(1 (仁三DATA)!BC
OEA7 C1 F'IコF 日c 
(l E A ::: C ':.' [;:ET 

OEAヲ
OEA勺 i T 1ト1E [;:EA(I 。EA・3 8C=C2 12H 
(lEA ・刀 . 、 (IE=三:ECON[I。EA9 T 1門RD: ENT 

OEA9 Cー ~'T 卜1 F: (1 : F'U:::H 8C 
OEAA Eち F' 11・:::H HL 
OE AB 3E:;::4 LD A， :::4H ;(:2 LATCH 。EAD [l3E7 O'_'T (E7H) ，A 

OEAF 3E44 L[I A，44H iCl LATCH 
OEB1 D3E7 OUT ( EフH)，A 。EB :~: [1 B E 1:.， IN A I (EI:.，H) ;C2 READ 
OEBち 4F lD C，A 
OE 8f:.. DBEt， IN A， (Ef:..H) 

OEB::: 47 し[1 B，A 
OEB勺[lBE5 IN A， (E5H) i 1ご1 READ 
OEBB 5F l[l E，A 。EBC DBE5 IN A， (EちH)

OEBE 57 しむ [I， A 
OEBF 2A1E(l(l LD HL， iC2DATA、。EC2 AF XOR 内。EC3 E[l42 ::;B仁 HL，BC 。EC5 7[1 L[I A，L 。ECιOF RRCA 
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OEC7 DC070F CALし C，T門UP。ECA D5 PU:::H DE 
OECB 7A LD A，D 
OECC B:::: OR E 
OECD 2003 .JR NZ，T門X

OECF llCOA8 LD DE 1 A:::(:OH 

OED2 21COA8 T門X: LD HL，A8COH ; HL==A8CO-C1 。ED5 E[l52 :::BC HLtDE 
OED7 ED5B1600 LD DE，(INIC1) ; HL=HL+INISET 
OEDB 1ヲ AD[I HLtDE 
OEOC :~:823 .JR 1ごtT門X1 
OEDE E5 F'U:::H HL 
OEDF l1COA8 LD DE，A8COH 
OEE2 E[l52 :::BC HL，DE 。EE4 3814 .JR lごtT門R1。EE6 F1 F'OF' AF ; AD.] 
OEE7 EB T何X2: EX DE，Hし
OEE8 3AOFOO LD A t (A門P門)。EEB EE01 XOR 01H 
OEED El F'OP HL 
OEEE 01010(> LD BC，0001H 
OEF1 ED42 :::B(: HL.， BC 
。 EF :~: 2002 ，]~: NZ，+4 
OEFち EEOl XOR 01H 。EF7 El POF' HL 
OEF::: 仁1 F・OF' BC 
OEF9 C9 RET 
OEFA D1 T門R1 : F'口F DE 。EFB E1 F'OF' HL 。EFC 3AOFO(l LD A， (A門F・門 ) 

(J E F F 1 ::! F t， ，JF: !:: 
OFO 1 114057 T門X1 : LD DE，5740H 
OF04 1 ・刀 ADD HL，DE 
o F (l ':' 1 !:: E (l .JR TNX2 。F07 E[l431EOO T門UF': LD (C2DATA) ，BIご
OFOB 3AOFO(l し[1 A， (A門P門)

OFOE EE01 XOR 。1H
OFI0 320FO(l LD (AMF'卜1)I A 。F13 C';.' F:ET 。F14

OF14 BELL 。F14。F14 BELL: ENT 。F14 仁三i F'U:::H BC 
OF15 E5 F'USH HL 。F1 1.:.， (> 1 :::: 0 (l 1) LD B C ， (J 0 ~: (l H 。F19 三16000 し[1 HL，r)OιOH 
OF1C CD220F CALし :::OUT 。F1F E1 F' OF' HL 。F'-::'()1ご1 POF' BC 
OF21 C'.~: f;:ET 。F22

OF22 ; ::: (1 U N [1 (1 U T 

OF22 . 、 BC=ONCHOO 
OF22 . 、 HL=口NTEI
OF22 C5 :::OUT: F'U :::H BC 
OF23 [15 PU:::H [lE 。F24 3E05 :::O'-'T 1 : LD At05H 
OF26 CD350F CALし SOUT2 
。 F2ヲ :~:E04 L[I At04H 
OF2B CD350F CALL ~:;口 UT2。F2E OB [lE(・ BC 
OF2F フヲ LD A，C 。F30 BO OR B 。F31 20Ft .JR NZ， ::::OUT t 
OF33 1 ::;:52 ，]R F'ORETl 
OF :~:5 

(l F :~: 5 D3 E 3 :::OUT2 : OUT (E3H) ，A 

OF37 ち4 LD [I， H 
o F:::: ::! 5 [1 LD EtL 
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OF39 1B DEC DE 
OF:~:A 7A LD At[l 。F3B B3 OR E 
OF3C 20FB ，JR NZt-3 

OF3E Cヲ RET 
OF3F 
OF3F ;門EL口[lY
OF3F ; DE=[lATA しりω A [1 [1 R E ~:; ~:; 

OF:3F 門ELDY: ENT 。F3F C5 PU~:;H BC 

OF40 D5 PUSH DE 。F41 Eち F' U ~:;H HL 
OF42 3E02 LD AP2 。F44 32EFll L[I (crCT .... i) I A 

OF 47 1 A 門LD1: L[I A t (DE) 

OF 4f: FEOD CF' ODH 

OF4A 283A ，JR Z t門LD4
OF4C FE2A CP 2AH ;骨 END 門ARK。F4E 2::::;:6 ，JR Z t門LD4
OF50 FE2D CP 2DH ; - UNDEF.: OCTAVE 
OFち2 2:::26 ，JR Z I門LD2。F54 FE2B CF' 2BH ; + UPPER 01こTAVE。F56 2:::2A ，JR Z t門LD3
OF58 21EAOF L， [1 HしF門TBL
OF5B FE23 CP 23H ;持

OFち[1 :~:E <) 0 L[I A，OO 。F5F 2005 ，.JR NZ，+7 
OF61 210210 L[I HL I ~1 特 TB し

OFf:..4 3C 1 NC A 
OF ';，5 1 :::: INC DE 
OFιι~:20600 LD (CH特)t A 
OF 1:.，匂([1:::AOF CAしし ONPU 
OFιC :;:::::D勺 ，JF: C，門LDl
OFιE (:[1:;::;:10 CAL.L F.~ YTH 門

OF71 3E02 1..[1 A，2 。F7:::: ::: 2 E F 1 1 L[I ( 01ごTV)， A 
OF76 3::::0E ，Jf;: l二，門L[l4
(i F 7 ::: 1 :::: C [1 ，JR 門L.[1 j 。F7A 3E03 ト11..[12 : し[1 A，3 。F7C :~:::;:・ EF 11 L[I (OCTVi，A 
OFγF 13 1 NC DE 。F::: (l 1 ::: Cち ，JR 門し[11。F:::2 3E 01 ト1し[1:;:: '-[1 A ; 1 。F':::4 1::;: Fι ，JR 門し[l 2+~・

<)ドJE:ι E1 門L[l4: F' OF' トiL
OF:::7 (1) F' (1 R E T 1: F' 0 F' [lE 
OF::: ::: C 1 F'OP BC 
OF:::';;' C勺 RET 
OF:::A 。F:::A ONPU TO RATIO CONV 
OF:::A (RATI口)=仁川TEI
OF:::A a 、 C=ONCHOO骨TE門F'O
OF:::A C5 Ot'JF'1._I : F' U~; H BC 。F::: B :) ，~， 0 :::: L[I E?:2: 
<)F!3[1 lA ONF'l : L[I ，l¥; (DE) 

OF8E BE CF' (Hし)

OF:::F 2:::0';' Jド! Z，DNP2 
OFヲ1 2 :~: INC HL 
OFヲ2 2 ~~: 1 NIこ Hし

。 F9 :~: 23 INC HL. 

(lF94 10F:::: [I，JN Z ONP1+1 
OF'，:_'f:.. 37 ::;CF 。Fヲ7 13 1 NC DE 
OFヲ::: C1. POP BI': 

OF'':_I9 rご匂 RET 。F':.'A 7::: ONF・2: しD A，B 

OF9B 3207(:'0 LD (TOF) t tl 

OF 9E 2:::: 1 NI，ご HL 
OF9F [1ち PU ::;H [lE 。FAO 5E 1..[1 Eタ(HL. ) 
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OF A 1 23 INC HL 。FA2 ちι L[I [1， (HL) 
OFA3 EB EX DE，HL 
OFA4 7C L[I A，H 。FA5 Bち OR し
OFAι2:::0A ，JR Z，ONF・3
OFAi:: 3AEF11 L[I A， (口CTV)
OFAB 3[1 [lEC A 。FAC 2:::36 ，JR Z，HOCT 。FAE :;:D [lEC A 
OF AF 2:::01 ，JR Z，ONP3 
OFB1 29 A[I[I HL，Hし。FB2 22:;:600 ONP3: LD ( F:AT 1 (1) ，HL 
OFBち[11 F'OF' DE 
OFB6 13 INC DE 
OFB7 1A L[I A， ([lE) 。FB::: 47 LD B，A 
OFB':.' E6FO AND FOH 
OFBB FE30 CP :~:(J H 
OFB[l 2:::05 ，JR Z，+7 
OFBF 3A0500 LD A， (ONTYO) 
(JFC21:::07 ，JR +'，1 

OFC4 13 1 NC DE 
OFC5 7::: LD A，B 
OFC6 Ef:.，OF AND OFH 
OFC::: :~:20 ち 0<) LD (ONTY口)!A 。FCB 4F LD C，A 。FCC・ 0ι00 L[I B，(J 

OFCE 211A10 L.D HL，OF'TBL 
OFD1 09 A[lD HLtBC 
OFD2 [1ち F'U ::=:ト{ [lE 
OF [I :~: 5E L[I E， (HL. ) 

OFD4 ち0 LD D，B 
。 FD ち ~:A1D (J O LD A， (TE門F'ω1
OFD::: 47 LD B，A 
OFD';I ι2 1..[1 H，[I 
OFDA ，~， A しむ L，D 
OFDB 1 ・コ ADD HL.， DE 
OFDIご 10FD [1 ，JN Z 。F[lE [lj F'OF' [IE 
CFDF C1 F' OF' BC 。FEO E":; F'I_I:::H ト{し

OFEl Cl F'OF' BC 。FE2 AF X OF: A 
OFE3 r勺 F:ET 
(l F E 4 C B~: C HOCT: ::::RL H 
OFEら CB1[1 RF: 
つFE ::: 1 ::: C ::: .J F: ONF'3 。FEA。FE向 4:~: i'1 T sL. : DEFB 
OFEB ~ち 01 口 EFI~ 。12ちトi。FED 44 DEF8 。FEE 0ち(q DEドω 。1(15ト1
OFFn 45 [lEF8 l E' 

OFF 1 E';・00 [l En~ (l(lE勺 H
OF F :~: 4ι DEFB 'F; 

OFF 4 [lCOi:， [1 EFt.J OODCH 
OF F~， 47 DEF8 ノ f、'。FF7 C300 [lEFω OOC3H 
OFF9 41 DEFB 同4晶，

OFFA AEO(i DEFl.J (lOAEH 。FFC 42 DEFB r B! 

OFFD 9BOO DEFl.J 00 ・コBH 。FFF 52 DEFB R' 
1000 0<)00 [lEFω OOOOH 
1002 43 門特TBL: DE F E: 
1003 1501 DEFω (> 115H 
100ち 44 [lEFB ， [1' 

100ιFι00 [lEFω i)(lFιH 
100:;:: 4ぞi DEFB 'E! 
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1009 [1(:00 DEFω (l(lDCH 
100B 4ι DEFB 'F' 
100C CFOO DEFω OOCFH 
100E 47 DEFB ， r; ， 
100F B:::OO DEFω OOB8H 
1011 41 DEFB 'A' 
1012 A400 DEFω OOA4H 
1014 42 DEFB 'B' 
101ちヲ200 DEFω 00'?2H 
1017 52 DEFB 'R' 
1018 0000 DEFω (JOOOH 

101A 01 OF'TBL: DEFB 。1H

1018 02 DEFB 02H 
101C 0:::: DEF8 (l :~:H 

101D 04 DEFB 04H 
101E 0(:， DEF8 (lと，H

101F 0::: DEFB (J :::H 

1020 OC DEFB (lCH 

1021 11) DEFB 10H 
1022 1 ::: DEF8 1 :::H 

1023 20 DEFB 20H 
1024 

1024 0::: TABLE1: DEFB :=:ー: 

1025 OF DEFB 
1021;. (lD DEFB 
1027 01ご DEFB 

102:3 OB DEFB 11 
1029 OA DEF8 10 
102A 0ヲ DEFB てE

102B (>::: DEF8 '・.ー:'・

1 (l2C 1 (1 DEFB 
102D OE DEF8 14 
102E 0[1 DEFB 
10:2F 08 DEFB 1 1 
1030 08 DEF8 1 1 
1 0 :~: 1 OA DEF8 
1032 0::: DEFB “ '-' 

10::;:J j RHYTHM 

f;:YTH~l : ENT 
1033 CDブ105 CALし I::B'::ET 

103ιC[l6COち CALし BRI::: 
103勺[1:::: F:ET 
1 (J ::.:: A [15 F'I_I:::H DE 
1(1 :~ F.: C5 F' I_I::;:H 日c
10::;:C C5 PU :::H 8C 
1 (1 ::;: [1 :2 1. :2 3 1 0 し[1 HL，TA8LEJ.-l 
1040 3AOf:..OO L[I A， (仁 H#)
1043 FEOO CF' () 

104ち 2:::04 ，JR Z，RYTH門1
104"7 01.0700 L[I E仁ピ7
104A 0。 A [1[1 HL，8C 
1048 3AOア00 RYTHト11: L [1 A， (TOF) 
104E 4F L[I C，A 
1 (; 4F FE r:i 1 CF' 
10ち1 200ち .J F: NZ ， RYTH 門~:
1 05:;: :;: E (i 2 l_ [1 A.2 
105532EF11 L[I (口CT'v')，A 
105:;:: (l勺 F: Y T H ~1:;:: A [1 [1 HL.， 8C 
105勺 4(:， L[I B， (HL) 
10ちA ::;:AEF 1 J LD A t( 01ごT'v')

105[1 :;:D [1 EC A 
1 0 ~5 E :2 :;:: 07 ，JR Z，RYTH門2
10ιo :;:D 仁IEC A 
1 Of:.. 1. :2:::0/:.. ，JR z ，ーN
10ι:::: CB:;:::: :::RL E 
10と.ー 1:::: 02 .JR 持N

10ι7 CB20 RYTH門:2: ::;LA E 
1 (l t， 9 D1. 普ト.j: F・OF' DE 
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HL，OOOOH 
HL，DE 

BtH 
C，L 
HL，(RATIO) 
A，H 
L 
Z，RDEL 
~:;OUT 

BC 

DE 

HL 
A，4 
(-:;;(lUT1+l) ，A 

HL，0125H 
・:;OUT

A，5 
( ~:;OUT1+1) ，A 

HL 
長Nl

LD 
ADD 

D，JN Z 
LD 

LD 
LD 

LD 

口R
，JR 
CALL 

POP 
F'OF' 

RET 
F'U ~:;H 
LD 
LD 

LD 

CALL 

LD 
LD 
POP 
，JR 

*Nl: 

RDEし:

210000 

10FD 

44 
4[1 
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A.5 BASICテープのコピー作成と改訂の方法

BASICテーフ。のコピーを作成したり、 BASICインターフ。リタ (MZ-1Z001もしくはMZ-1Z002) あるいは Monitor

MZ-1Z001Mの改訂を行う場合に必要な操作をここにまとめておきます。

MZ-2200に付属のカセットテープ rBASICMZ-1Z001Jおよび rCOLORTAPE BASIC MZ-1Z002Jは、テープの

寿命を超えた使用あるいは不慮、の事故による破損等によって使用できなくなることが考えられますので、ここで述べるコ

ピー操作に従ってあらかじめ予備のBASICテープを作成しておくようお願し、致します。また、万一、BASICインタープリ

タもしくは、 Monitorフ。ログラム内にバグ(プログラムの誤り:bug)が見つかりました場合は、もよりのシャープサービ

ス窓1-' (技frj;jサービス部・サービスステーション・サービスブランチ)へお問し、合わせくださし、。訂正方法をお知らせい

たします。

なお、 主要MZマイコンショッフ。へは、適時 rMZソフトウェア・インフ ォメーショ ン」を配布しておりますのでご利

J-lJくだ‘さ¥， ) 0 

• BASICテープのコピーの作り方t>

(1) BASICインタープリタを起動します。

(2) MONコマンドを実行して、システムコントロールをMonitorMZ-1Z001Mへ移します。

(3) モニタコマンド M (Memory correction) (P.132参照)によって、次のようにMonitorフ。ログラム自身の一部分を

変更します。

変更万法を下記に示します。

なお、 仁二1で囲んで、ある文字はキーボードから入力してください。

回[ CR 1 

M-ADR. $回目回目[ CR 1 

0289 2A 回目巴日
間 A 54 回回[ CR 1 

028B 11 回目仁亘コ
ωC  18 囚 [CR 1 

ル ADR.$囚回目回仁E
ωB9 2A 回目[CR 1 

02BA 54 囚囚[ CR 1 

02BB 11 回囚巴E
02BC 18 匝E
オく

ιλ上でプログラムは変更されます。

テキストエリアのバ イトサイズは③ の位置 に表示 されます。

(4) 続いて、モニタコマンドL (Load) (P.143参照)によって、 BASICテープをロードします。この時、 BASICイン

タープリタと Monitorフυログラムは、 (3)でMonitorフ。ログラムの変更を行ったために、メモリエリア8000H:岳地以

降にロードされます。

本囚[ CR ) 

Filename :仁亘コ
ローデイングを終 fしたら、新しいカセットテープをデータレコーダ MZ-1T02にセ ットし巻き戻 しを実行してお

きます。

t)モニ タコマン ドSによ って、Monitorプログラム白身を合むエリアをカセットテープにセーブしようとすると、サムチェッ クでエラーが

発生し ます。従って、BASICテープのコピーは、単純にモニタコマンド Sで、作}J比することができず、こ こで示す操作カも必要となるのです。
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(5) 次に、モニタコマンドJ (Jump) によって、コントロールを、 01B5H番地へ移します。この操作を行うと、自動的

にカセットテープへの書き込み作業が開始され、 BASIC(および、Monitorフ。ログラム)のコピーテープが作成され

ます。

本因巴E
J-ADR. $回目回目!CR 1 

(6) 作成したコピーテープは、書き込み禁止用のツメを折ってライトプロテクトをかけておき大切に保管してください。

(7) Monitorフ。ログラムあるいはBASICインタープリタでプログラミングを再開する際には、 (3)で行ったのと逆の操作

によって、変更したテーータをもとのデータに戻さなければなりません。

• BASICインタープリタまたはMonitorMZ・lZ001Mの改訂方法

BASICインタープリタまたは、 MonitorMZ-IZ001Mの改訂を行うには、前記のコピー操作において、 (4)のローデイ

ンクす呆作と(5)のセーブ操作の聞に、データの変更(改正)操作を加えることになります。


	MZ2200_BASIC-MONITOR_cover
	MZ2200BASMON_001_z_228
	MZ2200BASMON_002_z_228
	MZ2200BASMON_003_z_228
	MZ2200BASMON_004_z_228
	MZ2200BASMON_005_z_228
	MZ2200BASMON_006_z_228
	MZ2200BASMON_007_z_228
	MZ2200BASMON_008_z_228
	MZ2200BASMON_009_z_228
	MZ2200BASMON_010_z_228
	MZ2200BASMON_011_z_228
	MZ2200BASMON_012_z_228
	MZ2200BASMON_013_z_228
	MZ2200BASMON_014_z_228
	MZ2200BASMON_015_z_228
	MZ2200BASMON_016_z_228
	MZ2200BASMON_017_z_228
	MZ2200BASMON_018_z_228
	MZ2200BASMON_019_z_228
	MZ2200BASMON_020_z_228
	MZ2200BASMON_021_z_228
	MZ2200BASMON_022_z_228
	MZ2200BASMON_023_z_228
	MZ2200BASMON_024_z_228
	MZ2200BASMON_025_z_228
	MZ2200BASMON_026_z_228
	MZ2200BASMON_027_z_228
	MZ2200BASMON_028_z_228
	MZ2200BASMON_029_z_228
	MZ2200BASMON_030_z_228
	MZ2200BASMON_031_z_228
	MZ2200BASMON_032_z_228
	MZ2200BASMON_033_z_228
	MZ2200BASMON_034_z_228
	MZ2200BASMON_035_z_228
	MZ2200BASMON_036_z_228
	MZ2200BASMON_037_z_228
	MZ2200BASMON_038_z_228
	MZ2200BASMON_039_z_228
	MZ2200BASMON_040_z_228
	MZ2200BASMON_041_z_228
	MZ2200BASMON_042_z_228
	MZ2200BASMON_043_z_228
	MZ2200BASMON_044_z_228
	MZ2200BASMON_045_z_228
	MZ2200BASMON_046_z_228
	MZ2200BASMON_047_z_228
	MZ2200BASMON_048_z_228
	MZ2200BASMON_049_z_228
	MZ2200BASMON_050_z_228
	MZ2200BASMON_051_z_228
	MZ2200BASMON_052_z_228
	MZ2200BASMON_053_z_228
	MZ2200BASMON_054_z_228
	MZ2200BASMON_055_z_228
	MZ2200BASMON_056_z_228
	MZ2200BASMON_057_z_228
	MZ2200BASMON_058_z_228
	MZ2200BASMON_059_z_228
	MZ2200BASMON_060_z_228
	MZ2200BASMON_061_z_228
	MZ2200BASMON_062_z_228
	MZ2200BASMON_063_z_228
	MZ2200BASMON_064_z_228
	MZ2200BASMON_065_z_228
	MZ2200BASMON_066_z_228
	MZ2200BASMON_067_z_228
	MZ2200BASMON_068_z_228
	MZ2200BASMON_069_z_228
	MZ2200BASMON_070_z_228
	MZ2200BASMON_071_z_228
	MZ2200BASMON_072_z_228
	MZ2200BASMON_073_z_228
	MZ2200BASMON_074_z_228
	MZ2200BASMON_075_z_228
	MZ2200BASMON_076_z_228
	MZ2200BASMON_077_z_228
	MZ2200BASMON_078_z_228
	MZ2200BASMON_079_z_228
	MZ2200BASMON_080_z_228
	MZ2200BASMON_081_z_228
	MZ2200BASMON_082_z_228
	MZ2200BASMON_083_z_228
	MZ2200BASMON_084_z_228
	MZ2200BASMON_085_z_228
	MZ2200BASMON_086_z_228
	MZ2200BASMON_087_z_228
	MZ2200BASMON_088_z_228
	MZ2200BASMON_089_z_228
	MZ2200BASMON_090_z_228
	MZ2200BASMON_091_z_228
	MZ2200BASMON_092_z_228
	MZ2200BASMON_093_z_228
	MZ2200BASMON_094_z_228
	MZ2200BASMON_095_z_228
	MZ2200BASMON_096_z_228
	MZ2200BASMON_097_z_228
	MZ2200BASMON_098_z_228
	MZ2200BASMON_099_z_228
	MZ2200BASMON_100_z_228
	MZ2200BASMON_101_z_228
	MZ2200BASMON_102_z_228
	MZ2200BASMON_103_z_228
	MZ2200BASMON_104_z_228
	MZ2200BASMON_105_z_228
	MZ2200BASMON_106_z_228
	MZ2200BASMON_107_z_228
	MZ2200BASMON_108_z_228
	MZ2200BASMON_109_z_228
	MZ2200BASMON_110_z_228
	MZ2200BASMON_111_z_228
	MZ2200BASMON_112_z_228
	MZ2200BASMON_113_z_228
	MZ2200BASMON_114_z_228
	MZ2200BASMON_115_z_228
	MZ2200BASMON_116_z_228
	MZ2200BASMON_117_z_228
	MZ2200BASMON_118_z_228
	MZ2200BASMON_119_z_228
	MZ2200BASMON_120_z_228
	MZ2200BASMON_121_z_228
	MZ2200BASMON_122_z_228
	MZ2200BASMON_123_z_228
	MZ2200BASMON_124_z_228
	MZ2200BASMON_125_z_228
	MZ2200BASMON_126_z_228
	MZ2200BASMON_127_z_228
	MZ2200BASMON_128_z_228
	MZ2200BASMON_129_z_228
	MZ2200BASMON_130_z_228
	MZ2200BASMON_131_z_228
	MZ2200BASMON_132_z_228
	MZ2200BASMON_133_z_228
	MZ2200BASMON_134_z_228
	MZ2200BASMON_135_z_228
	MZ2200BASMON_136_z_228
	MZ2200BASMON_137_z_228
	MZ2200BASMON_138_z_228
	MZ2200BASMON_139_z_228
	MZ2200BASMON_140_z_228
	MZ2200BASMON_141_z_228
	MZ2200BASMON_142_z_228
	MZ2200BASMON_143_z_228
	MZ2200BASMON_144_z_228
	MZ2200BASMON_145_z_228
	MZ2200BASMON_146_z_228
	MZ2200BASMON_147_z_228
	MZ2200BASMON_148_z_228
	MZ2200BASMON_149_z_228
	MZ2200BASMON_150_z_228
	MZ2200BASMON_151_z_228
	MZ2200BASMON_152_z_228
	MZ2200BASMON_153_z_228
	MZ2200BASMON_154_z_228
	MZ2200BASMON_155_z_228
	MZ2200BASMON_156_z_228
	MZ2200BASMON_157_z_228
	MZ2200BASMON_158_z_228
	MZ2200BASMON_159_z_228
	MZ2200BASMON_160_z_228
	MZ2200BASMON_161_z_228
	MZ2200BASMON_162_z_228
	MZ2200BASMON_163_z_228
	MZ2200BASMON_164_z_228
	MZ2200BASMON_165_z_228
	MZ2200BASMON_166_z_228
	MZ2200BASMON_167_z_228
	MZ2200BASMON_168_z_228
	MZ2200BASMON_169_z_228
	MZ2200BASMON_170_z_228
	MZ2200BASMON_171_z_228
	MZ2200BASMON_172_z_228
	MZ2200BASMON_173_z_228
	MZ2200BASMON_174_z_228
	MZ2200BASMON_175_z_228
	MZ2200BASMON_176_z_228
	MZ2200BASMON_177_z_228
	MZ2200BASMON_178_z_228
	MZ2200BASMON_179_z_228
	MZ2200BASMON_180_z_228
	MZ2200BASMON_181_z_228
	MZ2200BASMON_182_z_228
	MZ2200BASMON_183_z_228
	MZ2200BASMON_184_z_228
	MZ2200BASMON_185_z_228
	MZ2200BASMON_186_z_228
	MZ2200BASMON_187_z_228
	MZ2200BASMON_188_z_228
	MZ2200BASMON_189_z_228
	MZ2200BASMON_190_z_228
	MZ2200BASMON_191_z_228
	MZ2200BASMON_192_z_228
	MZ2200BASMON_193_z_228
	MZ2200BASMON_194_z_228
	MZ2200BASMON_195_z_228
	MZ2200BASMON_196_z_228
	MZ2200BASMON_197_z_228
	MZ2200BASMON_198_z_228
	MZ2200BASMON_199_z_228
	MZ2200BASMON_200_z_228
	MZ2200BASMON_201_z_228
	MZ2200BASMON_202_z_228
	MZ2200BASMON_203_z_228
	MZ2200BASMON_204_z_228
	MZ2200BASMON_205_z_228
	MZ2200BASMON_206_z_228
	MZ2200BASMON_207_z_228
	MZ2200BASMON_208_z_228
	MZ2200BASMON_209_z_228
	MZ2200BASMON_210_z_228
	MZ2200BASMON_211_z_228
	MZ2200BASMON_212_z_228
	MZ2200BASMON_213_z_228
	MZ2200BASMON_214_z_228
	MZ2200BASMON_215_z_228
	MZ2200BASMON_216_z_228
	MZ2200BASMON_217_z_228
	MZ2200BASMON_218_z_228
	MZ2200BASMON_219_z_228
	MZ2200BASMON_220_z_228
	MZ2200BASMON_221_z_228
	MZ2200BASMON_222_z_228
	MZ2200BASMON_223_z_228
	MZ2200BASMON_224_z_228
	MZ2200BASMON_225_z_228
	MZ2200BASMON_226_z_228
	MZ2200BASMON_227_z_228
	MZ2200BASMON_228_z_228

